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『福島大学研究年報』の発刊に当たって

福島大学副学長
北村 寧

平成１６年は本学が法人化と全学再編による「新生福島大学」として新たなスタートを切った画期的

な年であった。「国立大学法人福島大学」となったこと、「学部制」から「学群・学類・学系制」へ転

換したこと、「共生システム理工学類」を創設したこと、等々。法人化されて、まもなく２年になろう

としているが、この間、さまざまな新しい試みが行われ、新しい成果が生み出されてきた。『福島大学

研究年報』（以下、『研究年報』と略称）も法人化のもとでの新たな所産の一つということができる。

まず、『研究年報』発刊までの経過を簡単に述べておこう。出発点は平成１６年度・年度計画（Ｎｏ．１２６）

であり、それは「学内の各学部・センターによる１０誌の学術刊行物・年報について、学系設置に伴い、

既存の研究出版物、出版助成のあり方、新しい研究発表方法等の見直しと新しい方針を検討する」と

いうものである。平成１６年度新設の研究推進委員会はワーキンググループにおいて検討し、「学部研究

論集方式を廃止し、全学研究機関誌『福島大学研究年報』を創設する」を主な内容とする方針案をと

りまとめた。平成１７年２月、研究推進委員会はこの方針を教育研究評議会に提案したが、２度の審議

の後、役員会が引き取ることになった。役員会は『研究年報』刊行の新しい方針を３月３１日の教育研

究評議会に提案し、承認された。４月、研究推進委員会は内部に「研究年報編集委員会」を設置し、

「編集・投稿規定」・「編集細則」・「執筆要領」の作成、原稿募集、レイアウト、印刷所との交渉等々

を精力的に行い、このたびの発刊に至ったものである。

次に、『研究年報』の特徴と意義であるが、本誌は本学が重点的に配分した研究費による研究成果を

発表する場として位置づけられており、これが大きな特徴である。「重点的に配分した研究費」とは平

成１６年度から措置した「奨励的研究助成予算」である。これは、平成１６年度は学長裁量経費、奨励的

研究経費、学術振興基金（学術研究支援助成）の３つの柱から構成され、平成１７年度は学長裁量経費

に代わって「プロジェクト研究推進経費」が措置されている。奨励的研究助成予算は選考により配分

するもので、いわゆる競争的研究経費に相当する。これらの研究経費による研究成果を発表する場を

大学として保障することは重要な意味があろう。なお、本学教員の前年度の「研究業績一覧」を掲載

しているが、これも本誌独自のものである。

さらに、『研究年報』の刊行は対外的にも意義あるものである。１つは、研究活動のアカウンタビリ

ティ履行を促進するということである。『研究年報』（冊子体）を電子情報で公表することにしたが、

これは研究情報を広く社会に発信する点で大きな意味がある。もう１つは、研究活動に対する「評価」

に関わる。国立大学法人評価委員会による「評価」と「認証評価機関」による大学評価（認証評価）

を受けねばならないが、本誌刊行はこうした二重の「評価」への積極的対応として一定の意義を有す

るといえよう。

いうまでもなく、『研究年報』は大学として発行する「研究機関誌」である。この創刊号を出発点と

して、今後多くの研究成果が発表され、特色ある「全学研究機関誌」として発展していくことを念願し

ている。最後になったが、刊行にご協力いただいた方々に心から感謝の意を表し、発刊の辞としたい。





《調査報告》

福島大学学生の「身体リテラシー」に関する実態調査

健康・運動学系＊

�．はじめに

１．本調査研究の問題意識

本稿は平成１６年度から取り組まれている中期目標・

計画にもとづく６年間の系研究「身体リテラシー教育

の充実に関する実践的研究」について、１年目に取り

組んだ調査の報告である。テーマとした「身体リテラ

シー」は、健康・運動学系の研究計画の検討のなかで、

今日のからだに関する状況と教育課題をふまえ、「自己

の身体の仕組みを知り、身体機能の維持・向上の仕方

や身体運動の社会的意味を理解し、身体を操作する技

術を身につけること」とおさえ、これを今後の系研究

および実践展開の中でさらに概念の内実を豊かにして

いくための作業仮説とし研究をスタートさせた。

これまでの検討で「身体リテラシー」の内包するも

のとしては「すべての人にとっての生存を維持するた

めの必要最小限の身体的能力」と、「人生の質をさらに

豊かにするための文化」という側面が考えられている。

前者は生存の基盤としての身体的諸力であり、それぞ

れの人生における幸福追求のための手段としての健康

の保持増進にかかわるものである。後者はスポーツ文

化の享受（スポーツに親しむ・楽しむ）やスポーツを

媒介としてのコミュニケーションなどによる関係性の

発達，そして権利としての体育・スポーツ実践（ユネ

スコ「体育・スポーツ憲章」）や権利としての健康（Ｗ

ＨＯ憲章）も含んでいる。

系研究と実践の中核に位置づけた「身体リテラシー」

概念は、現在の健康・運動学系の前身であった「保健

体育系列」として共通教育の健康・運動科目の検討の

中にその萌芽が認められる１）～６）。特に一般教育の大綱化

を契機とした「健康・運動科学実習」の立ち上げのた

めの検討と、その後の実施・評価・検討をとおして育

まれてきた。例えば「健康・運動科学実習」における

実技では、スポーツ文化の享受（新谷「スポーツ＝文

化の享受」アリーナ№１７）とおさえ、スポーツそのも

のを楽しみ、仲間との交流を図り、心身をリフレッシュ

し、生涯にわたってスポーツに親しむ態度を培うこと

をねらいの一つとして位置づけ実施し、学生による授

業評価でも高い評価を受けてきている７）～１０）。

今後「身体リテラシー」に関する系研究と実践（「健

康・運動科学実習」）を展開するにあたっては、特に

「身体」が内包する多様な中身を明らかにしていくこ

とが重要な課題となるであろう。環境との調和を無視

した社会・経済開発のもとでわが国では先ず深刻な環

境破壊が、そして前世紀後半から子どもの「からだと

心」に様々な問題が現れだした。現象的にはいわゆる

「体のおかしさ」や「心の問題」である。バブルがは

じけ社会の病弊が一気に吹き出した１９９０年代に入ると

哲学や思想界では「身体」を巡る論議が盛んに行われ

るようになった。そのなかで教育学者佐藤学１６）は、今日

の子どもの「からだ」の変化は、単なる「生理学的・医

学的症状」にとどまらず、「人と交われない硬直した身

体、人前に立つと萎縮してしまう身体、感受性と応答

性を喪失した身体、硬いからで覆われた自閉的な身体、

精神的な意味における身体の危機」と化してきており、

「教育の危機的状況の大半は、その根底において身体

の異変を軸として生じているととらえられる」と注目

すべき見方を示した。また「唯脳論」の著者養老孟司

との対談１７）では、現代社会における「喪失する身体」を

問題視し、「唯脳化社会から生身のからだをとり返す」

こと、つまり身体性の回復の必要性を示唆している。

現代社会に生きる人々の「身体」に関わる課題の内

実をいっそう豊かにつかみ、あわせ「健康・運動科学

実習」に取り組む学生の、時間や施設・設備などの条

件も考慮し、新たな「健康・運動科学実習」創出と展

開の充実をはかっていくことがわれわれの課題である。

２．調査方法および対象

作業仮説としての「身体リテラシー」概念をもとに

質問項目を設定した。項目は身体運動やスポーツに関

する意識と健康維持に関する生活状況および身体活動

量をとらえる内容で構成した。身体運動やスポーツに

関する意識を問う項目では、「強くそう思う」から「全

くそう思わない」までの４段階で回答を求めた。健康

＊健康・運動学系教員：新谷崇一、小川 宏、菅家礼子、川本和久、工藤孝幾、黒須 充、佐々木武人、佐藤 理、
坂上康博、白石 豊、鈴木裕美子、杉浦弘一、中村民雄、深倉和明、森 知高、安田俊広
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１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 ７１
１４．５

１９２
３９．３

１９１
３９．１

３５
７．２

４８９
１００．０

女子 ９３
２９．２

１２６
３９．６

９５
２９．９

４
１．３

３１８
１００．０

全体 １６４
２０．３

３１８
３９．４

２８６
３５．４

３９
４．８

８０７
１００．０

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 １１７
２３．９

１８２
３７．２

１４３
２９．２

４７
９．６

４８９
１００．０

女子 １０１
３１８

１５９
５０．０

５６
１７．６

２
０．６

３１８
１００．０

全体 ２１８
２７．０

３４１
４２．３

１９９
２４．７

４９
６．１

８０７
１００．０

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 ２７０
５５．２

１４９
３０．５

６０
１２．３

１０
２．０

４８９
１００．０

女子 １６１
５０．６

１１５
３６．２

３６
１１．３

６
１．９

３１８
１００．０

全体 ４３１
５３．４

２６４
３２．７

９６
１１．９

１６
２．０

８０７
１００．０

維持に関する生活状況および身体活動量については、

行動の有無について二件法で回答を求め、身長、体重、

時刻を記入させた。なお定期的運動実施に関わる心理

的特性については岡１８）による運動セルフエフィカシーを

また身体活動量については村瀬１８）らによる国際標準化身

体活動質問表（IPAQ）日本語版 Long Version（LV）を用い

た。集計には統計パッケージ SPSS Version１３を用い、差

違の検討のため有意水準５％未満による χ２検定を行っ

た。各集計表の数値は特にことわらない限り、上段に

回答人数、下段に割合（％）を示した。

調査期間、調査対象は以下のとおりである。

期間：平成１６年１１～１２月

対象：平成１６年度健康・運動科学実習の受講者全員（都

合により実施できなかったクラスおよび欠席者、

所属や性別などについて回答漏れのあったもの

を除く）。

教育学部３１８名、行政社会学部１５６名、経済学部

３３３名、計８０７名。

注）平成１６年度は文部科学省の委託を受け「新体力テスト」も
実施した。アンケート調査と新体力テストの両データについ
て欠損値がないものを併合した結果６５６名となった。アンケー
ト調査と新体力テストを関連づけて分析する際はこのデータ
セットを用いた。

�．運動文化＆コミュニケーション部門

１．単純集計、及び男女の比較から

Ｑ１「自分の運動能力は高いほうだと思う」という

質問への回答（表１）は肯定約４割、否定約６割であっ

た。男女別では、男子の肯定が４６．３％に対して女子の

肯定は３１．２％と有意に低く、また女子の約３割が「全

くそう思わない」に回答していることから、女子の運

動に対する自信の無さが窺える。

表１ 自分の運動能力は高い方だと思う。

Ｑ２「スポーツは相手に勝たないと意味がないと思

う」に対する回答は表２の通りであった。全体で見る

と肯定３０％、否定７０％に分かれた。しかし男女別で見

ると女子の肯定１８．２％に対して男子の肯定が約３８．８％

と有意に高く、やや勝敗にこだわり過ぎる男子が多い

ことが分かる。スポーツは互いに勝利を目指して競い

合うものであり、結果としての勝利は確かに大きな達

成感や喜びをもたらしてくれるものではある。しかし

結果として勝利しなければ意味がないと考えると敗者

は報われず、勝利至上主義に陥ってしまう可能性が出

てくる。勝利を目指して全力を尽くしたり、作戦を工

夫したり、プレーそのものを楽しむこと、すなわちそ

の過程にも大きな意味が含まれていることを理解させ

たい。今後社会人となって生涯スポーツやレクリエー

ションスポーツを楽しんでいく世代に向かう大学生に

対して、より広いスポーツの価値観を育成していく必

要があると考えられる。

表２ スポーツは相手に勝たないと意味がないと思う

Ｑ３では「スポーツは運動能力が高い人だけが楽し

める文化だと思う」と、スポーツに対する考え方を尋

ねた。結果は全体の８５％が否定派であった（表３）。ス

ポーツは運動能力の高低にかかわらずみんなが楽しめ

る文化である。スポーツは競技スポーツだけではなく、

生涯スポーツやレクリエーションスポーツなど多種多

様であり、自分のレベルや指向、ペースに合わせて楽

しめることを理解させたい。

表３ スポーツは運動能力が高い人だけが楽しめる文化だと思う

Ｑ４「運動は人間が生きていく上で欠かせないもの

だと思う」は、基本的な運動の必要性について質問し

たものである。結果は全体の約９０％が肯定の回答であっ

た。男女別で見ると、男子の「強くそう思う」割合が

６４．４％と、女子の５４．４％に対して有意に高かった。こ

の結果から、学生自身、運動の必要性については認識

していることが分かった。最近の健康ブームもあり、

運動の必要性は雑誌やＴＶ番組など様々なところで説

かれている。文明社会の中で運動の機会は減少してい

るものの、健康の維持増進を考えれば人間の生活から

運動を欠くことは出来ないだろう。今後、運動をどの

ように実行させ、習慣化させるかが指導する側の課題

２ 福島大学学生の「身体リテラシー」に関する実態調査



１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 ９
１．８

２９
５．９

１３５
２７．７

３１５
６４．５

４８８
１００．０

女子 ４
１．３

２９
９．１

１１２
３５．２

１７３
５４．４

３１８
１００．０

全体 １３
１．６

５８
７．２

２４７
３０．６

４８８
６０．５

８０６
１００．０

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 ９０
１８．４

２５３
５１．７

１１６
２３．７

３０
６．１

４８９
１００．０

女子 ４６
１４．５

１６６
５２．２

８９
２８．０

１７
５．３

３１８
１００．０

全体 １３６
１６．９

４１９
５１．９

２０５
２５．４

４７
５．８

８０７
１００．０

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 １６５
３３．７

１９６
４０．１

９５
１９．４

３３
６．７

４８９
１００．０

女子 ８５
２６．７

１２７
３９．９

８０
２５．２

２６
８．２

３１８
１００．０

全体 ２５０
３１．０

３２３
４０．０

１７５
２１．７

５９
７．３

８０７
１００．０

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 １１
２．２

５３
１０．８

１６９
３４．６

２５６
５２．４

４８９
１００．０

女子 ２
０．６

２０
６．３

１０８
３４．０

１８８
５９．１

３１８
１００．０

全体 １３
１．６

７３
９．０

２７７
３４．３

４４４
５５．０

８０７
１００．０

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 ５９
１２．１

２１２
４３．４

１５２
３１．１

６６
１３．５

４８９
１００．０

女子 ２４
７．５

１３８
４３．４

１３７
４３．１

１９
６．０

３１８
１００．０

全体 ８３
１０．３

３５０
４３．４

２８９
３５．８

８５
１０．５

８０７
１００．０

となるだろう。

表４ 運動は人間が生きていく上で欠かせないものだと思う

Ｑ５「授業の中で、誰にでも自分から積極的に声を

かけて一緒に取り組むことが出来る」は、体育授業に

おける他者との関わりに対する積極性についての質問

である。

アンケートの結果、積極的に声をかけられる学生が

約３０％、かけられない学生が約７０％であった。調査対

象が１年生ではあるが、調査時期が１０月であったこと

を考えると、もう少し積極性があってよいのではない

かと考えられ、こうした社会性、コミュニケーション

力の向上が今後望まれる。

身体リテラシーとは、単なる身体に対する知識、理

解、運動の仕方だけでなく、身体活動をとおした社会

性をも含む包括的な概念である。したがって健康・運

動学系では健康・運動科学実習の活動を通して、こう

した他者への働きかけがスムーズにできるようになる

ことも視野に入れて授業内容を検討していきたい。

表５ 授業の中で、誰にでも自分から積極的に声をか
けて一緒に取り組むことが出来る

Ｑ６「健康運動科学実習がきっかけとなって出来た

友人は、他の授業で出来た友人よりもたくさんいる」

の質問に対する回答は表６の通りであった。全体の約

３割が肯定であった。男女別で見ると、女子の肯定が

３３．４％と、男子の肯定２６．１％に対して有意に高かった。

運動することを主な目的として授業に参加する男子に

対して、運動を通じて仲間作りしたい女子という傾向

の違いが結果に表れているとも考えられる。Ｑ５で述

べたように、身体リテラシーには身体活動をする中で

人間関係を作り上げていく能力を含んでおり、そのた

め健康・運動科学実習では特に１年前期の入学間もな

い時期に実技を通して積極的に仲間作りを促進させる

授業内容を検討している。その狙いからするとこの質

問に対する回答は肯定派が多数であることが望ましい

わけだが、決して期待通りの結果とは言えない。今後、

男子も含めてさらに仲間作りの意識を高めていきたい。

表６ 健康運動科学実習がきっかけとなってできた友
人は、他の授業で出来た友人よりもたくさんいる

Ｑ７「他の人のナイスプレーやいい動きを一緒になっ

て喜んだり称賛したりできる」は、身体活動を集団で

行う際の他者との関わりを考えたときに最も基本的な

コミュニケーションスキルが、この「一緒になって喜

ぶ」「称賛する」ことであると考え、調査したものであ

る。結果は、ほぼ９割の学生が出来ると回答した。男

女別で見ると、女子の肯定が９３．１％と、男子の肯定

８７．０％よりも有意に高かった。今後、こうした基本的

なスキルの上に、さらに高いレベルのコミュニケーショ

ンスキルを獲得させる授業内容の検討が必要となるだ

ろう。

表７ 他の人のナイスプレーやいい動きを一緒になっ
て喜んだり称賛したりできる

Ｑ８「授業の始まりや終わりに、相手よりも先に挨

拶するほうだ」は、身体リテラシーの中で、マナーや

コミュニケーションの積極性に関する質問である。挨

拶という日常のマナーを、授業の仲間に対して積極的

に出来るか尋ねてみた。結果は、「先に挨拶する」

４６．３％であった。

表８ 授業の始まりや終わりに、相手よりも先に挨拶
するほうだ

Ｑ９「自分だけでなく、他の人も楽しんでいるかが
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１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 ３５
７．２

９１
１８．６

１８４
３７．６

１７９
３６．６

４８９
１００．０

女子 １３
４．１

６４
２０．１

１４３
４５．０

９８
３０．８

３１８
１００．０

全体 ４８
５．９

１５５
１９．２

３２７
４０．５

２７７
３４．３

８０７
１００．０

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 ８３
１７．０

２２３
４５．７

１３８
２８．３

４４
９．０

４８８
１００．０

女子 ４７
１４．８

１４６
４５．９

１０１
３１．８

２４
７．５

３１８
１００．０

全体 １３０
１６．１

３６９
４５．８

２３９
２９．７

６８
８．４

８０７
１００．０

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 ４４
９．０

１０８
２２．１

１８５
３７．８

１５２
３１．１

４８９
１００．０

女子 ２９
９．１

９４
２９．６

１２３
３８．７

７２
２２．６

３１８
１００．０

全体 ７３
９．０

２０２
２５．０

３０８
３８．２

２２４
２７．８

８０７
１００．０

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 １６
３．３

４７
９．６

２１４
４３．８

２１２
４３．４

４８９
１００．０

女子 １４
４．４

２２
６．９

１４４
４５．３

１３８
４３．４

３１８
１００．０

全体 ３０
３．７

６９
８．６

３５８
４４．４

３５０
４３．４

８０７
１００．０

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 ３２
６．５

１５５
３１．７

２０７
４２．３

９５
１９．４

４８９
１００．０

女子 ６
１．９

７７
２４．２

１５６
４９．１

７９
２４．８

３１８
１００．０

全体 ３８
４．７

２３２
２８．７

３６３
４５．０

１７４
２１．６

８０７
１００．０

すごく気になる」は、他の人に意識を向けることが出

来ているか、自己中心的な活動で終わっていないか調

査してみたものである。結果は約４分の３が「気にな

る」と回答している。しかしこの結果が実習で高めら

れたものなのか、学生が初めから持っていたものなの

かは今回の調査からは不明である。

表９ 自分だけでなく他の人も楽しんでいるかがすごく気になる

Ｑ１０「他の人も楽しめるように、自分から声をかけ

て働きかけていくほうだ」は、Ｑ８の挨拶場面に対し

て、より一般的な活動場面で他者への積極的な関わり

が出来るかどうか尋ねたものである。結果は「働きか

けていく」３８．１％と、Ｑ８の挨拶場面よりも低い。挨

拶のような決まったパターンのコミュニケーションな

ら進んで出来るが、その場の状況や人に応じた適切な

コミュニケーションを図ることはそれなりのスキルが

必要とされるため、少し躊躇してしまう学生の姿が思

い浮かばれる。

表１０ 他の人も楽しめるように、自分から声をかけて
働きかけていくほうだ

Ｑ１１「どんなスポーツでも自分の技量でそれなりに

楽しめると思う」は、スポーツを楽しむ能力があるか

どうかを調査したものである。結果は、約３分の２が

「楽しめる」と回答している。男女別で見ると、男子

の６８．９％が「楽しめる」と回答しており、女子の６１．３％

よりも有意に高かった。今後の課題は、３人に１人が

どのような理由で「楽しめない」と回答しているかを

探り、彼等に幅広いスポーツの楽しみ方を提供するよ

うな授業を展開出来るかである。ここで言う「楽しむ

能力」とは運動能力とは一致しない。何故ならたとえ

運動能力が高くても自分の好きなスポーツ種目しかや

ろうとしないで「このスポーツはやってもつまらない」

と決めつけてしまう人もいれば、運動能力は高くない

が「このスポーツはこうやったら面白そうだ」と楽し

み方を自分のレベルに合わせて工夫出来る人もいるか

らである。

表１１ どんなスポーツでも自分の技量でそれなりに楽しめると思う

Ｑ１２「授業ではある程度決まった仲間で活動してい

る」という質問に対する回答は表１２の通りであった。

約９０％の学生が決まった仲間と活動していることが分

かった。通年授業の後期に調査した結果であるので、

授業が進むにつれ固定化していったのではないかと推

察される。仲間作りやコミュニケーション力を高める

ことを身体リテラシー教育のねらいの一つとしている

ことを考えれば、出来るだけ多くの人と関わらせるよ

うな授業展開の工夫が望まれるところである。

表１２ 授業ではある程度決まった仲間で活動している

Ｑ１３「授業の中でたくさんの人と関わることが楽し

い」は、他者とのコミュニケーションを楽しめるかに

ついての質問である。結果は、全体で約３分の２

（６６．６％）が「楽しい」と回答している。男女別で見

ると「楽しい」と答えた学生は、男子の６１．７％に対し

て女子は７３．９％と有意に高く、女子のコミュニケーショ

ン指向が男子よりも高いことが分かる。

表１３ 授業の中でたくさんの人と関わることが楽しい

Ｑ１４「この授業を通して、人とコミュニケーション

をとるのが上手くなったと思う」に対する回答は、「上

手くなった」が２１％と芳しくない。しかしこれは授業

でコミュニケーションスキルについて計画的に教えら

れてこなかったことを考えると、当然の結果であると

も言える。身体リテラシーの中にコミュニケーション

４ 福島大学学生の「身体リテラシー」に関する実態調査



１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 １５４
３１．５

２３８
４８．７

８５
１７．１

１２
２．５

４８９
１００．０

女子 ７６
２３．９

１７０
５３．５

６８
２１．４

４
１．３

３１８
１００．０

全体 ２３０
２８．５

４０８
５０．６

１５３
１９．０

１６
２．０

８０７
１００．０

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 ３６
７．４

１６２
３３．１

１８６
３８．０

１０５
２１．５

４８９
１００．０

女子 ２２
６．９

１３４
４２．１

１０６
３３．３

５６
１７．６

３１８
１００．０

全体 ５８
７．２

２９６
３６．７

２９２
３６．２

１６１
２０．０

８０７
１００．０

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 ６７
１３．７

１８２
３７．２

１３９
２８．４

１０１
２０．７

４８９
１００．０

女子 ４８
１５．１

１２５
３９．３

８９
２８．０

５６
１７．６

３１８
１００．０

全体 １１５
１４．３

３０７
３８．０

２２８
２８．３

１５７
１９．５

８０７
１００．０

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 １７２
３５．２

２１４
４３．９

７９
１６．２

２３
４．７

４８８
１００．０

女子 １００
３１．４

１５１
４７．５

５７
１７．９

１０
３．１

３１８
１００．０

全体 ２７２
３３．７

３６５
４５．３

１３６
１６．９

３３
４．１

８０６
１００．０

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 １４６
２９．９

１７６
３６．１

１０１
２０．７

６５
１３．３

４８８
１００．０

女子 １０９
３４．３

１３４
４２．１

５７
１７．９

１８
５．７

３１８
１００．０

全体 ２５５
３１．６

３１０
３８．５

１５８
１９．６

８３
１０．３

８０６
１００．０

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 ３５
７．２

１２３
２５．２

２１６
４４．２

１１５
２３．５

４８９
１００．０

女子 ２２
６．９

１０２
３２．１

１１６
３６．５

７８
２４．５

３１８
１００．０

全体 ５７
７．１

２２５
７．９

３３２
４１．１

１９３
２３．９

８０７
１００．０

スキルが含まれることを念頭に置き、授業の中でも計

画的にコミュニケーションスキルを身につけさせるプ

ログラムを検討する必要があるだろう。

表１４ この授業を通して、人とコミュニケーションを
とるのが上手くなったと思う

Ｑ１５会話の中ではどちらかというと聞き役になるこ

とが多い」という質問に対する回答は、「聞き役が多い」

が過半数を超えた。男女別で見ると、男子５９．５％に対

して女子５０．９％と、聞き役になることが多い男子の割

合が女子よりも有意に高かった。ただこの質問に対し

ては、話す方が積極的で良く、聞き役は良くないと単

純に言えるものではないため、調査項目として再検討

が必要である。

表１５ 会話の中ではどちらかというと聞き役になることが多い

Ｑ１６「集団の輪の中に入っていくことが苦手である」

はＱ５やＱ１０とも関連するが、他者への積極的な関わ

りが出来るかについて、形を変えて尋ねてみたもので

ある。結果は苦手な人が約５０％であった。この質問に

ついても、どんな集団の輪の中にでも全く抵抗無く入っ

ていけることが良いことなのか、それともある程度の

抵抗感があって当前なのかについて、議論の余地があ

るだろう。

表１６ 集団の輪の中に入っていくことが苦手である

Ｑ１７「自分は集団の盛り上げ役になっていると思う」

に対する回答は表１７の通りであった。結果は「盛り上

げ役になっている」２１％であった。この割合が適正か

については現時点で比較すべきデータがないため、今

後集団の活性化との関連を検討する必要がある。ただ

し他者とのコミュニケーションスキルレベルとして、

集団の盛り上げ役になれる人は高いレベルにあると考

えられる。仲間を笑わせたり場の雰囲気を和ませたり

する人物が集団活動の潤滑油的存在となることによっ

て、集団がまとまり、活動が活性化すると考えられる。

表１７ 自分は集団の盛り上げ役になっていると思う

Ｑ１８「人と関わるより、一人で黙々と練習したり試

合したりするほうが好きだ」という質問に対して、約

３割の学生が「一人で黙々とするほうが好き」と回答

した。男女別では女子２３．６％に対して男子３４．０％と男

子の方が有意に高く、女子よりも男子のほうが一人で

取り組むスタイルを好んでいることが分かる。

表１８ 人と関わるより、一人で黙々と練習したり試合
したりするほうが好きだ

Ｑ１９「どちらかというと人に誘われてから、それに

応じる方だ」はＱ５やＱ１０と関連して、逆の受動的な

立場からの質問をしたものである。結果は肯定回答が

全体の約３分の２であった。

表１９ どちらかというと人に誘われてから、それに応じる方だ

Ｑ２０「プレー中に自分の感情（喜び、くやしさ等）

を素直に表すことが出来る」という質問に対する回答

は表２０の通りであった。「出来る」が７２．５％と多数を占

めた。男女別で見ると、女子の「出来る」７６．７％は男

子の６９．７％よりも有意に高かった。身体活動をする中

で感情の表出をすることは、単にストレスを発散する

ためだけでなく、集団でスポーツを楽しむために大切
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１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 ３２
６．５

１１６
２３．７

１６５
３３．７

１７６
３６．０

４８９
１００．０

女子 １４
４．４

６０
１８．９

１２５
３９．３

１１９
３７．４

３１８
１００．０

全体 ４６
５．７

１７６
２１．８

２９０
３５．９

２９５
３６．６

８０７
１００．０

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 １５
３．１

３７
７．６

１１８
２４．１

３１９
６５．２

４８９
１００．０

女子 １７
５．３

５９
１８．６

１０．３
３２．４

１３９
４３．７

３１８
１００．０

全体 ３２
４．０

９６
１１．９

２２１
２７．４

４５８
５６．８

８０７
１００．０

な要素であると考えられる。何故なら一緒にプレーす

る仲間がどのような気持ちでプレーしているかを感情

の表出によって知ることが出来れば、Ｑ７で問うたよ

うな称賛の言葉や、「ドンマイ！」等という声かけのコ

ミュニケーションをとりやすくすることが出来るから

である。こうした感情の素直な表出から徐々に仲間つ

くりにつなげていき、最終的に誰とでも抵抗無くコミュ

ニケーションがとれるような身体リテラシーを育てて

いきたい。

表２０ プレー中に自分の感情（喜び、くやしさ等）を
素直に表すことが出来る

Ｑ２１「あなたは運動する（体を動かす）ことが好き

ですか？」という質問に対して、全体の８４．２％が「好

き」と回答している。しかし男女別で見ると、「好き」

と答えた割合は、男子８９．３％に対して女子は７６．１％と

有意に低く、女子が男子ほど運動を好んでいないこと

が分かった。今後、女子に対しても運動好きを増やす

ような授業の方策が検討される必要がある。

表２１ あなたは運動する（体を動かす）ことが好きですか？

２．学部間の比較から

各質問に対する回答を学部別に集計し、分析した。

その結果以下のような学部の特徴が明らかとなった。

＜教育学部＞

Ｑ２「スポーツは相手に勝たなければ意味がないと

思う」肯定２６．４％と、行政社会学部と経済学部の平均

３３．５％よりも有意に低く、勝利至上主義に否定的なス

ポーツ観を持つ教育学部生像が見える。また、Ｑ５「誰

にでも自分から積極的に声をかけて一緒に取り組む」

（教育３６．８％＞行社・経済平均２７．６％）し、Ｑ７「他

の人のナイスプレーやいい動きを一緒になって喜んだ

り賞賛したりできる」に「強くそう思う」教育５９．４％＞

行社・経済平均５２．３％、Ｑ１０「他の人も楽しめるよう

に、自分から声をかけて働きかけていく」教育４２．８％＞

行社・経済平均３５．０％、Ｑ１３「授業の中でたくさんの

人と関わることが楽しい」に「強くそう思う」教育

２５．２％＞行社・経済平均１９．２％、Ｑ１７「自分は集団の

盛り上げ役になっていると思う」教育２５．５％＞行社・

経済平均１８．０％、Ｑ２０「プレー中に自分の感情を素直

に表すことが出来るに「強くそう思う」が教育４１．２％＞

行社・経済平均３３．５％と、スポーツの勝敗よりも仲間

との関わりを授業やその他のスポーツ場面で強く意識

している傾向が見られた。そしてその結果、Ｑ６「健

康運動科学実習がきっかけとなってできた友人は、他

の授業で出来た友人よりもたくさんいる」に肯定した

学生の割合は教育３４．３％＞行社・経済平均２５．６％と、

教育学部生が実習でたくさんの友人を作っている結果

につながっていると考えられる。

＜行政社会学部＞

行政社会学部生は、Ｑ３「スポーツは運動能力が高

い人だけが楽しめる文化である」に「全くそう思わな

い」が行社６４．７％と、教育５４．１％経済４７．４％に対して

有意に高く、スポーツは万人が楽しめる文化であると

いう価値観を多くの行政社会学部生が持っていること

が明らかとなった。

また、Ｑ１２「授業ではある程度決まった仲間で活動

している」に「強くそう思う」が行社３５．９％と教育、

経済平均４５、２％に比べて有意に低いことや、Ｑ１５「会

話の中ではどちらかというと聞き役になることが多い」

に「強くそう思う」が行社２５．６％と教育、経済平均

１８．６％に対して有意に高いこと、さらにＱ１８「人と関

わるより、一人で黙々と練習したり試合したりする方

が好きだ」行社３７．８％と教育、経済平均２８．０％に比べ

て有意に高いことから、つき合う相手を特に固定化し

ないが、つき合い方がやや受け身的でおとなしく、人

との関係作りよりも自分にこだわりたい気質がありそ

うである。いかにも公務員的とは言い過ぎであろうが、

人との関わりを好む教育学部生がいかにも教員的であ

るのと好対照な結果となった。

＜経済学部＞

極めて独断的に言えば教員的な教育学部生と、公務

員的な行政社会学部生という特徴が出た２学部である

が、経済学部については特筆するような傾向が見られ

なかった。

３．集団種目、個人種目という区分による比較から

健康運動科学実習では、１年を通じて自分の取り組

６ 福島大学学生の「身体リテラシー」に関する実態調査



１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 ５５
１１．３

１１２
２３．０

２２６
４６．３

９５
１９．５

４８８
１００．０

女子 ５
１．６

７８
２４．５

１５９
５０．０

７６
２３．９

３１８
１００．０

全体 ６０
７．４

１９０
２３．６

３８５
４７．８

１７１
２１．２

８０７
１００．０

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 １０３
２１．１

１８５
３７．９

１６１
３３．０

３９
８．０

４８８
１００．０

女子 ２４
７．５

１２２
３８．４

１５０
４７．２

２２
６．９

３１８
１００．０

全体 １２７
１５．８

３０７
３８．１

３１１
３８．６

６１
７．６

８０６
１００．０

みたい種目を選択させている。中には選択希望者が集

中して第２、第３希望へ変更を余儀なくされた学生も

いるが、大多数の学生は希望どおりの種目を受講でき

ている。そこで、集団種目を選択した学生と個人種目

を選択した学生の間にどんな特性があるかについて分

析した。ここで集団種目としたのは、「ソフトボール」

「サッカー」「バスケットボール」「バレーボール」で

あり、個人種目としたのは「バドミントン」「ゴルフ」

「テニス」「エアロビクス」である。

集団種目を選択した学生の運動、スポーツ観に関す

る特徴としては以下のとおりである。

Ｑ１「自分の運動能力は高い方だと思う」４５．４％と、

個人種目３３．４％に比べて有意に高い。

Ｑ２「スポーツは相手に勝たなければ意味がないと思

う」３４．１％と、個人種目２６．２％に比べて有意に高い。

Ｑ４「運動は人間が生きていく上で欠かせないものだ

と思う」も６４．３％と、個人種目５５．３％に比べて有意に

高い。

Ｑ１１「どんなスポーツでも自分の技量でそれなりに楽

しめると思う」７０．９％と個人種目５９．４％よりも有意に

高い。

Ｑ２１「あなたは運動することが好きですか？」９１．３％

と、個人種目７４．６％に比べて有意に高い。

以上のことから、集団種目選択者は運動好きで、運動

の必要性も理解しているが、運動に対する自信がある

分、勝負にはこだわるという傾向があることが分かっ

た。

また、「他の人のナイスプレーやいい動きを一緒になっ

て喜んだり賞賛したりできる」に「強くそう思う」が

６０．０％と、個人種目４８．４％に比べて有意に高いことや、

Ｑ９「自分だけでなく、他の人も楽しんでいるかがす

ごく気になる」に「すごくそう思う」が３８．７％と、個

人種目２８．５％よりも有意に高いことから、集団種目ら

しい他者への共感や配慮が見られる。

そうした他者への配慮を授業で実践することにより、

Ｑ１４「この授業を通して、人とコミュニケーションを

とるのが上手くなったと思う」２３．９％と、個人種目

１７．０％よりも有意に高いこと、またＱ６「健康運動科

学実習がきっかけとなってできた友人は、他の授業で

出来た友人よりもたくさんいる」３４．８％と、個人種目

２１．３％よりも有意に高い結果につながっていると考え

られる。この結果が、集団種目を選択した学生が初め

から持っていた特性なのか、実習を履修する中で育ま

れたものなのかを今後明らかにしていく必要がある。

一方、個人種目選択者の特徴としては、Ｑ３「スポ

ーツは運動能力が高い人だけが楽しめる文化である」

１６．７％と、集団種目１１．７％よりも有意に高く、少数で

はあるがやや偏ったスポーツ観を持っている学生が多

いことが分かった。またＱ１２「授業ではある程度決まっ

た仲間で活動している」に「強くそう思う」が５０．７％

と、集団種目３７．８％よりも有意に高く、これは個人種

目選択者が元々持っている特徴なのか、あるいは個人

種目の授業展開上、ある程度固定化してしまう傾向が

あるのかについては、今後さらに検討、分析を進めて

いく必要性がある。

�．健康部門

１．健康意識について

『あなたは自分を健康だと思いますか』との質問に

対し、表２２のような回答を得た。「強くそう思う」「そ

う思う」をあわせた肯定的な回答が７０％近くを占めた。

女子学生は男子学生に比べ肯定的に回答した割合が有

意に高かった。

表２２ あなたは健康だと思いますか

『あなたは自分自身の日常生活は健康的だと思いま

すか』との質問に対し、表２３のような回答を得た。約

半数の学生が自分自身の日常生活を健康的であると肯

定的に回答したものの、女子学生は男子学生に比べ肯

定的に回答した割合が有意に高かった。

表２３ あなたは自分自身の日常生活は健康的だと思いますか

『健康的な食生活を送っていますか』との質問に対

し、表２４のような回答を得た。日常生活と同様に約半

数の学生が自分自身の日常生活を健康的であると肯定

的に回答したものの、女子学生は男子学生に比べ肯定

的に回答した割合が有意に高かった。
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１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 １０６
２１．７

１６７
３４．２

１７６
３６．０

４０
８．２

４８９
１００．０

女子 ３４
１０．７

１１５
３６．３

１３６
４２．９

３２
１０．１

３１７
１００．０

全体 １４０
１７．４

２８２
３５．０

３１２
３８．７

７２
８．９

８０６
１００．０

あなたは自分自身の日常生活は健康的だと思いますか

否定的回答群
（１または２）

肯定的回答群
（３または４） 合計

あ
な
た
は
自
分
を
健
康
だ

と
思
い
ま
す
か

否定的回答群
（１または２）

２１３
８５．５

３６
１４．５

２４９
１００

肯定的回答群
（３または４）

２２１
３９．７

３３５
６０．３

５５６
１００

合計 ４３４
５３．９

３７１
４６．１

８０５
１００

あなたは自分自身の日常生活は健康的だと思いますか

否定的回答群
（１または２）

肯定的回答群
（３または４） 合計

あ
な
た
は
自
分
を
健
康
だ

と
思
い
ま
す
か

否定的回答群
（１または２）

１８１
７２．７

６８
２７．３

２４９
１００

肯定的回答群
（３または４）

２４１
４３．３

３１５
５６．７

５５６
１００

合計 ４２２
５２．４

３８３
４７．６

８０５
１００

１ 決まって
いる

２ 決まって
いない ３ 食べない 合計

男子 １８１
３７．０

１８９
３８．７

１１９
２４．３

４８９
１００．０

女子 １８６
５８．５

８５
２６．７

４７
１４．８

３１８
１００．０

全体 ３６７
４５．５

２７４
３４．０

１６６
２０．６

８０７
１００．０

１ 決まって
いる

２ 決まって
いない ３ 食べない 合計

男子 ３４３
７０．１

１４０
２８．６

６
１．２

４８９
１００．０

女子 ２７４
８６．２

４１
１２．９

３
０．９

３１８
１００．０

全体 ６１７
７６．５

１８１
２２．４

９
１．１

８０７
１００．０

１ 決まって
いる

２ 決まって
いない ３ 食べない 合計

男子 １５４
３１．５

３３４
６８．３

１
０．２

４８９
１００．０

女子 ９３
２９．２

２２２
６９．８

３
０．９

３１８
１００．０

全体 ２４７
３０．６

５５６
６８．９

４
０．５

８０７
１００．０

表２４ 健康的な食生活を送っていますか

２．健康に関する自己評価と日常生活および食生活に

関する自己評価との関連性

『あなたは自分を健康だと思いますか』との質問に

対し肯定的に回答した学生は、否定的に回答した学生

に比べ『あなたは自分自身の日常生活は健康的だと思

いますか』との質問に対し肯定的に回答した割合が有

意に高かった（表２５）。

表２５ 自己の健康に関する評価と日常生活に関する評価との関係

同様に『あなたは自分を健康だと思いますか』との

質問に対し肯定的に回答した学生は否定的に回答した

学生に比べ『健康的な食生活を送っていますか』との

質問に対し肯定的に回答した割合が有意に高かった（表

２６）。

表２６ 自己の健康に関する評価と食生活に関する評価との関係

以上のことから学生自身が考える「健康である」と

いう状態は、日常生活および食生活の両方が健康的で

あるとの考えに起因している可能性が考えられる。

３．食生活について

『食事の時刻は決まっていますか』との質問に対し、

表２７～２９のような回答を得た。

５０％弱の学生が朝食を決まった時刻に摂っていたが、

約２０％の学生は朝食を欠食していた。男子学生は女子

学生に比べ決まった時刻に朝食を食べる学生が有意に

少なく、欠食する学生も有意に多かった。

表２７ 朝食の時刻は決まっていますか

昼食を欠食する学生はほとんどいなかった。しかし

男子学生は女子学生に比べ決まった時刻に昼食を食べ

る学生が有意に少なかった。

表２８ 昼食の時刻は決まっていますか

夕食はほぼ全員が食べるものの約７０％の学生はその

時刻が一定ではなかった。この傾向は男女の間に差は

なかった。

表２９ 夕食の時刻は決まっていますか

本調査は大学１年生に対して実施した。これまで親

元で生活してきた学生にとって、自分で食事を作り、

食べることは面倒で難しい。朝食を欠食する学生は２０％

と多い。夜更かし等が原因で起床時刻が遅くなり、朝

食を食べる時間が無い学生が多いことが予想される。

朝食を欠食する者の割合は、健康日本２１では２０歳代男

性で３２．９％、中学・高校生で６．０％であると報告され１２）、

健康ふくしま２１計画では１０歳代男性で２２．０％、２０歳代

男性で４０．４％であると報告されている１５）。これらの報告

と比べると福島大学１年生の朝食の欠食者の割合は決

して多くない。しかし、健康日本２１では「欠食の始ま

りは中学・高校生頃からという者が多くみられる」と

述べている１２）。一人暮らしが始まった大学生の欠食者が

今後増加する可能性は十分考えられる。また授業に合

わせて起床する傾向にあると考えられ、朝食は食べる

８ 福島大学学生の「身体リテラシー」に関する実態調査



朝食の時刻は決まっていますか

１ 決まっ
ている

２ 決まっ
ていない

３ 食べな
い 合計

健
康
的
な
食
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
か

否定的回答群
（１または２）

１２５
２９．６

１６４
３８．９

１３３
３１．５

４２２
１００

肯定的回答群
（３または４）

２４１
６２．８

１１０
２８．６

３３
８．６

３８４
１００

合計 ３６６
４５．４

２７４
３４．０

１６６
２０．６

８０６
１００．０

昼食の時刻は決まっていますか

１ 決まっ
ている

２ 決まっ
ていない

３ 食べな
い 合計

健
康
的
な
食
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
か

否定的回答群
（１または２）

２９０
６８．７

１２６
２９．９

６
１．４

４２２
１００

肯定的回答群
（３または４）

３２７
８５．２

５４
１４．１

３
０．８

３８４
１００

合計 ６１７
７６．６

１８０
２２．３

９
１．１

８０６
１００．０

夕食の時刻は決まっていますか

１ 決まっ
ている

２ 決まっ
ていない

３ 食べな
い 合計

健
康
的
な
食
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
か

否定的回答群
（１または２）

８０
１９．０

３３９
８０．３

３
０．７

４２２
１００

肯定的回答群
（３または４）

１６７
４３．５

２１６
５６．３

１
０．３

３８４
１００

合計 ２４７
３０．６

５５５
６８．９

４
０．５

８０６
１００．０

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 ８４
１７．２

１６０
３２．７

１８５
３７．８

６０
１２．３

４８９
１００．０

女子 ２９
９．１

１１９
３７．４

１１７
３６．８

５３
１６．７

３１８
１００．０

全体 １１３
１４．０

２７９
３４．６

３０２
３７．４

１１３
１４．０

８０７
１００．０

１ 決まっ
ている

２ 決まっ
ていない 合計

男子 １２１
２４．７

３６８
７５．３

４８９
１００．０

女子 ８４
２６．４

２３４
７３．６

３１８
１００．０

全体 ２０５
２５．４

６０２
７４．６

８０７
１００．０

もののその時刻が決まっていない学生も多い。昼食は

昼休みに食べることが多いため、食べる時刻が決まっ

ている傾向にある。しかし夕食は食べる時刻が決まっ

ていない学生が多い。これは授業終了後の生活が毎日

一定でないことが原因であると考えられる。クラブ活

動やアルバイトなど、日によってスケジュールが異な

り、決まった時刻での食事を困難にさせていると考え

られる。食事の時刻が一定でないと血糖値等のサーカ

ディアンリズムが一定でなくなり、様々なトラブルの

原因になるといわれており注意が必要である。従って、

食生活に関する学生教育が課題である。

４．食生活に関する評価と食事の時刻との関係

『健康的な食生活を送っていますか』との質問に対

し、肯定的に回答した学生は、否定的に回答した学生

に比べ朝食の時刻が決まっていると回答した学生の割

合が有意に高く、朝食を欠食する学生の割合が有意に

低かった（表３０）。

表３０ 食生活に関する評価と朝食の時刻との関係

昼食においても同様に、健康的な食生活を送ってい

ると肯定的に回答した学生は、否定的に回答した学生

に比べ昼食の時刻が決まっていると回答した学生の割

合が有意に高かった（表３１）。

表３１ 食生活に関する評価と昼食の時刻との関係

夕食においても同様に、健康的な食生活を送ってい

ると肯定的に回答した学生は、否定的に回答した学生

に比べ夕食の時刻が決まっていると回答した学生の割

合が有意に高かった（表３２）。

表３２ 食生活に関する評価と夕食の時刻との関係

以上より、食生活に関する自己評価と決まった時刻

に食事をすることとの間には関連性が高く、食生活の

善し悪しの指標となっていることがわかった。

５．生活習慣について

『健康的な睡眠を確保していますか』との質問に対

し、表３３のような回答を得た。肯定的な回答と否定的

な回答がそれぞれ半数を占めた。

表３３ 健康的な睡眠を確保していますか

『日常の就寝時刻、起床時刻は決まっていますか』

との質問に対し、次のような回答を得た。

約２５％の学生で就寝時刻が決まっており、男女とも

同じ傾向であった（表３４）。

表３４ 就寝時刻は決まっていますか

就寝時刻の平均は０時４９分であった。各時間帯の分

布は表３５の通りであった。午前０時以降に就寝する学

生は９０％近くを占めた。
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就寝時刻 人数 割合

２１：００～２１：５９ ３ ０．４

２２：００～２２：５９ ８ １．０

２３：００～２３：５９ ９７ １２．４

０：００～０：５９ ２６６ ３４．０

１：００～１：５９ ２４６ ３１．５

２：００～２：５９ １２９ １６．５

３：００～３：５９ ２８ ３．６

４：００～４：５９ ５ ０．６

合計 ７８２ １００．０

１ 決まっ
ている

２ 決まっ
ていない 合計

男子 ２７１
５５．４

２１８
４４．６

４８９
１００．０

女子 ２１５
６７．６

１０３
３２．４

３１８
１００．０

全体 ４８６
６０．２

３２１
３９．８

８０７
１００．０

起床時刻 人数 割合

４：００～４：５９ ２ ０．３

５：００～５：５９ ４８ ６．２

６：００～６：５９ ２１６ ２７．９

７：００～７：５９ ３４１ ４４．０

８：００～８：５９ １２１ １５．６

９：００～９：５９ ３４ ４．４

１０：００～１０：５９ １３ １．７

合計 ７７５ １００．０

睡眠時間 人数 割合

３：００～３：５９ ７ ０．９

４：００～４：５９ ５５ ７．１

５：００～５：５９ １６２ ２１．０

６：００～６：５９ ２８６ ３７．１

７：００～７：５９ １８９ ２４．５

８：００～８：５９ ６０ ７．８

９：００～９：５９ １０ １．３

１０：００～１０：５９ ２ ０．３

合計 ７７１ １００．０

１ 吸って
いる

２ 吸って
いない

３ 以前吸っ
ていた 合計

男子 ７８
１６．０

３９３
８０．４

１８
３．７

４８９
１００．０

女子 ８
２．５

３０４
９５．６

６
１．９

３１８
１００．０

全体 ８６
１０．７

６９７
８６．４

２４
３．０

８０７
１００．０

表３５ 就寝時刻の度数分布

約６０％の学生で起床時刻が決まっていた。女子学生

の方が男子学生よりも起床時刻が決まっている割合が

有意に高かった（表３６）。

表３６ 起床時刻は決まっていますか

起床時刻の平均は７時０９分であった。起床時刻の分

布は表３７の通りであった。７時台に起床する学生が多

く、次いで６時台、８時台であった。１時間目の授業

が始まるのが８時４０分であること、学生の多くがキャ

ンパスの近くに住んでいることが今回の結果の要因で

あると考えられる。

表３７ 起床時刻の度数分布

睡眠時間の平均値は６時間２１分であった。睡眠時間

の分布は表３８の通りであった。

表３８ 睡眠時間の度数分布

『あなたはたばこを吸っていますか』との質問に対

し、表３９のような回答を得た。健康日本２１では高校３

年生の毎日喫煙者の割合は男子で２５．４％、女子で７．１％

に達していると報告され１３）、健康ふくしま２１計画では１５

～１９歳の喫煙率は男性で８．７％、女性で２．４％と報告さ

れている１４）。これらの報告と本調査の結果にはばらつき

がある。これは各調査の方法や対象が異なるためと考

えられる。健康ふくしま２１計画では、家族ごとに調査

用紙を回収したため、家族に内緒で喫煙している未成

年者のデータが欠けている可能性が考えられる。一方、

本調査では授業時間中に教員がいる部屋の中で実施し

たこと、この調査結果を授業評価等には利用しないこ

とや未成年者の喫煙者に対しても特別な対応はしない

ことを調査時に伝えたが、他の調査項目と一緒に調査

したため記名方式で実施したことなど、喫煙率を正確

に調査することに関してその方法に欠点があった。福

島大学１年生の実態を正確に把握するためには、さら

なる厳密な調査が必要である。

表３９ あなたはたばこを吸っていますか

喫煙者（現在の喫煙者）の１日あたりの喫煙本数は

９．３±６．９（平均値±標準偏差）本、最大値は３０本であっ

た。男子では９．６±６．３本、女子では７．１±１０．５本であっ

た。

『たばこは健康の維持増進のために良いと思います

か。悪いと思いますか。』との質問に対し、表４０のよう

な回答を得た。「どちらともいえない」と回答した学生

が約６％、男子学生においては８％もいた。喫煙によ

り「気持ちが落ち着く」、「イライラが解消する」、「ス

トレス発散する」など、喫煙者における一時的な効果

１０ 福島大学学生の「身体リテラシー」に関する実態調査



１ 良い ２ 悪い ３ どちらと
もいえない 合計

男子 ９
１．８

４４１
９０．２

３９
８．０

４８９
１００．０

女子 ０
０．０

３０９
９７．２

９
２．８

３１８
１００．０

全体 ９
１．１

７５０
９２．９

４８
５．９

８０７
１００．０

１ 飲む ２ 機会飲酒 ３ 飲まない 合計

男子 ４０
８．２

３８８
７９．５

６０
１２．３

４８８
１００．０

女子 ７
２．２

２８１
８８．４

３０
９．４

３１８
１００．０

全体 ４７
５．８

６６９
８３．０

９０
１１．２

８０６
１００．０

１ 良い ２ 悪い ３ どちらと
もいえない 合計

男子 ９８
２０．１

６７
１３．７

３２３
６６．２

４８８
１００．０

女子 ２３
７．３

３６
１１．４

２５８
８１．４

３１７
１００．０

全体 １２１
１５．０

１０３
１２．８

５８１
７２．２

８０５
１００．０

１ 非常
に軽い ２ ３ ４ ５ 非常

に重い 合計

男子 ２５
５．１

１１９
２４．３

１６５
３３．７

１３７
２８．０

４３
８．８

４８９
１００．０

女子 ３
０．９

１９
６．０

８５
２６．７

１５１
４７．５

６０
１８．９

３１８
１００．０

全体 ２８
３．５

１３８
１７．１

２５０
３１．０

２８８
３５．７

１０３
１２．８

８０７
１００．０

はニコチン中毒が招いたものであることがわかってお

り、非喫煙者が喫煙することにより同様の効果が得ら

れるわけではないことは明白である。これらの防煙教

育を大学生にも実施する必要性も感じられる。

表４０ たばこは健康の維持増進のために良いと思いま
すか。悪いと思いますか。

『あなたはお酒を飲みますか』との質問に対し、表

４１のような回答を得た。この質問も喫煙同様、未成年

者の飲酒に対して特別な対応をしないことを伝えて調

査した。

大学生になると飲酒の機会も増える。機会飲酒と答

えた学生が８０％以上いたことからもいわゆる「飲み会」

が飲酒の機会を増大させていると考えられる。

表４１ あなたはお酒を飲みますか

『飲酒は健康の維持増進のために良いと思いますか。

悪いと思いますか。』との質問に対し、表４２のような回

答を得た。飲酒の効能は様々な意見があり単純に善し

悪しを決めかねる。本調査で「どちらともいえない」

との回答が多かったのは、このことを反映してのこと

かも知れない。しかし、多量の飲酒や習慣性の飲酒は

健康を損ねることは周知の事実である。「良い」と回答

する男子学生が約２０％もいたことは今後のアルコール

教育についての課題と考えられる。

表４２ 飲酒は健康の維持増進のために良いと思います
か。悪いと思いますか。

６．体格について

『あなた自身の健康にとって望ましい体重を答えて

ください』という質問に対する回答は、男子学生では

６３．１±６．３�、女子学生では４８．９±４．６�であった。一

方実際の体重では男子学生は６４．０±９．９�、女子学生は

５３．１±７．８�であった。

実体重に対する健康にとって望ましい体重と実体重

との差の割合（＝（望ましい体重－実体重）÷実体重×

１００）を算出した。結果がプラスであれば、実体重の方

が少なく体重を増やした方が良いと考えられ、マイナ

スであれば実体重の方が多く、体重を減らした方が良

いと考えられる。全体では－３．０９±１０．１１％、男子学生

では－０．４９±１０．５０％、女子学生では－７．０７±８．０１％で

あり、女子学生では望ましいと考えている体重よりも

実体重の方が重い傾向が認められた。

ＢＭＩが適正（１８．５～２５）である学生を抽出し（男

子３８７名、女子２５４名）、彼らにおける「実体重に対する

健康にとって望ましい体重と実体重との差の割合」を

算出すると全体では－２．５３±７．６５％、男子では０．１５±

７．５４％、女子では－６．６２±５．７８％であった。

望ましいと考える体重と実体重においてピアソンの

積率相関係数を求めると、男子学生では０．５９２、女子学

生では０．７２１といずれも有意な相関であったが、女子学

生の方がその相関が高かった。

『現在のあなたの体重は、健康にとって望ましいと

考える体重と比べて、重いですか？軽いですか？』と

いう質問に対して、「非常に重い」を５、「非常に軽い」

を１とした５段階評価において、表４３のような回答を

得た。

表４３ 現在のあなたの体重は、健康にとって望ましい
と考える体重と比べて、重いですか。軽いですか。

『現在のあなたの体脂肪率は健康にとって望ましい

と考える体脂肪率に比べて、高いですか？低いです

か？』という質問に対する５段階評価において、表４４

のような回答を得た。
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１ 非常
に低い ２ ３ ４ ５ 非常

に高い 合計

男子 ４
０．８

５２
１１．０

１７２
３６．４

１９３
４０．８

５２
１１．０

４７３
１００．０

女子 １
０．３

１１
３．５

９５
３０．３

１４５
４６．２

６２
１９．７

３１４
１００．０

全体 ５
０．６

６３
８．０

２６７
３３．９

３３８
４２．９

１１４
１４．５

７８７
１００．０

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 ９０
１８．４

１９１
３９．１

１６９
３４．６

３９
８．０

４８９
１００．０

女子 ５１
１６．１

１５５
４８．９

９４
２９．７

１７
５．４

３１７
１００．０

全体 １４１
１７．５

３４６
４２．９

２６３
３２．６

５６
６．９

８０６
１００．０

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 ８４
１７．２

２２０
４５．０

１５４
３１．５

３１
６．３

４８９
１００．０

女子 ７３
２３．０

１５６
４９．１

７９
２４．８

１０
３．１

３１８
１００．０

全体 １５７
１９．５

３７６
４６．６

２３３
２８．９

４１
５．１

８０７
１００．０

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 ６３
１２．９

１８５
３７．８

１８８
３８．４

５３
１０．８

４８９
１００．０

女子 ７０
２２．０

１４２
４４．７

８６
２７．０

２０
６．３

３１８
１００．０

全体 １３３
１６．５

３２７
４０．５

２７４
３４．０

７３
９．０

８０７
１００．０

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 １３７
２８．０

１８４
３７．６

１２６
２５．８

４２
８．６

４８９
１００．０

女子 ９５
２９．９

１２５
３９．３

８４
２６．４

１４
４．４

３１８
１００．０

全体 ２３２
２８．７

３０９
３８．３

２１０
２６．０

５６
６．９

８０７
１００．０

表４４ 現在のあなたの体脂肪率は、健康にとって望ましい
と考える体脂肪率と比べて、高いですか。低いですか。

体格について半数以上の学生が「体重が重い」「体脂

肪率が高い」と感じており、この傾向は男子学生（約

５０％）よりも女子学生（約６５％）の方が強かった。

これらの結果から、男子学生では望ましい体重と実

体重との間に差が小さい学生と大きい学生が混在して

いる。一方、女子学生の方が望ましいと考えている体

重と実体重との間に差は大きいが、関連性が高く、且

つ一様に実体重よりも健康にとって望ましいと考える

体重の方が軽いことがわかる。これは、望ましい体重

を適切に理解していないか、あるいは近年いわれてい

る女性における痩身願望が健康にとって望ましい体重

に反映された可能性が考えられる。しかし、「ちょうど

良い」と感じている学生の割合も多く、ある程度は適

切な考えを持って生活していることも伺える。

７．運動能力および健康と運動について

『あなたは、自分自身に体力があると思いますか』

という質問に対し、表４５のような回答を得た。肯定的

に回答した学生が約４０％おり、男子学生が肯定的に回

答した割合は女子学生が肯定的に回答した割合よりも

有意に高かった。

表４５ あなたは自分自身に体力があると思いますか

『あなたは、自分自身に筋力があると思いますか』

という質問に対し、表４６のような回答を得た。約３分

の１の学生が肯定的に回答した。男子学生が肯定的に

回答した割合は女子学生が肯定的に回答した割合より

も有意に高かった。

表４６ あなたは自分自身に筋力があると思いますか

『あなたは、自分自身に瞬発力があると思いますか』

という質問に対し、表４７のような回答を得た。肯定的

に回答した学生が約４０％いた。男子学生が肯定的に回

答した割合は、女子学生が肯定的に回答した割合に比

べ有意に高かった。

表４７ あなたは自分自身に瞬発力があると思いますか

『あなたは、自分自身に持久力があると思いますか』

という質問に対し、表４８のような回答を得た。肯定的

に回答した学生が約３分の１であり、その傾向は男女

とも同様であった。

表４８ あなたは自分自身に持久力があると思いますか

８．体力に関する自己評価と筋力、瞬発力、持久力に

関する自己評価との関係

『あなたは自分自身に体力があると思いますか』と

の質問に対し、肯定的に回答した学生は、否定的に回

答した学生と比べ、『あなたは自分自身に筋力があると

思いますか』『あなたは自分自身に瞬発力があると思い

ますか』『あなたは自分自身に持久力があると思います

か』のいずれの質問に対しても肯定的に回答した割合

が有意に高かった（表４９～５１）。その傾向は持久力を問

う質問でもっとも顕著であった。以上のことから、自

分自身の体力の評価は持久力の評価に寄与している割

合が大きく、また筋力や瞬発力にも関連性があること

がわかった。一般的に考えられている『体力≒持久力』

というイメージは、本調査における福島大学生におい

ても同様であった。

１２ 福島大学学生の「身体リテラシー」に関する実態調査



あなたは自分自身に筋力があると思いますか

否定的回答群
（１または２）

肯定的回答群
（３または４） 合計

あ
な
た
は
自
分
自
身
に
体

力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か

否定的回答群
（１または２）

３８７
７９．５

１００
２０．５

４８７
１００

肯定的回答群
（３または４）

１４５
４５．５

１７４
５４．５

３１９
１００

合計 ５３２
６６．０

２７４
３４．０

８０６
１００

あなたは自分自身に瞬発力があると思いますか

否定的回答群
（１または２）

肯定的回答群
（３または４） 合計

あ
な
た
は
自
分
自
身
に
体

力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か

否定的回答群
（１または２）

３３４
６８．６

１５３
３１．４

４８７
１００

肯定的回答群
（３または４）

１２５
３９．２

１９４
６０．８

３１９
１００

合計 ４５９
５６．９

３４７
４３．１

８０６
１００

あなたは自分自身に持久力があると思いますか

否定的回答群
（１または２）

肯定的回答群
（３または４） 合計

あ
な
た
は
自
分
自
身
に
体

力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か

否定的回答群
（１または２）

４３４
８９．１

５３
１０．９

４８７
１００

肯定的回答群
（３または４）

１０６
３３．２

２１３
６６．８

３１９
１００

合計 ５４０
６７．０

２６６
３３．０

８０６
１００

あなたは自分自身に体力があると思いますか

否定的回答群
（１または２）

肯定的回答群
（３または４） 合計

あ
な
た
は
運
動
す
る
（
体
を
動

か
す
）
こ
と
が
好
き
で
す
か

否定的回答群
（１または２）

１１４
８９．１

１４
１０．９

１２８
１００

肯定的回答群
（３または４）

３７３
５５．０

３０５
４５．０

６７８
１００

合計 ４８７
６０．４

３１９
３９．６

８０６
１００

あなたは自分自身に筋力があると思いますか

否定的回答群
（１または２）

肯定的回答群
（３または４） 合計

あ
な
た
は
運
動
す
る
（
体
を
動

か
す
）
こ
と
が
好
き
で
す
か

否定的回答群
（１または２）

１１１
８６．７

１７
１３．３

１２８
１００

肯定的回答群
（３または４）

４２２
６２．２

２５７
３７．８

６７９
１００

合計 ５３３
６６．０

２７４
３４．０

８０７
１００

あなたは自分自身に瞬発力があると思いますか

否定的回答群
（１または２）

肯定的回答群
（３または４） 合計

あ
な
た
は
運
動
す
る
（
体
を
動

か
す
）
こ
と
が
好
き
で
す
か

否定的回答群
（１または２）

１０４
８１．３

２４
１８．８

１２８
１００

肯定的回答群
（３または４）

３５６
５２．４

３２３
４７．６

６７９
１００

合計 ４６０
５７．０

３４７
４３．０

８０７
１００

あなたは自分自身に持久力があると思いますか

否定的回答群
（１または２）

肯定的回答群
（３または４） 合計

あ
な
た
は
運
動
す
る
（
体
を
動

か
す
）
こ
と
が
好
き
で
す
か

否定的回答群
（１または２）

１１５
８９．８

１３
１０．２

１２８
１００

肯定的回答群
（３または４）

４２６
６２．７

２５３
３７．３

６７９
１００

合計 ５４１
６７．０

２６６
３３．０

８０７
１００

文部科学省体力運動能力テストの総合評価

上位群
（ＡまたはＢ）

下位群
（Ｃ、Ｄ、Ｅ） 合計

自
分
の
運
動
能
力
は
高
い

方
だ
と
思
い
ま
す
か

否定的回答群
（１または２）

９５
２３．９

３０３
７６．１

３９８
１００

肯定的回答群
（３または４）

１７３
６７．１

８５
３２．９

２５８
１００

合計 ２６８
４０．９

３８８
５９．１

６５６
１００

表４９ 体力に関する自己評価と筋力に関する自己評価との関係

表５０ 体力に関する自己評価と瞬発力に関する自己評価との関係

表５１ 体力に関する自己評価と持久力に関する自己評価との関係

９．運動愛好度と体力の要素の自己評価との関係

『あなたは運動する（身体を動かす）ことが好きで

すか』との質問に対して肯定的に回答した学生は、否

定的に回答した学生に比べ、体力、筋力、瞬発力、持

久力に関する自己評価のいずれの質問に対し肯定的に

回答した割合が有意に高かった（表５２～５５）。つまり運

動の好き嫌いは、身体能力の有無の自己評価との関連

性が高いことがわかった。

表５２ 運動愛好度と体力に関する自己評価との関係

表５３ 運動愛好度と筋力に関する自己評価との関係

表５４ 運動愛好度と瞬発力に関する自己評価との関係

表５５ 運動愛好度と持久力に関する自己評価との関係

１０．体力テストの総合評価との関係

文部科学省の体力・運動能力テストの結果と身体活

動や運動能力に関する自己評価との関連性を検討する

と、運動能力等に関する自己評価で肯定的に回答した

学生は、否定的に回答した学生と比べ、体力・運動能

力テストの成績が良い（総合評価がＡまたはＢ）割合

が有意に高く、学生自身の自己評価にはある程度の根

拠があることがわかった（表５６～６１）。

表５６ 運動能力自己評価と文部科学省体力テスト総合評価との関係
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文部科学省体力運動能力テストの総合評価

上位群
（ＡまたはＢ）

下位群
（Ｃ、Ｄ、Ｅ） 合計

あ
な
た
は
運
動
す
る
（
体
を
動

か
す
）
こ
と
が
好
き
で
す
か

否定的回答群
（１または２）

９
８．９

９２
９１．１

１０１
１００

肯定的回答群
（３または４）

２５９
４６．７

２９６
５３．３

５５５
１００

合計 ２６８
４０．９

３８８
５９．１

６５６
１００

文部科学省体力運動能力テストの総合評価

上位群
（ＡまたはＢ）

下位群
（Ｃ、Ｄ、Ｅ） 合計

あ
な
た
は
自
分
自
身
に
体

力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か

否定的回答群
（１または２）

１０８
２７．３

２８７
７２．７

３９５
１００

肯定的回答群
（３または４）

１６０
６１．３

１０１
３８．７

２６１
１００

合計 ２６８
４０．９

３８８
５９．１

６５６
１００

文部科学省体力運動能力テストの総合評価

上位群
（ＡまたはＢ）

下位群
（Ｃ、Ｄ、Ｅ） 合計

あ
な
た
は
自
分
自
身
に
筋

力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か

否定的回答群
（１または２）

１２４
２９．１

３０２
７０．９

４２６
１００

肯定的回答群
（３または４）

１４４
６２．６

８６
３７．４

２３０
１００

合計 ２６８
４０．９

３８８
５９．１

６５６
１００

文部科学省体力運動能力テストの総合評価

上位群
（ＡまたはＢ）

下位群
（Ｃ、Ｄ、Ｅ） 合計

あ
な
た
は
自
分
自
身
に
瞬
発

力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か

否定的回答群
（１または２）

１１０
２９．３

２６５
７０．７

３７５
１００

肯定的回答群
（３または４）

１５８
５６．２

１２３
４３．８

２８１
１００

合計 ２６８
４０．９

３８８
５９．１

６５６
１００

文部科学省体力運動能力テストの総合評価

上位群
（ＡまたはＢ）

下位群
（Ｃ、Ｄ、Ｅ） 合計

あ
な
た
は
自
分
自
身
に
持
久

力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か

否定的回答群
（１または２）

１３８
３１．７

２９８
６８．３

４３６
１００

肯定的回答群
（３または４）

１３０
５９．１

９０
４０．９

２２０
１００

合計 ２６８
４０．９

３８８
５９．１

６５６
１００

文部科学省体力運動能力テストの総合評価

上位群
（ＡまたはＢ）

下位群
（Ｃ、Ｄ、Ｅ） 合計

あ
な
た
は
日
常
身
体
を
動
か
し

て
い
る
方
だ
と
思
い
ま
す
か

否定的回答群
（１または２）

１２０
２９．１

２９２
７０．９

４１２
１００

肯定的回答群
（３または４）

１４７
６０．５

９６
３９．５

２４３
１００

合計 ２６７
４０．８

３８８
５９．２

６５５
１００

１ 全くそ
う思わない ２ ３ ４ 強くそ

う思う 合計

男子 ９２
１８．９

１８３
３７．５

１１４
２３．４

９９
２０．３

４８８
１００．０

女子 ８８
２７．７

１４９
４６．９

５２
１６．４

２９
９．１

３１８
１００．０

全体 １８０
２２．３

３３２
４１．２

１６６
２０．６

１２８
１５．９

８０６
１００．０

１ 持久的
な運動

２ 瞬発的
な運動

３ 筋力ト
レーニング
的な運動

４ 息こら
え 合計

男子 ４０９
８３．８

１９
３．９

５４
１１．１

６
１．２

４８８
１００．０

女子 ２４８
７８．５

３
０．９

６４
２０．３

１
０．３

３１６
１００．０

全体 ６５７
８１．７

２２
２．７

１１８
１４．７

７
０．９

８０４
１００．０

表５７ 運動愛好度と文部科学省体力テスト総合評価との関係

表５８ 体力自己評価と文部科学省体力テスト総合評価との関係

表５９ 筋力自己評価と文部科学省体力テスト総合評価との関係

表６０ 瞬発力自己評価と文部科学省体力テスト総合評価との関係

表６１ 持久力自己評価と文部科学省体力テスト総合評価との関係

表６２ 身体活動自己評価と文部科学省体力テスト総合評価との関係

１１．運動と健康について

『あなたは、日常身体を動かしている方だと思いま

すか』という質問に対し、表６３のような回答を得た。

日頃身体を動かしているのは女子学生よりも男子学生

の方が多かった。女子学生は自分自身の体重が重い、

体脂肪率が高いと感じているもののそれを改善するた

めに運動（身体活動）に取り組む姿勢が不足している

ことが伺える。今後大学において身体活動量を増加さ

せるような授業や体格改善を促す授業を展開すること

でこれらを改善することができる可能性が考えられる。

またいかに日常生活において身体活動量を増大させる

かを考えさせ実践させるプログラムも必要と考えられ

る。

表６３ あなたは日常身体を動かしている方だと思いますか

『健康の維持増進のためにはどんな運動がもっとも

良いと思いますか』という質問に対し、表６４のような

回答を得た。持久的な運動が健康の維持増進のために

良いという認識が広まっていることが確認された。女

子学生において筋力トレーニング的な運動と回答した

割合が多いのは、シェイプアップ等においてレジスタ

ンストレーニングの有用性が説かれる機会が多いこと

に起因していると考えられる。

表６４ 健康の維持増進のためにはどんな運動が良いと思いますか

１４ 福島大学学生の「身体リテラシー」に関する実態調査



平均値 標準偏差 １０点以下 １１～１９点 ２０点以上

男子（４８８人） １５．８ ４．６１７ ７１ ３１０ １０７

％ １４．５ ６３．５ ２１．９

女子（３１７人） １４．１ ４．１９７ ７４ ２０７ ３６

％ ２３．３ ６５．３ １１．４

合計（８０５人） １５．２ ４．５３０ １４５ ５１７ １４３

％ １８．０ ６４．２ １７．８

１２．日常身体活動量

１週間あたりの日常身体活動量は４４０１±４７７０kcal/wk

であった。男子学生では５０６１±４９４１kcal/wk、女子学生

では３４５９±４３５２kcal/wk であった。１週間当たり２０００

kcal 未満の身体活動量しかない学生は、全体で３９．４％、

男子学生では２９．５％、女子学生では５３．６％と、女子学

生の方が有意に高かった。

生活習慣病等の予防のためには、１週間あたり２０００

kcal 以上の身体活動量を確保することが推奨されてい

る。本調査の対象となった大学１年生においては平均

すると男女とも十分な身体活動量を確保しているとい

える。しかし、推奨される２０００kcal よりも少ない学生

が約４０％、女子学生においては５０％以上がこの条件を

満たしていない。従って授業において日常身体活動量

を高める何らかのアプローチが必要である。

１３．運動セルフ・エフィカシー

岡の運動セルフ・エフィカシー尺度を用い、定期的

に運動することに対する学生の「自信の程度」を評価

した。尺度は運動を行うのに阻害的に作用する五つの

状況のもとでの運動を行う自信の程度を「全くそう思

わない」から「かなりそう思う」までの５段階で回答

を求めるものである。この５段階に対応させて１から

５点を配し合計点を算出した。したがって自信の程度

を表す点数の最小は５点，最大は２５点となる。結果は

表６５のとおりである。

表６５ 運動セルフ・エフィカシー集計表、合計点の分布

得点の平均値は男子の１５．８点に対し女子は１４．１点と

やや低い。また、合計点が１０点以下の自信の程度が低

い者の割合も男子１４．５％に対して女子は２３．３％と有意

に多い。２０点以上の自信の程度が高い者の割合と好対

照をなしており、女子の運動への意欲を高めていくこ

とが課題としてみえている。

表６６はＱ２１「運動をする（体を動かす）ことが好き

か」に対する回答で区分される４群について、運動セ

ルフ・エフィカシー得点の平均値を比べたものである。

全体の６割近くを占める運動への愛好度が高い群でも

自信の程度の平均値は１７．１であり、全体の平均１５．２を

わずかに上回っているにすぎない。健康の保持増進の

ためには継続的な運動が重要な要件である。定期的な

運動を継続する意識と意欲を高めるプログラムの必要

性が確認された。

表６６ セルフ・エフィカシーと関連項目
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《調査報告》

〈判例評釈〉
「相続させる」趣旨の遺言による不動産の取得と登記

―最判（２小）平成１４年６月１０日判例時報１７９１号５９頁―

富田 哲

【事案】

原告Ｘは被相続人Ａの妻である。Ａは本件不動産の

権利一切をＸに相続させる旨の遺言をした（第一遺言）。

さらに第一遺言の約１年４か月後に、Ａは追加の遺言

をし、一切の財産をＸに相続させる旨、および遺言執

行者としてＸを指定する旨を遺言した（第二遺言）。法

定相続人の一人であるＢ（ＡおよびＸの長男）の債権

者であるＹらは、Ｂに代位してＢの法定相続分（２分

の１）につき、不動産上の権利を相続した旨の登記を

経由したうえで、Ｂの持分に対する仮差押えおよび差

押えをしたことから、Ｘはこの仮差押えの執行および

強制執行の排除を求めて、第三者異議訴訟を提起した。

第一審は、いずれもＸの請求を認容した。仮差押え

に対する第三者異議に対しては、被相続人Ａの遺言は、

第一遺言および第二遺言によって、自己の全財産をＸ

に包括遺贈したものと認められ、原則として、対抗要

件を具備する必要があるが、第二遺言によってＸを遺

言執行者として指定している以上、相続人は遺言執行

者による遺言の執行の妨げとなる行為をすることがで

きないから、遺言執行者が登記手続をしないうちにＢ

が自らまたはＢの債権者が同人を代位して権利移転登

記をしても民法１０１３条に抵触するから仮差押え執行の

登記は許されないものとした。差押えに対する第三者

異議に対しては、被相続人Ａの遺言については、第一

遺言および第二遺言を総合して検討するべきであり、

結局、被相続人Ａの処分は包括遺贈であるとし、Ｘは

Ｙに対して登記なくして対抗することができると解し

た。

原審は、次のように述べて、Ｙの控訴をいずれも棄

却した。遺言書において特定の遺産を特定の相続人に

「相続させる」旨の遺言者の意思が表明されている場

合は、遺言書の記載からその趣旨が遺贈であることが

明らかである場合であるか、または遺贈と解すべき特

段の事情がない限り、遺贈と解すべきでない。……本

件においては、第一遺言によって本件不動産につき被

相続人Ａが有していた権利は、Ａの死亡と同時に、直

接Ｘに承継されたものというべきである。民法１７７条の

適用については、「相続させる」旨の遺言による遺産の

承継は、被相続人から当該相続人に対して、相続開始

と同時に直ちに生ずるのであって、一時的にせよ他の

相続人がその権利を取得することはないから、相続開

始後における相続人間の権利の得喪変更を観念する余

地がない。したがって、Ｘは、本件各物件について被

相続人Ａが有していた権利の相続による取得をその旨

の登記がなくても、Ｙらに対抗することができるとい

うべきである。

Ｙらから上告。

【判旨】 上告棄却

特定の遺産を特定の相続人に「相続させる」趣旨の

遺言は、特段の事情のない限り、何らの行為を要せず

に、被相続人死亡の時に直ちに当該遺産当該相続人に

相続により承継される（最判平成３年４月１９日民集４５

巻４号４７７頁参照）。このように「相続させる」趣旨の

遺言による権利の移転は、法定相続分又は指定相続分

の相続の場合と本質において異なるところはない。そ

して法定相続分又は指定相続分の相続による不動産の

権利の取得については、登記なくしてその権利を第三

者に対抗することができる（最判昭和３８年２月２２日民

集１７巻１号２３５頁参照）。したがって、本件において、

被上告人は、本件遺言によって取得した不動産又は共

同持分権を、登記なくして上告人らに対抗することが

できる。

【研究】

１ 本件判決の問題点

（１）本件判決の構成

最高裁平成１４年６月１０日の第２小法廷判決（１）（以下、

「本件判決」とする）は、いわゆる「相続させる」趣

旨の遺言によって不動産を相続した場合に、受益者た

る相続人はその取得を登記なくして第三者に対抗でき

る旨を判示したものである。本件判決は、いわゆる「相
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続させる」趣旨の遺言に関する平成３年の最高裁判決（２）

（以下、「平成３年判決」とする）と相続分の指定と登

記に関する平成１１年の最高裁判決（３）（以下、「平成１１年

判決」とする）との結合から生み出された。すなわち、

平成３年判決によると、「「相続させる」趣旨の遺言は、

遺産の分配の方法を定めた遺言であり、他の共同相続

人も右遺言に拘束され、これと異なる遺産分割の協議、

さらには審判もなし得ないのであるから、このような

遺言にあっては、遺産の一部である当該遺産を当該相

続人に帰属させる遺産の一部の分割がなされたのと同

様の遺産の承継関係を生ぜしめるものであり、当該遺

産において相続による承継を当該相続人の受諾の意思

表示にかからせたなどの特段の事情のない限り、何ら

の行為を要せずして、被相続人の死亡の時（遺言の効

力の生じた時）に直ちに当該遺産が当該相続人に相続

により承継されるものと解すべきである」と判示して

おり、他方、平成１１年判決によると、「相続分の指定に

より相続分はないとされた者は、相続により土地の持

分を取得していないから、同人名義の登記は全部無効

であり、したがって、ＹによるＢ持分の仮差押えは無

効であるから、Ｘらは、Ｙに対し、自己の持分を登記

なくして対抗できる」と判示している。

平成３年判決においては、受益者たる相続人と他の

共同相続人との関係が問題となったケースであったの

に対して、本件判決は受益者たる相続人と第三者との

関係が問題となったケースである。法定相続分にもと

づく不動産の取得と登記との関係につき、昭和３８年の

最高裁判決（４）（以下、「昭和３８年判決」とする）は、い

わゆる無権利説を採用し、相続人は登記なくして自己

の相続分（なお、判決文においては、「持分」という文

言が用いられている）を第三者に対抗することができ

るとしている。さらに平成１１年判決によると、法定相

続分を超える相続分の指定を受けた相続人と第三者と

の関係が問題となったケースにつき、やはり無権利説

の立場から、相続人は自己の相続分（ここでも「持分」

という文言を使用している）を登記なくして第三者に

対抗できるものとしている。それゆえ、これらの判例

の法理を結びつけると、「相続させる」趣旨の遺言によっ

て当該不動産につき所有権を取得しなかった相続人は、

この不動産については無権利者であって、たとえこの

者につき当該不動産に関する相続登記がなされたとし

ても、この登記は無効である。そして第三者が登記名

義を有している相続人から当該不動産の譲り受けたと

しても、この不動産を取得することはできない。登記

に公信力がない以上、本件判決のような結論が導き出

されたのである。

（２）本件判決の妥当性

本件判決における被相続人Ａは、まさに当該不動産

を原告Ｘに与えるという強い意思を有しており、しか

もＸの生活状況を考えて、できるかぎりＸに多くの遺

産を与えようとしていたことが窺われる。その点から

すると、本件判決は被相続人の意思にかなり忠実な判

決であったといえよう。しかし、「相続させる」趣旨の

遺言により不動産を特定の相続人に与える旨の遺言を

して、法定相続分を超える部分についても対抗問題と

なる余地がなくなるとするならば、被相続人の意思を

重視するあまり、第三者には知ることができない遺言

という手段によって、受益者たる相続人以外の相続人

から当該不動産を譲り受けた第三者の利益を不当に害

するおそれがある。

次に、本件判決における第三者は不動産取引を業と

している者と推測されうる。それに対して、原告は不

動産取引に関しては、まったくの素人である。しかも

被相続人は原告の老後の生活を考慮して、かかる遺言

をしたのである。さらに被告は被相続人の息子（Ｂ）

と取引関係にあり、Ｂは多額の負債を被告に負ってい

たのであるから、被相続人としてはかかる負債のため

に相続財産が使われることに対して嫌悪感を有してい

たのではあるまいか。不動産取引に関して専門的な知

識を有する者とそうでない者とでは、登記の必要性の

認識に関して、非常に大きい相違がある。このような

視点からすると、相続人を保護した本件判決は、その

結論に関しては、妥当なものであったという評価もで

きよう（５）。

本件判決の事例においては、受益者たる相続人は他

の相続人の遺留分を侵害しているが、この場合に他の

相続人（Ｂ）は遺留分減殺請求権を行使することがで

きる。しかし本件においては、他の相続人（Ｂ）がこ

れを行使するとは思われないし、この権利は一身専属

的な権利であって、債権者代位権の対象とはなりえな

いものと解されている（６）。それゆえ、相続人の債権者は

この遺言に沿った不動産の取得に対してまったく容喙

しえないことになる。「相続させる」趣旨の遺言がある

か否かも、相続分を指定する遺言があるか否かも、外

部の者は知ることができない。本件判決に従う以上、

相続人の債権者が法定相続分までは追及できるという

期待を抱いていたとしても、その期待は一方的に奪わ

れる結果となる。

そこで、本稿においては、相続関係と登記に関する
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最高裁の判例の検討を通じて、受益者たる相続人と当

該不動産を譲り受けた第三者の保護とをいかに調整し

ていくかという観点から、この問題にアプローチして

いきたい。

２ 相続をめぐって登記の要否が問題となるケース

（１）相続関係と登記が問題となる場合

相続は人の生死に伴う一つの「事件」である。その

意味で相続は意思を基礎にする法律行為とは異質なも

のである。しかし、相続は売買などの取引行為と並ん

で不動産の物権変動をもたらす重要な要因である（７）。そ

れゆえ、相続に関連する不動産物権変動を軽視するこ

とはできないし、当然、第三者に対する影響にも大き

いものがある。そこで、相続財産を構成していた不動

産の取得をめぐって、相続人と第三者との間でその帰

属が争いになったケースとして、①法定相続分と登記、

②相続分の指定と登記、③相続放棄と登記、④遺産分

割と登記、⑤遺贈と登記に関する判例を概観しておく

ことにしたい。

（２）法定相続分と登記

法定相続分と登記に関して、共同相続人の一人が相

続放棄書を偽造して、単独相続による所有権移転登記

手続をし、第三者からの借金の担保として売買予約と

それにもとづく所有権移転請求権保全の仮登記をした

ところ、他の相続人は無権限で行われた無効な登記で

あるとして、各登記の抹消を請求したという事案につ

き、最高裁は「相続財産に属する不動産につき単独所

有権移転の登記をした共同相続人中の乙ならびに乙か

ら単独所有権移転の登記をうけた第三取得者丙に対し、

他の共同相続人甲は自己の持分を登記なくして対抗し

うるものと解すべきである。けだし乙の登記は甲の持

分に関する限り無権利の登記であり、登記に公信力な

き結果丙も甲の持分に関する限りその権利を取得する

に由ないからである」（８）と判示した。

法定相続分と登記に関しては、判例はいわゆる無権

利説に立っている。共同相続人の合意なしに、法定相

続分とは異なる登記がなされていたとしても、それは

無権限で行われた無効な登記であって、たとえ善意の

第三者がその不動産を取得したとしても、登記に公信

力がない以上、第三者は保護されないという結論にな

る。しかし、もしも法定相続のケースにおいて、他の

共同相続人に対して登記を要求するならば、他の相続

人の権利が甚だ害される結果となろう。第三者として

は、法定相続分については戸籍等により確認すること

ができ、法定相続分とは異なる登記がなされていると

きは、遺産分割協議書の内容を確認することが要求さ

れてもよい。それゆえ、昭和３８年判決における第三者

は漫然と登記簿を信用したことに落ち度があったとい

えよう。

（３）相続分の指定と登記

相続分の指定と登記に関して、相続分を指定する遺

言により無権利者となった相続人に対して、その相続

持分が存在するとして仮差押えをした第三者（Ｙ）と

指定相続持分権者（Ｘら）との権利関係が問題となっ

たケースにつき、最高裁は「相続分の指定により相続

分はないとされた者は、相続により土地の持分を取得

していないから、同人名義の登記は全部無効であり、

したがって、ＹによるＢ持分の仮差押えは無効である

から、Ｘらは、Ｙに対し、自己の持分を登記なくして

対抗できる」（９）と判示した。同じく、法定相続分を下回

る相続分の指定がなされたが、故あって法定相続分ど

おりの共同相続登記を経ていたところ、共同相続人か

ら第三者が法定相続分に応じた共有権を譲り受けたと

いう事案につき、最高裁は「春子の登記は持分８０分の

１３を超える部分については無権利の登記であり、登記

に公信力がない結果、上告人が取得した持分は８０分の

１３にとどまるというべきである」（１０）と判示している。

相続分の指定の場合においても、判例は法定相続分

の場合と同様に無権利説を採用している。平成１１年判

決の事案は、法定相続分を下回る相続分を指定された

相続人につき、これと異なる登記がなされていた場合

に、他の共同相続人の債権者がこの登記を信用して差

押えしたというケースであったが、この登記は無効で

あって、相続分の指定を受けた相続人はその相続分に

つき登記なくして第三者に対抗できるとされている。

しかし、第三者にとっては、遺言により行われた相続

分の指定の内容を確認するべき方途がない。それゆえ、

第三者を害する危険は、法定相続に比して、はるかに

大きいものとなるといわなければならない。

（４）相続放棄と登記

相続放棄と登記に関して、相続人の一部の者が相続

放棄をしたところ、放棄した相続人の債権者が法定相

続分に相当する持分を当該相続人に代位して、所有権

保存登記をしたのに対し、相続放棄をしていない相続

人が第三者異議の訴えを提起したという事案であり、

第１審は「相続放棄は民法第１７７条にいう物権の得喪変

更に該当する」とし、第２審は控訴を棄却した。これ

に対して、最高裁は「家庭裁判所に放棄の申述をする

と、相続人は相続開始時に遡ぼって相続開始がなかっ

たと同じ地位におかれることとなり、この効力は絶対
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的で、何人に対しても、登記等なくしてその効力を生

ずるものと解すべきである」（１１）と述べて、破棄自判し

た。

相続放棄においても、判例は無権利説を貫いている。

これに対して、原審は対抗要件説を採用していたが、

最高裁はこれを自判によって覆したのであるから、最

高裁の強い姿勢を窺うことができる。最高裁判決によ

ると、その理由を相続放棄は絶対的な効力を有すると

いう相続放棄の性格に求めている。確かに相続放棄の

絶対的性格は、相続放棄がなされた場合に代襲相続が

開始しないという点にも現れている（民法８８７条２項）。

それゆえ、相続放棄によって相続人の債権者の期待が

害されることになるが、そのうえ相続放棄は詐害行為

取消権の対象にならないと解されていることによっ

て（１２）、第三者にとっては、いっそう期待を裏切られる

事態となる。

（５）遺産分割と登記

遺産分割と登記に関して、この判例の事案はかなり

複雑であるが、遺産分割の調停により、法定相続分と

は異なる遺産分割が行われたが、その旨の登記が行わ

れないうちに、それとは異なる所有権保存登記がなさ

れた。その登記は遺産分割の結果と合致していないと

して更正登記手続の請求がなされ、それを認容する判

決が出された。他方、共同相続人（２名）の債権者が

登記に表示されたとおりの仮差押えを得て、その旨の

登記手続を行ったが、それに対して、他の共同相続人

が更正登記をするために、仮差押えをした者に対して

その承認を求めたというケースである。最高裁は「遺

産の分割は、相続開始の時にさかのぼってその効力を

生ずるものではあるが、第三者に対する関係において

は、相続人が相続によりいったん取得した権利につき

分割時に新たな変更が生ずるのと実質上異ならないも

のであるから、不動産に対する相続人の共有持分の遺

産分割による得喪変更については、民法１７７条の適用が

あり、分割により相続分と異なる権利を取得した相続

人は、その旨の登記を経なければ、分割後に当該不動

産につき権利を取得した第三者に対し、自己の権利の

取得を対抗することができないものと解するのが相当

である」（１３）と判示している。

日本の民法によると、遺産分割は相続時に遡って効

力を生ずる。すなわち遺産分割が終了すると、事実上

存在した共有状態は解消されて、相続財産は被相続人

から相続人へと直接移転するとものされている（民法

９０９条）。それゆえ遺産分割の場合にも、無権利説を貫

いて、無権利者からの取得という構成も可能であった

と思われる。しかし最高裁の判例においては、遺産分

割については無権利説を採用していない。確かに、現

実の遺産分割をみると、遺産分割は相続開始後に相続

人間においてなされる一種の取引行為という性質を否

定することはできない。相続人間の協議によって遺産

分割が行われるのであるから、第三者を害することに

なる遺産分割も可能となる。それゆえ、この側面が強

調されて、遺産分割に関しては、対抗要件を備えるこ

とを必要とするという結論へと到達したものと思われ

る。

（６）遺贈と登記

遺贈と登記に関して、共同相続人の一人に不動産を

遺贈する旨の遺言がなされたが、受贈者への所有権移

転登記がなされないうちに、相続人の債権者が相続人

を代位して本件不動産につき相続による持分取得の登

記を行い、この持分に対する強制競売の申立てがなさ

れたところ、遺言執行者から第三者異議の訴えが提起

されたという事案につき、最高裁は「遺贈は遺言によっ

て受遺者に財産権を与える遺言者の意思表示にほかな

らず、遺言者の死亡を不確定期限とするものではある

が、意思表示によって物権変動の効果を生ずる点にお

いては贈与と異なるところはないのであるから、遺贈

が効力を生じた場合においても、遺贈を原因とする所

有権移転登記がなされない間は、完全に排他的な権利

変動を生じないものと解すべきである。そして、民法

１７７条が広く物権の得喪変更について登記をもって対抗

要件としているところから見れば、遺贈をもってその

例外とする理由はないから、遺贈の場合においても不

動産の二重譲渡等における場合と同様、登記をもって

物権変動の対抗要件とするものと解すべきである」（１４）

と判示している。

遺贈は単独行為であって、贈与のような契約ではな

いので、遺贈の効力の発生時においては受贈者の意思

は介在していない。しかし第三者の側からみると、遺

贈者の意思によって物権の変動を生ぜしめるのである

から、遺贈もまた一種の取引行為とという性格を有す

るものといえよう。そのうえ、これを対抗問題として、

遺贈を主張するためには登記を必要とすることは、取

引の安全という点からも望ましいことであろう。しか

し遺言の存在が不明である時点においても、対抗問題

とするならば、今度は受贈者の地位が甚だ害されるこ

とになる。さらに、相続人の一部の者に遺贈という形

で相続財産の一部を与えることは、「相続させる」趣旨

の遺言によっても、また相続分を指定する遺言によっ

ても、同一の目的を達成することができる。遺贈、「相
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続させる」趣旨の遺言、および相続分を指定する遺言

の間には、法的にはこれらを区別することができるか

もしれないが、当事者の意識としては、これを明瞭に

区別しているとは思われない。そうであるならば、遺

贈と「相続させる」趣旨の遺言および相続分の指定と

の間において、大きく異なる結論が導き出されるよう

な構成には疑問がある。

（７）小括

最高裁の判例によると、法定相続分と登記、相続分

の指定と登記および相続放棄と登記という場面で登記

の有無が問題となるときは、無権利説に立ち、実際に

不動産を取得した相続人は登記なくして第三者に対抗

することができるとする。その結果、相続人の債権者

等の第三者は、登記に公信力がないことにより保護さ

れないことになる。これに対して、遺贈と登記および

遺産分割と登記という場面でこれが問題になるときは、

対抗問題になるとして、登記がなければ第三者に対抗

できないものとする。そして本件判決により、「相続さ

せる」趣旨の遺言と登記との関係については、これを

対抗問題とはしないことが最高裁によって示されたの

である。しかし現実の場面では、遺産分割と相続放棄

とでは同一の機能を果たしていることがありうるし、

遺贈、「相続させる」趣旨の遺言、および相続分の指定

についても同一の機能を果していることがありうる。

当事者が同一の目的を追求しているにもかかわらず、

当事者がどの法形式を選択したかによって第三者保護

が大きく異なることには疑問があるといわざるをえな

い。

３ 第三者保護のための法的枠組み

（１）無権利説からのアプローチ

―民法９４条２項の類推適用―

無権利説によると、相続により不動産を取得した相

続人は登記なくして第三者に対抗できるとする。しか

し無権利説によると、相続財産を構成している不動産

を譲り受けたり、差押えをした第三者の利益を不当に

害するおそれがある。これに対して、無権利説の立場

からは、民法９４条２項の類推適用を利用して第三者の

保護を図ることが提起されてきた。民法が登記に公信

力を認めていないので、真の権利者である相続人が当

該不動産を取得する以上、第三者は無権利者となるこ

とが前提である。けれども、判例において民法９４条２

項の類推適用が広く認められているので（１５）、相続関係

と登記とが問題となる場面においても、これを類推適

用する（１６）。すなわち「相続させる」趣旨の遺言によっ

て当該不動産を取得した者であっても、遺言により自

己が当該不動産を取得した事実を知りながら、長期間、

相続登記をせずに放置していた場合には、民法９４条２

項を類推適用することによって、第三者の保護を図る

ことになる。おそらくこの場合には、善意のみではな

く善意無過失までも要求するべきであろうが、これに

より実質的に公信力を認めることと同一の結論を導き

出すことになる。

（２）対抗要件説からのアプローチ

―背信的悪意者排除論―

これに対して、対抗要件説によると、登記の先後に

よって決着をつけることになる。対抗問題として登記

の優劣によって決着をつける典型的な例としては、一

つの物権をめぐって二つ以上の取引関係が競合する（い

わゆる二重譲渡）場合が想定されてきた。しかし日本

においては、対抗問題という解決方法は、解除と登記、

取消しと登記、取得時効と登記など、いわゆる復帰的

物権変動とか原始的取得などの場合にも広く応用され

てきた。そしてこのような法的構成は不動産をめぐる

取引の安全に奉仕してきたのである。しかし対抗問題

として決着をつけることになると、とりわけ不動産取

引につき素人である当事者と不動産取引を業としてい

る者との差が歴然と現れ、素人は登記手続きに遅れる

という事態が生ずる。そのうえ対抗問題の場合には、

自由競争の原理が働くから、第三者の善意・悪意を問

題としないことが原則である。その結果、相続により

不動産を取得したはずの相続人の利益が甚だ害される

ことになる。しかし、判例においては、背信的悪意の

第三者に対して、対抗要件なくして当該不動産を取得

することができるという法理が確立しているので（１７）、

相続関係と登記が問題となる場面においても、この法

理を適用することが妥当な結論へと導くことになろ

う（１８）。すなわち、第三者が「相続させる」趣旨の遺言

の存在を知り、それにより当該不動産を誰が取得する

のかを知ったうえで、他の相続人から当該不動産を取

得した場合には、かかる第三者を保護する必要はない

ので、背信的悪意者として対抗問題から排除するべき

である。とりわけ、かかる取得者が不動産取引を業と

している場合であれば、単なる悪意または重過失の場

合にも保護に値しないので、これらも対抗問題から排

除するべきであろう。

（３）最後の決め手

第三者の保護という観点からすると、無権利説から

アプローチして第三者の保護のために民法９４条２項の

類推適用をするという構成をとるか、対抗要件説から
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アプローチして第三者の保護を不要とする場合には背

信的悪意者の排除論を持ち出すという構成との間には

微妙なところの差はあるにしても、結論に大きな相違

は存在しなくなる。そうであるならば、結論に大きな

差異がないときに、いずれの法的構成が妥当性である

のかを、いかにして確定するべきかということが問題

となる。もちろん、このような大問題に対して安易な

結論は避けるべきであろう。ここでは今後の展望とし

て、私見の結論部分のみ示すことにし、詳細は別稿に

おいて取り上げることにしたい。

不動産の権利関係をできるかぎり登記によって公示

することが理想であるが、あらゆる権利変動を対抗問

題として処理することは不可能である。対抗問題とい

う法的構成は自由競争を念頭においた制度であるから、

意思表示にもとづく権利関係の優劣を規律することは

当然これに含まれることになろうが、対抗問題がこれ

に限定されるわけではない（１９）。それゆえ、必ずしも取

引行為とはいえないが、取引行為と同視されるべきも

のについては、対抗問題として処理することが妥当で

ある。すなわち、法定相続分と登記との関係が問題と

なる場面については、無権利説を採用して、対抗問題

とはしないということでよいであろう。なぜなら、相

続は当事者の意思を介在させずに被相続人の死亡とい

う事実のみで権利変動を引き起こすので、取引行為的

な要素はほとんど存在しないからである。これに対し

て、相続分の指定、遺贈および「相続させる」趣旨の

遺言については、これらは被相続人のイニシアティブ

によって法定相続分に変更を加える行為であるが、こ

れらには取引的要素が加わっているというべきであろ

う。一方、相続放棄および遺産分割については、これ

らは相続人のイニシアティブによって変更を加える行

為であるが、同様にここにも取引的要素が加わってい

るものと評価するべきであろう。それゆえ、法定相続

分の場合を除いて、対抗問題から出発することが妥当

であると思われる（２０）。

４ おわりに

本稿においては、「相続させる」趣旨の遺言による不

動産取得と登記との関係について、法定相続分と登記、

相続分の指定と登記、相続放棄と登記、遺産分割と登

記、遺贈と登記等の判例との比較検討を通じて、相続

における第三者の保護のあり方を考察してきた。本件

の「相続させる」趣旨の遺言に関する私見を要約する

と、次のようになる。「相続させる」趣旨の遺言は、被

相続人の意思によって法定相続分に変更を加えるもの

であって、その意味では取引行為的な要素を含むもの

である。それゆえ、「相続させる」趣旨の遺言により不

動産を取得した相続人についても、登記がなければ第

三者に対抗できないと解することが妥当である。そう

すると、被相続人の意思に反して、かかる遺言により

利益を受けた相続人の利益を損なうおそれがあるが、

この場合には、背信的悪意者排除論を拡大し、「相続さ

せる」趣旨の遺言につき単なる悪意の第三者も排除の

対象とするべきである。

注

（１）本件判決に対する評釈・解説として、以下のものを参

照した。①古積健三郎「「相続させる」という遺言に基づ

く不動産物権の取得と登記」『法学セミナー』５７６号１１６頁

（２００２年）。②赤松秀岳「「相続させる」遺言による不動

産の取得を第三者に対抗するための登記の要否」『法学教

室』２６８号１３０頁（２００３年）。③水野謙「「相続させる」趣

旨の遺言による不動産の取得と登記」『ジュリスト』１２４６

号７９頁（２００３年）。④水野謙「「相続させる」趣旨の遺言

による不動産の取得と登記」『判例時報』１８０９号１８８頁

（２００３年）〔『判例評論』５３０号２６頁〕。⑤池田恒男「「相続

させる」趣旨の遺言による不動産の取得と登記」『判例タ

イムズ』１１１４号８０頁（２００３年）。⑥松尾知子「「相続させ

る」趣旨の遺言による不動産の取得と登記」『判例タイム

ズ』１１１４号８７頁（２００３年）。⑦横田昌紀「「相続させる」

趣旨の遺言による権利取得と民法１７７条」『みんけん』５５１

号２９頁（２００３年）。⑧田中淳子「「相続させる」旨の遺言

による不動産取得と登記」『法律時報』７５巻９号９７頁

（２００３年）。⑨犬伏由子「「相続させる」趣旨の遺言によ

る不動産の取得と登記」『私法判例リマークス ２７』７５頁

（２００３年〈下〉）

（２）最判平成３年４月１９日民集４５巻４号４７７頁。

（３）最判平成１１年４月２３日判例時報１７１１号２９頁。

（４）最判昭和３８年２月２２日民集１７巻１号２３５頁。

（５）水野評釈によると、「生活世界」「取引世界」という表

現で区別している（水野謙、前掲『ジュリスト』１２４６号

８０頁）。

（６）最判平成１３年１１月２２日民集５５巻６号１０３３頁。

（７）２００３年における不動産登記件数は、土地・建物を合わ

せて、売買による所有権の移転が１，８４５，３９６件、３，３７５，２１３

個、相続または法人の合併による所有権の移転が８５３，５９２

件、３，３２０，５５２個となっている。法人の合併と合わせた数

字であるが、相続における不動産の権利移転の重要性を

無視することはできない数字であると思われる。

（８）最判昭和３８年２月２２日民集１７巻１号２３５頁。
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（９）最判平成１１年４月２３日判例時報１７１１号２９頁。

（１０）最判平成５年７月１９日判例時報１５２５号６１頁。

（１１）最判昭和４２年１月２０日民集２１巻１号１６頁。

（１２）最判昭和４９年９月２０日民集２８巻６号１２０２頁。これに対

して、遺産分割協議は詐害行為取消権の対象になるとす

る（最判平成１１年６月１１日民集５３巻５号８９８頁）。相続放

棄と遺産分割とは同一の機能を果たすことがあることを

考えると、相続放棄と遺産分割とで結論を異にすること

には疑問がある。この点については、富田哲「相続放棄

・遺産分割と詐害行為取消権 ― 相続秩序と取引秩序との

交錯 ―」『行政社会論集』１４巻３号１０３頁（２００２年）参照。

（１３）最判昭和４６年１月２６日民集２５巻１号９０頁。

（１４）最判昭和３９年３月６日民集１８巻３号４３７頁。なお、最判

昭和４６年１１月１６日民集２５巻８号１１８２頁も同旨。

（１５）最判昭和４５年９月２２日民集２４巻１０号１４２４頁など。

（１６）注（１）に掲げた判例評釈の中で、無権利説に徹して

いるのは、田中淳子氏のものである。すなわち「不動産

物権変動論における「相続」をめぐる権利変動に関する

問題について売買を前提として構築された「対抗問題」

とは別の解決法理によって解決すべきだと考えるからで

ある。したがって、原則として「登記不要説」を採り、

例外として、帰責性がある受益相続人と第三者との関係

に対しては９４条２項類推適用により、「保護されるべきも

のを保護する法理」を用意すればよい」とする（田中淳

子、前掲『法律時報』７５巻９号１０１頁）。

（１７）最判昭和４３年８月２日民集２２巻８号１５７１頁など。

（１８）注（１）に掲げた判例評釈の中で、明瞭に対抗要件説

に与しているものは見当たらないが、古積評釈の中では、

「「相続させる」という遺言がされた場合には、これに基

づく権利取得はほぼ確定しているのであり、相続開始後

直ちに相続人に登記を要求してもそれほど酷とはいえな

い。無権利の法理によっていわば形式論理的に登記を不

要とすることには疑問が残る」と述べている（古積健三

郎、前掲『法学セミナー』５７６号１１６頁）。

（１９）大判明治４１年１２月１５日民録１４輯１３０１頁によると、民法

１７７条は意思表示による物権変動のみならず、隠居による

家督相続のような場合にも適用されるとするが、他方で、

大判明治４１年１２月１５日民録１４輯１２７６頁によると、第三者

の範囲として登記欠缺を主張する正当の利益を有する者

とする。

（２０）この問題を対抗問題からアプローチしていくとき、最

も問題となるのは日本の登記制度である。被相続人の合

意なしに行われる移転登記がネックになっているといえ

よう。この点に関しては、松尾知子、前掲『判例タイム

ズ』９０頁以下において、詳細な言及がある。

（とみた てつ 福島大学 法律・政治学系）
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《調査報告》

新しい経済学入門教育をめざして

福島大学経済学系
井上健 大野正智 熊本尚雄 真田哲也

清水修二 中村勝克 箱木禮子 藤原一哉 森良次１

＜はじめに＞

本稿は、経済学入門教育を担当する経済学系所属教

員による経済学入門教育のあり方の研究及び日本の代

表的大学における経済学入門教育の調査・分析研究で

ある。

福島大学に第４の学部とも言うべき共生システム理

工学類を新設するにあたり、既設３学部は大掛かりな

改組を行った。経済学部は経済経営学類となり、２００５

年４月から学生定員を大幅に削減するとともに３専攻

５コースの新しい教育体制をとることとなった。

経済学の入門教育をどのような内容・どのような体

制で行うかは難しい問題であった。それまでの入門教

育科目であった「経済学概論Ａ・Ｂ」の選択必修制は

政治経済学と近代経済学の二者択一を意味する。学生

が事実上両方の科目を必修的に選択する状態にあった

とはいえ、この二つの科目は経済学部設置以来、名称

を変えながらも長年にわたって並列されてきた。しか

し学部将来計画検討委員会の長く真剣な検討の結果、

この「伝統的並列」をやめ、現代の事情にあった適切

な経済学入門教育として統一された一続きの科目をお

くことが決定された。

学部将来計画検討委員会は、新学類の基本構想とし

て、経済分析専攻（経済分析コース）・国際地域経済

専攻（地域経済コース、国際比較経済コース）・企業

経営専攻（ビジネス・マネジメントコース、ビジネス

・アカウンティングコース）の３専攻５コースをおき、

すべての学生に必修２単位の入門教育として①経済デ

ータの見方・読み方②企業と簿記会計③データで見る

日本経済④簿記原理⑤統計情報の処理、の５科目を課

す、というカリキュラムを設定することとした。統一

された経済学入門科目は①と③各２単位をセットであ

わせて一年間履修するという事実上一続きの科目であ

る。「伝統的並列」はここに終わりを告げた。

この構想は教授会の議を経て、新学類発足の２００５年

４月から実施されることとなった。決定の後、２００５年

４月の第一セメスターから早速学生が受講する①とそ

の続編である③の担当者たちは、この構想の下で実際

の教育をどのような内容でどのように行うのか、手法

の異なる二つのグループが協力し合って入門教育を行

うには何を主眼とすべきか、同質な教育を複数クラス

に対して施していくいにはどのような方法をとるべき

かなどについて具体的な構想を立てねばならなくなっ

た。検討が開始されたのは２００４年度に入ってしばらく

してからのことだった。

担当者たちによる検討は２００４年の秋以降熱を帯びて

いった。だが、さまざまな難問を抱えながらも一定の

合意を見るに至ったのは２００５年に入ってからであった。

検討の過程で浮上してきたのが他大学における経済学

入門教育、および政治経済学ないしマルクス経済学と

近代経済学の並列問題の現状分析の必要性である。担

当者たちは自らが抱える難問解決に資する手本を他大

学に求めようと考えたのである。日本の代表的な大学

において、経済学入門教育がどのようになされ、かの

「伝統的並列」問題がどのように解決されているのか

について、情報は皆無といってよかった。おそらくこ

の問題が正面から取り上げられて調査・検討されたこ

とはないのではないのか、と思われた。情報は自分た

ちで集め解析するしかない、というのが担当者たちの

意見であった。

こうした経緯から、日本の代表的な大学のいくつか

を訪問し、インタヴューと資料によって情報を集める

研究が始まった。この報告書はこうした地道な調査研

究をもとに、日本の代表的大学の経済学部・経営学部

及びそれに類する学部等の経済学入門教育および「伝

統的並列」科目の扱いについての現状と課題を分析し

たものである。以下ではまず初めに、２００４年から検討

を重ねた福島大学経済経営学類の第一第二セメスター

必修科目である「データの見方・読み方」、「データで

見る日本経済」の検討内容を紹介し、その後に他大学

１ 本稿に対し、経済学系所属教員阿部高樹、菊池壮蔵両氏から貴重なコメントをいただいた。紙面を借りて感謝の意を表したい。
共同執筆者は「経済学入門教育」担当者及び各大学インタヴュー担当者である。
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の調査結果とその分析を紹介する。

１ 経済経営学類経済学入門教育の研究

１）これまでの経済学入門教育及び学説史的見地によ

る二手法の概略

はじめに、経済学入門教育において「伝統的並列」

科目がなぜ存在したかについて概観しておきたい。こ

れがどのように経済学入門教育に影響してきたかにつ

いて経済学説史的な整理をすることによって問題の所

在を明らかにしておくためである。当然ながらここで

取り上げる並列科目は教務上いくつかのカテゴリーに

分類される「入門的科目」であって、これを除く専門

科目は本稿の言及の範囲ではない。

条件を整えた実験や検証が出来る自然科学と異なり、

社会科学である経済学では何かしらの現象を説明する

学説が現れても、それを検証することが非常に難しい。

統計学や実験経済学などの発達は、こうした困難を克

服しようとしてなされてきたといえる。しかし残念な

がら、自然科学と同レベルでの「科学性」を経済学に

要求することは出来ない。二つのまったく考え方の違

う経済学体系が並存しても、そのどちらが「正しいか」

はにわかには断じがたいのである。

アダム・スミスの『国富論』によって本格的な経済

学が誕生して以来、その労働価値論を継承したリカー

ドを経てマルクスの『資本論』が現れ、抽象的人間的

労働が生産過程で生み出す価値が市場価格変動の軸と

なるとする労働価値説（後述）に基づくマルクス経済

学体系が構築される一方で、リカードのもう一つの流

れとしてマーシャルに受け継がれた市場分析及びロー

ザンヌ学派によって発展した限界分析をうけたミクロ

経済学そしてマーシャルの弟子であるケインズによっ

て大成されたマクロ経済学が近代経済学体系として確

立されていった。経済学入門教育はまったく理論の異

なるこの二つの大きな体系を背景に行われてきた歴史

を負っており、当然のことながら、入門教育は二つの

体系それぞれに独立に行われることが必要であった。

この点については多少専門的な見地から後述したい。

マルクス経済学は市場における投機・恐慌・失業な

どの不均衡累積とそこへの国家的介入の必然性、資本

主義発展の段階的把握などを主として扱う。思想的な

意味で初期の社会主義国の建設や労働者の同権化・福

祉国家（組織された資本主義）構築にも大きな影響を

与えた。一方の近代経済学は主としてミクロ的市場分

析やマクロ分析を理論的柱とするとともに統計的手法

による実証分析が大きな発展を遂げ、西欧諸国や日本

など資本主義国で行われた経済政策の理論的バックボ

ーンとなって世界経済に影響を与えた。とくにケイン

ズのマクロ経済学は第二次大戦後の世界経済において

深刻な不況を回避する手段としてその力を発揮した。

しかしマルクスの思想を支えとしてきた同時代の社会

主義国が計画経済の失敗に見舞われたのと同様、ケイ

ンズ主義も各国が財政赤字に苦しむようになってその

有効性に疑問をもたれるようになった。近代経済学の

世界では１９７０年代以降、マクロ経済学の有効性をめぐっ

て熾烈な論争が行われるようになり、結果として経済

学は大きく「発展」し、ミクロ的視点を重視する新古

典派が影響力を持つようになった。「レーガノミックス」

や「サッチャリズム」といったジャーナリスティック

な取り上げられ方をしたが、この論争によって資本主

義国家の経済政策が大きな変貌を遂げることとなった

のである。「ケインズは死んだ」といわれたのもこの時

期である。日本ではこの論争が財政改革の理論的背景

としての役割を果たした。

１９８９年、ベルリンの壁が崩れ、社会主義国として世

界のリーダーを勤めてきたソ連が崩壊したのはもうひ

とつの大変革の象徴であった。筆者の一人は社会主義

国時代の最後の時期とソ連崩壊後の資本主義移行後の

対照的な二つの時代のポーランドを訪問したが、ティッ

シュ一つ買うにも不自由で街中の肉屋には長大な行列

が出来ており、デパートには貧弱な商品しかなかった

頃と、同じデパートに商品があふれ、再建された旧市

街に商店が立ち並んで人々であふれている現在との

ギャップの大きさに驚いた。中国では、社会主義市場

経済が共産党独裁の政府によって持ち込まれ、世界経

済の行方を左右するほどの巨大な市場が急成長を続け

るようになった。マルクス主義は思想としてさえその

支持を失い、熾烈な競争が展開する資本主義的市場が

中国経済を完全に覆うようになった。

一方、年間ＧＤＰを越えるような巨額の累積国債を

抱え、財政赤字に苦しむ日本に象徴されるように、資

本主義の宿命ともいえる大不況を乗り越える特効薬だっ

た財政出動型の経済政策は、財政赤字の積み上げによっ

て動きが取れなくなり、民間の総需要創出が経済を支

えるようになった。資本主義国家は総じて規制緩和や

市場の活用によって経済成長を果たそうとして激しい

競争を演じている。消費、民間投資および輸出がその

主役である。経済理論の主役は、「新古典派」となり、

市場参加者たちの行動を分析するミクロ経済学が中心
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的な役割を担うようになってきている。この２０年の間

に大学院レベルのマクロ経済学の教科書はケインズモ

デルから新古典派モデルへと入れ替わった。ミクロ経

済学も、古典的な完全競争市場の分析の比重が下がり、

経済主体の複雑な相互作用を厳密に分析できるゲーム

理論の比重が大きくなった。その成果は１９６０年代に隆

盛を極めたかっての「産業組織論」を完全に塗り替え、

アメリカ、ＥＵ及び日本の現代の競争政策に大きな影

響を与えている。

他方、学問研究の面において、主流派新古典派経済

学への批判的潮流として、ホジソンなどの現代制度学

派やレギュラシオン学派、新リカード学派などが展開

している。また、現実において、現代資本主義の新自

由主義政策下での社会の二極化、格差・不平等の深ま

りや、アメリカ主導のグローバリゼーション、アメリ

カの「帝国」化・帝国主義的戦争の進行が、資本主義

の矛盾を体系的に分析したマルクス経済学への注目を

再び生み出している。そのなかで、新古典派的マルク

ス派ともいえる「アナリティカル・マルクス主義」な

どの潮流も生まれている。

このように、経済学入門教育を取り巻く現実の経済

は、さらに急速で荒々しいほどの変貌を遂げ続けてい

る。少なくとも大学院レベルでの２０年前のスタンダー

ドな教科書は、もはやスタンダードではない。経済学

入門教育が大幅な見直しと現実への対応に迫られてい

るのは当然のことなのである。

２） 政治経済学と近代経済学の理論的基礎の比較

先に述べたように、現実世界と経済学の間には常に

ギャップが存在し、現実が経済学の変貌を促し、それ

を受けた経済学の発展が現実の政策運営やものの考え

方に影響を与える、という相互作用が繰り返されてき

た。このような事象は情報が瞬時に世界を駆け巡るよ

うになり、映像が現場の姿を直接伝えるようになって

加速してきた。しかし経済学入門教育ではこれまでそ

うした状況に適切に対処してきたとはいえない。たし

かに教材として新聞記事などを題材として時事問題を

取り上げ、初心者向けに解説するといった工夫は行わ

れてきたが、それは担当者個人の努力によるものであっ

て、大学のカリキュラムとしての対処ではなかった。

カリキュラムそのものとしては旧来の２手法の並列的

な、「経済学概論Ａ，Ｂ」のような体制がこれまでずっ

と続いてきた。ここで、経済学入門教育の並列問題を

理解するのに不可欠な政治経済学と近代経済学の基本

的理論構造の違いについて概説しておこう。

まず政治経済学についてである。

合理的個人を主体とする方法論的個人主義に基づき

市場経済の分析に集中する特徴をもつ主流派経済学に

対して、人間社会の再生産の土台には自然と人間の物

質代謝があり、市場の背景には歴史的に形成されてき

た共同体や制度があることを重視、経済は合理的選択

のみによって分析することは困難であると考える諸学

派として、マルクス学派、現代制度学派などがあり、

広く一般的にポリティカル‐エコノミー、日本語では、

政治経済学、社会経済学と呼ぶことができる。特に、

労働価値論をスミス、リカードなどから受け継ぎ発展

させてきたマルクス経済学はその重要な柱となってい

る。マルクス労働価値論は、人間社会の再生産・自然

との物質代謝において最も基本となるのが労働である

と捉えつつ、しかしながら、これが市場関係を通して

「財」という物的形態で交換されることから、この労

働が抽象化され媒介され、価値と価格が乖離する特殊

な構造が成立するという理解に立つ。そして、その基

礎の上に経済構造全体、つまり、社会・財貨の生産・

流通・金融が体系的に分析される。たとえば、諸産業

部門の特殊的利潤率の差から資本間競争による資本移

動によって平均利潤率が形成されるが、それに費用価

格を加えて成立する生産価格の基礎にはかかる労働投

入があり、市場価格変動の軸となるのがこの生産価格

となるという理解である。金融経済についても、それ

が究極的に生産に規定された経済の上部構造であり、

『資本論』による架空資本概念によって、金融がバブ

ル経済を生み出す潜在的傾向をもつという批判的論理

を先取りしていた。資本主義の問題点の克服を目指し

た社会主義論そのものについて、現在はソ連崩壊など

の総括を含め新展開が目指され、議論が分かれるとこ

ろであるが、現実の資本主義の体系的分析それ自体と

して、この理論の妥当性と利点は明らかと思われる。

過去の過剰なイデオロギー性を削ぎ落とし学問的に再

評価されるべきことは否定できない。また、歴史的に

みれば、マルクスの時代が古典的資本主義と金本位制

の時代であったのに対して、現代は管理通貨制度を基

盤とする現代資本主義段階にある。今日の新自由主義

はその新局面として位置づけられる。これらの時代の

段階区分と全時代に通底する一般性の両面を統一的に

把握する点でマルクス経済学は強みをもつ。前近代社

会と近代資本主義との経済構造の質的転換について概

念化（たとえば剰余生産物と剰余価値、経済外的強制

と自由意志の擬制など）してきたという利点もある。

２００５年１２月 福島大学研究年報 創刊号 ２７



こうした経済史認識によって現代認識を深めることが

でき、それは経済の入門教育には不可欠な視点といえ

る。

以上のような学問的対比のみならず、現実社会との

関係からも、マルクス経済学が再注目される状況が世

界的規模で広がっている。たとえば、これまでの資本

主義の歴史は社会の二極化や、資源の独占などを目指

す帝国主義の歴史、バブルや恐慌の歴史でもあり、こ

うした負の側面を批判的に捉えて、現状の市場経済を

乗り越えた、平和・公平・環境・コミュニティを重視

したオルタナティブな経済制度のあり方を探求するた

めの基礎視角を提供する実践的経済学は、今日のグロ

ーバル・アジェンダや「もう一つの世界は可能だ」と

いった主張に照らしてみるとき、一段と重要性を増し

ている。政治経済学、社会経済学が経済学の基本コー

スとして不可欠となる所以である。

これに対し、近代経済学では、個人の合理的選択理

論と生産の理論から構築される個別財の市場分析を基

礎とするミクロ経済学と、経済全体の生産規模を測る

ＧＤＰあるいは所得の決定プロセスおよび生産・貨幣

・労働及び経済成長をつなぐメカニズムを解明する理

論を基礎とするマクロ経済学が表裏一体の体系として

おかれ、これを基に経済学体系が構築されている。市

場分析を中心とするミクロ経済学は、リカードを受け

継ぐマーシャル、限界革命といわれた手法を大成させ

たローザンヌ学派のメンガー、ジェヴォンズ、ワルラ

スとさらにその現代化に貢献したヒックス及びサミュ

エルソン、アロー、ハーン、ドブリュー、と引き継が

れてきたが、同じくリカードを引き継ぐマルクス理論

との論争が最も激しく行われてきた歴史を持つ。ミク

ロ経済学では、財の交換は価格を介して需要供給のバ

ランスに基づいて行われ、財自身がどのような「価値」

を内蔵するかを一切考慮しない。あくまでも合理的行

動をとる個人が自己の最適選択によって構築する需要

と生産者が合理的に追及する最大利潤を介して構築さ

れる供給によって価格と取引量が決定される、とする

のである。もし市場で超過利潤が生じれば、それを誘

引として新規参入者が現れて供給を増やし、やがて価

格の下落と市場全体での生産量の増加が起こり超過利

潤は消滅する。こうした競争市場の調整機能によって

社会全体が最適な資源配分を享受できることを論証し

ていく。このとき、資本や労働の供給者はその貢献度

に応じて市場が決めた報酬を受け取る、とする。一方、

学部レベルでのマクロ経済学では、総供給であるＧＤ

Ｐは消費・投資・政府支出・純輸出を構成要素とする

総需要によってその規模が決定されるとする所得決定

理論から始まり、生産と貨幣、雇用量の関係を理論的

に構築していく。現代マクロ経済学はこうしたケイン

ズ体系を用いず、ミクロベースでの消費者の行動と生

産者の行動及び投資行動から経済全体の成長までをモ

デルによって構築する。この分野は現在も進化し続け

ており、新しいモデルが次々に考案され、検討されて

いる。近代経済学の入門教育はこうした学問体系の初

歩の専門知識を授けるものとして位置づけられてきた。

モデル分析および統計学を駆使する実証分析がマスタ

ーできるように、との配慮から数学及び統計学を同時

に学ばせるカリキュラムが理想とされてきたのは、こ

うした背景からであった。

このように、政治経済学と近代経済学は、そのよっ

て立つ理論的思想的背景がまったく異なり、したがっ

てその上に構築される経済学体系もまったく異なるも

のとして発展してきた。経済学入門教育がそれらの専

門教育の初歩的専門知識を与えるものとしておかれて

きたために、二つの異なる経済学体系に則して二つの

異なる入門教育が当然のこととして設定され続けてき

たのである。

３） 経済学入門教育の課題

これまでの経済学入門教育が二つの異なる手法をと

るそれぞれの経済学体系の基礎を解説するためのもの

として位置づけられ、文字通り学術的な意味での「入

門」として扱われてきたのは上述のとおりである。し

かし現実の経済社会の激しい変化と経済政策論争の進

展によってこうした体系そのものを見直す必要に迫ら

れてきた。

社会の変化が経済学入門教育にもたらしたもう一つ

の要素は教育の受け手である学生の変化、及び大学教

育に対する社会の期待の変化である。もっとも大きな

変化は大学進学率の上昇に伴ういわゆる「大学の大衆

化」である。「大学のレジャーランド化」などと揶揄さ

れた時代もあったが、とりあえず大学までは出ておこ

うという風潮は時代とともに強まりこそすれ、弱まる

様子はない。経済の複雑化と変化のスピードの加速に

よって、社会から期待される内容も変化している。大

学を卒業して社会人となったときに必要とされる基礎

知識がこれまでよりずっと多様で深く大きくなってい

るのである。経済学入門教育はこうした社会のニーズ

の変化・状況の変化にも対応を迫られている。

経済学入門教育の課題として取り組まなければなら
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ないもう一つの点は、経済経営学類に入学してくる学

生が、かならずしも経済学を学ぼうとしていないとい

うことである。たとえばビジネスや経営に関心のある

学生のかなりの部分は必ずしも学術的な意味での経済

学を求めない。したがって、学部教育の中で専門的な

経済学体系が現代に即して整えられていたとしても、

その入門教育としてこの教育が位置づけられることが

適切であるかどうか大いに議論の余地がある。多様な

将来像を描いて入ってくる学生に、「将来必要とされる

経済知識」のどの部分をどのように与えるべきか、容

易でない課題が待ち構えている。一方で、こうした課

題に答えるべく用意されている教育時間と教員のキャ

パシティは限られる。

こうした難問に答えを出し、それを実践して成果を

出さねばならなくなった担当者集団は答えを求めて議

論を積み重ねていくこととなった。

４） 新しい経済学入門教育を求めて

理想の追求 二つのまったく異なる手法で経済学

教育を行ってきた担当者集団が直面した最初の課題は、

どこに目標を定めるべきか、また、手法の違いは担当

者のキャパシティの違いでもあることから、誰が何を

担当すべきか、ということであった。スタートの条件

は、二つの異なる手法を並列しないこと、経済経営学

類新入生すべてを対象とし、第一、第二セメスターそ

れぞれ２単位の必修科目とすること、である。また、

少人数教育によって丁寧できめ細かい教育をおこなう

ためクラス規模を学年定員の半分とし、１２０人から１３０

人の２クラスを同時に開講することとした。

担当者たちは、少なくとも旧来の理論中心のカリキュ

ラムは新カリキュラムとして適切でない、との共通認

識で一致してはいたが、そのうえで何をどのような切

り口で教えていくのかについては、認識がばらばらだっ

た。しかし、現実の経済が日々大きな変貌を遂げ、経

済学入門教育がそれに対応しなければならないこと、

したがって、「現実的であること」が共通のキーワード

になることについては大きな意見の差は無かった。問

題はその取り上げ方である。担当者グループは、マク

ロ経済学、財政学、金融論、産業組織論、政治経済学

など、多様な分野の専門家から成り立っている。ミク

ロ経済学・マクロ経済学をバックボーンとする担当者

たちにとっては、現実社会で共通に用いられる経済用

語や統計的概念、経済政策上の考え方などにはまった

く違和感がなく、専門分野と重なるところが多い。一

方そのほかの分野の専門家にとってはむしろ経済の現

状分析や社会的背景の分析などが主たる専門分野であ

り、問題の切り口をどう作り上げていくか、どのよう

なスタンスから論を組み立てていくかが研究の核心を

構成する。こうした多様な分野、多様な経験と研究の

深さを持った担当者たちの人的資源を生かしつつ、現

実的ですべての学生にとって有用な経済学入門科目の

内容をつめていくのは難しい課題であった。理想の教

育を求めて議論は続いた。

現実的な解決 「現実的であること」が文字通り

現実的な解決を与えた。これまでの議論から、現実の

経済を教材とし、目前の経済の動きを理解し、何が問

題であるのか、何が問題の解決となるのか、どのよう

な分野を学べば解決に必要な知識や技術、考え方を習

得できるのか、についてはっきりした目的意識を持た

せることがまずは重要である、との共通認識が生まれ

た。また、すべての学生にとってミニマムの経済学知

識を与えることの必要性も認識された。単に新聞など

を読んで「感想」めいたことを論じられる、というレ

ベルではなく、ある程度正確な事象分析力とそれに基

づく自分なりの見解が構築できるための基礎知識を与

えることも重要だ、ということである。

こうした目標がある程度はっきりしてきたところで

「経済データの見方・読み方」と「データで見る日本

経済」の中身が整い始めた。まず、「経済データの見方

・読み方」では、一般社会で用いられる経済概念のう

ち最も基礎的なものを丁寧に教える、という目標が立

てられた。この部分は、こうした概念を常に用いてい

る専門家が担当し、新聞やテレビの経済記事を読むに

当たって必要不可欠なものを厳選して講義内容に盛り

込むこととした。ＧＤＰや消費者物価指数、失業率な

どの基礎的経済概念や実際の統計の見方の習得を主眼

に置くことによって、事実をはっきりつかむ、という

力をすべての学生に習得させようというのである。ど

ちらかといえば技術的な性格を持つこうした概念の習

得は第一セメスターが適切であると判断された。少人

数教育の必修２クラスの同時開講となるため、二人の

担当者はシラバス及び講義内容を出来るだけ同じもの

とするよう工夫することとなった。実際にやってみる

と、テキスト、資料などを完全に同じにしたとしても

なかなか難しい課題であった。結論的には無理に二つ

２２００４年１０月から全国の国立大学は国立大学法人に移行したが、ここでは表記上、「国立大学」と呼ぶこととした。
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のクラスの講義内容を「まったく同じ」とせず、「でき

るだけ」というレベルで、連絡を密にしながら調整を

行っていくのが現実的であろう、ということになった。

ただし成績の基準はそろえることにした。

一方、第二セメスターで学ぶ「データで見る日本経

済」は、第二次世界大戦後の日本経済の発展と現状・

問題点など、物の見方を習得させることが主眼とされ

た。担当者の個性がある程度反映されることとなるが、

新聞、雑誌等の資料を中心に、現実経済の問題を解説

し、どのような切り口で物事を見ればよいのかについ

て演習的に学習させることによって読み・書き・判断

力を養うことを目標とした。経済記事を読むに際して

学生は第一セメスターで学んだ経済概念や経済統計の

知識を活用することが出来る。また、二つのクラスは

個性の異なる教員が担当することになるが、配布資料、

試験問題の統一などの工夫によって同時開講の困難を

ある程度解決する工夫が行われることになった。この

科目は２００５年１０月から開講されるので、本稿執筆現在

ではまだ経験について詳細に述べることは出来ない。

引き続き調査研究していくべきであろう。

こうして試行錯誤しながら、学生全員が学ぶ統一的

な経済学入門科目がスタートした。その成果はまだ見

えないが、担当者たちの真摯な取り組みと長期にわた

る検討過程がもたらした共通認識がさまざまな難問の

解決を促し、継続的に問題意識を持ち続けることによっ

て改善が施され、理想に向かってさらに進むことが期

待できる。「継続は力なり」である。

２ 大学における経済学入門教育の調査

１） 大学調査

調査した大学は、経済学部・経営学部またはこれに

準じる学部を擁する国公私立大学である。内訳は、国

立７大学、公立１大学、私立７大学計１５大学である。

地域別では、関東甲信越１３大学、近畿２大学である。

私立７大学は首都圏である２。本学類教員が各大学の

経済学入門教育担当者を訪れ、シラバス、学習案内等

のカリキュラム解説冊子、教科書、講義ノート等の資

料を集め、インタヴューを行った。インタヴュー内容

は統一せず、担当者に任せる形としたが、経済学入門

教育において政治経済学と近代経済学のいわゆる「伝

統的並列」があるかどうかについては必ず質問しても

らうこととした。

調査結果は次のようにまとめることが出来る。

国公立８大学については、「伝統的並列」を行ってい

る大学が５大学、このうち１大学が我々の新体制に近

いが、残りははっきりとした手法別の並列である。

国公立のうち残り３大学は経済学入門としてミクロ

・マクロの初歩を教えるか、またはミクロ・マクロそ

のものを第一学年から教える体制をとっている。

私立大学のうち入門科目で「伝統的並列」をとって

いる大学は７大学中２大学であるが、そのうちの１大

学はミクロ・マクロ各４単位を必修とし、選択必修科

目の中に並列科目を配している。したがってこれを除

けば、厳密な意味で「伝統的並列」を行っているのは

１大学のみである。

必修制についてであるが、並列で且つ必修である大

学は、国公立１大学、私立１大学である。ミクロ・マ

クロを入門教育の必修としているのは国公立大学では

ゼロであるが、１大学が近代経済学の入門科目を必修

としている。私立大学は４大学である。私立大学では

ほとんどがミクロ・マクロのほか統計・情報を組み合

わせて必修または選択必修としている。

「経済学入門教育」における「伝統的並列」の実態

２） 入門教育への取り組み

各大学とも、経済学入門教育には苦労があり、それ

ぞれの立場で工夫が見られる。また、入門教育に対す

る考え方にもいくつかのタイプがある。ここではそれ

らを整理しておこう。

入門教育に対する考え方のタイプは大きく３つに整

理できる。①学生の学習意欲が低いことに対応し、い

わゆる経済学は教えず、経済現象そのものに興味を持

たせようとするもの、②経済学の初歩として基礎的な

知識や技能の習得をさせようとするもの、③初めから

ミクロ・マクロを系統的に教育するもの、である。

① のタイプとして、テキストを一冊読むことを目標

にする、新聞等のデータを用い現実経済に興味を持た
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せる、需要・供給曲線のみを用いきわめて初歩的な経

済の見方を教える、といった工夫があった。ただし、

このタイプの教育を行う大学は少なかった。

② のタイプは、難易度の低い教科書を使用したり、

インターネットを利用した演習問題的なものを課した

りするところが多い。大規模な私立大学の中には数学

の学習を課して経済学の基礎教育を強化しているとこ

ろもあった。テキストは板書・パワーポイント・プリ

ント等教員の自作によるものと教科書使用に分かれた。

大規模な私立大学では数人から３０人近くの教員が同じ

科目の複数クラスを担当しているが、使用するテキス

トは各人各様であるケースが多かった。教科書にも特

徴がある。アメリカや日本の代表的な経済学者による

２，３の初級教科書がかなり広く使われている。パワーポ

イント利用は意外に少なかった。全体ではこのタイプ

に属する大学が最も多かった。

③ のタイプは②についで多かった。教科書を使うケ

ースが多く、②と同様アメリカや日本の著名経済学者

の入門教科書が多く使われている。私立大学の中には、

試行的ではあるがインターネット経由のビデオ・オン

・デマンドで実際の講義風景を流し、欠席者が講義の

内容を補充できるようにしているところがあった。公

認会計士志望の学生などに利用されているようである。

途中のステップを聞きそびれてしまうとその先がわか

らなくなってしまうような科目については有効なサー

ビスといえるかもしれない。

さまざまなタイプの大学が経済学入門教育の工夫を

行っているが、総じて言えば、地方国公立大学は学生

の興味を引き出すために相当苦労している、といえる。

また、「伝統的並列」が比較的多く、同じ悩みを抱えて

いるのではないかと思われた。中には並列を超えて現

実の経済を理解し興味を持つ、という点に教員資源を

集約して工夫を重ねている大学もあったが、ごく少数

である。

首都圏の私立大学では「やる気のある学生」にある

程度のレベルの教育を行う、というスタンスに立って

いると思われる所がいくつか見られた。上級公務員や

公認会計士、著名企業などを目指すレベルの高い学生

を主たるターゲットとする教育である。各大学の方針

・経営戦略によってばらつきのあるところである。

３）総括と評価

国公私立大学１５校の経済学入門教育をみてきたが、

最後に本学類の試みを各大学の工夫と比較検討しなが

ら総括していきたい。

先に紹介したように、福島大学経済経営学類の新し

い取り組みは、「伝統的並列」をやめ、第一セメスター

でＧＤＰ、消費者物価指数、失業などの経済学概念や

統計の見方を丁寧に教え、第二セメスターでデータを

中心に扱いながら日本経済の現状とさまざまな課題を

考えさせ、経済を見るための技術を与えるとともに経

済そのものに対する興味と関心を持たせようとするも

のである。調査結果から見ると、調査した国公立大学

の６割以上が行っている「伝統的並列」をやめて教員

資源を一続きのまとまりのある教育に集約したことは

「画期的」であるといえる。我々の試みに近かった大

学は１大学のみである。しかも単なる経済学の入門教

育として経済学の初歩を教えるのでなく、まず現実経

済を見るための道具をあたえ、未熟ながらも新聞等の

記事をある程度読みこなす知識を習得させたうえで現

実経済の諸問題を自ら発見し、論じられるよう訓練を

積ませる、という取り組みは他大学にはないものであ

る。まだ第一セメスターが終わったばかりであり、成

果を見ることは出来ないが、さまざまな理論に先んじ

て概念や統計のみを理解させたうえで、未熟でも現実

を自分の目で見ることを促す、という点については一

定の手ごたえがあった。

首都圏の私立大学はほとんどの場合、学生定員が多

く、大教室での講義が主となる点で事情が異なるが、

調査対象大学のうち、かなりの大学が統計やコンピュ

ータ処理技術の習得を義務付けており、インターネッ

トの活用も工夫している。学生数の多さゆえの工夫と

もいえるが、こうした技術的なものの習得については

現行水準以上のものをさらに追求することも一つの方

法として検討項目に加える価値があろう。

必修及び同時２クラス開講を行った場合、学生から

見て二つのクラスが必ずしも均質でなく、まったく同

じ教育を受けられる保証が無い、という問題であるが、

首都圏の私立大学の現状を見る限り、異なったクラス

でもまったく同じ教育を受けられるという条件を満た

しているところはない。国公立大学で入門教育を必修

にしているところでは、複数教員が開くクラスの中か

ら学生が自由に選択する、というものがあった。この

問題に関しては妙案はないようである。高校では、担

任教師の異なる同一科目がクラス分けの上実施されて

おり、その点では我々が懸念したほどの大きな違和感

は学生の側には現れていないようにも見える。この問

題については推移を見守りたい。
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さまざまな大学が苦心を重ねつつ効果的な経済学入

門教育を求めている姿が調査から浮き彫りになった。

だが、いずれにせよ、今回のわれわれの試みはしばら

く試してみる価値がある、といえよう。

＜おわりに＞

日本の経済学入門教育の実態に触れて、この問題の

深さと広がりを改めて認識した。誰を対象に、何を目

的に、誰が、どのように、どのような道具を使って、

何をどれだけ教えるべきか、を見定めるに当たって、

多様な要素を考慮しつつ実現可能な道を探らねばなら

ない。大きな目で見れば、どのような学生をあつめ、

どのように他の大学に対して差別化を図っていくかと

いう、大学自身の経営戦略にもかかわりを持つ。

学生にとってみれば、必ずしも経済学を学びたいわ

けでなく、４年の間に「自分探し」をしたいと思って

いる若者に大学は一体何をしてくれるのか、と考える

かもしれない。が、その一方で、社会が若者に求める

能力はますます高まり、多様化し、変化する。

今回の経済経営学類の試みは、こうした課題に少し

でも答えようとするものである。だが、社会の変化は

我々に更なる変化と進歩を期待し、要求し続けるであ

ろう。この課題に終わりはないのである。

最後に、貴重な時間を割き、たくさんの資料を提供

して調査に協力してくださった１５の大学および担当者

の方々に心よりお礼を申し上げたい。
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《調査報告》

阿武隈急行グロットグラム調査報告（１）

半沢 康
武田 拓

１．はじめに

筆者らはこれまで共同で宮城・福島両県の方言調査

に取り組んできている。本稿ではそのうち，阿武隈急

行線沿線（宮城県角田市－福島市－郡山市）で実施し

たグロットグラム調査の結果についてその一部を報告

し，両県県境付近の方言変容と伝播に関する基礎的な

データを提示する。

グロットグラム（地理×年齢）調査は日本の方言学

において開発された技法である。線上の地点を対象に

世代別の調査を行って言語データを収集する。結果を

マトリクス状に図化することにより，対象とする地域

の言語伝播や言語変容の様相を把握することができる。

これまでに奥羽線，東海道線，山陽本線など日本の主

要な鉄道経路上で調査が行なわれ，福島県内では，東

北線（井上史雄１９８５，井上史雄他編２００３），常磐線（半

沢康他１９９７，加藤正信他編２００４），磐越東線（加藤正信

他編２００４），磐越西線（廣田卓也２００３），水郡線（奥貫

浩子２００３）各沿線での調査結果が報告されている。

福島県は福島市，郡山市，会津若松市，いわき市と

いう各地の中核となる都市を中心とした生活圏が存在

し，方言区画もおおむねそれら生活圏に対応している。

今回報告する阿武隈急行線調査の結果に，先に実施済

みの磐越東西線の結果を重ねることで県内主要４都市

間の方言動態が一望できることになる。さらに東北線

グロットグラムの結果と比較することより，仙台市を

中心とする宮城県方言の影響についても考察すること

が可能となる。また，今回の調査地域のうち福島市－

郡山市（南福島－日和田）間は１９８０年当時のグロット

グラムが作成されており（井上史雄１９８５），共通項目に

ついては２０年間の実時間上の変化を知ることもできる。

２．調査の概要

２．１ 調査地点

宮城県角田市から福島県郡山市までの，阿武隈急行

線（角田市－福島市間）および東北線（福島市－郡山

市間）沿線の地区。阿武隈急行線沿線では主要駅，東

北線沿線ではほぼ各駅の周辺の地区を対象とした。イ

ンフォーマントは調査当時７０，６０，５０（または４０），３０，２０

代の５世代。一部にインフォーマントが見つからず，

世代が欠ける地点がある。

阿武隈急行線は１９８４年に設立された第３セクター方

式による鉄道。宮城県柴田町（槻木）と福島県福島市

を結ぶ（約５５�）。福島市以南は一部東北線に乗り入れ，

福島県郡山市まで通じる。福島県伊達郡および宮城県

伊具郡の主要な公共交通機関として通勤・通学を中心

に利用されている。

２．２ 調査時期

阿武隈急行グロットグラム調査は２００３年８月７日～

１０日に実施。協力機関の都合による別日程の調査，補

充調査などを以下の日に随時実施した。

８月５日，２５日，９月１日～２日，２００４年１月２０日，２月

３日，６日。

２．３ 調査参加者

調査には以下のメンバーが調査員として参加した（所

属は調査当時）。

武田拓（仙台電波高専），半沢康（福島大），遠藤理

恵（郡山市安積中），奥貫浩子（塙町笹原小），廣田卓

也（喜多方市関柴小），本多真史（いわき明星大大学院

生），早津知範，深江雄希，柏木大作，宍戸茜，高橋瞳，

滝田弓子，西山秀典，曳地麻美，藤岡由衣，村松祥成，

望月愛子，山崎小百合（以上福島大学学生）

２．４ 協力機関

調査にあたり，インフォーマントの紹介，調査会場

の提供など以下の公的機関に多大なご尽力をいただい

た。ご協力いただいた皆様のお名前を記して感謝の意

を表します（肩書き等は調査当時のもの）。

郡山市日和田公民館（館長・遠藤敏夫様，石沢貞義様）

本宮町荒井公民館（館長・渡辺幸雄様，遠藤様）

本宮町中央公民館（館長・桑原政行様）

二本松市杉田公民館（館長・石川淳一様）

二本松公民館（菅野清一様）

安達町中央公民館（生涯学習課長・官野哲様，服部栄

一様）
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福島市杉妻公民館（館長・佐藤寛様，�橋清己様）

保原町上保原公民館（館長・石田十四夫様）

保原町中央公民館（生涯学習課長・小林誠様）

梁川町中央公民館（館長・菅野源太郎様，岡崎秀男様）

梁川町富野公民館（館長・宍戸榮一様）

丸森町中央公民館（館長・阿部義郎様，副館長・目黒様）

角田市中央公民館（館長・小梨本夫様，副館長・会田様）

福島市立松陵中学校（教頭・工藤裕也先生）

２．５ 本稿で使用する他のグロットグラムデータ

本稿のグロットグラムには，阿武隈急行グロットグ

ラム調査以外の以下の調査データを比較のために表示

する。

（１）東北本線グロットグラム（ＴＨグロットグラム）

阿武隈急行グロットグラム調査とほぼ同時期に，東

北線，津軽線，函館本線沿線（福島市－北海道滝川市

間）を対象としたＴＨグロットグラム調査（井上史雄

他編２００３）が実施された。本稿ではこのうち福島市－

仙台市間のデータを使用する。

（２）仙台市周辺グロットグラム

また仙台市周辺の状況については仙台市を中心とす

る放射状グロットグラムデータも合わせて使用する（武

田拓・半沢康２００３）。

（３）磐越東線グロットグラム

福島県内の中核都市である郡山市といわき市を結ぶ

グロットグラム。筆者らが２００１年に実施した（加藤正

信他編２００４）。阿武隈急行グロットグラムと重ねること

で福島市を含む３都市間の方言動態が捉えられる。

なお，これらに加え，２００４年には宮城県白石市から山

形県高畠町までのグロットグラム調査（七ヶ宿グロッ

トグラム調査）を実施している（武田拓・半沢康２００５）１。

今後，このデータを加え，宮城・福島（・山形）県境付

近の詳細な言語動態について総合的な分析を行なう予

定である。

３．データ整理・グロットグラム図の作成

阿武隈急行グロットグラム調査の調査テープを半沢

がすべて聴きなおし，グロットグラム図を作成した。

作成には Microsoft Excel 上で作動するマクロプログラ

ムを使用した。

本稿では紙幅の関係上，阿武隈急行グロットグラム

調査でＹＮ項目（特定の語形を示し，インフォーマン

ト自身の使用・理解の有無を尋ねる項目）として調査

した項目の結果を示すこととする。記号は回答にもと

づき，原則として「● 言う（昔は言った）」「△ 聞

く（自分は言わない）」「－ 聞いたことがない」とす

る。ただし複数の語形の使用を確認した項目やインフォ

ーマントから補助的に情報が得られた項目については，

その結果を反映させて上記以外の記号化を行なった場

合がある。

比較のために示す他のグロットグラム調査では，当

該項目が必ずしもＹＮ方式で調査されているとは限ら

ない。調査方法が異なる場合は回答結果をＹＮ項目の

回答に変換して示した。当該語形が使用語または理解

語として回答されている場合は，それぞれ●，△を示

す。一方，他の語形を回答している場合で，当該語形

を「聞いたことがある」もしくは「聞いたことがない」

という判断ができない場合は「．」という記号を用いる。

当該項目が調査されていない場合は空欄とした。

今回データを使用するグロットグラム調査は，すべ

て調査時の年齢を基準として各世代のインフォーマン

トを紹介いただいて調査を行なっている。本稿のよう

に調査時期が異なるデータを同時に表示すると，世代

のずれが生じてしまう。本稿ではインフォーマントの

生年にもとづいてグロットグラム図を作成する。地点

を縦軸にとり，横軸に１０年刻みで出生年代を表示する。

地点によっては同一世代に２名のインフォーマントが

含まれたり，逆にある世代が空白になったりする場合

がある。

４．グロットグラム図（別掲）

グロットグラム図は別途 Web 上に公開する。掲載す

る図は以下のとおり。

００１．調査時のインフォーマントの年齢

００２．インフォーマントの性別

１３１．カタス［かたづける］

１３２．カッタルイ［疲れた・やる気がおきない］

１３２－２．カッタルイの意味

１３３．ダイジ［大丈夫］

１３４．紙にノボル［紙を踏む］

１３５．イキナリ暑い［非常に暑い］

１２００４年度福島大学奨励的研究経費の助成を受けて実施した。
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１３７．インガミル［酷い目にあう］

１３８．イズイ［しっくりこない，落ち着かない］

１３９．セッカクドーモ［訪問時の挨拶］

１４１．ジャス［運動着］

１４２．ワケル［ご飯をよそう］

１４３．オダツ［調子にのってはしゃぐ］

１４４．セブン［セブンイレブン］

１４５．ミルウェイ［ミルキーウェイ］

１４６．ズッポ［会津っぽ］

１４７．ムツケル［拗ねる］

１４８．オッピサン［曽祖父母］

１４９．キシャズ，キラズ［おから］

１５０．カツケル，カズケル［なすりつける］

１５１．チョス［いじる］

２２６．隣までアルッテ行く［歩いて行く］

２２７．見たトキある［見たことがある］

２２８．やめろデー［やめろよ］

２３１．もう帰れ

２３２．明日は家サいる［家にいる］

２３３．鉛筆はここサある［ここにある］

２３４．デパートは駅前サある［駅前にある］

２３６．行ったッケ，誰もいなかった［行ったら］

２３７．私，昨日東京へ行ったんだッケ［行ったんだよ］

２３８．○○さん，昨日東京へ行ったんだッケ［行った

んだよ］

【引用文献】

井上史雄１９８５『関東・東北方言の地理的・年齢的分布（ＳＦ

グロットグラム）』東京外国語大学語学研究所

井上史雄・玉井宏児・鑓水兼貴編２００３『東北・北海道方言の

地理的・年齢的分布（ＴＨグロットグラム）』科研費報告書

奥貫浩子２００３「福島県東白川郡方言の研究－水郡線グロット

グラム調査の結果から－」福島大学教育学部卒業論文

加藤正信・大橋純一・武田拓・半沢康編２００４『関東・東北境

界域言語地図｜常磐線・磐越東線グロットグラム』科研費

報告書

武田拓・半沢康２００３「仙石線グロットグラム調査報告」小林

隆編『宮城県石巻市方言の研究』東北大学国語学研究室

武田拓・半沢康２００５「宮城・山形県境地域の方言の実態－七

ヶ宿街道沿いの調査から－」『仙台電波工業高等専門学校研

究紀要』３５

半沢康・小林初夫・武田拓１９９７『宮城・福島沿岸地域におけ

るグロットグラム調査報告』私家版

廣田卓也２００３「福島県会津地方の方言の研究―磐越東西線グ

ロットグラムの比較から―」福島大学教育学部卒業論文

［付記］

１．本稿は科学研究費補助金（２００２－２００４年度若手

研究（Ｂ）「現代東北方言の文法的諸特徴の記述お

よびその変容に関する調 査 研 究」課 題 番 号

１４７１０２８９）による研究の成果の一部である。また

阿武隈急行グロットグラム調査の実施にあたって

は，福島大学学術振興基金からも研究助成を受け

ている。

２．本稿には，当初全グロットグラム図の掲載を予

定していたが，編集委員会の判断により別途 Web

上で公開されることとなった。グロットグラム図

については以下のＵＲＬを参照されたい。

http : //www.lib.fukushima-u.ac.jp/nenpo

（はんざわやすし 福島大学文学・芸術学系）

（たけだたく 仙台電波工業高等専門学校）
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平成１６年度奨励的研究助成予算「プロジェクト研究奨励費」

学 系 事 業 名

１ 人間・心理学系 ・学校・家庭・地域の連携による総合的学校臨床研究
・ヒトの認知―行動プロセスに関わる生涯発達心理学的研究
・いきいき生活応援プロジェクト－子どもの発達に応じた生活自立支援のための

家庭・学校・地域教育のあり方について

２ 文学・芸術学系 ・東アジアの言語文化に関する比較研究
・福島県下における明治以降造営された洋風建築および附随する芸術作品の調査

研究
・マルチメディアを用いた音楽実技指導法に関する研究
・我が国における音楽文化の近代化に関する基礎研究

３ 健康・運動学系 身体リテラシー教育の充実に関する実践的研究

４ 外国語・外国文化学系 ・ゲルマン叙事詩解説のための基礎的研究
・修飾関係の理論的・実証的研究

５ 法律・政治学系 ・地域における法学教育と法的実践
・政治改革・行政改革研究プロジェクト

６ 社会・歴史学系 地域社会の公共性にかんする総合的研究

７ 経済学系 日本経済の現状と課題に関する基礎データの収集・整備

８ 経営学系 ・「コーポレート・ガバナンス・システムの企業業績に与える影響に関する日米比
較研究」に関するミドルテネシー州立大学との共同研究

・中南財経政法大学との学術交流による日中企業の経営比較

９ 数理・情報学系 数理・情報学研究会の設立

１０ 機械・電子学系 感覚センサーを用いた人支援システムの開発

１１ 物質・エネルギー学系 無機－有機ハイブリット型化合物の創製と物性評価

１２ 生命・環境学系 生命・環境系の教育研究組織と運営のあり方についての調査
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奨励的研究助成予算「プロジェクト研究奨励費」成果報告書

人間・心理学系長 内 田 詔 夫

研 究 課 題

人間・心理学系長 内 田 詔 夫

研 究 課 題

学校・家庭・地域の連携による総合的学校臨床研究
ヒトの認知―行動プロセスに関わる生涯発達心理

学的研究

平成１７年３月３１日 平成１７年３月３１日

１）研究班のメンバー：教育臨床と教育実践にか
かわる、中野明徳、青木真理、生島 浩、水野

薫、鈴木庸裕、宮前 貢の６名。

２）本研究の目的：不登校，いじめ，非行，暴力，
ひきこもり，学習困難，発達障害などの特別な
ニーズをもつ児童生徒及びその家族に対して、
効果的な援助・支援をおこなう。

３）研究方法：地域の中にある社会的・人的資源
を活用したり、学校の中で予防的・開発的な活
動を発展させたりして、総合的に学校臨床を展
開する。

４）平成１６年度の成果
①平成１６年１２月に、教育実践総合センターにある

臨床心理・教育相談室の分室として、福島大学
サテライト街なかブランチ内に「まちなか臨床
心理・教育相談室」をオープンすることができ
た。これによって両相談室が福島市内の教育相
談を支える有力なセンターとして第一歩を踏み
出すことができた。

②福島市内の幼・小・中・高校と連携すべく相談
室のパンフレットを配布し、今後附属校園等の
学校を支援する準備を整えた。

③平成１６年１２月から平成１７年３月に、まちなか相
談室が扱った相談件数は１０件で、面接総数は２２
であった。

相談内容は、不登校５件、発達障害３件、摂
食障害１件、解離性障害１件であった。

５）次年度の課題
①まちなか相談室の本格的な展開
②相談室と学校とのネットワークづくり

我々は、外界刺激（あるいは環境刺激）に対する人間の行
動表出を、刺激受容→認知的処理→行動表出という時系列的
な心理的処理プロセスとして仮定し、それらの基礎的なメカ
ニズムを解明するために、心理学的研究手法を用いた研究を
行った。

１．課題場面を用いた認知―行動プロセス研究班
「心的カテゴリ構造の発達と衰退に関する研究」：長期意

味記憶におけるドウブツカテゴリの構造化を日本語話者の幼
児及び統合失調症患者を対象に検討した。その結果、統合失
調症患者は単純に発達を逆行するのではない特異的な長期意
味記憶の障害を示すことが明らかになった。

「社会的できごとの時間的記憶に関する研究」：過去ので
きごとが「いつごろ」起きたかについて若年者と高齢者とを
対象に、質問紙実験の方式で調査したところ、若年者と比べ
て高齢者では「やや以前であった」という誤りの頻度が多く
なる傾向が得られた。

２．対人場面を用いた認知―行動プロセス研究班
職場において過重労働やメンタルヘルスが問題になってお

り、労働時間や労働形態とメンタルヘルスおよびヒューマン
エラーとの関連を調べた。時間などの物理的負荷は、睡眠を
中心とした生活行動の状態が精神的健康に対する有意な説明
変数であった。エラーについては調査対象者の７６～８２％が何
らかのエラーを認めているが、労働条件やストレスとの関連
は明らかにならなかった。安全対策としての職場における情
報コミュニケーションが防御要因として着目された。また、
協同場面における集団問題解決についての実験を行った。

３．認知―行動プロセスの生得的要因に関する研究班
満期産児と早産児の活動リズムを周期解析法の一つである

自己相関関数と多変量解析の一種であるクラスター分析を応
用して解析を行った結果、満期産児も早産児も受胎後４６週を
契機にリズムの顕著化が生じていた。このことから乳児の活
動リズムの顕著化は、出生ではなく、受胎を契機として生じ
ている可能性が高いと考えられた。満期産児では、活動リズ
ムの顕著化と認知―行動系の変化が同時に起こるので、この
系の変化も受胎を契機としている可能性がある。

現在、認知・行動に関する変数を解析中である。
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人間・心理学系長 内 田 詔 夫

研 究 課 題

文学・芸術学系長 勝 倉 壽 一

研 究 課 題

いきいき生活応援プロジェクト

―子どもの発達に応じた生活自立支援のための家庭・学校・地域教育のあり方について―
東アジアの言語文化に関する比較研究

平成１７年３月３１日 平成１７年３月３０日

本事業は、子どもの生活自立を促すために、発達段階に
応じて学校・家庭・地域がどのように連携して教育を行う
必要があるのかを検討し、得られた成果を地域に還元する
ことを目的として３～４年計画で実施するものであり、今
年度は、事業を進める上での基礎資料を得るため、幼児の
保護者を対象に子育てに関する実態・意識等の質問紙調査
を実施した。

調査は、福島大学附属幼稚園の保護者７７名を対象に１２月
上旬に実施したが、回収率は６６人―８６％であった。これら
の集計は、１２月末からコンピューターへのデータ入力を行
い１月初旬に単純集計、１月下旬にクロス集計を完了した。
その後、結果のグラフ化及び考察を行い、［「子どもの生活
および子育てに関する調査」結果報告］としてまとめ、調
査協力者へ報告書を配布した。

本調査で得られた主な結果は以下の通りである。
①本調査の回答者は、９２％が「母親」、年齢は「３０～３９

歳」が７３％、職業は「主婦」が６８％を占めていた。②家族
構成は、子どもとその親の「二世帯家族」が７７％、祖父母
と同居する「三世帯」が２０％を占めていた。子どもの数は
「２人」が５６％と最も多かった。③「家庭の役割」につい
ては、「家族団らんの場」４５％、「休息・安らぎの場」３８％
と多かったが、後者は特に４０歳以上に多くみられた。④
「子育てにおいて大切に考えていること」として、話をよ
く聞く、抱きしめるなどの「親子関係」が６７％と多く、こ
れも４０歳以上に多くみられた。⑤「子育ての相談相手」は
夫婦が６３％と最も多く、「子育ての情報入手方法」として
は「友人」が６７％と多かった。⑥「子育てに必要な支援」
としては、「家庭ではできない体験活動の場所や機会を作
る」が８５％で最も多く、ついで「幼稚園や学校での生活を
充実させる」５２％、「幼稚園、学校で子ども同士が友人関
係を深める機会を増やす」４５％などが比較的多く上げられ
た。⑦食事に関する一連の行為において、「食事の挨拶」
や「箸を使う」は８０％以上が「いわれなくてもできる」と
回答しており、性別の差もみられなかった。⑧子どもの食
事で心かけていることの結果を点数化したところ（３点満
点）、「栄養素のバランス」（１．９８）、間食については「食べ
過ぎないよう心がける」（２．３１）が高かった。⑨食事の面
で困っていることとしては、「食べたり食べなかったりの
ムラがある」３８％、「好き嫌いがある」３６％が比較的高く
あげられた。⑩子育てに関わる興味・関心として、「子ど
ものほめ方、しかり方」、「子どもの感性を育てる」、「親子
で作る料理作り」がいずれも４５％以上で高く示された。

なお、今後子どもの生活自立のための調査をさらに進め
るとともに、学校・家庭・地域の連携のあり方を検討して
いきたいと考えている。
（浜島京子、中田スウラ、白石昌子、千葉桂子、中村恵子）

プロジェクト研究①「東アジアの言語文化に関する比較研

究」においては、漢文学・日本文学・国語教育の研究を国際的

な視点から深化させることを目的として、東アジア（中国・朝

鮮・日本）の諸関係を視野に入れた共同研究を推進してきた。

そのために、中国の上海市立甘泉中学校の日本語教育実情調査、

華東師範大学外国語学院日本語学部懇談会への参加、東アジア

比較文化国際会議、日本中国学会への参加、中国芸文研究会秋

期大会、秋田中国学会等における研究発表と討論、及び東京博

物館、サントリー美術館、京都大学人文科学研究所、秋田中央

図書館等における資料調査を行い、その成果の分析と整理が進

められてきた。

以下、研究テーマ別に現在の進捗状況及び成果を記しておく。

○日中古典詩文の本草学的研究（澁澤尚）

１０月８日：資料調査 東京国立博物館・サントリー美術館

１０月９日：学会参加 日本中国学会第５６回大会

～１０日 （二松学舎大学）

１１月２２日：資料調査 京都大学人文科学研究所

１１月２３日：学会発表 中国芸文秋期研究会（立命館大学）

１２月４日：学会発表 秋田中国学会（秋田大学）

１２月５日：資料調査 秋田市立中央図書館

２月１１日：資料調査 立命館大学文学部文献資料室

～１３日

２月１６日：資料調査 山形県立図書館

～１８日

○東アジアの仏教と漢詩文の研究（井実充史）

１０月９日：学会参加 東アジア比較文化国際会議

～１０日

福島大学教育学部論集（人文科学部門）第７６号に論文「鎮護国

家と梵門詩」を掲載

○日本近代小説における中国古典の受容に関する研究（勝倉壽一）

○日本植民地（中国・朝鮮）文学の研究（澤正宏）

里村の著作（小説、随筆、ルポルタージュなど）を収集中

○中国における日本語教育の現状と歴史に関する研究

（高野保夫）

９月２８日：中国・上海市立甘泉中学校見学および華東師範大学

～２９日 外国語学院日本語学部教員懇談会参加

福島大学教育実践研究紀要第４９号に論文「日本語学習者にみる

文章表現上のつまずきー中国人学生の場合ー」を掲載予定
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文学・芸術学系長 勝 倉 壽 一

研 究 課 題

文学・芸術学系長 勝 倉 壽 一

研 究 課 題

福島県下における明治以降造営された洋風建築お

よび附随する芸術作品の調査研究

マルチメディアを用いた音楽実技指導法に関する

研究

平成１７年３月３１日 平成１７年３月３０日

白河市歴史民俗資料館において「達磨」等の松平定信
（１７５８－１８２９）絵画作品及び書、谷文晁（１７６３－１８４０）「涅
槃図」、小野町ふるさと文化の館において亜欧堂田善
（１７４８－１８２２）「絵馬（洋人曳き馬図）」、「木造阿弥陀如来
及び両脇侍像」、猪苗代町「天鏡閣」では建築と新海竹太郎
（１８６８－１９２７）「有栖川宮威仁親王像」等の調査を行った。

県下の洋風建築およびそれに附随する芸術作品の実地調
を継続する上での貴重な資料を収集することができた。以
下は、「天鏡閣」及び「有栖川宮威仁親王像」に関する調査
研究の概要である。

国重要文化財指定・有栖川宮別邸「天鏡閣」
現在、国重要文化財指定とされる「天鏡閣」は、明治４１

年（１９０８）、有栖川宮威仁親王（１８６２－１９１３）によって猪苗
代湖畔長浜の丘上に建てられた。ルネサンス様式からなる
洋風木造建築である。厨房部分を除くと総二階で、ただ、三
階展望室をもつ。室内のタイル、家具などに当時のヨーロッ
パで流行した美術様式が見られる。

大正１２年（１９２３）に高松宮家に継承され、昭和２７年
（１９５２）福島県に寄贈された。

新海竹太郎の「有栖川宮威仁親王像」と「天鏡閣」
新海竹太郎は、明治、大正期に活躍した彫刻家である。

山形市に生まれ、陸軍士官を志して上京した。近衛騎兵大
隊時代に、たまたま制作した馬体彫刻が認められ、彫刻家
に転身した。彫刻家としての自律をうながしたのは、竹太
郎の代表作「北白川宮能久親王彫刻」である。明治３３年
（１９００）パリ万国博にさいしてパリへ赴き、のちベルリン
へ移り、同地の王立美術アカデミー教授ヘルテスに師事し、
明治３５年（１９０２）帰国した。

一方、有栖川宮威仁親王は、日本海軍の基礎確立に尽力
し、明治３７年（１９０４）６月海軍大将となり、大正２年
（１９１３）７月、５２歳で死去し、元帥府に列せられた。竹太
郎が、威仁親王の銅像制作を依頼されたのは、大正５年
（１９１６）である。竹太郎は雛型をつくり、原型は海軍造兵
廠で鋳造され、大正１０年（１９２１）１２月に落成された。銅像
は円柱上に置かれ、海軍参考館前に設立された。参考館は
倒壊してしまったものの、銅像は残され、昭和５９年（１９８４）
７月、福島県の「天鏡閣」庭園に移設再建され、今日に至
る。

マルチメディアを音楽実技指導において効果的
に活用するための共同研究プロジェクトとして、
データベース化のための音楽情報を集約、整理し、
そのプロトタイプモデルの作成を完成、標準的で
高性能なデータベース・ソフト、File Maker Pro
７を１１月に購入、それに移植を終える。また、Ｄ
ＶＤの音楽資料を、インターネット等を利用して
収集し、そのリストを作成し、それらの中から音
楽実技教育に有用な資料を１２月下旬に精選、購入。

これらと平行して、特別予算を得て、大型のプ
ロジェクター（６０インチ・プラズマディスプレー）
を設置し、教育費により、２０年以上経過した音響
（サウンドとビジュアル）機器の更新を進め、教
育環境を整備しつつある。併せてこのプロジェク
トの目的である音楽教員を目指す学生への指導に
展開するための研究を進め、次年度学生へ展開す
る準備をしている。

２００５年１２月 福島大学研究年報 創刊号 ３９



文学・芸術学系長 勝 倉 壽 一

研 究 課 題

健康・運動学系長 佐 藤 理

研 究 課 題

我が国における音楽文化の近代化に関する基礎研

究
身体リテラシー教育の充実に関する実践的研究

平成１７年３月３０日 平成１７年３月３１日

プロジェクト研究④「我が国における音楽文化
の近代化に関する基礎的研究」では、主に明治か
ら大正期にかけての音楽雑誌、教育雑誌、関係新
聞記事、唱歌集、唱歌科教授法書、及び本プロジェ
クトに関わる先行研究資料の調査・収集を進めて
きた。調査対象は国立国会図書館、東京芸術大学、
武蔵野音楽大学、東京音楽大学等であり、調査を
ほぼ完了し、資料の分析と整理を実施してきた。

また、明治期以降の大衆音楽の近代化について
考証するため、幅広く日本の大衆芸能を取り上げ
た解説書付きＣＤ全集（中山一郎編『日本語を歌
・唄・謡う』アド・ポポロ、２００２年）、ＳＰレコー
ド目録（昭和館監修『ＳＰレコード６０，０００曲総目
録』アテネ書房、２００３年）、及び中山晋平や古賀政
男を始めとする著名な大衆音楽家のＣＤを購入し
た。

なお、本プロジェクトの主要論題でもある「音
楽教育の近代化」に関わる研究の成果を、学会発
表した。（杉田政夫「日本の学校音楽教育における
ヘルバルト主義教授理論の受容と展開―唱歌教材
の構成理念に及ぼした影響を中心にー」日本音楽
学会東北支部例会、宮城教育大学、３月２６日）

現代社会を豊かに生きるためには，自己の身体の健康を
確保することを最低条件として，各々がそれぞれの仕方で
身体運動を楽しみ，そのための能力すなわち身体リテラシ
ーの獲得が求められている。本学系では上記の研究テーマ
を設定し，以下の課題に向けた調査を実施し検討を進めた。
１．身体リテラシー概念の検討

仮説的身体リテラシー概念を構成し，学生の身体リテラ
シーに関する現状を調査する。

２．学生各人が自己の身体リテラシーを把握し向上への指
標となる仮称「福島大学身体リテラシースケール」の
開発。

３．身体リテラシーの発達を支援するプログラムの作成と
その評価方法。

４．身体リテラシーに関する知識の獲得および運動実践を
支援する Web Based Learning システム，仮称「e-Karada」
の開発。

先ず身体リテラシー概念を検討しその内包するものを
整理した。その結果大別して「すべての人にとって生
存を維持するための必要最小限の身体能力」と「人生
の質をさらに豊かにするための文化財」という側面が
考えられた。前者は自己実現のための健康の保持増進
という側面であり，リソース（基盤としての）として
の身体的諸力ということができる。後者はスポーツ文
化の享受（スポーツに親しむ・楽しむ）やスポーツを
媒介としてのコミュニケーションなどによる関係性の
発達などがその具体的内容である。

次いで身体リテラシーに関わる現状を把握するため作
業仮説的身体リテラシー概念にもとづき調査票を作成
し，健康・運動科学実習履修学生に対するアンケート
を実施した。主な結果としては，生存を維持し健康の
保持増進に必要な身体活動量と，健康・運動・スポー
ツに関する科学的知識が不十分である現状が捉えられ
た。

新年度からの「健康・運動科学実習」の新らたなプロ
グラム展開に向け，調査結果を実習でどのように活用
するかという観点から，さらなる分析・考察を進めた。
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外国語・外国文化学系長 九頭見 和 夫

研 究 課 題

外国語・外国文化学系長 九頭見 和 夫

研 究 課 題

ゲルマン叙事詩解説のための基礎的研究 修飾関係の理論的・実証的研究

平成１７年３月２２日 平成１７年４月１２日

ゲルマン叙事詩、特に「ベオウルフ」の一般的
な紹介のあり方について研究を進めてきた。

学術的な入門書はすでに数多く出版されている
が、これらは専門家にとっても問題を明らかにす
ると言うよりも、むしろ混乱させられるようなた
ぐいのものが多い。古くは Chambers, Beowulf : An

Introduction to the Study of the Poem（１９２１）があり最
近では Bjork and Niles, A Beowulf Handbook（１９９７）
のような入門書が存在する。いずれも専門家でさ
えもただただ専門研究の迷路に迷い込むだけに終
わりそうな入門書である。

様々な概説書等を渉猟した結果、つぎの２書が、
一般的な紹介としては最も適切であると判断した。

１ Lehnert, Beowulf（１９６７）
２ Irving, Jr, Introduction to Beowulf（１９６９）

これらの入門書を基礎として、一般的な紹介に
不可欠な項目をつぎのように選定した。

１ 作品の成立に関する背景的解説
２ 作品を構成する素材

歴史的な素材（系統図、年代設定を含む）
物語的な素材（ストーリーの梗概を含む）

３ 文体的特徴

一般的な紹介は簡明でなければならない。上の
２書のうち簡にして明であるという要件を満たす
ものは Lehnert である。従って、この翻訳を試み、
上記項目の具体的内容について検討した。

研究計画書に記載した「事業計画の概要」および「各担当者の研究目的」
に沿って研究を進め，それぞれ以下の学会発表においてその成果を公表し
た。

（朝賀）
東北英文学会第５９回大会（東北大学）
英語学部門シンポジアム
「形式と意味のインターフェイス：述部をめぐる諸問題」

日時：２００４年１１月２１日
題目：類別詞構文における叙述関係
要旨：

本発表では、語彙項目としての構文の存在を認める立場から、英語の類
別詞構文が、叙述関係を規定する語彙項目であることを論じた。

英語の類別詞構文において類別詞とみなされる名詞は、連辞構文におけ
る述部名詞句と同様に、叙述関係の述部として機能していると考えられる。
本発表は、この叙述関係を、概念構造において特性の帰属を表す意味関数
を仮定することでとらえ、この構文の示す諸特性を説明した。

また、この構文を統語構造における移動操作に基づいて派生する統語分
析に対して批判的検討を加え、対応規則に基づいて統語構造と概念構造と
の相互関係をとらえる言語の構成の妥当性について考察した。

（井本）
韓国日本学会第７０回国際学術大会研究発表
（高麗大学校（韓国ソウル））

日時：２００５年２月１９日
題目：動詞の意味と副詞的修飾関係
要旨：

本発表では，日本語の副詞的修飾関係について，修飾限定の基本原理と
動詞句の意味的性質から修飾関係を捉える「副詞的修飾の関係構成のあり
方を重視するアプローチ」を提示した。そして，このアプローチによって
提起される２つの論点を提示した。

まず，意味的修飾（修飾限定）の概念規定を確認し，副詞的修飾関係が
修飾限定という意味操作に一律にもとづくものであることを確認した。そ
して，「斜めに」や「ほど」句などの現象によって，意味解釈が本来的に
副詞的成分の意味から切り離される「関係の意味」であることを例証した。
このことから，副詞的修飾関係の多様性を修飾限定という意味的操作と述
語動詞句の修飾対象に還元するという，従来の副詞研究とは異なるアプロ
ーチが導き出されることになる。

次に，情態修飾関係の体系について，先行研究の提案を批判的に検討し，
修飾関係の意味素性の抽出と素性による情態修飾関係の交差分類を提示し，
情態修飾関係の分類に体系的予測力を与えることができることを主張した。

また，本発表のアプローチに対する反例に見える現象として疑似結果構
文を挙げ，これが修飾の基本原理を遵守することが動機となって生じた現
象，つまり本発表のアプローチの傍証となることを示した。最後に，本稿
で提示するアプローチが副詞的修飾関係の生成的性質を捉えるだけでなく，
述語動詞句の意味的研究に寄与しうるものであることを示した。

（福冨）
１５th Colloquium on Generative Grammar（第１５回生成文法コロキアム）ポス
ター発表
（Universitat de Barcelona（スペイン・バルセロナ））

日時：２００５年４月５日
題目：TheCopy Theory ofMovement : A Case of Japanese RightDislocation
（移動のコピー理論：日本語の右方転位の一例）
要旨：

自然言語には，統語事象と意味事象が乖離した現象が数多く見られる。
その「ズレ」を解消し，かつ理論全体を簡素化する上で重要な役割を果た
しているのが，「移動のコピー理論」と呼ばれる統語的な道具立てである。

本発表では，日本語の右方転位，とりわけＷＨ句，および修飾語句の右
方転位という現象を取り上げ，従来の分析では問題とされてきた，その統
語的・意味的特性が「移動のコピー理論」の下でどのように分析・説明さ
れるかを考察した。さらに，その帰結として，１）日本語のＷＨ移動は顕在
的な移動であること，２）中核強勢規則（Nuclear Stress Rule）は日本語に
おいても階層構造に従うことを提案した。
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法律・政治学系長 稲 庭 恒 一

研 究 課 題

法律・政治学系長 稲 庭 恒 一

研 究 課 題

地域における法学教育と法的実践 政治改革・行政改革プロジェクト

平成１７年４月７日 平成１７年３月１７日

本研究は、福島を中心とした地域における法的ニーズの所在を
明らかにするとともに、そのニーズに応えうるリーガルサービス
や法学教育のあり方を探ることを目的としており、２００４年度は、
ロースクール時代における学部法学教育のあり方について調査研
究を行った。

具体的には、福島大学にとっても参考となる、地方中規模大学
が設立した、３つの法科大学院〔（信州法科大学院（信州大学）、
四国法科大学院（香川大学及び愛媛大学）、山陰法科大学院（島
根大学）〕と法科大学院の設置を断念した岩手大学の合わせて４
校を訪問し、法科大学院設置に至るまでの経緯、入学者の動向、
カリキュラムの特色、学部教育に与える影響、今後の課題などに
ついてヒアリング調査を実施した。

そこから得られた知見をまとめると以下の通りである。
第一に、法科大学院設置大学では、必ずしも法学教員が多かっ

たわけではなく、トップダウンによる意思決定のもとで、大学の
スタッフと予算を重点的に配分することによって、法科大学院の
設置に至っている。

第二に、法科大学院設置に当たっては、地元の法曹界や経済界
の強力な支援があり、設置後も、実務家教員の派遣や教育ローン
の設定などの面で支援がある。

第三に、法科大学院の入学者は、当該大学の学部から上がった
者は少数であり、中央の大学を卒業した地元出身者（Ｕターン者）
を主なターゲットにしている。また、新司法試験の合格率がかな
り低いことが予想されることから、３年生コースを原則にしたり、
身分の保証がある有職者を優先しているケースがある。

第四に、法科大学院の授業を担当する教員の負担はかなり重く
（連合型の場合は通勤が加わる）、総じて、学部教育における法
学教育が手薄になる傾向がみられる。

第五に、法科大学院を設置しなかった大学（岩手大学）におい
ても、他の法科大学院への進学者に対して奨学金貸与を行うなど、
一定の対応を実施している。

今後、専門職大学院（法科大学院および公共政策大学院）を修
了して公務員に就職する者がかなりいることが予想される。した
がって、福島大学においても、学類及び研究科の両方のレヴェル
で、どのような法学教育を実践していくかについて、幅広く議論
していく必要がある。

○政治・行政分野
政治・行政分野においては、地域の行政組織や諸
集団の再編・改革に関して、他学系や地域の研究
団体と協力しながら総合的な研究を行うことを目
標に、今年度は「政治改革・行政改革」を年間テ
ーマに、研究会を開催し、課題の共有化を図った。

・第１回 １２月８日（水）
テーマ ローカル・マニフェスト
講 師 礒崎初仁（中央大学教授）
概 要 自治体の政治改革ツールとして、２００３年
統一地方選挙以来注目されているローカル・マニ
フェストについて、積極的な役割を果たしてきた
礒崎教授の報告を受け、議論を交わした。

・第２回 １月１８日（木）
テーマ 行政改革度都市ランキング
講 師 市川嘉一（日本経済新聞社日経産業消費
研究所主任研究員「日経グローカル」副編集長）
概 要 隔年で実施されてきている日本経済新聞
社日経産業消費研究所の行政改革度都市ランキン
グについて、その考え方や実態などについて報告
を受け、議論を交わした。

・第３回 １月３１日（月）
テーマ 「三位一体改革」をどう考えるか
講 師 森田 朗（東京大学公共政策大学院院長）
概 要 国自治体政府関係の政治行政改革のひと
つとしての財政制度改革の現状について、あると
きは当事者として関わった森田教授の報告を受け、
議論を交わした。
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社会・歴史学系長 栗 原 る み

研 究 課 題

経済学系長 清 水 修 二

研 究 課 題

地域社会の公共性にかんする総合的研究
日本経済の現状と課題に関する基礎データの収集

・整備

平成１７年４月２１日 平成１７年１０月２１日

学系プロジェクト研究として「地域社会と公共性」という大きな主題を設定
し、現在のグローバル＝ナショナルな文脈の構造的変動が提起している地域社
会における「公共性」の存立と変容を明らかにするという問題意識により、研
究会と実態調査を実施した。

研究会では、現在の日本が地域という生活の場およびそこで生活する個々人
に視座を据えたさい、それぞれの地域の特性に規定されて、どのような公共性
を必要としているのか、国、県、市町村、町内会などのさまざまな集合が、ど
のような公共性を担うことができるのか、民間化、民営化という市場メカニズ
ムの導入とＮＰＯ，やＮＧＯなどの活躍への期待がどういう意味を付与してい
るのか、などの課題がだされたが、解明のための社会学・歴史学からのアプロ
ーチの方法の難しさを確認せざるをえなかった。

この困難を突破するため、パイロット調査を行うこととした。現時点におい
て国レベルで提起されている「避けて通れない問題」として基地問題を位置づ
け、地域社会に基地問題が提起している多層的課題をサーベイすることとした。
そこで沖縄県の宜野湾市をフィールドに選定し、実態調査を実施した。地域社
会における「公共性」の変容としてどのように論理構成するかを考察するため
の方法を模索する手がかりを得ることを期待したからである。

沖縄における県、市町村、自治会及び軍用地地主会の活動を調査した結果、
現在のところは、ジェンダーの視点及び歴史的文脈を不可欠とする地域の公共
性に関する論理構築の可能性が見えたという段階で、今後の地域選定をふくめ
て、本格的な調査研究の継続が必要である。

今回の調査の概要は次のとおりである。
地域社会を主題とする調査では、市民生活課および自治会長会からのヒアリ

ングを行い宜野湾市の地域社会と地域住民組織の概況を把握したのちに、戦前
の集落をほぼ全面的に普天間基地に接収された宜野湾区を対象とする調査を実
施した。これらによって明らかになった宜野湾市とりわけ宜野湾区の地域社会
をめぐる「公共性」問題の基本構図は以下のとおりである。第一は基地の存在
というグローバル＝ナショナルなレベルでの「公共性」とローカルな「公共性」
との対抗関係、第二は普天間基地返還後の跡地利用をめぐる「行政」と「地元」
の「公共性」をめぐる対抗と補完の関係、そして第三は「地元」内部での住民
諸階層の利害の対立と調整という草の根レベルでの「公共性」構築の課題の存
在である。なおこれらに関する詳細な検討は今後の課題である。

男女共同参画と福祉に関しては、県と宜野湾市の男女共同参画担当者及び女
性団体の方々からヒアリング調査を実施した。歴史的文脈に関しては宜野湾市
史編纂室でヒアリング調査を実施した。なお、現在、金武町では、米軍用地に
接収された共有地「杣山」の入会権者でつくる「金武部落民会」の会則で、慣
習を理由に原則として正会員資格を、男子子孫に限定している条項をめぐり、
軍用地地主の権利関係に見られる女性排除の伝統が裁判係争中である。基地の
存在が生存に不可欠だという構造と、その権利関係に付与している歴史的差別
の継承をどう解決していくのか、興味深い課題に逢着したところである。
ＮＰＯと市民活動に関しては、宜野湾市人材育成センターにおいてヒアリング
調査を実施し、生涯学習の取り組み状況と、市財政が厳しい中での生涯学習の
あり方、および、市内のＮＰＯ法人との連携等の課題を把握した。個別のＮＰ
Ｏ法人の活動状況等については概要の把握にとどまり、より詳細な調査分析は
今後の課題である。

本プロジェクトは、日本経済（これに関連する世界経済・
地域経済を含む）に関するさまざまな分野の基礎データの収
集・整備をすすめ、その作業の進捗状況を見ながら研究会を
重ねつつ、個別のテーマの設定とその体系化について検討す
るものである。

昨年度は手始めとして、経済学の導入教育に利用しうる経
済データの調査、収集および実際の教育現場におけるその活
用実践に取り組んだ。導入授業である「経済データの見方・
読み方」と「データで見る日本経済」の担当者が中心となっ
て各地の大学を調査した。

調査対象は京都大学、一橋大学、千葉大学、横浜国立大学、
富山大学、信州大学、滋賀大学、高崎経済大学、慶応大学、
上智大学、専修大学、東京経済大学、明治大学、明治学院大
学ならびに法政大学の合計１５大学である。

調査の結果については導入教育の担当者による研究会を開
催して検討し、調査報告にまとめて「研究年報」に掲載する
ことになっている。

今回の調査により、経済学の導入教育に関する各大学のカ
リキュラムの概要と本学類の特徴を認識することができた。
近代経済学と政治経済学の分離・並立関係を導入部分で超克
しようとする本学類の試みの新しさが浮き彫りになった。

調査の結果を実際の授業に生かしながら「経済データの見
方・読み方」は前期開講科目として実施され、その経験交流
も行った。もう１つの導入科目である「データで見る日本経
済」も、調査の結果をふまえて後期に実施されている。

昨年度に引き続き、経済学の導入教育に利用しうる経済デ
ータの調査、収集および実際の教育現場におけるその活用実
践に取り組んだ。導入授業である「経済データの見方・読み
方」と「データで見る日本経済」の担当者が中心となって各
地の大学を調査し、経済学の導入教育の実情、およびそこで
使われている資料の収集を行った。その内容は研究年報に調
査報告としてまとめる作業が進行中である。「経済データの
見方・読み方」は前期開講科目として実施され、その経験交
流も行った。
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経営学系長 山 浦 廣 海

研 究 課 題

経営学系長 山 浦 廣 海

研 究 課 題

「コーポレート・ガバナンス・システムの企業業
績に与える影響に関する日米比較研究」に関する
ミドルテネシー州立大学との共同研究

中南財経政法大学との学術交流による日中企業の

経営比較

平成１７年３月２２日 平成１７年３月２２日

１６年度の取り組みとしては，１０月１６日より２３日に
かけて，Middle Tennessee State University（以下，
MTSUとする）よりＦ．ミッチェロ教授およびＧ．
ホメイファー教授を本学に招聘した．そして本学
の奥本助教授とミッチェロ教授とによる「銀行の
経営効率性に関する日米比較研究」を進めるため，
わが国における金融機関の財務データを収集する
とともに本県の金融機関（日本銀行福島支店，東
邦銀行本店，野村證券福島支店）においてインタ
ビュー調査を行った．この結果，上記の研究に関
して大きな進展が得られ，これらの成果は，１７年７
月に白桃書房より発行予定の『石塚博司先生古稀
記念論文集』において論文「地方銀行のコスト効
率性に関する予備的考察」として掲載予定である．
なお，日米比較研究については現在本学とＭＴＳ
Ｕとにおいて分析を進めており，研究結果を得次
第，学会等で報告する予定である．

さらに，今後の研究推進に関して，ミッチェロ
教授およびホメイファー教授と協議し，「コーポレ
ート・ガバナンス・システムの企業経営に与える
影響に関する日米比較研究」の方向性とその具体
的な研究方法について，双方の見解をすり合わせ
た．

また，MTSU College of Business と福島大学経
営学系とのその他の共同研究の可能性についても
検討した．そこでは，双方とも経営学および会計
学を専攻とする豊富なスタッフを有しており，多
くの分野でのコラボレートが可能である旨の見解
で一致した．

１６年度取組としては、本学側相良教授、奥山教
授、川上助教授により訪問チームを結成し、１０月
末に中国・武漢の中南財経政法大学工商管理学院
を訪問し、先方の院長、副院長と共同研究の協議
を行い、本件共同研究の覚書を交わすことが出来
た。これにより、両学間で「中南財経政法大学（中
華人民共和国）と福島大学（日本国）の企業経営
分野における学術交流に関する覚え書き」（２００４年
１０月３１日）が成立し、今後、「中日両国の大企業の
成長シナリオに関する比較研究」、「中日両国の中
小企業の発展に関する比較研究」および「中日間
の貿易に関する研究」を共同して取り組み、その
成果を中国語および日本語で日中両国で出版する
ほか、学術論文、学術研究報告さらには論文集を
出版するよう努力することとなった。

その間、３年間合計３回づつ相互訪問を重ね、
２００５年３月から２００８年３月までを暫定的に本件学
術交流期間として定め、共同研究を進めることと
なった。

この間、訪問チームは武漢市郊外特区や湖北省
の現地企業等の訪問視察を行い、本件予備調査を
行った。
２００５年３月以降、中南財経大側の訪問団来訪が

計画され、その内容が固まり次第、双方の協議を
経て本学側の受け入れに取組む予定である。
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数理・情報学系長 大 橋 勝 弘

研 究 課 題

機械・電子学系長 石 原 正

研 究 課 題

数理・情報学研究会の設立 感覚センサーを用いた人支援システムの開発

平成１７年３月９日 平成１７年３月３１日

平成１７年２月１８日に第１回の上記研究会を開催
した。

情報系から本学情報処理センターで仕事をして
おられる本田修啓教員、数理系から笠井博則教員
の発表があった。

本田氏「本学ネットワークの現状と課題」、本学
バックボーンネットワークおよび総合情報処理セ
ンター教育用パソコンシステムに関して、この１
年間に行なったトラブルシューティングと改善の
ためのネットワーク改善作業の概要について、現
象、原因究明のための実験と考察、具体的に実施
した対策について説明した。また、主としてセキュ
リティの観点から、理想と考えるキャンパスネッ
トワークのありかたと構成について説明し、それ
に向けて今後予定している事業について説明した。
上記内容に関し、活発な議論が行なわれた。

笠井氏「超伝導現象と Ginzberg-Landau 方程式」
超伝導現象のモデル方程式である Ginzburg-Lan-

dau 方程式について、物理現象と対比しながら、解
析的に知られている結果を紹介した。

特に、方程式のある種の対称性を利用した、第
２種超伝導状態に対応する渦糸解と呼ばれる解の
近似解の構成と、時間依存の方程式の時間無限大
での漸近挙動について、時間をとって紹介した。

機械・電子学系では，人の生活システムの知的
化を目指して安全安心な生活のための感覚センサ
ーとそれに必要なソフトウェアを開発し，地域産
業との連携を図りつつ，産業活性化と福祉社会の
実現に貢献することをめざしている．

本年度は，いくつかの具体的問題に対して，新
しい感覚センサーとそれを用いた人支援システム
の開発のための基礎的研究（既存の各種センサー
の利用と新しい信号処理アルゴリズムの開発等）
を行った．「プロジェクト研究奨励費」はこれらの
基礎研究において実験を行うための経費の一部と
して用いた．研究成果の一部は学系メンバーによ
り学術雑誌および国内外での会議にて公表されて
いる．これらの成果公表実績は以下の通りである．

学術論文 １０編
国際会議発表論文 １３編
国内会議発表論文 ２８篇

来年度からは新たに２名のメンバーが本学系に
加わる予定であり，より活発な研究活動が行われ
ることが期待できる．
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物質・エネルギー学系長 長谷部 亨

研 究 課 題

生命・環境学系長 鈴 木 浩

研 究 課 題

無機―有機ハイブリッド型化合物の創製と物性評価
生命・環境系の教育研究組織と運営のあり方につ

いての調査

平成１７年３月３１日 平成１７年３月３１日

材料の素材は，有機物と無機物に大きく分けることができる。この有
機，無機という分類はいささか古典的なものであるが，それぞれに特有
の性質を示すことが多く，現在でもこの分類に従った研究が一般的であ
る。今年度は，将来的にさまざまな有機物あるいは無機物を組み合わせ
るための導入として，それぞれの基礎的な合成および合成した物質の物
性評価を行うため，物理化学，分析化学，有機化学，高分子化学，無機
化学，材料工学等の学問分野の視点からアプローチするとともに，これ
ら学問分野間の連携を深めることを目的とした。以下に今年度の６つの
研究課題とこれらの成果を簡単に示す。

（１）エネルギー変換を可能とする分子デバイスの開発を目指した新規
含金属化合物の合成とその基本的性質の理解

今年度は，エネルギー変換を可能とする分子デバイスを開発するた
めの基礎的研究として，還元中に金属―炭素結合を安定化させるため，
光および酸化還元に対して興味深い挙動を示すことが知られる有機物
が結合した金属錯体を合成し，それらの酸化還元および光反応挙動を
検討した。その結果，合成した金属錯体は酸化還元，光いずれの反応
においても敏感に応答し，隣接した金属―炭素結合を含んだ安定な金
属環を形成することを見出した。

（２）光触媒機能と磁気センサーを組み合わせた環境調和材料の創製
２源ターゲットを有する高周波スバッタ法を活用して，常温で鉄微

粒子を多層の二酸化チタン層間に不連続分散したナノコンポジット膜
を作成した。この状態では，二酸化チタン膜は非晶質で鉄微粒子は結
晶状態で存在していた。常温測定で微小ながら巨大磁気抵抗効果（Ｇ
ＭＲ）の発現を確認した。成膜後に窒素ガス雰囲気中で焼鈍処理する
と膜全体の透明度は増大した。今後はＵＶ照射によりＧＭＲ増大を誘
起する成膜法を開発する。

（３）機能性「分子ふるい」の性能と選別分子に関する基本的性質の整
理

「分子ふるい」とするメゾポア（平均細孔直径４�，６�，１０�，２０
�，３０�，４０�，５０�）を有する多孔質シリカ（Aldrich，Merck，富士
シリシア）の細孔径分布を窒素吸着法によって確認した。一部を除き，
市販品は細孔径分布が大きく，機能性「分子ふるい」として用いるの
には問題点の多いことが明らかとなった。今後は，これらの合成を試
みる。

（４）塩素を含まないプラスチックの機能化
改質の困難と言われるポリエチレンの接着性の改良を目指し、種々

の表面処理の条件を検討した。その結果、放電酸化処理による活性化
の有効性を検討した結果、放電処理と高分子処理の組み合わせによる
ポリエチレンとアルミニウム板との接着性の改良が得られた。

（５）カルコゲンリッチな遷移金属クラスターの合成法の確立
ペンタメチルシクロペンタジエニル配位子（Ｃｐ＊配位子）を持つ

鉄カルボニル二核錯体と硫黄およびジフェニルアセチレンとの熱反応
を行なうことで，Ｃｐ＊配位子とジチオレン配位子を持つ混合配位子
型四鉄－四硫黄クラスターおよび四鉄－五硫黄クラスターの合成法を
確立できた。また，この反応でアルキンの活性化が起こり，クラスタ
ー上でジチオレン配位子へ変換されることも見いだした。

（６）含窒素７員環化合物を用いた触媒的酸化反応の検討
ピリミジン環に１－アザアズレンの縮環した化合物は，フラビンア

デニンジヌクレオチド（ＦＡＤ）のモデル化合物と位置づけられ，こ
れを用いたアルコール類の酸化反応について検討した。６位の窒素上
にフェニル基を導入した化合物において，最高９１サイクルの触媒反応
が進行した。現在これらの反応の詳細について検討を加えている。ま
た，光反応の場合との比較などを今後検討していく予定である。

本プロジェクトでは，有機物・無機物を組み合わせることにより，こ
れらの性質を集積し，従来にはない新たな機能の発見をめざす。

学系には、共生システム理工学類の創設を期に
着任してきたメンバーが多く含まれている。また
本学において生命・環境系という括りで教員が共
同の取り組みをすることは従来ほとんどなかった。
したがって、学系の創設期に、メンバーそれぞれ
の研究活動内容についての情報交換を行なうこと
が重要であり、それが共同研究の可能性を高めて
いくことになると位置づけた。

そして、「プロジェクト研究奨励費」による当学
系の課題は、①学系のメンバーの研究活動につい
ての情報交換のために理工学類の研究者総覧を下
敷きに学系のリストを作成すること、②生命・環
境に関わる研究組織の先行的な事例についての調
査を行うこと、の２つである。
①については、理工学類以外のメンバーに、一定

の書式をもとに、作成を依頼し、一定の集約が
できた。一方で、全学的な研究者総覧作成の必
要性も指摘されており、学類を基礎にしたリス
トの活用（ＨＰへの掲載など）とともに、学系
の括りによる情報の発信の仕方を工夫すること
が課題となっている。

②生命・環境系に関わる先行的な研究組織の情報
収集は、広島大学、島根大学、鳥取環境大学、
東京大学生産技術研究所などについて行なった。
それらは共同研究や委託研究などを中心に対外
的な関係が蓄積されているとともに、組織の中
での研究者相互の意見交換や共同プロジェクト
も蓄積されてきており、今後の方向性について、
示唆をえた。また、それぞれの組織では、学術
振興会特別研究員や非常勤研究員、さらには学
内の他分野の専門家などとの弾力的な連携がな
されていること、定常的な研究会にかなりのエ
ネルギーが注がれていることなど、今後の活動
の内容についても示唆を得ることができた。
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平成１６年度学術振興基金「学術研究支援助成」

１．研究協力に関する事業

（１）学術研究支援助成

番号 所属学系 氏 名 研 究 課 題

１ 人間・心理 生島 浩 非行臨床における精神障害・発達障害のある対象者への治療的介入に関する研究

２ 人間・心理 鈴木庸裕 特別支援教育コーディネーターの現職教員研修プログラムの開発に関する実証的研究

３ 人間・心理 森本 明 聴覚障害児における算数アルゴリズムの正当化：文脈の共有プロセスの検討

４ 文学・芸術 高野保夫 文化－歴史的アプローチによる日本と中国の小・中学校における授業改善研究

５ 文学・芸術 半沢 康 現代東北方言の文法的諸特徴の記述およびその変容に関する調査研究

６ 文学・芸術 渡邊晃一 メディア時代の現代美術と「生命形態」の関わり
～制作学を基盤にした日英米のＡｒｔ概念の比較検討～

７ 健康・運動 安田俊広 「運動誘発性」筋損傷時の保護効果に関する研究

８ 法律・政治 今井 照 大都市制度改革における特別区制度の将来像に関する研究

９ 法律・政治 大黒太郎 「極右」政党の政権参加とヨーロッパ・デモクラシー：オーストリアを中心に

１０ 社会・歴史 雨森 勇 福島県周縁地域における社会変動とローカル・アイデンティティに関する研究

１１ 社会・歴史 菊地芳朗 東北地方南部における古墳時代首長系譜変動比較の基礎的研究

１２ 社会・歴史 佐々木康文 地域メディアの情報発信が地域イメージの形成に与える影響に関する研究

１３ 社会・歴史 西内裕一 現代青年のゲーム文化について

１４ 経 営 上野山達哉 労働力の流動化の下でのキャリアと組織の独自能力に関する実証研究

１５ 経 営 川上昌直 新規事業プロジェクトにおけるビジネスリスク・マネジメントの研究

１６ 数理・情報 笠井博則 Ginzburg-Landau-Maxwell 方程式の漸近挙動について

１７ 機械・電子 山口克彦 超音波干渉を用いた局所振動型磁気測定器の開発

１８ 物質・エネルギー 金澤 等 衣料用廃棄繊維素材の再利用による水質浄化材料の開発

１９ 生命・環境 後藤秀昭 微小変位地形と津波堆積物による東北日本における断層活動の時空間分布特性

２０ 生命・環境 鈴木 浩 「地域居住支援システム」の構築に関する研究

２１ 生命・環境 渡邊 明 局地降水量変動のなぞを探る

２２ 地域創造支援センター 齋藤勝弥 常磐炭砿資料に関わる整理・保存プロジェクト
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人間・心理学系 生 島 浩

研 究 課 題

人間・心理学系 鈴 木 庸 裕

研 究 課 題

非行臨床における精神障害・発達障害のある対象

者への治療的介入に関する研究

特別支援教育コーディネーターの現職教員研修プ

ログラムの開発に関する実証的研究

平成１７年４月１日 平成１７年４月７日

虐待経験を持ち，注意欠陥・多動性障害（ＡＤ
／ＨＤ）やアスペルガー障害などの発達障害を抱
えた年少非行少年に対する治療的働き掛けを担っ
ている児童相談所及び児童自立支援施設において
家族支援プログラムが運営されるための準備作業
として，福島県中央児童相談所及び福島県福島学
園の参加を得て「家族支援に係る事例検討会」を
開催した。参加者に対して研究代表者が，事例に
則した実践的な家族支援の技術を指導した。来年
度は，研究代表者が定期的にスーパービジョンを
実施し，家族支援プログラムが継続的に運営され
るよう働き掛けていく予定である。

また，非行性の進んだ少年を収容する少年院か
らの仮退院者へのアフターケアを担当する保護観
察所において，グループワークを活用した家族に
対する心理教育的プログラムである「家族教室」
を運営するスタッフ養成のために，福島観察所に
おいて平成１６年１０月から研究指導者がファシリテ
ーターとなって毎月１回試行し，その処遇場面を
ビデオカメラで記録している。来年度はその効果
を測定するために，ビデオ記録の分析を行うとと
もに参加者へのアンケート調査を行う予定である。

このような研究成果については，平成１６年１１月
の「日本精神衛生学会２０周年記念大会」及び平成
１７年３月の「第２回子どものメンタルヘルス関連
合同医学会」の各シンポジウムにおいて発表した
ほか，「非行臨床における教育心理的アプローチ」
（『現代のエスプリ』４５１号，ｐ１０９－１１８）や「子
どもの危機に臨床家はいかに立ち向かうことがで
きるか」（『犯罪と非行』１４３号，ｐ７９－９８）として
公表した。

１６年度の本研究において、特別支援教育のコー
ディネーター設置とその活用をめぐる先進地域調
査を実施した。その方法として、千葉と埼玉の教
育委員会への調査と資料の収集、及び国立特殊教
育総合研究所への聞き取り調査と研究協議をおこ
なった。また、福島県等での教員向け実態調査を
実施した。小中学校での担当者への直接の聞き取
りやアンケート調査を実施した上で、これからの
コーディネーター養成を大学院や現職教員研修の
レベルでいかに実施するのか、そしてその際いか
なるプログラムが有効なのかを考察・分析した。

現在、全国的にＡＤＨＤなどの診断や「見立て」
とその個別的な方法援助技法が中心になっている。
しかしながら、今回の調査では、個別指導のあり
ようと共に、地域の関係機関との連携や保護者と
の連携などをめぐる教育的技術について、多くの
関心と困難さがあることが明らかになった。従来
の教育的技術と医療や福祉などの領域での援助技
術とをつなぐ「社会的技術」のありようについて、
今後の課題を明らかにできた。

保健センターや医療機関、児童相談所などとの
連携マニュアルの重要性とその開発に関する研究
が急務といえる。まだ、コーディネーターの設置
ははじまったばかりで、プログラム開発に関する
実証的研究にはまだ数年の月日を必要とすると思
われるが、今回の研究では、現時点での一考察と
して位置づけることができる。

なお、本研究の報告書については、現行「教育
実践研究紀要」の９月発行に掲載し、報告に代え
る予定である。
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人間・心理学系 森 本 明

研 究 課 題

文学・芸術学系 高 野 保 夫

研 究 課 題

聴覚障害児における算数アルゴリズムの正当化：

文脈の共有プロセスの検討

文化－歴史的アプローチによる日本と中国の小・

中学校における授業改善研究

平成１７年４月１日 平成１７年４月１日

本研究の目的は、聴覚障害児における算数アル
ゴリズムの正当化の質の変容とその変容への教師
の働きかけを、正当化の根拠となる文脈の共有プ
ロセスを検討することで明らかにすることである。

今年度は正当化の根拠となる文脈の共有プロセ
スへの教師の働きかけの記述と分析を行った。こ
の記述と分析により、子どもによるアルゴリズム
の正当化を授業で特定し、聾学校の算数授業で正
当化をよりよく図るための視点を明らかにした。
具体的には、次の二つの視点である；
第一に、相互行為過程における記号が果たす役割
の重要性、第二に、相互行為過程における行為の
調整が果たす役割の重要性である。

この成果はろう教育科学会の学会誌「ろう教育
科学」に、４月中にも投稿する予定である。タイ
トルは「算数授業の相互行為過程にみるアルゴリ
ズムの正当化」である。

上記研究課題の具体化を図るため、平成１６年９
月２６日から９月３０日の日程で中国・上海市の小・
中・高校を訪問し、授業改善研究に向けての予備
調査を実施した。（今回の予備調査に参加したのは、
国語教育の高野と数学教育の森本の２名である。）

授業を実際に参観したのは、華東師範大学附属
小学校、同附属第二中学、上海市立甘泉中学の３
校であり、それぞれの学校においては、国語、算
数・数学、日本語教育に関する授業を実地に見学
し、学習者の授業参加の様子、学校や教室の学習
環境、授業方法等について多くの示唆を得ること
ができた。

今後は、今回の予備調査を踏まえながら、日・
中それぞれの授業の構成、内容、指導方法等につ
いての特質をより明確にしながら、国語・数学を
中心とした授業の改善に向けて問題の究明を図り
たいと考えている。したがって、今後も継続的な
研究が進められるよう、予算面でも一層の研究支
援をお願いしたい。
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文学・芸術学系 半 沢 康

研 究 課 題

文学・芸術学系 渡 邊 晃 一

研 究 課 題

現代東北方言の文法的諸特徴の記述およびその変

容に関する調査研究

メディア時代の現代美術と「生命形態」の関わり

～制作学を基盤にした日英米のArt概念の比較検討～

平成１７年年３月３１日 平成１７年３月３１日

本研究は２００２－０４年度科学研究費（若手Ｂ）に
採択されたが，申請額に対して５割強の交付額に
とどまったため（３年間で約２７０万の申請に対し１５０
万の交付），申請額の不足分について補助を受けた
ものである。

本研究の目的は，現在の東北方言における文法
的諸特徴の世代的な変容とその地域差および伝播
の様相を探ることにある。 共通の調査票を用い
て南奥方言域諸地点の高年層・若年層を対象に詳
細な文法記述調査を行う。南奥方言の様々な文法
特徴のうちモダリティをになう文末形式，形態音
韻論的な問題，アスペクト表現などを取り上げる。

本年度は宮城県白石市，鴬沢町周辺，岩手県千
厩町，室根村，大船渡市，陸前高田市，山形県村
山市，高畠町において高年層，若年層の調査を行っ
た。

また，昨年度までの成果の整理を行い，福島県
郡山市から福島市までのＪＲ東北本線沿いおよび
福島市から宮城県角田市までの阿武隈急行線沿い
の各駅付近の地点において実施したグロットグラ
ム調査の結果をもとに論文を発表した（「おらがこ
とばと○○もんが－隣接する方言のせめぎあい－」
『言語』３３－９，２００４．８）。

今年度は最終年度として多くの地点での調査を
予定していたが，学内の会議などのために調査の
時間が十分に取れなかったため，研究期間の延長
を申請し，６月までにさらに東北各地の調査を進め
る予定である。

現在，収集データを整理しており，来年度の各
地点における文法現象の記述調査およびグロット
グラム調査の結果を踏まえ，南奥方言域における
文法現象について，分布と年齢差に留意しながら，
その変容の状況について総合的な考察を行ってい
る。

平成１６年、プラスティネーションが東京で展示
され、多数の来館者を迎えた。この人体実物標本
は、体内の水分をプラスチックに置換したもので
あり、人体構造を学ぶうえで価値ある教材となる
反面、「個人の身体」の意味性が希薄な状態で展観
されるなどの、多くの社会的問題をも内包してい
ることが理解された。

一方、「生命形態」をいかに認識するかという問
題は、写真、ビデオカメラ、テレビ、映画等の「メ
ディア」が身体認識に与えた影響と重ねて、日本
の社会に大きな問題を与えている。マスメディア
を介して大量に伝達される視覚情報は現在、生命
や自己の身体に対する認識をも大きく変化させて
いることが予想できるからである。そこで本研究
では現代美術と「生命形態」とりわけ身体との関
わりを、制作学の視点から「映像メディア」に焦
点をあてて再考察した。そのなかで「美術の作品」
のみならず、自然科学や哲学などの領域とも連動
させながら、現代美術の「実技」領野と「理論」
の結びつきを示すなかで、日本の文化、芸術、教
育における新たな体系を模索した。

特に本年度は具体的に以下の研究を実施した。
１．身体認識とメディアとの関わりについて、現

代芸術を自然科学と照らし合わせる中で考察し
た。

２．現代美術の制作や発表を通じて、「生命形態」
の認識に関わる知識や表現を「映像メディア」
に関する理論との結びつきから具体的に措定し
た。

３．英国と米国における現代美術の表現と「生命
形態」の認識との関わりを再調査した。

以上、標題の研究の一段階としての成果を得るこ
とができた。
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健康・運動学系 安 田 俊 広

研 究 課 題

法律・政治学系 今 井 照

研 究 課 題

「運動誘発性」筋損傷時の保護効果に関する研究
大都市制度改革における特別区制度の将来像に関

する研究

平成１７年４月８日 平成１７年３月１８日

筋損傷を繰り返し経験すると、骨格筋は同一の
刺激では損傷を起こさなくなる。この現象は保護
効果と呼ばれているが、その生理学的メカニズム
はわかっていない。本研究の目的は、筋損傷時の
保護効果のメカニズムを明らかにすることであり、
細胞内においてＣａ２＋を制御している筋小胞体に着
目して実験を行った。研究上の仮説は、筋損傷刺
激によって細胞内にヒートショックプロテイン
（HSP）が発現し、その後の損傷刺激に対して筋小
胞体のＣａ２＋－ATPase タンパクの損傷を保護し、
筋損傷を軽減するというものである。本研究は損
傷の程度によって HSP の発現量に差が出るかどう
か、またその発現量とＣａ２＋－ATPase 活性との関
連性を検討した。ラットの前脛骨筋に伸張性の筋
収縮を加え筋損傷を引き起こした。しかしながら
損傷の程度およびＣａ２＋－ATPase活性とHSPの発
現量との間には、統計的に有意な相関関係は認め
られなかった。しかしながら運動誘発性の筋損傷
では、損傷の程度に大きな差を生むことが出来な
かった可能性があり、より詳細な検討が必要であ
る。

２０００年４月における地方分権一括法の施行以来、
自治体制度の再編が課題となっている。第２７次地
方制度調査会は、課題のひとつとして大都市制度
のあり方を取り上げ、２００３年秋に報告をまとめた。
地方分権改革推進会議も同様に大都市制度改革に
触れた報告書を２００４年５月に提出した。これらの
流れを受けて、２００４年に発足した第２８次地方制度
調査会は道州制や大都市制度のあり方を検討事項
にあげ、２００５年初頭には、事実上、東京都区部の
みを想定した「大都市道州制度」案をまとめてい
る。また、東京２３区の区長で構成される特別区長
会は、特別区協議会に対して特別区の将来像に関
する調査を諮問し、その結果、２００３年１０月に特別
制度調査会が発足し、２００４年に中間報告を出して
いる。

本研究は、以上のような論議と地域社会の動き
について基礎的な資料の収集と当事者の聞き取り
などを進めてきた。今後の動きはなお早まること
が予想され、研究の意義は高まっている。成果の
一部を下記論文で発表した。
・「「地域自治組織」と自治体の政治―地域ガバナ

ンスと「地域自治区」等の法制化に関する論点」
日本地方自治学会編『分権型社会の政治と自治』
敬文堂
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法律・政治学系 大 黒 太 郎

研 究 課 題

社会・歴史学系 雨 森 勇

研 究 課 題

「極右」政党の政権参加とヨーロッパ・デモクラ

シー：オーストリアを中心に

福島県周縁地域における社会変動とローカル・ア

イデンティティに関する研究

平成１７年３月３１日 平成１７年３月３１日

ヨーロッパで最も成功した「右翼」政党とされ：

るオーストリア自由党（ＦＰＯ）が２０００年に政権
参加してからすでに４年が経過した。当初危惧さ
れたオーストリア政治全般の右傾化は見られず、
４年前の政権交代は単なる通常の政権交代にすぎ
なかったとの見方も、現在生まれつつある。

しかし本研究は、２０００年政権交代とその後の４
年間に対し、政権参加時に見られた自由党の政権
参加に対する倫理的批判とも、また、現在主流と
なりつつある政権交代論とも異なった解釈を提供
することを目指してきた。すなわちここでの解釈
とは、２０００年の政権交代とその後の政権運営は、
戦後一貫して続いてきたオーストリア政治の戦後
枠組み（postwar settlement）の中核にあった政党
システムそのもののあり方を根本的に変化させる
契機となった、というものである。自由党の政権
参加によって、オーストリア政治のイデオロギー
が急激に右傾化したわけではないが、かといって、
政治の構図に重大な変化がなかったわけではない。
ここでは、「何が変わりつつあるのか」という変化
の核に、「大連合政権」体制から「小連合政権」体
制への転換を挙げ、この転換が、戦後オーストリ
ア・デモクラシーにとっては、よりアカウンダブ
ルでオープンな体制への移行をもたらす契機にな
るものであると論じた。本基金の助成によって、
現代オーストリア政治分析にとっての貴重な資料：

であるＯsterreichische Jarhbuch Politikの日本国内
唯一の所蔵が可能になり、大きく研究が進展した。
来年度は、今年度の成果をもとに、オーストリア
戦後政治を一貫した論理で解釈する、より大きな
試みに乗り出す予定である。

本研究は、福島県近隣の「周縁」地域における
ローカル・アイデンティティのありよう、および
その変化を、他地域との比較・過去との比較等に
よって、実証的に明らかにするものである。具体
的研究対象地としては、福島県との県境にある、
現在の新潟県東蒲原郡を中心とした地域に焦点を
当て、�）制度や規範の成立・変遷、�）自然環
境・社会環境と住民意識の関係、�）住民意識の
現状と変化、�）「意識」と「制度」の関係、�）
他地域との「差異」として認識される「アイデン
ティティ」なるものの存立基盤である情報の存在
形態、�）地域メディアがアイデンティティ形成
に果たす役割、について調査し、検証した。

当該地域は、郡区町村編制法および市制町村制
に付随した郡制府県制の施行によって、福島県か
ら新潟県へと県域を超えた配置転換が実施された
地域である。本研究を通じて、こうした行政区画
の変動が、それまで歴史的に形成されてきた既存
のコミュニティにおける文化、組織、制度、社会
規範、住民意識、メディア、自然環境に与えた広
範囲な影響を明らかにしたものである。

【購入図書】
東蒲原郡史編纂室編『東蒲原郡史 ８ 民俗』等
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社会・歴史学系 菊 地 芳 朗

研 究 課 題

社会・歴史学系 佐々木 康 文

研 究 課 題

東北地方南部における古墳時代首長系譜変動比較

の基礎的研究

地域メディアの情報発信が地域イメージの形成に

与える影響に関する研究

平成１７年６月３０日 平成１７年３月３１日

２００４年度においては、福島県内、とくに福島盆
地に所在する古墳の踏査を順次進め、データの集
積に努めた。

その中で注目された福島市岡部に所在する上条
１号墳にたいし、２００４年夏休み期間に考古学実習
を兼ねた測量調査を実施した。この調査では、縮
尺１００分の１、等高線間隔２０�の高精度測量図を作
成し、今後の調査に備えた。完成した測量図は、
製図のうえ２００５年度中に刊行する予定である。

さらに、喜多方市慶徳町に所在する天神免古墳
群の測量を計画したが、地元教育委員会および地
権者との交渉に時間を要したのに加え、例年にな
い多雪により年度内の調査実施と完了が困難となっ
た。そのため事業延長申請を提出したうえで、測
量調査を２００５年ゴールデンウィーク期間（４／２７
～５／１０）に実施した。

天神免古墳群の測量では、縮尺１／１００、等高線
間隔２０�の高精度測量図を作成し、長く墳形と規
模が不明であった同古墳中の天神免１号墳が、墳
長約４０ｍの前方後円墳であることを確定させた。
このことは、会津地域の古墳動向を検討するうえ
で重要な基礎的データとなる。ただし、古墳群の
測量は完了していないため、今後も調査を継続し、
すべての古墳の測量図を作成したうえで成果を刊
行する予定である。

以上の調査にあたり、踏査で採集された遺物の
洗浄・乾燥のための専用カゴの購入、撮影した写
真の現像焼付け費、調査成果の学会発表用の情報
機器の購入、さらに、天神免古墳群測量調査のた
めの旅費および調査補助学生に対する賃金および
旅費として、学術振興基金を使用した。

本年は、地域メディアが制作する地域情報番組
の分析を行うために、基本的な資料と文献の収集、
ケーブルテレビ局への聞き取り調査などを行った。
その結果、以下のことが明らかになった。まず、
ケーブルテレビの自主制作番組には、以前からコ
ミュニティ・ジャーナリズムとしての機能が期待
されてきた。しかし、小さな範囲とはいえ、放送
の公共性に対する配慮からくる自主規制が強い場
合、新たな地域問題の発見や提起、地域社会の多
面的な分析を含んだ番組作りにまではなかなか至
りにくい。特に、自治体の関わりが深いケーブル
テレビの場合、その傾向が強いように思われる。
また、自主規制の意識がそれほど強くない場合で
も、現実的な問題がネックになっている。つまり、
多くのケーブルテレビが、番組制作に関わる人員
的な余裕に乏しい。また、ジャーナリズムの機能
を果たすには様々な物事を問題化するための知識
と能力が必要とされるが、そこまでの基盤を育て
ることが難しいという事情もある（地方ＴＶ局で
さえ十分ではない）。しかし、他方で、地域社会の
出来事を細かく提供する機能を果たしている部分
は大きい。特に、ケーブルテレビが設置されてい
る地域にゆるやかな人間のつながりが形成されて
いる場合、自主制作番組の制作過程に住民の参加
が生まれやすく、そのようなケーブルテレビを囲
むネットワークなどから様々な情報や映像が現場
にもたらされる。その結果、制作された番組は、
普段はなかなか目にふれることのない地域社会の
様々な姿を、地域住民に対して提供するものになっ
ている。なお、放送のデジタル化という流れの中
で、今後の方向性を模索している地方テレビ局が、
ケーブルテレビ的なスタンスで地域情報番組を制
作するケースが見受けられる。このようなことを
ふまえ、次年度以降、ケーブルテレビの自主制作
番組の特性について、地方テレビ局との比較もま
じえながら研究を深めるつもりである。

２００５年１２月 福島大学研究年報 創刊号 ５３



社会・歴史学系 西 内 裕 一

研 究 課 題

経営学系 上野山 達 哉

研 究 課 題

現代青年のゲーム文化について
労働力の流動化の下でのキャリアと組織の独自能

力に関する実証研究

平成１７年１０月６日 平成１７年３月３１日

福大の学生を対象に、テレビゲームの使用状況
をアンケート調査し、その内の数人について聞き
取り調査を行った。
その結果次のことが明らかになった。

・予想以上に女子学生も小さなころからゲームを
してきていること

・少年期だけでなく、青年期に入ってもゲームを
熱心にやっている学生も少なからずいること

一番テレビゲームに熱心なのは小学校高学年か
ら中学校１～２年であると思われることが仮説と
して明らかにできたので、今後はこの年齢の子ど
もたちに焦点を当てた研究をしたいと思っている。

なお、２月から４月にかけて体調を壊して入院
していたので、研究成果も中途半端で終わってい
る。

１ 研究課題に即した調査対象として日本におけ
るホテル産業を選択し、当該産業の現況につい
て文献などの資料収集を実施するとともに、ヒ
アリング調査を実施した。また、これまでの研
究で得た知見をもとに、組織および産業横断的
な質問票を設計した。この質問票調査は、平成
１７年４月に実施される予定である。

２ 前年度までの研究成果を以下において発表し
た。

〈学術論文〉
平成１６年７月“Bondaryless or boundaryful? : The
case of careers and HRM practices in Japan's hotel
industry“（co-author : Masaru Yamashita）Paper pre-
sented at EGOS（EuropeanGroup for Organizational
Studies）20thconference, LjubljanaUniversity, Slove-
nia

〈学会発表〉
平成１６年７月“Bondaryless or boundaryful? : The
case of careers and HRM practices in Japan's hotel
industry”（co-presenter : Masaru Yamashita）EGOS

（European Group for Organizational Studies）20th
conference, Ljubljana University, Slovenia

５４ 福島大学研究年報 創刊号 ２００５年１２月



経営学系 川 上 正 直

研 究 課 題

数理・情報学系 笠 井 博 則

研 究 課 題

新規事業プロジェクトに関するビジネスリスク・

マネジメントの研究
Ginzburg-Landau-Maxwell 方程式の漸近挙動

平成１７年３月３１日 平成１７年３月３１日

当該研究の目的は、プロジェクト・ファイナン
スが、リスク・マネジメントにおいて果たす役割
を、理論的・実証的に明らかにすることである。

本年度は、このようなプロジェクト・ファイナ
ンスのスキームを組成する代表的なプロジェクト
として、映画産業をとりあげ、日米映画産業のリ
スク度についての比較考察を行い、その成果を報
告した（下記参照）。

国際ビジネス学会第１１回全国大会
「映画ビジネスと戦略リスク・マネジメント

～魅力的な投資案件としての映画・日米比較～」
（２００４年１１月７日・関西学院大学）

これまでに、あるパラメーター領域で自明解の
近傍から初期値をとったとき、指数的に自明解に
漸近することはわかっていたが、その結果を自明
解を摂動させた解まで拡張することができ、その
収束速度をパラメータを用いて評価することがで
きた。

７月時点までで得られた結果に関して、研究会
SCI２００４（The８th World Multi-Conference on Sys-
temics,Cybernetics and Infomatics July１８－２１，２００４
Orlando,Florida,USA）で講演を行った。

複数の渦糸解に関する解析は、Ginzburg-Landau
パラメータ κ が十分大きな場合に関してのみ、エ
ネルギーの漸近的な評価によるものが知られてい
たが、今年度の研究の成果として、解の対称性に
着目した式変形を行うことによって、κ がある程度
大きい（第２種超伝導状態である）場合にも外部
磁場と安定な渦糸の個数の関係を調べることに道
筋がついた。

今後は上記の評価と、一昨年来行っている漸近
挙動の計算を併せて、渦糸解への漸近挙動の性質
を調べていくことを目標としている。

２００５年１２月 福島大学研究年報 創刊号 ５５



機械・電子学系 山 口 克 彦

研 究 課 題

物質・エネルギー学系 金 澤 等

研 究 課 題

超音波干渉を用いた局所振動型磁気測定器の開発
衣料用廃棄繊維素材の再利用による水質浄化材料

の開発

平成１７年３月３１日 平成１６年４月～平成１７年３月

物質の磁気特性を測定することは、物性を知る上で
のひとつの重要な知見を与えるものである。ただし、
通常はサンプル全体の特性を計る。これは全体が均質
な状況にあると想定できるサンプルを用いるからであ
り、もちろん新規材料の特性を知る上ではこのような
測定法は欠かせない。しかし均質に作られた素材で
あっても実際には局所的なばらつきは存在する。申請
者はこれまで鉄鋼材の劣化診断において磁気的非破壊
検査が有用である旨の報告をしてきた。その検証とし
て既に行ってきたバルクハウゼンノイズの測定と共に
重要と考えられるのが局所的な磁化を測定し、３次元
にマッピングできる測定手法である。本研究はこのよ
うな背景のもとに進められた。

このアイデアは磁場中で磁性体を振動させると近傍
に設置された検出コイルに磁化に応じた起電力が誘起
することで測定する試料振動型磁気測定器（ＶＳＭ）
を基にして、振動数の微妙に異なる２つの超音波振動
を試料内に送り、その交差位置に発生する干渉（うな
り）を用いて、局所的な磁化を測定しようとするもの
である。

超音波発生源として積層圧電アクチュエータを２つ
用い、２５０Ｈｚのうなりが生じるようにそれぞれの周
波数（例えば２５ｋＨｚと２４．７５ｋＨｚなど）を２チャ
ンネルのＤＡコンバータを用いて発生させた。試料は
鉄鋼材として一般的なＳＳ４００を用い、頂角が９０度お
よび１２０度の二等辺三角形となるよう切り出したもの
を使用した。同じ長さの２辺にそれぞれアクチュエー
タを押し当て、永久磁石により超音波の進行方向と垂
直に８００Gauss の磁場を与えた。検出用コイルを３つ
めの辺上で位置を変えながら測定し、幾何学的に超音
波干渉が起こる領域でのみうなりと同期した信号を検
出することができた。超音波の侵入長などの制限はま
だあるが、局所的磁化マッピングを原理的に行うこと
ができるようになった結果は意義がある。現在、特許
申請も視野に入れながら福島市内の磁気測定器メーカ
とも協力し、実用化を目指している。

現在、各家庭、商業流通経路、工場等には、不
要となった繊維製品が大量に存在する。それらを
焼却処理した場合、経済的損失に加えて環境汚染
にも関わる事になる。本研究は、繊維の様々な分
子構造と大きな表面積を利用して、不要とされる
衣料用繊維素材の再利用による環境浄化材料（主
に空気と水を対象）の設計を目的とする。

代表的な衣料用繊維として、木綿、羊毛、絹、
レーヨン、ナイロン、ポリエステル、ビニロンを
選び、これらの繊維の少量を、ガラス瓶の中につ
り下げて、その瓶の底に、アルコール類、芳香族
化合物、エステル等の有機化合物の液体を入れて、
上昇する蒸気を繊維に吸収させた。所定時間後、
各繊維に吸着した物質を、試料註入部に加熱装置
を備えたガスクロマトグラフィーで分析したとこ
ろ、それぞれの繊維に吸着された物質の種類と量
が異なった。逆に、このような実験を行えば、繊
維の種類を予測できることがわかった。

水中に含まれる各種アルコール（メタノール、
エタノール、プロパノールなど）や、クロロホル
ムなどの吸着除去の可能性について、一連の化学
繊維から天然繊維について、裁断したものを、円
筒管（カラム）につめて、水溶液を通過させる実
験によって除去の可能性を見た。その結果、蒸留
によっても不可能なこれらのアルコールの除去が
可能になることを見出した。吸着能力は、水道法
の基準値の有機化合物を含む水溶液の場合、繊維
１グラムあたりで、２００－３０００リットルの水を浄化
できることがわかった。化学繊維と天然繊維共に
優れた吸着能があり、吸着量は繊維の表面積の影
響を大きく受ける事がわかった。以上の研究の結
果、廃棄繊維による水質浄化の実用性は十分に期
待できる事がわかった。

５６ 福島大学研究年報 創刊号 ２００５年１２月



生命・環境学系 後 藤 秀 昭

研 究 課 題

生命・環境学系 鈴 木 浩

研 究 課 題

微小変位地形と津波堆積物による東北日本におけ

る断層活動の時空間分布特性
「地域居住支援システム」の構築に関する研究

平成１７年３月３１日 平成１７年３月３１日

本研究は，微小変位地形の解析に基づく内陸活
断層の最新活動時期の解明と，津波堆積物に基づ
くプレート間地震の発生時期の解明を通して，東
北日本における断層活動の時空間分布を明らかに
し，島弧における断層の活動特性を検討すること
を目的としている。

内陸活断層については，今年度は会津盆地東縁
断層帯を対象にして調査を行った。昨年度に新た
に見出された会津若松の市街地を南北に横切って
延びる微小変位地形は，２５，０００分の１都市圏活断
層図「若松」として地図化されて出版された。こ
の微小変位地形を含め，会津盆地東縁断層帯を横
切る断面測量を数地点で実施し，変形形態や変位
量を明らかにした。

一方，津波に関する調査では，昨年度の予察的
な調査に基づいて福島県浜通り地方の旧ラグーン
においてハンディー・ジオスライサを用いて地層
を抜き取り，津波堆積物を探し出した。相馬市山
信田と小高町井田川の南北に約３０�離れた２つの
干拓された旧ラグーンを対象にして，それぞれ海
岸線に直交する向きの側線を設け，それに沿って
数カ所で試料を採取した。その結果，ラグーンの
堆積物である腐植質の粘土層中に数枚の砂層がみ
られた。堆積構造の特徴や砂層中に含まれる貝殻
や偽礫などから，この砂層が津波に伴って堆積し
たものであることが明らかとなった。また，堆積
物の珪藻殻分析を実施したところ，津波を挟んで
急激な堆積環境の変化が認められ，津波を起こし
た地震に伴って地殻変動が生じた可能性があるこ
とがわかった。

東京都墨田区において、区役所と地元の大工・
工務店の組織との連携のもとに地域における高齢
者の居住支援を行なう仕組みを模索し、その結果
として、福祉サービスなどを含む包括的な生活支
援をする「さわやかネット」と住まいの問題を中
心に扱う「すまいるネット」の構想をまとめてき
た。それらの構想をさらに一歩進めるためにＮＰ
Ｏ組織としての成立をめざして検討を重ねた。

一方で、わが国の住宅政策が大きな転換期にあ
り、これまでの「住宅建設計画法」の体系が廃止
される見通しの下で、住宅市場重視の住宅政策へ
の転換が図られ、これまで公共住宅政策を進めて
きた地方自治体における住宅政策の役割が大きく
変わろうとしている状況を踏まえて、今後の地方
自治体の住宅政策のあり方を「地域居住政策論」
として構築することを考察した。

これらの研究結果を踏まえて、建築学会の研究
者たちと２００５年３月には「地域からの住まいづく
り―住宅マスタープランを超えて」（ドメス出版）
の刊行に結びつけることができた。さらに２００５年
９月に開催される建築学会では、長年取り組んで
きた「地域居住政策」の観点からの協議会が開催
される見通しとなった。

また、墨田区では、地域居住支援のうちの住宅
改善、耐震補強などについて、地元の大工・工務
店との協力の下に助成を行なう仕組みが発足する
可能性がでてきたし、地元の大工・工務店の組織
が新たなＮＰＯを立ち上げる準備を始めた。

２００５年１２月 福島大学研究年報 創刊号 ５７



生命・環境学系 渡 邊 明

研 究 課 題

地域創造支援センター 斎 藤 勝 弥

研 究 課 題

局地降水量変動のなぞを探る 常磐炭砿資料に関わる整理・保存プロジェクト

平成１６年６月～平成１７年３月 平成１７年５月１７日

２００４年７月１８日から２３日にイタリア、ボローニャ
で開催され た１４th International Conference on
Clouds and Precipitation２００４に参加し、特に、局地
降水量変動に大きく影響している冬季モンスーン
内での筋状降雪雲の発生メカニズムについて発表
してきた。研究対象の筋状雲はFroude数が小さく、
迂回効果の大きい冬季モンスーンによって形成さ
れる水平 wind shear の増大が主たる要因で、wind
shear によって形成された準水平渦循環によって水
蒸気を収束し、筋状雲が発生することを示したも
のである。
また、この研究では気象観測とその観測値をもと
に数値実験を行い、降水の局地性を研究したもの
であるが、数値実験用のシミュレータの支援が得
られなかった。しかし、助成金で従来のＰＣのメ
モリーを増設することによって、従来の１０�の分
解能を５�程度まで詳細に記述できるモデルを走
らせることができるようになった。しかし、この
ＰＣでは３時間の積分に１ヶ月以上の時間が必要
になっている。

主な成果は以下の通りである。
１）福島県におけるLongitudinal-Mode C1oudによ

る降雪システム、２００４年１１月、東北の雪と生活、
�１９、６７－７２．

２）On the formation of longitudinal cloud mode
in the winter monsoon over Japan,２００４年７月，
The１４th International Conference on Clouds and
Precipitation, １８５５－１８５８．

３）CReSS による冬季降雪雲の Simulation，２００４年
１１月，第６回非静力学モデルに関するワーク
ショップ，１７－１８．

・わが国の石炭産業史研究の貴重資料である膨大
な常磐炭砿資料、その整理を目的にした本プロ
ジェクトは今年度２年目に入った。引き続き段
ボールに入った資料を一つ一つファイリング（資
料を取り出し、両面表紙・背表紙をつけて綴じ、
資料タイトルをパソコンに打ち込み、タイトル
をプリントアウトして表紙に貼る）し、書架に
仮配架するという資料整理の基礎作業を黙々と
続けて来た。

・今回の基金からの援助により、未整理であった
段ボールを約３０箱余りファイリングすることが
出来、整理作業を着実に前進させることが出来
た。また継続して整理作業が行えたため、作業
に携わる学生諸君の作業技術を維持・向上させ
ることが出来たことは、今後の作業に力強い展
望を与えるものであった。さらに、基金による
作業継続によって大学のこのプロジェクトに取
り組む積極的姿勢を対外的にも示すことが出来、
そのことが常磐興産に資金援助をお願いする際
に大きな助けとなった。

・整理作業は次年度以降も行う必要がある。作業
能率は着実に上がっているので作業を中断せず
継続することがぜひとも必要である。ファイリ
ングと仮配架を終えると、資料内容の評価・分
類を行い資料の再配架作業、さらに以上の作業
と並行して保存環境の整備（空調設備や移動書
架等の設置）を進めていく必要がある。
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平成１６年度奨励的研究助成予算「若手研究者奨励費」

所属学系 氏 名 研 究 テ ー マ

1 人間・心理 住吉チカ
日本語話者における音韻的に曖昧な音節記憶処理に関わる脳活動：ｆＭＲＩによ
る計測

2 文学・芸術 半沢 康 福島・宮城県境付近における方言の言語地理学的研究

3 健康・運動 杉浦弘一
バスケットボール競技におけるボールのサイズ変更がプレイ技術に及ぼす影響に
ついて

4 法律・政治 荒木田岳
地方財政調整制度形成過程にみる「自治・分権」と格差是正の相克に関する基礎
的研究

5 経 営 奥本英樹
コーポレート・ガバナンス・システムによる経営者行動への影響に関する日米比
較研究

6 経 営 三崎秀央 組織的公正に関する研究

7 数理・情報 藤本勝成
屋外露出型鋼材表面のテクスチャーに注目した簡易型劣化および余寿命診断シス
テム構築のための基礎的研究

8 物質・エネルギー 高安 徹 FAＤモデル化合物を用いた酸化反応の検討

9 生命・環境 長橋良隆
宮城県川崎町周辺に分布する火砕流堆積物（天神凝灰岩）の噴出年代に関する研
究

10 生命・環境 永幡幸司
視覚障害者の音環境利用の実態に基づいた音響信号等のサイン音に求められる音
響的要件と街頭放送等の許容音量についての検討
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奨励的研究助成予算「若手研究者奨励費」成果報告書

人間・心理学系 住 吉 チ カ

研 究 課 題

文学・芸術学系 半 沢 康

研 究 課 題

日本語話者における音韻的に曖昧な音節記憶処理

に関わる脳活動：ｆＭＲＩによる計測

福島・宮城県境付近における方言の言語地理学的

研究

平成１７年４月２６日 ２００５年３月３１日

本研究では、日本語話者を対象として、母国語
（Ｌ１）と第二言語（Ｌ２）の書記素記憶処理の
神経基盤を探った。具体的には、音韻が曖昧な書
記素（例：ひらがなでは“ず”と“づ”、アルファ
ベットでは“1a”と“ra”など）による音節短期記
憶課題実行時の脳活動を、fMRI（functional Mag-
netic Resonance Imaging）により計測した。fMRI
実験の施行にあたっては、独立行政法人産業総合
技術研究所関西センター医用ビジョンラボの協力
を得た。

fMRI 実験の結果、曖昧ひらがな呈示条件、r／1
音節呈示条件ともに、右中前頭回に強い賦活が見
られた。右中前頭回は、作業記憶の負荷に敏感な
部位であることが明らかにされている。ゆえにこ
の実験結果は、曖昧書記素の記憶処理の認知的困
難さを裏付けるものといえる。一方、曖昧音節呈
示条件同士を比較したところ、曖昧ひらがな呈示
条件は r／1音節呈示条件に比べ、下頭頂小葉（角
回・縁上回）により強い賦活が見られた。下頭頂
小葉は、音韻－書記素対応付けに関連の深い部位
であり、曖味ひらがなの記憶処理には音韻符号化
がなされていたと考えられる。この結果は、Ｌ１
とＬ２で音韻情報の曖昧さが共通する場合でも、
書記素の記憶処理は異なることを示唆している。

日本語話者における音韻が曖昧な書記素記憶処
理の神経活動は、欧米で報告される難読症・非識
字者におけるそれと類似するものと考えられる。
ゆえに本研究の知見は、難読症や非識字者の認知
的困難さの神経基盤解明に貢献すると思われる。

仙台電波高専の武田拓氏と共同で，宮城県七ヶ
宿町を中心としたグロットグラム調査を実施。白
石市小原，七ヶ宿町関，滑津，湯原，山形県高畠
町二井宿，高畠の６地点で世代別のデータを収集。
また，七ヶ宿町稲子地区で高年層のデータを得た。

これにより，宮城・山形県南の県境付近におけ
る方言動態の様子を把握することができた。さら
に，これまでに収集済みの，東北線沿線，阿武隈
急行線沿線，常磐線沿線のグロットグラムデータ
と総合することで，山形・宮城・福島３県の境界
付近における方言状況を詳細に把握することが可
能となる。一般的な言語変化，言語伝播に関する
理論的考察のための基礎的なデータとなる。また，
衰退しつつある東北方言についての，２１世紀初頭
の貴重な音声データを後世に伝えることができる。

現在調査データを整理中で，終了次第グロット
グラム報告を作成する。また他の調査データと合
わせて，多変量解析を実施し，３県の境界域におけ
る方言分布と伝播，変容の状況を計量的に分析す
る。
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健康・運動学系 杉 浦 弘 一

研 究 課 題

法律・政治学系 荒木田 岳

研 究 課 題

バスケットボール競技におけるボールのサイズ変

更がプレイ技術に及ぼす影響について

地方財政調整制度形成過程にみる「自治・分権」

と格差是正の相克に関する基礎的研究

平成１７年４月２６日 平成１７年３月３１日

バスケットボールはこれまで高校生以上の競技においては、
男女とも７号ボール（周囲７４．９～７８．０�、重さ５６７～６５０ｇ）
を使用してきた。しかし、２００４－２００５シーズンより（日本国
内は２００４年４月より）高校生以上の女子競技において、中学
生男女と同じ６号ボール（周囲７２．４～７３．７�、重さ５１０～５６７
ｇ）を使用することになった。ボールのサイズが小さくなる
ことにより、スピーディーでアグレッシブなプレイを期待し
たためである。

これまで女子選手は両手でボールを扱ってシュートやパス
をすることが多かったが、ボールが小さくなることにより片
手でのパス（Single Hand Pass）やシュート（Single Hand
Shot）の重要性を指導者や選手は感じていた。
本研究では、ボールのサイズが小さくなることにより Sin-

gle Hand Play がどの程度増加するのかを高校生および大学
生のトップレベルを対象に検証することとした。

スポーツデータコーポレーション社が撮影した対象となる
ゲームのビデオ画像を元に、パスおよびシュートにおいてSin-
gle Hand PlayとBoth Hand Playの出現率を比較し検討した。

全体の傾向としては Single Hand Play 出現率が増えた。そ
の傾向はパスにおいて顕著であった。大学生と高校生を比較
すると、大学生の方が Single Hand Play 出現率が増えた。か
ねてから女子選手における片手でボールを扱うプレイの重要
性が認識されており、特に大学生は７号ボールでの Single
Hand Play をトレーニングしてきている。従ってボールが小
さくなることにより、力のある大学生の方が片手でプレイし
やすくなったと考えられる。

シュートにおいて大学生は Single Hand ShotとBoth Hand
Shot を状況に応じて使い分けている選手が多いのに対し、

高校生ではどちらか一方のみを選択しているプレイヤーが多
い。これは大学生がプレイスタイルの過渡期にプレイヤーで
あるのに対し高校生は新しい概念ではじめからトレーニング
していることの現れであると考えられる。

高校生以上の女子におけるボールサイズの変更は、single
Hand Play を増加させることが確認された。今後はよりスピ

ーディーな、アグレッシブな競技へと発展することが期待さ
れる。

今年度は、標記テーマでの科学研究費補助金受給
の最終年にあたり、本奨励費を付加申請した。

奨励費の使途としては、研究のための最終的な
フィールドワークを主とした。その内容は史料調査
と文献調査に大別されるが、史料調査としては、地
方財政調整制度の構想者三好重夫の初めての任地で
ある新潟県において調査を実施した。調査過程で、
新潟県庁文書は新潟県立文書館の現物史料と、新潟
県庁所蔵のマイクロフィルムの２つが存在すること
を知ったが、今回は専ら新潟県立文書館での簿冊分
析を実施した。文献調査は、一橋大学付属図書館に
おいて実施した。一橋大学は各地の一次史料を多く
所蔵し、地方財政や地方経済に関する多くの書籍を
所蔵しているためである。

その結果、今回の研究テーマに関しては次のよう
な知見が得られた。つまり、さまざまな地域間格差
を調整しようという合意が社会に形成されるにあ
たっては、地域間格差の存在という「事実」よりも、
「格差感」が社会的に認知されていくことが重要で
あるということである。なお、この事実は、前年ま
での調査結果を裏付けるものでもあった。

現在までに、まとめることができたライトモティ
ーフに相当する部分は、雑誌『地方自治職員研修』
に発表した。現在は、上記の調査結果に基づいて研
究の総括を行い、雑誌報告を発展させた学術論文を
鋭意作成中である。内容としては、対象時期を日露
戦後から１９４０年地方財政制度改革までの約４０年間と
し、制度確立までの過程を概略し、日本近代におけ
る「再配分」と行政の安定化の意味について再考す
ることが目標である。その結果、財政調整制度確立
の意味のみならず、戦時体制の歴史的な意味、さら
には「平等化」への流れがもたらした「意図せざる
結果」の意味について考える手がかりが得られるで
あろう。なお、現在とりまとめている研究の内容は、
平成１７年度中に学術雑誌に発表し、公刊される予定
である。
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経営学系 奥 本 英 樹

研 究 課 題

経営学系 三 崎 秀 央

研 究 課 題

コーポレート・ガバナンス・システムによる経営

者行動への影響に関する日米比較研究
組織的公正に関する研究

平成１７年３月３１日 平成１７年３月３１日

本研究は，コーポーレート・ガバナンス・シス
テムの違いが，経営者のインセンティブなどを通
じて企業経営にどのような影響を与えるのかに関
して，日米企業の業績比較によって実証的に明ら
かにすることを目的としている。

この目的のため平成１６年度では，日米企業のう
ちでも銀行業に焦点を当て，その経営効率性とコ
ーポレート・ガバナンスのあり方との関連につい
て研究を進めた。この研究においては，平成１６年
度１０月１６日より２３日にかけて，米国Middle Tennes-
see State University よりＦ．ミッチェロ教授とＧ．ホ
メイファー教授を招聘し，日本銀行および東邦銀
行を訪問した。ここでのインタビューにより，日
米の銀行業の間には，両国の金融行政の相違や資
本提供者との関係，さらには銀行と顧客との関係
など，互いのコーポレート・ガバナンス・システ
ムに影響を与える要因を数多く発見することがで
きた。これらを踏まえて，現在日米の銀行業にお
ける財務データを分析し，業績差異とコーポレー
ト・ガバナンス要因との関連性について検証を進
めているところである。

これらの成果は，平成１７年度わが国および米国
での関連学会等で報告する予定である。

当該研究の目的は、組織的公正がどのような要因に
よって確保されるのかを明らかにすることである。今
日、成果主義の導入が盛んになっているが、必ずしも
組織成員の公平感は高まっていない。先行研究では、
評価のシステムやプロセスに注目してきたが、当該研
究では、これに加えて、戦略の一貫性に注目したい。
経営戦略とは、組織のあらゆるシステムの設計思想だ
からである。

本研究では、平成１６年１０月～１１月にかけて「従業員
意識調査」を実施した。質問票は兵庫県経営者協会を
通じて１５０社に６００部配布し２４０部回収（回収率４０％）、
連合兵庫を通じて１５産別に１０００部配布し６１５部の回収
（回収率６１．５％）を得た（合計８５５部：回収率５３．４％）。

分析の結果、組織成員の公平性の知覚は、成果主義
の導入をはじめとする制度的な影響はほとんどないこ
とが示された。むしろ、組織自体の戦略やビジョンを
明示し、その価値観に沿ったマネジメントが行われて
いることや、運営の仕方により強い影響を受けていた。
以下、本研究のインプリケーションを簡単に示す。
○戦略やビジョン：企業の示す戦略やビジョンが一貫

しており、それにしたがって組織運営がなされてい
ることが、手続き的公正に大きな影響を与えている。

○評価プロセス：単に制度を導入するのではなく、適
切な評価項目で、正確な評価を実施することが重要
である。

○フィードバック：評価の結果を本人に知らせ、次の
改善につなげることが報酬の公平感を高める。

○評価と報酬のリンク：評価と報酬の関係を明示し、
きちんとリンクさせることがプロセスおよび報酬の
公平感に寄与する。

○組織運営：上司が部下に対して配慮することをはじ
め、仕事の配分の基準を能力・適性に基づいて行う
ことは、公平感に対してプラスの影響がある。

○自律性：仕事の自律性を確保することは、仕事の結
果責任を明確にすることにもつながり、結果を妥当
なものとして受け入れることにつながる。
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数理・情報学系 藤 本 勝 成

研 究 課 題

物質・エネルギー学系 高 安 徹

研 究 課 題

屋外露出型鋼材表面のテクスチャーに注目した簡易型劣

化および余寿命診断システム構築のための基礎的研究
FAＤモデル化合物を用いた酸化反応の検討

平成１７年３月３１日 平成１７年３月３１日

本研究では、鋼管構造物の触診による表面粗度診断への支
援システムとして、高周波超音波による「屋外露出型鋼材表
面のテクスチャーに注目した簡易型劣化および余寿命診断シ
ステム構築のための基礎的研究」を行った。

試験体として、鋼材裏面に設けた「連続並行溝」からなる
人工粗度試験体と、片面のみ切削加工が施された「やすり」
の半製品を試験体として用いた。連続並行溝試験体は、材質
をＳ５０Ｃとし、公称断面寸法９�×２５�の平滑加工を施した
鋼帯である。裏面に設けられた人工粗度は、目標ピッチを
０．３、０．５、０．７、および１．０�のピッチ毎に、目標振幅（溝深
さ）を５０、１００、および１５０µｍの３種類とする連続並列溝群
である。各溝群は、２５�（鋼帯幅）×１５�で、２５�間隔であ
る。溝加工は、ワイヤー放電加工による。加工された溝振幅
には目標値と大きくずれるものもあるが、全て試験体として
採用している。やすり試験体は、材質をＣ：１．１０％～１．３０％、
Ｓｉ：０．３５％、Ｍｇ：０．５０％、Ｃｒ：０．２０％含有の、焼入れ
未処理の鋼材とし、規格値としては、呼び寸法３００ｍ／ｍ
（１２ｉｎｃｈ）、幅３０．０�、厚さ７．０�である。今回、試験体
として用いたものは平形と呼ばれる形状のもので、片面のみ
に切削加工が施された半製品である。また、やすりには、平
滑な部分、１方向のみに刃（溝）の入った部分、および、２
方向に刃（溝）の入った部分が存在する。このように、粗面
形状の異なる２種類の試験体を用いて、実験を行った。また、
超音波試験装置は、超音波パルサーレシーバー（日本パナメ
トリクス周波数帯域２００ＭＨｚ）、デジタルオシロスコープ
（横河電機サンプリングレート２００ＭＳ／sec．周波数帯域１５０
ＭＨｚ）、および、解析用ＰＣで構成される。超音波センサ
ーには、発振周波数５，１０，２０ＭＨｚの３種類を使用した。こ
の結果、第１エコー後続波において、溝ピッチの大きさを半
波長にもつピーク周波数が卓越することがわかった。また、
この特徴は、溝の深さ（溝振幅）や入射波の周波数に無関係
であることもわかった。これにより、鋼材裏面に設けた規則
的な人工粗度の溝ピッチを、超音波試験により精度よく特定
できることを示した。これは、平行連続溝のような１方向の
粗さに対しても、やすりのような２方向の粗さに対しても、
同一の測定法で特定できるという点が非常に興味深い。さら
に、複数の周波数を用いて測定すると、その信頼性は向上す
る。しかし、今回得られた結果に対する物理的メカニズムは
明らかにできなかった。これは、今後の重要な課題である。
また、不規則な粗度に関する検証も急務である。

５員環または６員環を含む含窒素環状化合物につ
いては多くの研究例があり，薬理活性など機能性の
探索が進められている。しかし，７員環を含む１－
アザアズレン類の合成研究例は報告されているが，
その機能性の探索については未検討の点が多く，化
学的，物理的な性質の報告例は少ない。これらの化
合物は合成法の確立を含めて，機能性含窒素環状化
合物の系統だった化学的，物理的な機能性の探索に
とって重要な問題であり，今後，有機伝導体，ある
いは有機磁性体，さらには光学材料としての発展も
期待されるものである。今回検討した化合物は，生
体内の酸化還元補酵素であるフラビンアデニンジヌ
クレオチド（ＦＡＤ）の構造異性体にあたり，アル
コール類などを酸化することが示唆されている。

合成は，６－アミノウラシル誘導体と２－クロロト
ロポンとを，アミン存在下室温にて行った。６位の
置換基としてベンジル（１）およびフェニル基
（２）を導入した２種類のＦＡＤモデル化合物を合
成した。

アルコールの触媒的酸化反応の結果は，ＦＡＤモ
デル化合物２ ０．０５mmol，ベンジルアルコール２
ml，塩基０．１０mmol，ジオキサン１６ml を混合し，酸
素雰囲気下９０℃にて４０時間反応させた場合がもっと
も効率よく反応が進行することを明らかにした。
（９１サイクル触媒反応が進行）また，無溶媒の場合
にも最高６４サイクル触媒反応が進行することを見出
している。一方，化合物１を用いた場合には，最高
１３サイクルしか反応は進行しなかった。これはサイ
クリックボルタモグラムの還元電位の測定より予想
された通りの結果である。すなわち，化合物１の還
元電位は―０．９２Ｖに，化合物２のそれは―０．８９Ｖに観
測され，化合物２の方がアルコールを酸化する能力
の高いことは明らかである。

一方，光反応の場合には，化合物１を用いた結果
のみであるが，最高４６サイクル触媒反応が進行する
ことを見出している。

以上のように，生体内反応を応用した触媒反応の
可能性について明らかにした。今後この反応の一般
性について明らかにしてゆきたい。
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生命・環境学系 長 橋 良 隆

研 究 課 題

生命・環境学系 永 幡 幸 司

研 究 課 題

宮城県川崎町周辺に分布する火砕流堆積物（天神

凝灰岩）の噴出年代に関する研究

視覚障害者の音環境利用の実態に基づいた音響信号等のサイン音

に求められる音響的要件と街頭放送等の許容音量についての検討

平成１７年１月２４日 平成１７年３月３１日

宮城県川崎町から秋保町にかけて分布する天神
凝灰岩は，中規模程度（層厚１００ｍ程度）の火砕流
堆積物からなる．天神凝灰岩は，菫青石（鉄・マ
グネシウム・アルミニウム・珪素からなる鉱物）
という火山噴出物には希にしか含まれない鉱物を
含む．これまで天神凝灰岩についての放射年代値
の報告はなく，正確な噴出年代が不明であった。
しかも，当該地域のように，陸域に堆積した地層
の場合には，地質時代の推定に有用な化石を含ま
ないため，地層から噴出年代の推定を正確に行う
ことは困難である。

そこで，本研究経費では，天神凝灰岩のフィッ
ショントラック年代測定を行った。測定は，（株）
京都フィッショントラック社に依頼した。フィッ
ショントラック年代測定法は，ジルコン結晶に含
まれているウランの濃度と自発核分裂飛跡を計測
する手法で，原子炉により熱中性子の照射が必要
となる。

測定試料は，天神凝灰岩に含まれる軽石を現地
で１０�採取した。採取した軽石は，粉砕し比重分
離によりジルコンを１０００粒子抽出した。そのうち，
ジルコンの結晶形態や色調から本質結晶と推定さ
れる９２粒子についてエッチング処理を行い熱中性
子を照射した。最終的に，６７粒子から５．４±０．２Ｍ
ａ（５４０万年前で誤差が２０万年）の年代値を得た。

これにより，天神凝灰岩の噴出年代が初めて明
らかにされた。さらに，地質学的研究から，天神
凝灰岩の噴出と同時にカルデラが形成されたこと
が明らかになった。カルデラの西縁には作並断層
があるが，天神凝灰岩は作並断層に沿う火道から
噴出しており，作並断層の活動時期が少なくとも
５４０万年前以前にさかのぼることを示している。

本研究では，火砕流噴出という比較的規模の大
きなマグマの噴出とテクトニクス（断層活動）と
の関連を探るうえでの年代学的な基礎資料を得る
ことができた．

音響信号機や盲導鈴のような視覚障害者の歩行
支援を目的としたサイン音は、その重要性が広く
知られるようになり、設置数が増えてきている。
しかしながら、それらのサイン音が、どのような
音響特性を持つべきであるのかについては、音量
の問題１つとっても、十分な知見がないのが現状
である。そのため、設置はされたものの、視覚障
害者の役には立っていないサイン音が多数存在す
る。

また、店舗等による街頭放送は、その音量が適
切であれば、視覚障害者にとって目印となる有用
な音であるが、音量が大きすぎれば他の情報をか
き消してしまう危険な音ともなる。しかしながら、
街頭放送の音量の許容値については、これまでほ
とんど研究されてきていない。

このような背景から、本研究では、視覚障害者
が音響信号等のサイン音に求める音量、及び、街
頭放送に対して許容する音量を、視覚障害者を対
象とした音響心理実験によって測定している。

具体的な成果としては、歩行の不得手な視覚障
害者をも被験者として実験に参加してもらえるよ
う、ヘッドホンを用いた持ち運び可能な実験シス
テムを構築し、実験室におけるスピーカ条件と同
等の結果が得られることを確認した。この成果の
一部は、日本音響学会春季研究発表会にて発表し、
また、来年度開催される１２th International Con-
gress on Sound and Vibration での発表が受理され
た。

さらに、上述のシステムを用いて、福島、福岡、
東京、函館の視覚障害者計３３名を被験者とし、彼
らがサイン音に求める音量、及び、街頭放送に対
して許容する音量を測定した。この成果のうち、
彼らがサイン音に求める音量については、来年度
開催される inter-noise２００５での発表が受理された。
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平成１６年度研究業績一覧
平成１６年（２００４年）４月１日～平成１７年（２００５年）３月３０日

人間・心理学系

五十嵐 敦

【論 文】 「交友活動への積極的関与が入学直後の
大学生の精神的健康に果たす役割につい
て」 浅岡章一 進路指導研究 第
２２巻第２号 ２００４．６

中学生の親のしつけ行動と夫婦関係
二宮克美ほか 愛知学院大学情報社会
政策研究 第７巻１号 ２００４．１２

【調査報告】 「働く人々のメンタルヘルス；自殺防止
のための生活要因」 産業保健情報誌
「さんぽ福島」 Vol．１０ ２００４．４

「安全のための心理学」 産業保健情
報誌「さんぽ福島」 Vol．１１ ２００４．１１

「人事労務相談：若手社員の特徴と対処
法」 月刊人事労務 ２００４．８

産業保健調査研究報告書「産業保健情報
の共有化を高め，推進センターの活性化
を図る調査研究」 黒田、小山、桃
生、田中、他 労働福祉事業団福島産
業保健推進センター報告書 ２００４．４

【学会発表】「Developmental study on Japanese ado-
lescents' mental health and social adjust-
ment」 共 ISSBD１８th Biennial
Meeting □於Belgium ２００４．７

「中学生の社会的行動についての研究
（１３）（１４）（１５）（１６）」 共 日本心
理学会第６８回大会 □於関西学院大学

２００４．９

「中学生の社会的行動についての研究
（１７）（１８）（１９）（２０）」 共 日本教
育心理学会第４６回大会 □於富山大学

２００４．１０

「働く人々のメンタルヘルスに，勤務時
間・形態，睡眠の問題は関係しているの
か」 共 日本職業災害医学会第５２回
大会 □於岡山大学 ２００４．１１

内田 詔夫

【学会発表】 哲学と教育と日常の接点 東北哲学会
□於桜の聖母短期大学 ２００４．１０

小野原雅夫

【論 文】 講義型授業において学生の主体的学びを
支援する試み ―グループ・ディスカッ
ションを活用した講義改革― 岩�紀

子（福島大学） 福島大学教育実践研
究紀要 46号 ２００４．６

「哲学／倫理学」の講義をどう変えてい
くか ―「教え」から「学び」への転
換？― 福島大学教育学部論集 教育
・心理部門 76号 ２００４．６

自由への教育 ―カント教育論のアポリ
ア― 『別冊情況 特集カント没後
200年』 ２００４．１２

角間 陽子

【著 書】 少子高齢社会と生活経済 共著 建帛
社

【論 文】 異世代間におけるネットワークの可能
性－祖父母と孫の交流関係から－ 山
崎美佐子、草野篤子 信州大学教育学
部紀要 112号 ２００４．８

介護福祉士養成教育における家政学実習
の効果－訪問介護での食生活援助から－
松本短期大学研究紀要 14号 ２００５．３

【訳書・翻訳】 現代のエスプリ「インタージェネレー
ション－コミュニティを育てる世代間交
流」・スウェーデン・ストックホルムの
義務教育における「おじいちゃんプロ
ジェクト（granddad project）」 草野
篤子、秋山博介編（題目の翻訳は単著）
至文堂 444号 ２００４．７

【学会発表】 Lifetime estimates of unpaid work in Ja-
pan THE 20TH WORLD CONGRESS
OF INTERNATIONAL FEDERATION
FOR HOME ECONOMICS □於KYOTO

２００４．８

木暮 照正

【論 文】 福島県原町市における市民カレッジ構想
―はらまちマナビィカレッジ構想に関す
る生涯学習プランの提案 福島大学生
涯学習教育研究センター年報 第10巻

２００５．３

【調査報告】 平成16年度公開講座・公開授業アンケー
ト調査の実施報告 福島大学生涯学習
教育研究センター年報 第10巻 ２００５．３

生涯学習系協議会参加報告 斉藤寛
福島大学生涯学習教育研究センター年報
第10巻 ２００５．３

【学会発表】 物体性視覚短期記憶における空間手掛か
りの効果 日本認知心理学会第2回大
会 □於同志社大学 ２００４．５
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Can configurational information of space
have an influence on visual object work-
ing memory? Second International
Conference on Woriking Memory
□於国立京都国際会館 ２００４．８

社会的できごとの生起時期推定（２）
―エイジングの効果― 日本心理学会
第68回大会 □於関西大学 ２００４．９

生島 浩

【著 書】 困った親への対処法 共著 教育開発
研究所

【論 文】 「ガンコ親父」のすすめ 単著 児童
心理 804号 ２００４．４

行為障害（非行臨床） 単著 日本医
師会雑誌 131･12 ２００４．６

スクールカウンセラーに期待される役割
は何か 単著 教職研修 388号

２００４．１２

矯正保護機関における行為障害への対応
と支援 単著 こころの臨床アラカル
ト 23･4 ２００４．１２

子どもの危機に臨床家はいかに立ち向か
うことができるか 単著 犯罪と非行
143号 ２００５．２

非行臨床における心理教育的アプローチ
単著 現代のエスプリ 451号 ２００５．２

【調査報告】 現職教員研修講座に関する調査研究
中野明徳、中田洋二郎、鈴木庸裕 福
島大学教育実践研究紀要 46号 ２００４．６

平成15年度福島大学教育学部附属臨床心
理・教育相談室活動報告 中野明徳、
中田洋二郎、青木真理 福島大学教育
実践研究紀要 46号 ２００４．６

教育実践総合センター「教育実践」研修
講座について 中野明徳、中田洋二
郎、鈴木庸裕、青木真理、宮前貢 福
島大学教育実践研究紀要 46号 ２００４．６

【学会発表】 非行・犯罪と地域 日本家族心理学会
第21回大会 □於広島 ２００４．６

社会の危機に臨床家はいかに立ち向かう
ことができるか 日本精神衛生学会創
立20周年記念大会 □於東京 ２００４．１１

【書 評】 畠中宗一著「家族支援論」 家族療法
研究 21･2 ２００４．８

鈴木 庸裕

【著 書】 特別支援教育の争点 共著 文理閣
２００４．４

「福祉教育」「統合教育」「交流教育」事
典項目 共 現代教育方法事典 日本

教育方法学会編、図書文化 ２００４．１０

【論 文】 これからの特別支援教育コーディネータ
ーのあり方を考える 単 福島大学教
育実践研究紀要 ４６号 ２００４．６

学級における被虐待児への指導援助に関
する実践的研究 緑川広美 福島大
学教育実践研究紀要 ４６号 ２００４．６

学校と家庭、地域をつなぐソーシャルワ
ークの役割と課題 単 ソーシャルワ
ーク研究 ソーシャルワーク研究所
相川書房 ３０巻２号 ２００４．７

特別ニーズ教育をめぐるチームワークの
形成 単 ＳＮＥジャーナル 日本特
別ニーズ教育学会編、文理閣 １０号

２００４．１０

学校ソーシャルワークの実践的課題
単 福島大学教育学部論集 ７７号

２００４．１２

つなぐ方法とその担い手の役割 単
生活指導 全生研編 明治図書 ６１１号

２００４．１２

特別なニーズを持つ子どもの地域生活支
援をめぐる課題 単 障害者問題研究
全障研編 ３２巻４号 ２００５．２

千葉 桂子

【著 書】 新版家政学事典 分担執筆 朝倉書店

人間工学の百科事典 分担執筆 丸善
株式会社

【論 文】 障害のある子どもの衣生活を支援するた
めに－知的障害児の衣服選択と着装の観
点から－ 家庭科教育 78巻 10号

２００４．１０

【学会発表】 車いす利用者のための試着スペースの検
討 社）日本家政学会第56回大会
□於国立京都国際会館 ２００４．８

鶴巻 正子

【著 書】 特別支援教育への扉 共著 八千代出版

【論 文】 AD/HD をもつ子どもの自己評価に関す
る研究 南中田洋二郎、鶴巻正子
福島大学教育実践研究紀要 第46号

２００４．６

軽度発達障害のある子どもの理解と支援
(1) －公開セミナーの概要－ 松崎
博文、昼田源四郎、鶴巻正子 福島大
学教育実践研究紀要 第47号 ２００４．１２

軽度発達障害のある子どもの理解と支援
(2) －シンポジウムでの質疑応答－
昼田源四郎、鶴巻正子、松崎博文 福
島大学教育実践研究紀要 第47号
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２００４．１２

軽度発達障害のある子どもの理解と支援
(3) －参加者へのアンケート調査の分
析－ 鶴巻正子、松崎博文、昼田源四
郎 福島大学教育実践研究紀要 第47
号 ２００４．１２

【学会発表】 Teaching handwriting behavior of Chi-
nese characters to a child with mental
retardation. Association for Behavior
Analysis International, 30th Annual ABA
Convention □於米・シカゴシェラトンホ
テル ２００４．５

発達障害児における書字行動の獲得
(2)－漢字の３つの構成部分を組み合わ
せて－ 日本行動分析学会第22回年次
大会 □於帝京大学 ２００４．９

発達障害児における書字行動の獲得
(3)－構成反応見本合わせ課題の活用に
よる支援－ 日本特殊教育学会第42回
大会 □於早稲田大学 ２００４．９

「構成反応見本合わせの新たな可能性」
Unclear but Present danger 発達障害に
対する行動分析学的な援助・指導テクノ
ロジーの新たなる展開 日本特殊教育
学会第42回大会・シンポジウム □於早稲
田大学 ２００４．９

中野 明�
【著 書】 専門医をめざす人の精神医学 共著

医学書院

【論 文】 中学生の問題行動に対する保護者の意識
の日米比較研究 初沢敏生、昼田源四
郎、松崎博文 国立オリンピック記念
青少年総合センター研究紀要 4号 ２００４

現職教員研究講座に関する調査研究
生島浩、鈴木庸裕 福島大学教育実践
研究紀要 46号 ２００４．６

学校不適応児の家族援助に関する研究
湊園実 福島大学教育実践研究紀要
46号 ２００４．６

心理検査を活用した援助方針の検討
佐久間恵 福島大学教育実践研究紀要
46号 ２００４．６

ロールシャッハ法と精神分析 単著
福島大学教育学部論集（教育・心理部
門） 77号 ２００４．１２

アメリカの学校における包括的学校保健
プログラム 昼田源四郎、松崎博文、
初沢敏生、飛田操 福島大学教育学部
論集（教育・心理部門） 77号 ２００４．１２

【調査報告】 平成15（2003）年度福島大学教育学部附
属臨床心理・教育相談室活動報告 青

木真理、生島浩 福島大学教育実践研
究紀要 46号 ２００４．６

学習困難を持つ子どもへのメンタルフレ
ンド活動 青木真理他8名 福島大
学教育実践研究紀要 46号 ２００４．６

2003年度「臨床心理・教育相談室」フレ
ンドルーム活動報告 青木真理他11名
福島大学教育実践研究紀要 46号２００４．６

教育実践総合センター「教育実践」研修
講座について－2003年度活動報告および
受講者アンケート調査結果の検討 青
木真理、生島浩、鈴木庸裕、宮前貢
福島大学教育実践研究紀要 46号２００４．６

中村 恵子

【論 文】 ゆで過程におけるスパゲティの芯の状態
変化とアルデンテの評価 中町敦子、
四宮陽子 日本調理科学会誌 37.2

２００４．５

【学会発表】 加熱に伴う農作物の細胞構造変化と物性
について 日本食品工学会 □於東京

２００４．８

卵白メレンゲの空気含有量におよぼす砂
糖添加の影響 日本調理科学会 □於札幌

２００４．９

中村 哲也

【著 書】 新しい小学国語の創造 共著 双文社
pp.13-82 ２００４．１２

浜島 京子

【著 書】 生活の自立と創造を育む家庭科教育（第
7刷） 共著 家政教育社

家庭科で育つ子どもたちの力 共著
明治図書

新編 新しい家庭5･6 共著 東京書籍

【論 文】 児童・生徒の家庭生活における意識・実
態調査 第１～4報 中屋、渡瀬、日
景、長澤、浜島、黒川、高木、砂上
東北家庭科教育研究 ３号 ２００４．７

小学校家庭科の指導状況 浜島京子、
佐藤未来 家庭科教育 78巻11号

２００４．１１

【学会発表】 家庭生活についての全国調査 東北デー
タの分析 日本家庭科教育学会第47回
大会 □於東京学芸大学 ２００４．６

生活向上意欲、家庭科学習効果の認知と
問題解決意欲 日本家庭科教育学会東
北地区会第27回大会 □於弘前市民参画セ
ンター ２００４．１１
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飛田 操

【論 文】 Synergy between Diversity and Similar-
ity in Group-Idea Generation. Miura
Asako Small Group Research 35

２００４

【学会発表】 Four heads are better than three? ～
小集団問題解決場面における３名集団と
４名集団の比較 ～ 日本グループ・
ダイナミックス学会 □於東洋大学

２００４．５

非ユーレカ課題における小集団問題解決
過程 日本シミュレーション＆ゲーミ
ング学会 □於東北大学 ２００４．６

昼田源四郎

【論 文】 アメリカの学校における包括的学校保健
プログラム 中野明徳、松崎博文、初
澤敏生、飛田操、他 福島大学教育学
部論集（教育・心理部門） 77号

２００４．１２

アメリカと日本における施設化と脱施設
化（その１）－施設化の夢と現実 単
著 精神医学史研究 ８巻２号 ２００４．１０

軽度発達障害のある子どもの理解と支援
（２） 松崎博文、鶴巻正子 福島
大学教育実践研究紀要 47号 ２００４．１２

【調査報告】 生徒の問題行動に関する日米比較研究－
問題行動の促進および抑制要因の解明
中野明徳、松崎博文、初澤敏生、飛田
操、他 科研費報告書 基盤研究Ｂ
（２） 課題番号：14310049 ２００５．３

【学会発表】 A Comparative Study of the Behavior
Problems of Students between Japan and
America Jane Williams, Doug Win-
born 16th Annual JUSTEC Seminar
□於Waseda Univ. (Tokyo) ２００４．９

高尾山滝治療：聞き書き 第８回精神
医学史学会 □於慶応大学 東京 ２００４．１０

福田 一彦

【論 文】 Delayed bedtime of nursery school chil-
dren, caused by the obligatory nap, lasts
during the elementary school period.
Asaoka S . Sleep and Biological
Rhythms Vol. 2, No. 2 ２００４．６

固有の診療科を離れた立場から－思春期
睡眠習慣とその問題点－ 石原金由
診断と治療 92巻, 7号 ２００４．７

Effects of sleep-wake pattern and residen-
tial status on psychological distress in
university students . Asaoka S . ,
Yamazaki K. Sleep and Biological

Rhythms Vol. 2, No. 3 ２００４．１０

【学会発表】 健常若年成人における反社会性人格傾向
と事象関連電位の特徴について 日本
生理心理学会 □於仁愛大学、福井県武生市

２００４．５

日常生活における睡眠-覚醒パターンと
光暴露パターンとの関連 日本生理心
理学会 □於仁愛大学、福井県武生市

２００４．５

早産児の睡眠リズムの発達について －
Preterm 期から修正12週までの縦断研
究－ 日本生理心理学会 □於仁愛大
学、福井県武生市 ２００４．５

ヒト乳児の睡眠覚醒概日リズムの発達は
受胎を契機としている 日本睡眠学会
□於赤坂プリンスホテル、東京 ２００４．７

テレビ視聴時間の制限が大学生と高齢者
の睡眠-覚醒パターンに及ぼす影響
日本睡眠学会 □於赤坂プリンスホテル、
東京 ２００４．７

犯罪捜査場面における GKT の検出精度
と影響要因 日本心理学会 □於関西大
学、大阪 ２００４．９

テレビ視聴は“だらけた生活”の原因
か？ －視聴時間の制限が大学生の睡
眠-覚醒リズムと覚醒時の活動に与える
影響－ 日本心理学会 □於関西大学、
大阪 ２００４．９

テレビ視聴は“だらけた生活”の原因
か？ －視聴時間の制限が高齢者の日常
生活に与える影響－ 日本心理学会
□於関西大学、大阪 ２００４．９

睡眠リズムの発達は出産と受胎のどちら
を契機としているのか －満期産児と早
産児の比較－ 日本心理学会 □於関西
大学、大阪 ２００４．９

満期産児と早産児における睡眠覚醒概日
リズムの発達 特に生後2ヵ月の後半（受
胎後約46週）に認められる変化について
日本時間生物学会 □於ピアザ淡海、滋賀
県大津市 ２００４．１１

テレビ視聴が大学生の睡眠―覚醒パター
ンに与える影響 ―生活時間調査とテレ
ビ視聴制限を用いた実験の両面から―
日本時間生物学会 □於ピアザ淡海、滋賀
県大津市 ２００４．１１

松崎 博文

【著 書】 ダウン症ハンドブック 共著（分担執
筆） 日本文化科学社

【論 文】 特殊教育の現状と軽度発達障害児を取り
巻く状況－特殊教育から特別支援教育へ
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の転換－ 単著 福島大学教育実践研
究紀要 第46号 ２００４．６

アメリカの学校における包括的学校保健
プログラム－子どものいじめ・暴力・自
殺を予防するための学校を基盤とした取
り組み－ 共著 福島大学教育学部論
集(教育・心理） 第73号 ２００４．１２

軽度発達障害のある子どもの理解と支援
（１）－公開セミナーの概要－ 共著
福島大学教育実践研究紀要 第47号

２００４．１２

軽度発達障害のある子どもの理解と支援
（２）－シンポジウムでの質疑応答－
共著 福島大学教育実践研究紀要 第47号

２００４．１２

軽度発達障害のある子どもの理解と支援
（３）－参加者へのアンケート調査の分
析－ 共著 福島大学教育実践研究紀
要 第47号 ２００４．１２

【調査報告】 生徒の問題行動に関する日米比較研究－
問題行動の促進及び抑制要因の解明－
共著 科研費成果報告書 ２００５．３

松下 行則

【論 文】 「価値の明確化」型道徳授業を教育現場
で試みる(2)－教授行為・学習者構造の
問題－ 福島大学教育実践研究紀要
第46号 ２００４．６

水間 玲子

【論 文】 理想自己への志向性の構造について
心理学研究 75･1 ２００４．４

【学会発表】 A study on how the self-narrative tran-
sits and develops : Through the transi-
tion of subject matters The Third In-
ternational Conference on Dialogical Self
□於ポーランド, ワルシャワ社会心理学
スクール ２００４．８

日常場面における自尊感情（５）－友人
関係のあり方との関連－ 日本心理学
会第68回大会 □於関西大学 ２００４．９

日常場面における自尊感情（６）－出来
事と自己との関係づけにおける自尊感情
の変動性による違い 日本心理学会第
68回大会 □於関西大学 ２００４．９

日常的コミュニケーション場面における
自己呈示－表情と言動に込められる他者
反応への期待における予備的検討－
日本心理学会第68回大会 □於関西大学

２００４．９

２種の“自分探し”と個人の自己との関
係について－自分探し尺度作成の試み－
日本教育心理学会第46回総会 □於富山大

学 ２００４．１０

現代青年の規範意識と非行（指定討論）
日本青年心理学会第12回大会 □於九州大
学 ２００４．１０

心理学者、導入教育への挑戦（指定討論）
第11回大学教育研究フォーラム □於京都
大学 ２００５．３

宮前 貢

【論 文】 教師に求められる「人間的指導力」と教
員養成の課題 福島大学教育実践研究
紀要 第４７号 ２００４．１２

小・中学校連携を目指したカリキュラム
開発研究にかかる一実践 青木真理、
遠藤博晃 福島大学教育実践研究紀要
第４７号 ２００４．１２

【学会発表】 教師に求められる「人間的指導力」と教
師教育の課題 日本教師教育学会
□於立教大学 ２００４．９

渡辺 隆

【論 文】 虐待する親への心理教育的介入―AD/
HD を持つ子どもへの虐待事例の検討―
単著 家族療法研究 21(1)58-65 ２００４．４

AD/HD のある子どもの家族への心理教
育的介入―障害告知後の肯定的情緒的反
応と家族関係の変化― 単著 家族療
法研究 21(3) 23-30 ２００４．１２

AD/HD のある子どもの家族への心理教
育的介入―障害告知後の肯定的情緒的反
応と家族関係の変化― 単著 家族療
法研究 21(1) 37 ２００４．４

【学会発表】 AD/HD のある子どもの家族への心理教
育的介入―障害告知後の肯定的情緒的反
応と家族関係の変化― 単著 日本家
族研究・家族療法学会第２１回大会 □於木
更津市 ２００４．４

【書 評】 安全のサインを求めて－子ども虐待防止
のためのサインオブセイフティーアプロ
ー チ A.Turnell, S.Edwards、著 白
木孝ニ、井上薫、井上直美訳 単著
家族療法研究 21(3) 71-72 ２００４．１２

文学・芸術学系

新井 浩

【論 文】 越後妻有アートトリエンナーレにおける
共同制作の試み－共同制作と造形表現の
意味－ 福島大学教育実践研究紀要
第４６号 ２００４．６

【実 技】 蝶が舞う森№3 150×80×80 第78回
国展彫刻部 会員として出品 ２００４．４
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響 No.６ 65×30×30 第27回 国 展 彫
刻部秋期展 会員として出品 ２００４．９

幻想と追想に遊ぶもの達 新井浩個展
日本橋三越本店６階アートスクエア
個展 ２００４．１０

シ エ ス タ 12×11×16 YEAR END
EXHIBITION OF MINI-SCULPTURE
ギャラリーせいほう 選抜 ２００４．１２

奏 No.１２ ほか４点 2004三越美術逸
品会 ホテルニューオータニ 参考

２００４．１０

蝶が舞う森 190×98×65 第５回桜
の森彫刻コンクール 大賞/１８２点中

２００４．６

蝶が舞う森№3 150×80×80 第58回
福島県総合美術展覧会 招待 ２００４．６

井実 充史

【論 文】 勅撰三集の閨怨詩について―嵯峨朝思婦
像の諸相― 福島大学教育学部論集，
人文科学部門 第７６号 ２００４．６

鎮護国家と梵門詩―『文華秀麗集』「梵
門」を中心に 福島大学教育学部論
集，人文科学 第７７号 ２００４．１２

磯崎 康彦

【著 書】 江戸時代の蘭画と蘭書・上巻 単著
ゆまに書房 ２００４．４

江戸時代の蘭画と蘭書・下巻 単著
ゆまに書房 ２００５．３

勝倉 壽一

【論 文】 大原富枝「婉という女」論 福島大学
教育学部論集 第７６号 ２００４．６

中山義秀「咲庵」論 福島大学教育学
部論集 第７７号 ２００４．１２

【学会発表】 大原富枝「婉という女」について 福
島大学国語学国文学会 □於福島大学

２００４．６

『大鏡』道長・伊周弓比べ説話の解釈
解釈学会第３６回全国大会 □於大妻女子大学

２００４．８

金谷 昌治

【実 技】 合奏 東京ハルモニア室内オーケスト
ラ第28回定期演奏会 □於東京文化会館小
ホール ２００４．６

合奏 東京ハルモニア室内オーケスト
ラ第29回定期演奏会 □於東京文化会館小
ホール ２００４．９

独奏及び室内楽 カメラータ・セシリ
アチャリティーコンサート □於カトリッ

ク水戸教会 ２００４．９

独奏及び室内楽 カメラータ・セシリ
アチャリティーコンサート □於カトリッ
ク水戸教会 ２００４．１０

独奏及び室内楽 カメラータ・セシリ
アチャリティーコンサート □於カトリッ
ク水戸教会 ２００４．１１

独奏及び室内楽 カメラータ・セシリ
アチャリティーコンサート □於カトリッ
ク水戸教会 ２００４．１２

独奏及び室内楽 カメラータ・セシリ
アチャリティーコンサート □於カトリッ
ク水戸教会 ２００４．１２

独奏（複数の出演者における） セミナ
ーレ・カメラータ □於カトリック水戸教会

２００５．２

澁澤 尚

【論 文】 先秦楚國農業小考―兼ねて孫叔敖の水利
事績を論ず― 福島大学教育学部論集
・人文科学部門 第76号 ２００４．６

列子華胥考―古漢語における異類同名に
ついて― 學林 第41号 ２００５．３

【学会発表】 聖山と聖堂―壇台文化東漸についての一
試論― 福島大学国語学国文学会
□於福島大学 ２００４．１１

『列子』の華胥について 中国藝文研
究會 □於立命館大学 ２００４．１１

昆侖丘と明堂制 秋田中国学会 □於秋
田大学 ２００４．１２

嶋津 武仁

【実 技】 二人の三味線奏者のための「みちづれ」
Concert R＆M (紀尾井ホール、東京）

２００４．６

サウンド・ビジュアル作品「太陽風」
『フュージョン・アーツ・フェスティバ
ル』ニューヨーク ２００４．８

サウンド・ビジュアル作品「太陽風」
会津パフォーマンスフェスティバル

２００４．９

舞踊音楽『マイ・チェーホフ』 芙二
三枝子現代舞踊団公演、東京 ２００４．９

児童合唱とチェロ、ピアノのための「幼
き命への墓碑銘」 福島市少年少女合
唱団公演、福島 ２００４．９

弦楽オーケストラの為の「アダージョ」
「オルガンと室内楽の夕べ」、福島

２００４．１２

新羅琴による「星巡り＜燦＞」 日本

７０ 福島大学研究年報 創刊号 ２００５年１２月



舞踊『祐子の会』、東京 ２００４．１２

バイオリン・ソロのための「逝く春」
JFC アンデパンダン、東京 ２００５．１

17絃箏の為の「風の祭」 日本舞踊公
演「水の宴」、東京 ２００５．３

「オルガンと室内楽のひととき」 福
島市音楽堂「設立２０周年記念コンサート」

２００４．１２

【書 評】 「天使の歌声」への思い 福島民報
２００４．５

高野 保夫

【著 書】 開かれる地平 単著 民報印刷

【論 文】 文科省「国語力向上モデル事業」につい
ての一考察 言文（福島大学国語学国
文学会編） ５２号 ２００５．３

【学会発表】 「国語力向上モデル事業」が問いかける
もの 福島大学国語学国文学会 □於福
島大学 ２００５．２

【書 評】 国語科の教科内容を考えるための読書案
内『るつぼの中の国語教師』 『国語
科の教科内容をデザインする』（学文社）

２００４．８

竹下 英二

【著 書】 『セレーノ CD-ROM 版音楽科教育実
践講座 理論編１』所収論文 「教材選
択の観点と方法」（８６－９７頁） 共著
㈱ニチブン ２００４．４

中畑 淳

【実 技】 独奏会 「中畑淳ピアノリサイタル」
演奏会評4誌 □於東京文化会館 ２００４．１２

半沢 康

【論 文】 方言研究と質問調査法 日本語学
23-8 ２００４．６

おらがことばと○○もんが－隣接する方
言のせめぎあい－ 言語 33-9

２００４．８

東北地方南部若年層における非標準語形
使用の要因分析―心理的特性とのかかわ
り― 国語学研究 44 ２００５．３

【学会発表】 「関西弁帝国主義」は成立するか－東北
地方における関西方言の影響－ 福島
大学国語学国文学会2004年10月学会
□於福島大学 ２００４．１０

平田 公子

【著 書】 日本音楽教育事典 共著 音楽之友社

健康・運動学系

新谷 崇一

【論 文】 生涯スポーツとしての木球～その理論と
実践～ 新谷崇一、宍戸隆之、周仲忽
福島大学地域創造 第16巻第1号２００４．９

【訳書・翻訳】 木球のルール 共著 新谷崇一、宍戸
隆之、周仲忽 国際木球連盟 ２００４．６

小川 宏

【著 書】 スポーツによる地域貢献で大学は変わる
共著 大修館書店

【論 文】 レクリエーションスポーツの教育的意義
について－コミュニケーションを促進す
るための教材価値の観点から－ 体育
・スポーツ哲学研究 第26巻第２号

２００４．１２

川本 和久

【論 文】 Eigit days KAATSU-resistance training
improved sprint but not jump perform-
ance in collegiate male track and field
athletes T . Abe , T . Yasuda , C . F .
Kearns, T.Midorikawa, T.Sato Inter-
national Journal of KAATSU Training
Research Vol.1-1 ２００５．３

【調査報告】 吉田真希子の足跡・その１・大学４年間
吉田真希子 陸上競技研究 60号

２００５．３

【学会発表】 日本トップスプリンターの身体組成と競
技成績 第17回トレーニング科学研究
会 □於東京女子体育大学 ２００４．１１

【実 技】 池田久美子：100mH 第88回日本陸
上競技選手権 １位 □於鳥取 ２００４．６

丹野麻美：400ｍ 第88回日本陸上競
技選手権 １位 □於鳥取 ２００４．６

久保倉里美：400m 第88回日本陸上
競技選手権 ２位 □於鳥取 ２００４．６

木田真有：400m 第88回日本陸上競
技選手権 ３位 □於鳥取 ２００４．６

池田久美子：走幅跳 第88回日本陸上
競技選手権 ２位 □於鳥取 ２００４．６

松田薫：200m 第88回日本陸上競技
選手権 ３位 □於鳥取 ２００４．６

佐藤光浩：400m 第88回日本陸上競
技選手権 １位 □於鳥取 ２００４．６

吉田真希子：400mH 第88回日本陸
上競技選手権 １位 □於鳥取 ２００４．６

久保倉里美：400mH 第88回日本陸
上競技選手権 ２位 □於鳥取 ２００４．６
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丹野麻美：400ｍ アジアジュニア選
手権 ２位日本記録 □於インドネシア

２００４．６

丹野麻美：4×100ｍＲ アジアジュニ
ア選手権 １位 □於インドネシア

２００４．６

松田 薫：4×100ｍＲ アジアジュニ
ア選手権 １位 □於インドネシア

２００４．６

松田 薫：200m アジアジュニア選
手権 ５位 □於インドネシア ２００４．６

丹野麻美：400ｍ 第73回日本学生陸
上競技対校選手権 １位 □於東京

２００４．７

木田真有：400m 第73回日本学生陸
上競技対校選手権 ２位 □於東京

２００４．７

久保倉里美：400m 第73回日本学生
陸上競技対校選手権 ３位 □於東京

２００４．７

熊谷史子：100mH 第73回日本学生
陸上競技対校選手権 ２位 □於東京

２００４．７

福島大学：4×100mR 第73回日本学
生陸上競技対校選手権 １位 □於東京

２００４．７

佐藤広樹：800m 第73回日本学生陸
上競技対校選手権 ２位 □於東京

２００４．７

丹野麻美：200ｍ 第73回日本学生陸
上競技対校選手権 １位 □於東京

２００４．７

久保倉里美：400mH 第73回日本学
生陸上競技対校選手権 １位 □於東京

２００４．７

福島大学：4×400mR 第73回日本学
生陸上競技対校選手権 １位日本学生記
録 □於東京 ２００４．７

松田 薫：100m 第10回世界ジュニ
ア選手権 予選 □於イタリア ２００４．７

丹野麻美：400ｍ 第10回世界ジュニ
ア選手権 ６位 □於イタリア ２００４．７

松田 薫：200m 第10回世界ジュニ
ア選手権 予選 □於イタリア ２００４．７

丹 野 麻 美：4×100ｍＲ 第10回 世 界
ジュニア選手権 予選 □於イタリア

２００４．７

松 田 薫：4×100ｍＲ 第10回 世 界
ジュニア選手権 予選 □於イタリア

２００４．７

佐藤光浩：400m アテネオリンピッ
ク 予選 □於アテネ ２００４．８

佐藤光浩：4×400mR アテネオリン
ピック ４位 □於アテネ ２００４．８

久保倉里美：400mH スーパー陸上
日本学生記録 □於横浜 ２００４．９

松本真理子：200m 第52回全日本実
業団対抗選手権 ２位 □於岡山 ２００４．９

吉田真希子：400mH 第52回全日本
実業団対抗選手権 １位 □於岡山

２００４．９

池田久美子：走幅跳 第52回全日本実
業団対抗選手権 ２位 □於岡山 ２００４．９

佐藤光浩：400m 第52回全日本実業
団対抗選手権 １位 □於岡山 ２００４．９

吉田真希子：400m 第52回全日本実
業団対抗選手権 １位 □於岡山 ２００４．９

池田久美子：100mH 第52回全日本
実業団対抗選手権 １位 □於岡山

２００４．９

茂木智子：100mH 第52回全日本実
業団対抗選手権 ２位 □於岡山 ２００４．９

池田久美子：走幅跳 第1回アジアオ
ールスター ２位 □於シンガポール

２００４．９

丹野麻美：400ｍ 第1回アジアオール
スター ２位 □於シンガポール ２００４．９

久保倉里美：400mH 実業団対学生
対抗 日本学生記録 □於小田原 ２００４．１０

福島大学：4×100mR 第88回日本陸
上競技選手権 １位 □於前橋 ２００４．１０

福島大学：4×400mR 第88回日本陸
上競技選手権 １位日本学生記録 □於前
橋 ２００４．１０

福島大学：スウェーデンリレー レ
ディース陸上 日本学生記録 □於熊本

２００４．１１

菅家 礼子

【論 文】 リズミカル・ムーブメントにおける音楽
と動きの研究 ～音楽構成の理解と動き
の変容との関係性～ 伊野義博、森下
修次、田中幸治、滝澤かほる、坂下玲子
新潟大学教育人間科学部紀要 第7巻第
1号 ２００４．１０

「からだ学習」の実践のための総合的研
究 －からだと心の自己学習をすすめる
保健室づくり－ 高橋由美子、佐藤文
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子、菅家礼子、森知高、佐藤理 福島
大学教育実践研究紀要 第46号 ２００４．６

黒須 充

【著 書】 スポーツによる地域貢献で大学は変わる
共著 大修館書店 ２００４．１２

総合型地域スポーツクラブ 編著
ぎょうせい ２００５．３

【論 文】 総合型地域スポーツクラブの創設と自治
体の役割 市政 Vol.54 No.1２００５．１

【調査報告】 県中・県南７町村のスポーツの現状と課
題 うつくしま広域スポーツセンター

２００４．４

Ｑ＆Ａ総合型地域スポーツクラブ み
ん な の ス ポ ー ツ 2004 年 ６ 月 号
Vol.302 ２００４．６

福島県民の運動・スポーツに関する実態
調査報告書 財団法人福島県体育協会
・福島県教育委員会 ２００４．１１

地域が舞台 スポーツクラブが社会を変
える 指導者のためのスポーツジャー
ナル 2004年冬号（通巻262号）

２００４．１１

第４回総合型地域スポーツクラブ育成状
況に関する調査報告書 NPO 法人ク
ラブネッツ ２００５．３

【学会発表】 学外での体育スポーツ活動 日本体育
学会第55回大会本部企画シンポジウムⅡ
□於信州大学 ２００４．９

スポーツと地域づくりの連携のあり方
平成16年度地域活性化フォーラム □於有
楽町朝日ホール ２００５．２

佐々木 武人

【論 文】 障害者の柔道指導に関する研究動向と課
題―特に欧米の動向より― 福島大学
教育学部論集・教育・心理部門 No.76

２００４．６

【調査報告】 ―21世紀の時代における武道の役割―
“障害者と武道” 共著 平成16度・
国士研究会「国際シンポジウム」 4th
The New Japan ２００５．３

【学会発表】 一流柔道選手を対象とした効果的な釣手
動作の検討 曽我部晋哉（甲南大学）、
平井浩一郎、中村良三、小俣幸嗣、岡田
弘隆、久保田浩史、廣川充史、坂本道人
（筑波大学）、山崎俊輔（甲南大学）
日本武道学会第37回大会 □於香川大学

２００４．８

一流スノーボード指導者によるロングタ
ーンカービングの動作分析 山内武巳
（石巻専修大学）、奥津光晴、北村勝郎
（東北大学）、高戸仁朗（東北文化学園

大学）、安田俊広（福島大学） 第55
回日本体育学会大会 □於信州大学

２００４．９

佐藤 理

【著 書】 学校保健ハンドブック 共 ぎょうせい

「授業書」方式による保健の授業 共
大修館書店

【論 文】 「からだ学習」の実践のための総合的研
究－からだの自己学習をすすめる保健室
づくり－ 高橋由美子、佐藤文子、菅
家礼子、森知高 福島大学教育実践研
究紀要 第４６号 ２００４．６

白石 豊

【著 書】 どの子も伸びる運動神経 指導者編
共 かもがわ出版

スポーツの得意な子に育つ親子遊び
単 ＰＨＰ研究所

心を鍛える言葉 単 日本放送出版協会

【論 文】 体育における「四摂法」 単 楽しい
体育の授業 181号 ２００４．１２

Fernostliches Mentaltraining 単
Leistungssport 6/2004 ２００４．１２

杉浦 弘一

【著 書】 スポーツによる地域貢献で大学は変わる
共著 大修館書店 担当 pp.125-136

【実 技】 福島大学女子バスケットボール部（監
督） 東北学生バスケットボールリー
グ 第５位 ２００４．９

福島大学女子バスケットボール部（監
督） 南奥羽学生春季バスケットボー
ル大会 第３位 ２００４．５

福島大学女子バスケットボール部（監
督） 第57回福島県総合体育大会
第２位 ２００４．７

福島県成年女子選抜（バスケットボール
競技）（監督） 東北総合体育大会
Ｂブロック３位 ２００４．８

松田朋子（バスケットボール部で指導）
東北総合体育大会 福島県代表選手と
して出場、Ｂブロック３位 ２００４．８

審判（バスケットボール） 日本スポ
ーツマスターズ2004福島大会バスケット
ボール競技 1回戦、2回戦審判（2試合）

２００４

鈴木裕美子

【調査報告】 集団演技出演者の技能と意識の変容
単 舞踊学 ２６号 ２００４．５

【学会発表】 地域おこしと祭り～福島わらじまつり～
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舞踊学会 □於沖縄県立芸術大学 ２００４．１２

安田 俊広

【論 文】 後期高齢者エリートアスリートにおける
全身持久性運動の安全性 鰺坂隆一、
勝田 茂、川島紫乃、大森 肇、松田光
生、渡辺重行、山口 巌 筑波大学体
育科学系紀要 27 ２００４

【学会発表】 スノーボードロングターンカービングの
動作分析 第55回日本体育学会大会
□於長野 ２００４．９

外国語・外国文化学系

朝賀 俊彦

【論 文】 Predication in the English Classifier Con-
struction Proceedings of the 59 th
Conference The Tohoku English Liter-
ary Society ２００５．３

【学会発表】 類別詞構文における叙述関係 東北英
文学会第59回大会 □於東北大学 ２００４．１１

池澤 實芳

【論 文】 人が落ちる物語― 90代後半の４篇の鉄
凝作品の考察― 商学論集 73巻3号

２００５．３

衛藤 安治

【論 文】 Beowulf における罪のことなど 英語
史研究会会報 第１１号 ２００４．６

金 敬雄

【論 文】 井上哲次郎の『訂増英華字典』に於ける
訳語の増設についての考察 ―底本の英
語に新設した訳語― 行政社会論集第
１７巻第２号 ２００４．９

【学会発表】 中朝日漢字語彙の対照研究 ―等級別国
語教育用語彙を軸に― 漢字文化圏近
代語研究会 □於中国上海・同済大学

２００５．３

九頭見 和夫

【著 書】 太宰治と外国文学、翻案小説の「原典」
へのアプローチ 単著 和泉書院

【論 文】 太宰治の「人魚の海」についての比較文
学的考察 国文学年次別論文集・近代
４（朋文出版） ２００４．１２

太宰治の「乞食学生」と外国文学 国
文学年次別論文集・近代４（朋文出版）

２００４．１２

【訳書・翻訳】 アンリー・デュナン－波瀾万丈の生涯と
驚異的なヴィジョン 単著 福島大学
教育学部論集、人文科学部門 ７６号

２００４．６

【学会発表】 太宰治の外国文学受容について 日本
比較文学会東北・北海道支部 □於仙台市
仙台文学館 ２００４．１２

佐々木俊彦

【論 文】 The Trainspotting Phenomenon in Japan:
The History of the Reception of the Nov-
elistic and Cinematic Texts 商学論集
第73巻第3号 ２００５．３

霜鳥 慶邦

【著 書】 Do You Know This? : Short Readings
and Basic Grammar for Cultural Literacy
（大学テキスト） 共著 朝日出版社

Eye-opening Facts : Short Readings and
Basic Grammar for Cultural Literacy（大
学テキスト） 共著 朝日出版社

【訳書・翻訳】 『D.H.ロレンス書簡集Ⅲ』 共訳
松柏社 ２００５．３

【学会発表】 「〈生〉の象徴アメリカ／〈悪〉の根源ア
ジア―『セント・モア』の植民地幻想」
共同（ワークショップ「『セント・モ
ア』を再導入する」にて） 日本ロレ
ンス協会 設立35年記念大会 □於日本
大学芸術学部 ２００４．６

【書 評】 Ronald Granofsky, D. H. Lawrence and
Survival : Darwinism in the Fiction of
the Transitional Period 単 著 『D.
H.ロレンス研究』 14･15合併号２００５．３

手代木有児

【論 文】 梁啓超的史界革命与明治時期的歴史学
近代中国（上海中山学社） 第14輯

２００４．８

【学会発表】 清末における西洋体験と「公」概念の展
開 公共哲学京都フォーラム東北会議
□於東北大文学部 ２００４．９

【書 評】 島田虔二編訳、梁啓超年譜長編第1巻
東方 283号 ２００４．９

長尾 光之

【論 文】 いくつかの漢訳仏典における副詞と連詞
（上） 単著 行政社会論集 17巻・3号

２００５．１

いくつかの漢訳仏典における副詞と連詞
（下） 単著 行政社会論集 17巻・4号

２００５．３

【調査報告】 福島高商外人教師博華 単著 季刊中
国 ７９巻 ２００４年冬季号 ２００４．１２

０４ふくしま平和のための戦争展と平和講
演会 共著 福島大学地域創造 2号

２００５．２
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【学会発表】 使用電脳網絡数据庫和 Excel 数据庫的漢
訳仏経的語法 第１１回全国近代漢語学
術年会・国際学術研討会 □於中国・徐州
市徐州師範大学 ２００４．１０

林 修

【著 書】 L'Ecriture du moi dans l'oeuvre de Mar-
guerite Yourcenar 共 著 SIEY(Cler-
mond-Ferrand), FRANCE

Marguerite Yourcenar Ecrivain du XiXe
siecle? 共 著 SIEY(Clermond-Fer-
rand), FRANCE

【学会発表】 Marguerite Yourcenar et la poesie du
haiku Marguerite Yourcenar et l'Uni-
vers Poetique □於東京日仏学院２００４．９

松浦 浩子

【著 書】 Essential Listening for the TOEIC Test
共著 金星堂

【論 文】 Compliment-giving Behavior in American
English and Japanese JALT Journal
26(2) ２００４．１１

【調査報告】 The Officialization of English and ELT
in Japan : 2000 Miho Fujieda、Sean
Mahoney World Englishes 23(3)

２００４．８

法律・政治学系

伊藤 宏之

【論 文】 ホッブスをめぐるカントとスミス 単
著 福島大学教育学部論集 第75号

２００４．１２

キリスト教的平等主義者としてのジョン
・ロック 単著 福島大学教育学部論
集 第74号 ２００４．６

【書 評】 藤垣裕子著、専門知と公共性、東京大学
出版会、2003年5月 社会思想史研究
No.28 ２００４．９

稲庭 恒一

【論 文】 第三セクター会社の経営体制等経営状況
・破綻に関する法的研究－第三セクター
会社の全国的アンケート調査の結果を中
心として－ その１ 単著 福島大学
行政社会論集 17巻1号 ２００４．６

同 その２ 単著 福島大学行政社会論
集 17巻2号 ２００４．９

同 その３ 単著 福島大学行政社会論
集 17巻3号 ２００５．１

今井 照

【著 書】 図解よくわかる地方自治のしくみ＜第2
次改訂版＞ 単著 学陽書房

超入門地方自治制度はこうなっている＜
第1次改訂版＞ 単著 学陽書房

自治体再構築における行政組織と職員の
将来像 単著 公人の友社

分権型社会の政治と自治 共著 敬文堂

実践の政治学〔改訂版〕 共著 法律
文化社

【論 文】 市民自治の制度化と政策法務 都市問
題 第95巻第5号 ２００４．５

一人ひとりを基礎としたコミュニティ・
ガバナンスへ 年報自治体学 第17号

２００４．５

アウトソーシングと指定管理者制度の位
相 地方自治職員研修 第37巻第9号
通巻517号 ２００４．９

首長部局による教育政策のリスクと可能
性 ガバナンス 通巻第70号 ２００５．２

市町村合併に伴う自治体政治動向につい
て －首長選挙と議会議員選挙の分析－
自治総研 通巻第317号 ２００５．３

市町村合併に伴う自治体政治動向につい
て －首長選挙と議会議員選挙の分析－
全国首長名簿2004年版 ２００５．３

【学会発表】 新しい自治体人事制度の模索 自治体
学会 □於千葉市 ２００４．８

上田 真理

【調査報告】 社会保障法 (2004年学界回顧） 国京
則幸 法律時報 76巻13号 ２００４．１２

金井 光生

【論 文】 ホームズの子どもたち、もしくは、Mal-
leus Maleficarum 東京都立大学法学
会雑誌 45巻1号 ２００４．７

功刀 俊洋

【著 書】 戦後型地方政治の成立 単著 敬文堂

今野 順夫

【著 書】 福祉の現場 実践と発言 共著 信山社

【論 文】 全額払いの原則と相殺・放棄 Jurist
増刊（「労働法の争点」［第３版］）

２００４．１２

下山 憲治

【論 文】 不確実性の条件下における行政決定の法
的制御に関する一考察 行政社会論集
17巻3号 ２００５．１
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【調査報告】 要綱による労災就学援護費の不支給決定
と処分性（判例評釈） 法学セミナー
594号 ２００４．６

目黒公園都市計画決定における裁量統制
（判例評釈） 福島大学地域創造 16
巻1号 ２００４．９

地震災害と道路管理の瑕疵（判例評釈）
法学セミナー 598号 ２００４．９

環境影響評価書等の試案の非公開情報該
当性（判例評釈） 法学セミナー
603号 ２００５．２

高瀬 雅男

【著 書】 農業協同組合とシャーマン法 丹宗暁信
ほか編『構造改革批判と法の視点』
共著 花伝社

中里見 博

【著 書】 憲法24条＋9条―なぜ男女平等がねらわ
れるのか 単著 かもがわ出版

【論 文】 ポルノグラフィと法規制―ポルノの性暴
力にジェンダー法学はいかに対抗すべき
か 単著 東北大学21世紀 COE プロ
グラム研究年報 2号Ⅰ ２００５．３

【調査報告】 （学会回顧）ジェンダーと法 共著
二宮周平、谷田川知恵 法律時報 76
巻3号 ２００４．１２

（資料）米国マサチューセッツ州および
ミネソタ州におけるドメスティック・バ
イオレンスへの取組みについて(2)
単著 福島大学行政社会論集 17巻1号

２００４．６

【訳書・翻訳】 リチャード・デルガド＆ジーン・ステ
ファンシック「ポルノグラフィと女性へ
の被害―いかにして社会科学者さえ救済
の必要性を理解しそこねることがある
か」 単著 ポルノ・買春問題研究会
論文・資料集 5号 ２００４．１１

【学会発表】 ポルノ被害と法規制―ポルノグラフィと
法をめぐる視座転換をめざして ジェ
ンダー法学会 □於専修大学 ２００４．１２

社会・歴史学系

阿部 成治

【著 書】 欧米のまちづくり・都市計画制度 共
著 ぎょうせい

【論 文】 ドイツのエコロジー都市施策における協
働型プロジェクトに関する研究 神吉
紀世子、小浦久子 日本都市計画学会
論文集 39号 ２００４．１１

岩崎由美子

【著 書】 女性農業者の法的地位の明確化・強化に
ついて 共著 （社）女性・生活協会

【論 文】 「オルタナティブ・ワーク」としての農
村女性起業と法人化 単著 農業と経
済 70巻15号 ２００４．１２

【調査報告】 実践報告：第4回演習「水と緑と農との
共生のある環境づくり」 塩谷弘康
「まちづくりと生涯学習」における専門
的人材養成に関する調査研究報告書

２００５．３

【学会発表】 家族経営における女性の地位－生産と生
活の両面から 日本農業法学会
□於東京経済大学 ２００４．１１

加藤 眞義

【論 文】 「市民社会」論再考：John Ehrenberg
の所説をめぐって 単著 社会学年報
東北社会学会50周年記念特別号 ２００４．７

丹波 史紀

【論 文】 わが国におけるひとり親家庭へのワーク
フェア政策の動向と課題 総合社会福
祉研究 第25号 ２００４．１１

千葉 悦子

【著 書】 自然との共生とまちづくり 共著 北
樹出版

女性白書２００４ 共著 ほるぷ出版

【論 文】 女性参画の促進 農業と経済 臨時増
刊号 ２００４．７

男女共同参画の視点から「担い手」問題
を考える 食料・農業・農村基本計画
の見直しについての見解（衆議院調査
局） ２００４．１１

【調査報告】 男女共同参画に関する意識調査報告書
高橋準、中里見博 福島市 ２００５．３

「まちづくりと生涯学習」における専門
的人材養成に関する調査研究ⅠⅡ 荒
木田、今西、岩崎、境野、松野、坂本、
塩谷 ２００５．３

【書 評】 Women and Families in Rural Japan By
M. Tsutsumi(Ed). International Jour-
nal of Japanese Sociology No.１３

２００４．１０

牧田 実

【論 文】 過疎地域におけるソーシャル・サポート
・ネットワークと社会的資源 大塚洋
子 日本家政学会家族関係学部会『家
族関係学』 第23号 ２００４．１０

【学会発表】 地域住民組織とコミュニティ－福島県三
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春町の地区まちづくり協会の事例をとお
して コミュニティ政策学会・研究
フォーラム第3回大会 □於関西学院大学

２００４．７

バンコクのスラムにおける地域住民組
織－カナカマカーン・チュムチョン・
ワット・ユアンクロンランパックの事例
第77回日本社会学会 □於熊本大学

２００４．１１

経済学系

阿部 高樹

【論 文】 Real Indeterminacy in a Production Econ-
omy with Incomplete Markets Dis-
cussion Paper Series no.34. (The Eco-
nomic Society of Fukushima University)

２００４．１２

伊部 正之

【書 評】 平田哲男『レッド・パージの史的究明』
歴史評論 NO.654 ２００４．１０

大野 正智

【論 文】 The Choice of Invoice Currency under
Uncertainty : Theory and Evidence from
Korea Shin-ichi Fukuda 東京大学
CRIJE Discussion Paper Series No. F-
271 ２００４．４

【学会発表】 貿易契約通貨の決定メカニズム－東アジ
アにける「円の国際化」の視点から
福田慎一 アジア経済研究所「国際通
貨体制の新展開と開発途上国」研究会
□於上智大学 ２００４．７

熊本 尚雄

【論 文】 為替相場のボラティリティが国際貿易に
及ぼす影響：サーヴェイと今後の展望
一橋研究 第29巻・第1号 ２００４．４

基軸通貨ドルにおける慣性の実証分析
一橋論叢 第131巻・第6号 ２００４．６

為替相場における投機的バブルの期待安
定性 熊本方雄 商学論集 第73巻
・第1号 ２００４．９

レセプトデータによる医療費改定の分析
細谷圭、増原宏明 鴇田忠彦[編著]
『日本の医療改革 －レセプトデータに
よる経済分析－』 所収（第7章），東洋
経済新報社 ２００４．９

伸縮的価格マネタリーモデルの共和分分
析 熊本方雄 生活経済学研究 第
20巻 ２００４．９

通貨代替と為替相場のボラティリティ－

メキシコにおける事例－ 熊本方雄
ラテンアメリカ論集 第38号 ２００４．１１

ラテンアメリカのマクロ経済分析（1）
－概観－ 熊本方雄 東京経大学会
誌 第241号 ２００５．１

ラテンアメリカのマクロ経済分析（2）
－経済成長－ 熊本方雄 東京経大
学会誌 第243号 ２００５．３

ラテンアメリカのマクロ経済分析（3）
－累積債務問題－ 熊本方雄 東京
経大学会誌 第245号 ２００５．３

小島 彰

【著 書】 郡山の商業 郡山市史続編３ 通史
共著 郡山市

小山 良太

【著 書】 競走馬産業の形成と協同組合 単著
日本経済評論社 ２００４．６

【論 文】 合併農協の挑戦～ＪＡさっぽろ～
『ニューカントリー』北海道協同組合通
信社 第51巻第9号 ２００４．９

組合員参加と意思決定 『ニューカン
トリー』北海道協同組合通信社 第51巻
第8号 ２００４．８

日高・胆振地方における軽種馬生産の構
造変動③－預託生産の動向と経営対
応－」 『JBBA NEWS』社団法人日
本軽種馬協会 Vol.377、第33巻6号

２００４．６

日高・胆振地方における軽種馬生産の構
造変動②－軽種馬部門中止の動向－
『JBBA NEWS』社団法人日本軽種馬協
会 Vol.376、第33巻5号 ２００４．５

日高・胆振地方における軽種馬生産の構
造変動①－生産者数の減少と階層変動－
『JBBA NEWS』社団法人日本軽種馬協
会 Vol.375、第33巻4号 ２００４．４

【調査報告】 軽種馬振興と経営展開方向 古林英一
（北海学園大学） 『平成16年度軽種
馬経営体育成促進事業報告書』北海道日
高支庁 ２００５．３

北海道農協における准組合員対策と実践
課題 糸山健介、林扶俊（北海道大学
大学院） 北海道地域農業研究所

２００５．３

地域戦略の策定と合意形成の実行
『地域農業存立及び地域戦略形成システ
ム調査検討業務』北海道地域農業研究所

２００５．３

広域合併農協と農業事業・組織問題
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『農協改革への提言―北海道の内なる改
革を目指して―』北海道地域農業研究所

２００５．３

員外および准組合員対応と金融・生活事
業 『農協改革への提言―北海道の内
なる改革を目指して―』北海道地域農業
研究所 ２００５．３

全国系統農協の事業・組織再編と北海道
『農協改革への提言―北海道の内なる改
革を目指して―』北海道地域農業研究所

２００５．３

協業化の論理と形態 古林英一（北海
学園大学） 『さけ定置漁業の協業化
に関する調査・研究』北海道定置漁業協
会 ２００４．４

【学会発表】 軽種馬経営の協業化モデルに関する一考
察 日本ウマ科学会 □於東京大学

２００４．１１

農協の組織基盤と事業体制再編に関する
研究－広域合併農協と連合会機能に注目
して－ 日本協同組合学会 □於広島大
学 ２００４．１０

【書 評】 岩崎徹著『競馬社会をみると日本経済が
みえてくる―国際化と馬産地の課題―』
『Hippophile』日本ウマ科学会 No.18

２００４．１０

清水 修二

【著 書】 郡山市史・続編３通史 共著 郡山市
書店協同組合 ２００４．９

【書 評】 地方小都市の産業振興戦略 福島大学
地域創造 １６巻１号 ２００４．９

初沢 敏生

【著 書】 産業のグローバル化と産業地域 共
原書房

【論 文】 福島県会津本郷陶磁器業の特徴と課題
単 福島大学教育学部論集 社会編 74

２００４．６

大堀相馬焼産地の特徴と課題 吉田聡
子 福島大学地域創造 16･1 ２００４．９

わが国におけるミニ独立国運動の特徴
大塚亮太 福島地理論集 47 ２００４．９

和ろうそく製造業の特徴と課題 単
福島大学教育学部論集 社会編 75

２００４．１２

アメリカの学校における包括的学校保健
プログラム 昼田源四郎、他 福島
大学教育学部論集 教育・心理編 77

２００４．１２

模擬授業実践報告（３） 小学校４年社

会科 地域の食文化の学習を例として
単 福島大学教育実践研究紀要 47

２００４．１２

中高層建築物の分布からみた盛岡市中心
部の都市構造の特質 単 福島大学地
域創造 16･2 ２００５．２

【調査報告】 生徒の問題行動に関する日米比較研究
昼田源四郎、他 科学研究費報告書

２００５．３

【学会発表】 大堀相馬焼産地の特性と技術伝承 東
北地理学会 □於仙台市戦災復興記念館

２００４．５

福島大学教育学部における地理教育実践
報告 立正地理学会 □於立正大学

２００４．６

中学校社会科地理的分野における「中国
のとらえ方」に関する一考察 福島地
理学会 □於新鶴村・ほっとぴあ新鶴

２００４．１０

経営学系

飯田 史彦

【著 書】 生きがいの教室 単著 ＰＨＰ研究所

生きがいの探求 単著 ＰＨＰ研究所

生きがいの創造 Ⅱ 単著 ＰＨＰ研
究所

人生において「会社」とは何か 単著
ＰＨＰ研究所

【論 文】 医療施設の差別化戦略に関する基本原理
福島大学商学論集 第７３巻第２号

２００４．１０

遠藤 明子

【論 文】 小売企業における物流業務内部化の論
理：株式会社しまむらの事例 日本経
営システム学会誌 第21巻第1号

２００４．９

貴田岡 信

【論 文】 ストープス氏指導による二段式標準原価
計算の基本的構造とその特徴 単著
商学論集（福島大学） 第73巻第4号

２００５．３

衣川 修平

【論 文】 減損会計に関わる税効果会計 減損会
計・税務特別委員会中間報告書 ２００４．１０

【学会発表】 減損会計・税務特別委員会中間報告
税務会計研究学会 □於熊本学園大学

２００４．１０
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高山 清治

【論 文】 法人税法の概観－ドイツを中心として－
経理研究 第48巻 ２００５．３

富澤 克美

【論 文】 1920年代アメリカにおける余暇・消費問
題と労使関係の新たな「精神」の誕生：
経営プロフェッショナリズムとアメリカ
労働総同盟の「対話」 商学論集（福
島大学経済学会） 73巻2号 ２００５．１

【学会発表】 1920年代アメリカにおける余暇・消費問
題と労使関係の新たな「精神」の誕生：
経営プロフェッショナリズムとアメリカ
労働総同盟の「対話」 社会経済史学
会東北部会 □於東北大学 ２００４．６

美馬 武千代

【論 文】 概念フレームワークにおける会計公準の
役割 商学論集 ７３巻５号 ２００５．３

【調査報告】 未来へ向けて 福島の石油50年史
2005．３

村田 英治

【論 文】 後入先出法と会計主体論（研究ノート）
商学論集（福島大学） 73巻４号

２００５．３

【書 評】 『財務諸表論究―動的貸借対照表論の応
用（第２版）』より学ぶ 新田忠誓先
生還暦記念論文集『会計数値の形成と財
務情報』白桃書房 ２００５．１

山浦 廣海

【論 文】 WTO サービス交渉と人の移動 東北
経済学会誌 2003年度版、2003年度修
正版平成16年11月 ２００４．９

アジアFTA網構築の基軸形成に向けて
日本貿易学会年報 第42号 ２００５．３

【学会発表】 アジアFTA網構築の基軸形成に向けて
日本貿易学会 □於日本大学経済学部

２００４．６

数理・情報学系

篠田 伸夫

【学会発表】 中学校Webページの運営に関する実態調
査とその分析 馬場 宏昌、篠田 伸夫
日本産業技術教育学会第22回東北支部大
会 □於秋田県生涯学習センター ２００４．１１

董 彦文

【学会発表】 Formulation of Two-Stage Possibilistic
Programming Model For Fuzzy Vehicle
Routing Problem The 1st Interna-
tional Congress on Logistics and SCM

Systems □於東京 ２００４．１２

待ち時間と時間遅れのペナルティーを考
慮したファジィ配送スケジューリング問
題に関する研究 日本経営工学会
□於東京 ２００４．５

多変量解析手法を用いた取引先の信用評
価問題に関する研究 日本経営工学会
□於金沢 ２００４．１０

星野 �二
【論 文】 生協の社会性と経済性の両立に関する経

営学的研究 三崎秀央、上野山達哉、
川上昌直 第2回生協総研賞・研究奨
励助成事業研究論文集 ２００４．９

ＴＰＳ理解にために―システム論・在庫
管理論の立場から 単著 商学論集
第73巻，第4号 ２００５．３

【学会発表】 Comparison Between <r,R>Policy and
Fixed-interval Ordering Policy 13th
International Symposium on Inventories
□於Budapest, Hungary ２００４．８

三浦 一之

【論 文】 Canonical Decomposition, Realizer, Schnyder
Labeling and Orderly Spanning Trees
of Plane Graphs M . Azuma , T .
Nishizeki Foundations of Computer
Science 16. 1 ２００５．２

【学会発表】 Canonical Decomposition, Realizer, Schnyder
Labeling and Orderly Spanning Trees
of Plane Graphs COCOON 2004
□於韓国 済州島 ２００４．８

Inner Rectangular Drawings of Plane
Graphs ISAAC 2004 □於中国 香港

２００４．１２

Rectangle-of-influence drawings of four-
connected plane graphs APVIS 2005
□於オーストラリア シドニー ２００５．１

横山 雅夫

【論 文】 Optimization of Two - stage Production
System with Assembly and Setup Opera-
tions Computers and Operations Re-
search Vol. 31, No.12 ２００４．１０

Three-stage Flow-shop Scheduling with
Assembly Operations to Minimize the
Weighted Sum of Product Completion
Times D. L. . Santos European
Journal of Operational Research Vol.
161, No.3 ２００５．２
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機械・電子学系

石原 正

【論 文】 Intelligent learning controller for nonlin-
ear systems using radial basis neural
networks Muhammad Arif , Hikaru
Inooka Control and Intelligent Sys-
tems 32･2 ２００４

Identification of the head-neck complex
in response to the trunk horizontal vi-
bration Mohammad Fard, Hikaru
Inooka Biological Cybernetics 90

２００４

非線形性とむだ時間を考慮した鉄道車両
ブレーキのフィードバック制御 南京
正信、猪岡 光 日本機械学会論文集
（C 編） 70･696 ２００４

【学会発表】 Two-step design of critical control sys-
tems for non-minimum phase plants
Asian Control Conference □於Melbourne

２００４．７

小沢 喜仁

【著 書】 強さの不思議－ものづくりで遊ぶ材料力
学－ 日本機械学会、共著 技報堂
出版 ２００５．２

【論 文】 Evaluation of Material Property of Short
Fiber Reinforced Polymer Composites
and Fiber Distribution Model Pro-
ceedings of The 11th US-Japan Confer-
ence on Composite Materials Fab 7,
pp.1-4. ２００４．９

Mechanical Behavior of Basalt Fiber Re-
inforced Polymer Composites in Tem-
perature Condition Tokio KIKUCHI
and Masayuki ISOHATA Proceedings
of Third International Workshop on
Green Composites( IWGC-3) pp .124 -
127. ２００５．３

【学会発表】 短繊維強化複合材料の材料特性の評価と
繊維配向モデル 日本機械学会 M&M
2004 材料力学カンファレンス □於秋田
大学 ２００４．７

Evaluation of Material Property of Short
Fiber Reinforced Polymer Composites
and Fiber Distribution Model The
11th US-Japan Conference on Composite
Materials □於Yamagata University

２００４．９

バサルト繊維強化有機複合材料の機械的
特性と成型評価, 日本複合材料学会
第29回複合材料シンポジウム □於那覇市
沖縄青年会館 ２００４．１０

短繊維強化複合材料の材料特性と成型評
価 日本機械学会 第17回計算力学講
演会 □於仙台市民会館 ２００４．１１

環境にやさしい有機複合材料の製作と機
械的特性 日本産業技術教育学会 第
22回東北支部大会 □於秋田県生涯学習セ
ンター ２００４．１１

Mechanical Behavior of Basalt Fiber Re-
inforced Polymer Composites in Tem-
perature Condition Third Interna-
tional Workshop on Green Composites
(IWGC-3) □於Doshisha University

２００５．３

柴原哲太郎

【調査報告】 企業経営における知的財産活動に関する
オントロジー工学の応用 井口勝
商学論集 第73巻第1号 ２００４．９

高橋 隆行

【著 書】 大学院情報理工学４「高知能移動ロボ
ティクス」 共著 講談社サイエン
ティフィク

【論 文】 脚車輪分離型ロボットの未知不整地にお
ける基本移動制御手法 中嶋秀朗、中
野栄二、高橋隆行 日本ロボット学会
誌 vol.22，no.8 ２００４．１２

脚車輪分離型ロボットの予測型イベント
ドリブン方式によるトロット・ペース歩
容 中嶋秀朗、中野栄二、高橋隆行
日本ロボット学会誌 vol.22，no.8

２００４．１２

脚車輪分離型ロボットのクロール歩容に
おける脚先コンプライアンス設定法
中嶋秀朗、中野栄二、高橋隆行 日本
ロボット学会誌 vol.22，no.8 ２００４．１２

Motion Control Technique for Practical
Use of a Leg-Wheel Robot on Unknown
Outdoor Rough Terrains Shuro Naka-
jima, Eiji Nakano, and Takayuki Taka-
hashi Proceedings of 2004 IEEE/RSJ
International Conference on Intelligent
Robots and Systems (IROS 2004) TP2-
K1(CDROM) ２００４．９

Safety Service Manipulator : The reduc-
tion of harmful force by a controllable
torque limitter SeongHee Jeong ,
Takayuki Takahashi, and Eiji Nakano
Proceedings of 2004 IEEE/RSJ Interna-
tional Conference on Intelligent Robots
and Systems ( IROS 2004 ) TA 1 - F 2
(CDROM) ２００４．９

Use of Sensitivity for Optimal Self-Local-
ization with Landmarks Yukihiko
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Ono , Takayuki Takahashi , and Eiji
Nakano Proceedings of 2004 IEEE/
RSJ International Conference on Intelli-
gent Robots and Systems (IROS 2004)
TA1-A1(CDROM) ２００４．９

【調査報告】 FESと電気モータパワーアシストを用い
た下肢障害者のためのサイクリングチェ
アの開発 高橋隆行、高沢稔、西山裕
己、半田康延、中野栄二、木村格 厚
生労働省平成15年度「神経疾患合同研究
班」班会議資料 ２００４．２

【学会発表】 予測型イベントドリブン方式による脚車
輪分離型ロボットを用いたトロット歩容
及びペース歩容の実現 第9回ロボ
ティクスシンポジア予稿集 □於沖縄県・
那覇市 ２００５．３

FES Cycling Chair for the Lower Limbs
Disabled People with Electric Motor
Power Assist 9th Annual Conference
of the International FES Society
□於Bournemouth, England ２００４．９

マニピュレータの逆運動学問題の補完解
法 第22回日本ロボット学会学術講演
会 □於岐阜大学 ２００４．９

ベース冗長マニピュレータの安全性と安
全性－器用さの適合度 第22回日本ロ
ボット学会学術講演会 □於岐阜大学

２００４．９

車輪型移動体の発生可能な力と速度の解
析 第22回日本ロボット学会学術講演
会 □於岐阜大学 ２００４．９

脚車輪分離型ロボットの大不整地移動戦
略（上り段差編） 第22回日本ロボッ
ト学会学術講演会 □於岐阜大学 ２００４．９

下肢障害者用FESサイクリングチェアの
仕事量推定型FES刺激強度コントローラ
第22回日本ロボット学会学術講演会
□於岐阜大学 ２００４．９

機能的電気刺激によるサイクリング運動
時の脚モデルに関する実験的検討 第
11回日本FES研究会学術講演会 □於秋田
大学 ２００４．１２

マニピュレータ逆運動学問題の補間解法
に関する研究 計測自動制御学会東北
支部第215回研究集会 □於岩手大学

２００４．５

田中 明

【論 文】 血管内超音波法による冠動脈2次元組織
速度表示方法の開発 西條 芳文、田
中 明、岩本 貴宏、吉澤 誠 超音波医
学31 ２００４．４

Addition of rhythm to non-pulsatile cir-
culation . Yambe T , Sekine K ,
Shiraishi Y, Watanabe M, Shibata M,
Yamaguchi T, Quintian W, Duan X, Jian
LH, Yoshizawa M, Tanaka A, Matsuki
H, Sato F, Haga Y, Esashi M, Tabayashi
K, Mitamura Y, Sasada H, Sato E, Saijo
Y, Nitta S. Biomed Pharmacother. 58
Suppl 1 ２００４．１０

Development of an implantable undula-
tion type ventricular assist device for con-
trol of organ circulation. Yambe T,
Abe Y, Imachi K, Shiraishi Y, Shibata
M, Yamaguchi T, Wang Q, Duan X, Liu
H, Yoshizawa M, Tanaka A, Matsuki
H, Sato F, Haga Y, Esashi M, Tabayashi
K, Mitamura Y, Sasada H, Umezu M,
Matsuda T, Nitta S. Artif Organs. 28
(10) ２００４．１０

形状記憶合金アクチュエータを応用した
人工食道開発 山家 智之、堀 義生、
渡辺 誠、白石 泰之、井口 篤志、田林
晄一、芳賀 洋一、江刺 正喜、吉澤 誠、
田中 明、松木 英敏、佐藤 文博、川野
恭之、羅 雲、高木 敏行、早瀬 敏幸、圓
山 重直、仁田 新一、佐々田 比呂志、佐
藤 英明、宮田 剛、里見 進、本間 大、
前田 剛 日本 AEM 学会誌 12(2)

２００４．１１

新しい人工心筋システムの開発 白石
泰之、山家 智之、関根 一光、西條 芳
文、渡邉 誠、柴田 宗一、山口 済、王
慶田、段 旭東、劉 紅箭、仁田 新一、岡
本 英治、吉澤 誠、田中 明、小川 大祐、
佐藤 文博、松木 英敏、川野 聡恭、羅
雲、堀 義生、田林 晄一、高木 敏行、早
瀬 敏幸、圓山 重直、佐々田 比呂志、梅
津 光生、本間 大 日本AEM学会誌
12(2) ２００４．１１

Momentary changes in the cardiovascu-
lar autonomic system during mental load-
ing in patients with panic disorder : a
new physiological index "rho (max) " .
Shioiri T, Kojima M, Hosoki T, Kitamura
H, Tanaka A, Bando T, Someya T. J
Affect Disord. 82(3) ２００４．１１

映像酔いに対する自律神経系の2相性反
応 杉田 典大、吉澤 誠、田中 明、阿
部 健一、山家 智之、仁田 新一、千葉
滋 日本バーチャルリアリティ学会論
文誌 9(4) ２００４．１２

Diagnosis and rehabilitation of hemispa-
tial neglect patients with virtual reality
technology . Baheux K , Yoshizawa
M, Tanaka A, Seki K, Handa Y. Related
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Articles, Links Technol Health Care
13(4) ２００５

Dysfunctional baroreflex regulation of
sympathetic nerve activity in remitted
patients with panic disorder A new meth-
odological approach. Shioiri T, Ko-
jima-Maruyama M, Hosoki T, Kitamura
H, Tanaka A, Yoshizawa M, Bando T,
Someya T Eur Arch Psychiatry Clin
Neurosci. Epub ２００５．１

【学会発表】 定常流型両心補助人工心臓における流量
推定法の長期動物実験における評価
日本人工臓器学会 □於東京 ２００４．１０

二見 亮弘

【論 文】 Wearable Data Collection System for
Online Gait Stability Analysis T .
Karcnik, T.Watanabe, R.Futami and N.
Hoshimiya Neuromodulation Vol.7,
No.3 ２００４．６

Sequential grouping of tone sequence
as reflected by the mismatch negativity
S.Kanoh, R.Futami and N.Hoshimiya
Biological Cybernetics Vol.91, No.6

２００４．１１

【学会発表】 FES control based treadmill rehabilitation
after incomplete spinal cord injury
Japanese-Korean Joint Conference on Re-
habilitation Medicine 2004 □於Kyoto

２００４．４

Sensory Supported FES Control in Gait
Training of Incomplete SCI Persons
8th Vienna International Workshop on
Functional Electrical Stimulation □於 Vi-
enna ２００４．９

Psychophysical experiments of human
luminance discrimination and the model
neural network Fourth International
Symposium on Human and Artificial In-
telligence Systems □於Fukui ２００４．１２

ヒトの輝度弁別特性とその神経回路モデ
ル 電子情報通信学会 NC 研究会
□於仙台 ２００４．５

筋電駆動型下肢ＦＥＳ制御システムの開
発 電子情報通信学会 MBE 研究会
□於仙台 ２００４．１１

筋電駆動型下肢ＦＥＳ制御システムの開
発 第11回日本ＦＥＳ研究会学術講演
会 □於秋田 ２００４．１２

山口 克彦

【著 書】 3次元可視化とWeb配信を用いた3次元の
科学教材－Vol.3 可視化物性物理学

共著 メディア教育開発センター

【論 文】 Monte Carlo simulation of dynamic mag-
netic processes for spin system with lo-
cal defects K.Yamaguchi, S. Tanaka,
O. Nittono, T. Takagi, K. Yamada
Physica B 343 ２００４

Monte Carlo Simulation for Barkhausen
Noise Katsuhiko YAMAGUCHI, Shi
nya TANAKA, Hiroko WATANABE and
Toshiyuki TAKAGI IEEE TRANSAC-
TIONS ON MAGNETICS 40 ２００４

【学会発表】 Monte Carlo Simulation of Barkhousen
Noise for Micro Magnetic Clusters
The Eleventh Biennial IEEE Conference
on Electromagnetic Field Computation
(CEFC2004) □於ソウル（韓国） ２００４．５

残留応力検出のための角度分解バルクハ
ウゼンノイズ測定 第２８回日本応用磁
気学会学術講演会 □於沖縄 ２００４．９

強磁性障壁層のためのEuO薄膜の磁気特
性 第２８回日本応用磁気学会学術講演
会 □於沖縄 ２００４．９

転位を含んだスピン系のモンテカルロシ
ミュレーション 第２８回日本応用磁気
学会学術講演会 □於沖縄 ２００４．９

物質・エネルギー学系

猪俣 慎二

【論 文】 Reaction of mixed-ligand iron-sulfur clus-
ter [Fe4(Cp*)3(Ph2C2S2)(µ3-S)3(µ3-S2)] (Cp*
= C5Me5) with methyl iodide. Synthesis,
structure, and redox behavior of [Fe4

(Cp*)3(Ph2C2S2)(µ3 - S)3 (µ3 - S2Me)]
Shinji Inomata, Keiichi Hitomi, and Hi-
roshi Ogino Bull. Chem. Soc. Jpn.
77 ２００４

大山 大

【論 文】 Strong Interaction between Carbonyl and
Dioxolene Ligands Caused by Charge
Distribution of Ruthenium - Dioxolene
Frameworks of Mono- and Dicarbonylru-
thenium Complexes Tohru Wada ,
Tetsuaki Fujihara, Mizuno Tomori, Koji
Tanaka Bulletin of the Chemical So-
ciety of Japan Vol. 77 ２００４．４

Selective methyl group dissociation by
chemical and electrochemical reactions
in ruthenium( II ) complexes Inor-
ganic Chemistry Communications Vol .
7 ２００４．７
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A synthetic precursor for hetero-binu-
clear metal complexes, [Ru(bpy)(dppy)2

(CO)2](PF6)2 Masahito Sato Ap-
plied Organometallic Chemistry Vol. 18

２００４．８

【学会発表】 竹炭の添加による水の成分変動：キャピ
ラリー電気泳動を用いた陽イオンのモニ
タリング 第65回分析化学討論会
□於琉球大学 ２００４．５

Synthesis and redox behavior of ruthe-
nium complexes with redox active
azopyridyl ligands 36th International
Conference on Coordination Chemistry
□於Merida (Mexico) ２００４．７

自発的に CO をリリースするルテニウム
錯体 第54回錯体化学討論会 □於熊本
大学 ２００４．９

金澤 等

【学会発表】 Ｎ-カルボキシアミノ酸無水物の反応性
の再考（７）： BLGNCAを主とした溶液
重合と固相重合の比較 澤井彩乃、稲
田 文、渡邊裕子 第53回高分子学会
年次大会 □於神戸 ２００４．５

Ｎ-カルボキシアミノ酸無水物の反応性
の再考（８）：溶液反応の見直しと固相
重合の可能性 澤井彩乃、稲田 文、
渡邊裕子 2004年繊維学会年次大会
□於東京 ２００４．６

Ｎ-カルボキシアミノ酸無水物の反応性
の再考の反応性の再考（９） 稲田
文、川奈誠和 第49回家政学会東北・
北海道支部大会 □於山形 ２００４．９

繊維の吸着による水中の有機化合物の除
去の可能性 長田那美子、川奈誠和
第49回家政学会東北・北海道支部大会
□於山形 ２００４．９

Ｎ-カルボキシアミノ酸無水物の反応性
の再考の反応性の再考（10） 稲田
文、川奈誠和 2004高分子学会東北支
部大会 □於米沢 ２００４．１１

【特 許】 Method of Modifying Polymeric Material
and Use Thereof Hitoshi Kanazawa
USA Patent No.6830782 備考：取得特
許 ２００４．１２

佐藤 理夫

【論 文】 化合物半導体を用いた水素選択透過膜
佐藤理夫 NTT 先端技術総合研究所
ニュースレター 174号 ２００４．９

【学会発表】 多孔質基板上に成長した化合物半導体を
用いた水素選択透過膜 応用物理学会
□於仙台 ２００４．９

【特 許】 水素化反応方法および装置 佐藤理夫
特願2004-264229

水素分離膜およびそれを用いた水素精製
装置 佐藤理夫 特願2004-176847

水 素 精 製 装 置 佐 藤 理 夫 特 願
2004-006662

島田 邦雄

【論 文】 ER 流体を用いた回転形デバイスにおけ
る電流密度の過渡特性 西田 均、島
田邦雄、藤田檮典、奥井健一 日本
AEM 学会誌 12巻2号 ２００４．１１

Magnetic rubber having magnetic clus-
ters composed of meatl particles
Kunio SHIMADA, Shigemitsu SHUCHI
and Hideto KANNO Journal of Intel-
ligent Material Systems and Structures-
Vol.16 ２００５．１

磁気反応流体を用いた粘性ダンパの可変
減衰能に関する実験研究 菅野秀人、
島田邦雄、小川淳二 日本機械学会論
文集 71巻703号 B 編 ２００５．３

【学会発表】 磁性粒子を含む流体と固体の磁化特性と
自己集積化 電気学会マグネティクス
研究会 □於北九州 ２００４．１０

Rheological and magnetic characteristics
of amorpous compound fluid 1st In-
ternational Conference on Fluid Dynam-
ics □於仙台 ２００４．１１

MCF フルートポリッシングの研磨特性
に及ぼす構成成分の影響 磁性流体連
合講演会 □於東京 ２００４．１２

MCF を含有するシリコンゴムの動的特
性 磁性流体連合講演会 □於東京

２００４．１２

杉森 大助

【論 文】 Microbial hydroxylation of indole to 7-
hydroxyindole by Acinetobacter calcoace-
ticus strain 4-1-5 Takanori Sekiguchi,
Fumihiko Hasumi, Motoki Kubo, Naoki
Shirasaka, and Masaya Ikunaka Bi-
osci. Biotechnol. Biochem. 68･5

２００４．５

【学会発表】 (R)-2-フェニルプロピオン酸メチルに対
して高い立体選択性を有する糸状菌由来
エステル加水分解酵素の精製 石油学
会 □於松山（南海放送本町会館）２００４．１１

【書 評】 微生物製剤 単著 ペテロテック 28･1
２００５．１

油脂分解微生物製剤の開発を目指して
単著 ペテロテック 28･1 ２００５．１

２００５年１２月 福島大学研究年報 創刊号 ８３



【特 許】 新規ホスホリパーゼＣ 杉森大助
特願2004-151255

高貝 慶隆

【論 文】 Determination of Lower Sub ppt Levels
of Environmental Analytes Using High-
powered Concentration System and High-
performance Liquid Chromatography
with Fluorescence Detection 秋山亮
太郎、五十嵐淑郎 Analyst 129巻

２００４．４

Preconcentration technique for nonylphe-
nol using cellulose cotton with homoge-
nous liquid-liquid extraction for liquid
chromatographic analysis 久 保 田 俊
夫、秋山亮太郎、青山英司、五十嵐淑郎
Analytical Bioanalytical Chemistry 380
巻2号 ２００４．９

Adsorption and desorption properties of
trans-resveratrol on cellulose cotton
久保田俊夫、小林英俊、田代智孝、高橋
敦史、五十嵐淑郎 Analytical Science
21巻2号 ２００５．２

【学会発表】 レスベラトロールの脱脂綿への吸着及び
脱離特性 日本分析化学会 第53年会
□於千葉工業大学 ２００４．９

入戸野 修

【著 書】 材料科学への招待 新しい視点に立って
共著（編）第４刷発行 培風館 ２００４．７

【論 文】 Observation of magnetic structures in
Fe granular films by differential phase
contrast scanning transmission electron
microscopy Sannomiya, Haga, Naka-
mura, Nittono J.Appl.Phys. 95(1)
214-218 ２００４

Monte Carlo simulation of dynamic mag-
netic process for spin system with local
defects Yamaguchi, Tanaka, Nittono,
Takagi, Yamada Physica B 343
298-302 ２００４

Magnetoresistance of Co-Pt-ITO compos-
ites films Ekawati, Shi, Nakamura,
Nittono Trans MRS 29(4) 1803-
1806 ２００４

Monte Carlo simulation for Barkhausen
noise Yamaguchi, Tanaka, Watanabe,
Nittono, Takagi, Yamada IEEE Trans
Magnetics 40(2) 884-887 ２００４

Correlation between magnetization per-
formance and magnetic microstructure
of paterned permalloy films fabricated
by microcontact printing Sannomiya,
Shi, Nakamura, Nittono J.Appl.Phys.

96(9) 5050-5055 ２００４

Analysis of Barkhausen noise using
Monte Carlo simulation for nondestruc-
tive evaluation Yamaguchi, Tanaka,
Watanabe, Nittono, Takagi, Yamada
J.Mat. Proc. Tech. 161 338-342 ２００５

【訳書・翻訳】 材料の科学と工学（１）材料の微細構造
監訳（共著） 培風館 初版第２刷発行

２００４．９

材料の科学と工学（４）材料の構造・製
造・設計 監訳（共著） 培風館 初
版第２刷発行 ２００４．９

材料の科学と工学（２）金属材料の力学
的性質 監訳（共著） 培風館 初版
第２刷発行 ２００４．９

材料の科学と工学（３）［材料の物理的
・化学的性質 監訳（共著） 培風館
初版第２刷発行 ２００４．９

【学会発表】 電析ニッケル薄膜の磁気的特性Ⅱ 日
本物理学会 □於東京理科大 ２００５．３

The Effect of Pt Content on Magnetore-
sistance in Co-ITO Films 日本金属学
会 □於秋田大学 ２００４．９

生命・環境学系

石田 葉月

【論 文】 持続可能な社会に向けて確保すべき農業
就業人口の推定 後藤忍 環境共生
Vol.9 ２００４

【学会発表】 Capability, Income, and Sustainable So-
ciety International Society for Eco-
logical Economics, 8th Biennial Scientific
Conference □於Montreal, CANADA.２００４

木村 吉幸

【著 書】 小さな哺乳類 木村吉幸 歴史春
秋出版株式会社 歴春ふくしま文庫２５

２００４．５

原町市史 第Ⅱ編生物 第２章動物 概
説 木村吉幸（分担執筆） 北日
本印刷株式会社 第８巻 特別編Ⅰ自然

２００５．３

【論 文】 福島県伊達郡川俣町小神地域における哺
乳類 木村吉幸、岩崎雄輔、佐久間美
穂、神谷みづき 福島生物 No.47

２００４．８

福島県におけるイノシシ（Sus scrofa）
について 木村吉幸、今野志麻、岩崎
雄輔 ANIMATE No.5 ２００４．１２
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オオカミとカワウソの剥製標本 木村
吉幸 ANIMATE No.5 ２００４．１２

DATA でみる自然保護⑤体の長さを測っ
て区別するヤチネズミとスミスネズミ
木村吉幸 自然保護 No.483 ２００５．１

黒沢 高秀

【論 文】 New species in Mallotus and Croton
(Euphorbiaceae) from Nepal Edin-
burgh J. Bot. 61 ２００４

ふくしま県民の森「フォレストパークあ
だたら」の植物相 遠藤史貴 福島
生物 47 ２００４．８

岩手県立博物館所蔵の笹村コレクション
に含まれるトウダイグサ属標本の特色と
ラベルに記載された独自の学名について
鈴木まほろ 岩手県立博物館研究報告
22 ２００５．３

【調査報告】 福島県外の学術雑誌で発表された福島県
の維管束植物に関する新知見 (2002-2004
年，および1990-2001年追補) 黒沢祥
子 フロラ福島 21 ２００４．６

福島県内の植物標本の現状と課題.
フロラ福島 21 ２００４．６

【学会発表】 A new Thismia Griff. (Burmanniaceae)
from the Himayalas The Society of
Himalayan Botany □於 Institute for Tropi-
cal Biology and Conservation Universiti
Malaysia Sabah. ２００４．１２

福島市笹森山におけるクマガイソウのマ
ルハナバチによる訪花頻度，送粉頻度，
および結実率 日本生態学会東北地区
会 □於弘前大学 ２００５．１

後藤 秀昭

【著 書】 1 : 25,000都市圏活断層図「喜多方」
共著 今泉俊文、後藤秀昭、平川一臣、
宮内崇裕 国土地理院

1 : 25,000都市圏活断層図「若松」 共
著 宮内崇裕、今泉俊文、越後智雄、後
藤秀昭、澤 祥、八木浩司 国土地理
院

【論 文】 黒松内低地断層帯の最新活動時期と地下
地質構造 吾妻 崇、後藤秀昭、下川
浩一、奥村晃史、寒川 旭、杉山雄一、
町田 洋、黒沢英樹、信岡 大、三輪敦
志 活断層・古地震研究報告 4

２００４．１１

2002年6月22日イラン西部地震の地表地
震断層 後藤秀昭、吾妻 崇、小長井
一男、Sadr Amir 活断層研究 24

２００４．６

有馬-高槻断層帯の先史・歴史地震に伴
う横ずれ地表変位 堤 浩之、後藤秀
昭、谷美由紀 活断層研究 24

２００４．６

【学会発表】 常磐海岸北部におけるラグーン堆積物中
の津波堆積物 後藤秀昭、青山繁雄
日本地理学会 □於青山学院大学 ２００５．３

Segmentation and spatial clustering of
active faulting along the Median Tectonic
Line in Shikoku, Japan. Hokudan Inter-
national Symposium on Active Faulting
Hideaki Goto and Nakata Takashi
Research on Active Faulting to Mitigate
Seismic Hazards : the State of the Art
□於北淡町震災記念公園 ２００５．１

Active faults of the Fergana Basin, cen-
tral Asia Hideaki Goto, Yunuskhod-
jiev Rafik and Tyagunov Sergey Re-
search on Active Faulting to Mitigate
Seismic Hazards : the State of the Art
□於北淡町震災記念公園 ２００５．１

中央構造線活断層帯（四国）における最
近の研究成果 後藤秀昭 日本地理
学会 □於広島大学 ２００４．９

Paleoseismicity of the Philippine fault
zone in the Luzon Island, Philippines.
Hokudan International Symposium on
Active Faulting Hiroyuki Tsutsumi,
Goto Hideaki, Daligdig A. Jessie, Okuno
Mitsuru, Nakata Takashi, and Tungol
M. Norman Research on Active Fault-
ing to Mitigate Seismic Hazards : the
State of the Art □於北淡町震災記念公園

２００５．１

Recent paleoseismological study on the
Kuromatsunai lowland thrust system in
southwestern Hokkaido, northern Japan
Takashi Azuma., Goto H., Okumura
K. and Y. Sugiyama Research on
Active Faulting to Mitigate Seismic Haz-
ards : the State of the Art □於北淡町震
災記念公園 ２００５．１

The latest event and start period of the
thrust system in the Kuromatsunai low-
land, northernmost part of the back arc
zone of Northeast Japan Azuma T.,
Goto H., Okumura K., Sugiyama Y.
AGU Fall Meeting □於SanFrancisco, US

２００４．１２

長万部付近にみられる段丘面の傾動と活
褶曲運動 吾妻 崇、奥村晃史、後藤
秀昭、黒澤英樹、信岡 大、三輪敦志、
下川浩一、寒川 旭、杉山雄一 日本
第四紀学会 □於山形大学 ２００４．８
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断層の分布形態と縦ずれ変位パターンか
ら見たルソン島のフィリピン断層系のセ
グメンテーション 堤 浩之、中田 高、
後藤 秀昭 地球惑星科学関連学会
2004年合同大会 □於幕張メッセ国際会議
場 ２００４．５

黒松内低地断層帯における低角逆断層に
よる地層変形とその活動 吾妻 崇、
後藤 秀昭、下川 浩一、杉山 雄一、寒川
旭、奥村 晃史、黒澤 英樹、信岡 大、三
輪 敦志 地球惑星科学関連学会2004
年合同大会 □於幕張メッセ国際会議場

２００４．５

小山 純正

【論 文】 睡眠・覚醒調節における汎性投射系の役
割 生体の科学・55巻・6号 55巻・6
号 ２００４．１１

【学会発表】 ラット橋排尿中枢に対する頻尿治療薬作
用の検討 山尾 裕、田中善之、河内
明宏、藤戸 章、邵 仁哲、香山雪彦、
三木恒治 第92回日本泌尿器科学会総
会 □於大阪 ２００４．４

オレキシン－中脳投射系による筋トーヌ
スの調節について 高橋和巳、原田広
文、斎藤和也、奥村利勝、高草木薫
第6回オレキシン研究会プログラム
□於東京 ２００４．５

オレキシンによる脚橋被蓋核での GABA
の放出 高橋和巳、児玉亨、高草木薫
第6回オレキシン研究会プログラム
□於東京 ２００４．５

睡眠ステージ移行期の脳波ダイナミクス
と神経活動の関係 玉川雄一、辛島彰
洋、片山統裕、中尾光之 電子情報通
信学会技術研究会 □於仙台 ２００４．５

Penile erection evoked after electrical
stimulation of laterodorsal tegmental nu-
cleus. Toledo J. Carlos, IWASAKI
Hiroshi, SCMIDT H Markus, KAYAMA
Yukihiko 第８１回日本生理学会大会
□於札幌 ２００４．６

逆説睡眠時の血圧変動に相関する外側視
床下部のニューロン活動 高橋和巳、
香山雪彦 日本睡眠学会第29回定期学
術集会 □於東京 ２００４．７

レム睡眠発現ニューロンの活動を調節す
るGABA性入力について －モノアミン
ニューロンとの比較－ 高橋和巳、香
山雪彦 第27回日本神経科学学会
□於大阪 ２００４．９

視床下核ニューロンは選択的な神経路を
介してドーパミン依存性行動を強調

小林和人、八十島安伸、香山雪彦 第
27回日本神経科学学会 □於大阪 ２００４．９

老齢ラット脳幹のアセチルコリン、モノ
アミンおよびＧＡＢＡ作動性ニューロン
について 二宮冶重子、香山雪彦
第27回日本神経科学学会 □於大阪

２００４．９

Electrical stimulation of laterodorsal teg-
mental nucleus evokes penile erectio
Toledo J . Carlos , IWASAKI Hiroshi ,
SCHMIDT H Markus, KAYAMA Yuki-
hiko 第３７回東北生理学談話会 □於仙台

２００４．１０

Regulation of muscular tonus by the
orexinergic projection to the mesopontine
tegmentum TAKAHASHI Kazumi ,
KODAMA Tohru, SAITO Kazuya, HA-
RADA Hirofumi, TAKAKUSAKI Kaoru
17th Congress of the European Sleep
Society □於Prague ２００４．１０

Neuronal activity in the lateral hypothala-
mus precedes phasic fluctuation of blood
pressure during paradoxical sleep
Takahashi Kazumi, KAYAMA Yokihiko
17th Congress of the European Sleep
Society □於Prague ２００４．１０

Orexinergic inhibition on the Mesopon-
tine cholinergic neurons mediated thor-
ough GABAergic neurons TAKA-
HASHI Kazumi , KODAMA Tohru ,
HONDA Yoshiko, TAKAKUSAKI Kaoru,
KAYAMA Yukihiko 34 th Annual
Meeting of Society for Neuroscience
□於San Diego ２００４．１１

Role of orexinergic projections to the
midbrain involved in the control of loco-
motion and posutural muscle tone
TAKAKUSAKI Kaoru, TAKAHASHI Kazu-
mi, SAITO Kazuya, HARADA Hirofumi,
OKUMURA Toshiharu, KAYAMA Yuki-
niko 34th Annual Meeting of Soci-
ety for Neuroscience □於 San Diego

２００４．１１

Subthalamic neurons express dopamin-
ergic-mediated behavior through differ-
ential neural pathways YASOSHIMA
Yasunobu, Kayama Yukihiko, KOBA-
YASHI Kazto 34th Annual Meeting
of Society for Neuroscience □於 San Di-
ego ２００４．１１

睡眠と血圧調節 第８１回日本生理学会
大会 (シンポジウム) □於札幌 ２００４．６

レム睡眠中の陰茎勃起のメカニズム
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第14回日本性機能学会中部総会 （シン
ポジウム） □於京都 ２００４．７

柴崎 直明

【学会発表】 日本の地下水シミュレーション技術
中国地質環境監測院 □於中国北京市

２００４．７

地下水シミュレーションの最新動向
新疆大学資源与環境科学学院 □於中国ウ
ルムチ市 ２００４．１１

新疆トルファンにおける地下水シミュレ
ーション 新疆大学資源与環境科学学
院 □於中国ウルムチ市 ２００５．３

鈴木 浩

【著 書】 地域からの住まいづくり 共著 ドメ
ス出版

検証 地方がヘンだ 共著 洋泉社

ホームレスと住まいの権利－住宅白書
2004－2005 共著 ドメス出版

【論 文】 住宅建設計画法と住宅基本法 単著
住宅会議 63号 ２００５．２

今なぜコンパクトシティなのか 単著
次世代都市きたかみ創造ワークショップ
報告書 ２００５．１

高齢化社会の展開とその対応－地域計
画、住宅政策の視点から 単著 東北
開発研究 132号 ２００４．４

【調査報告】 阿武隈川流域総合調査報告書2002－2004
後藤忍、後藤秀昭、塩谷弘康、初沢敏生
単独出版 ２００５．３

「地域居住支援システム」を支える地域
建設産業の展望 単独出版 ２００４．５

【学会発表】 これからの地域居住政策のあり方 日
本建築学会 □於札幌市 ２００４．８

塘 忠顕

【論 文】 Transmission Electron Microscopical Ob-
servations of the Egg Membranes of a
South African Heel-walker, Karoophasma
biedouwensis (Insecta : Mantophasmato-
dea) R.Machida, K.Tojo, T.Uchifune,
K.-D.Klass, M.D.Picker Proceedings
of Arthropodan Embryological Society
of Japan 39 23-29 ２００４．６

Embryonic development of heel-walkers :
Reference to some prerevolutionary
stages (Insecta: Mantophasmatodea)
R.Machida, K.Tojo, T.Uchifune, K.-D.
Klass, M.D.Picker, L.Pretorius Pro-
ceedings of Arthropodan Embryological
Society of Japan 39, 31-39 ２００４．６

福島県飯野町におけるメクラツチカニム
シ Mundochthonius japonicus Chamber-
lin （蛛形綱：カニムシ目）の生活史
加藤与志輝 Proceedings of Arthropo-
dan Embryological Society of Japan 39,
55-58 ２００４．６

シロハラコカゲロウ Baetis thermicus
Ueno の卵巣構造の発達と卵形過程（昆
虫綱：カゲロウ目） 影山昌幹
Proceedings of Arthropodan Embryologi-
cal Society of Japan 39, 61-64 ２００４．６

Ovarian structure and oogenesis of a
South African heel-walker, Karoophasma
biedouwensis (Mantophasmatodea)
K.Tojo, T.Uchifune, R.Machida Zoo-
logical Science 21, 1268 ２００４．１２

【調査報告】 福島大学構内における蝶類の記録（2003
年５月～2004年５月） 野沢沙樹
福島生物 （47）, 29-36 ２００４．８

福島大学構内及びその周辺のアザミウマ
類 Ⅲ. 大学構内のブタナの花から採集
されたアザミウマ類 単著 福島生物
（47）, 37-42 ２００４．８

【学会発表】 Tenothrips frici Uzel の腹板腺の微細構
造（総翅目：穿孔亜目） 下谷沙織、
塘 忠顕 日本節足動物発生学会第40
回大会 □於筑波大学 ２００４．６

コカゲロウ類の卵膜の微細構造とその形
成過程（昆虫綱：カゲロウ目） 夏坂
和史、塘 忠顕 日本節足動物発生学
会第40回大会 □於筑波大学 ２００４．６

ビドーカカトアルキ Karoophasma bie-
douwensis の卵形成（昆虫綱：カカトア
ルキ目） 塘 忠顕、東城幸冶、町田
龍一郎 日本節足動物発生学会第40回
大会 □於筑波大学 ２００４．６

ビドーカカトアルキの卵巣構造と卵形成
（昆虫綱：カカトアルキ目） 塘 忠
顕、東城幸冶、内舩俊樹、町田龍一郎
日本動物学会第75回大会 □於甲南大学

２００４．９

アザミウマ類（昆虫綱：総翅目）の腹板
腺の微細構造に関する比較形態学的研究
塘 忠顕、須藤弥奈、下谷沙織 日本
昆虫学会第64回大会 □於北海道大学

２００４．９

公開シンポジウム 親子で楽しむ動物学
６「知っていますか身近な動物たち：環
境と生物から学ぶこと」 ＜実習＞身近
な川にすむ動物 －自分の目で水生昆虫
を見てみよう 日本動物学会東北支部
大会 □於福島県立医科大学 ２００４．８
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長橋 良隆

【論 文】 福島県太平洋岸の鮮新統大年寺層に挟在
する広域テフラ層 長橋良隆、高橋友
啓、柳沢幸夫、黒川勝己、吉田武義
地球科学 58･5 ２００４．９

男鹿半島北浦層の Km2テフラ層と新潟
地域の SK100テフラ層の対比 黒川勝
己、矢萩春菜、丹 真紀子、長橋良隆
地球科学 58･5 ２００４．９

火山ガラスの主要成分含有量と屈折率と
の関係 長橋良隆、吉川周作、宮川ち
ひろ、内山 高、里口保文 第四紀研
究 43･5 ２００４．１０

福島市南西部に分布する鮮新世「笹森山
安山岩」のK-Ar年代 長橋良隆、木村
裕司、大竹二男、八島 隆一 地球科
学 58･6 ２００４．１１

【学会発表】 大阪層群と上総層群における前・中期更
新世テフラ層の対比 日本第四紀学会
□於山形大学 ２００４．８

上総層群に挟在するテフラ層の爆発的火
山噴火史と伊豆－小笠原弧のテクトニク
ス 日本地質学会 □於千葉大学

２００４．９

2004年9月1日の浅間山噴火に伴う福島県
郡山市の火山灰と福島市の降雨について
日本火山学会 □於静岡県 ２００４．１０

仙台市西方，鮮新世深野・天神カルデラ
の地質 日本地質学会 □於千葉大学

２００４．９

Evolution of magma plumbing systems
in the late Cenozoic NE Honshu arc, Ja-
pan AGU □於アメリカ ２００４．１２

永幡 幸司

【著 書】 現代のエスプリ「ボトムアップ人間科学
の可能性」 分担執筆 至文堂

【論 文】 What kinds of sounds are noisy for citi-
zenry? : a basic study on analyzing the
people's concept of "noise" 単 著
Proceeding of International Congress on
Acoustics 2004 ２００４．４

Ineffective "Barrier-free Acoustic Design"
for Visually Impaired Persons 単 著
Proceeding of inter-noise 2004

２００４．８

視覚障害者には役立たない視覚障害者の
ための音によるバリアフリーデザイン
単著 日本騒音制御工学会研究発表会講
演論文集 ２００４．９

A Soundscape Study : What kinds of

Sounds can Elderly people affected by
Dementia recollect? K. Nagahata, T.
Fukushima, N. Ishibashi, Y. Takahashi,
M. Moriyama Noise & Health 6(24)

２００４．１０

街頭ビジョンはどのように視聴されてい
るのか －福島大学中央広場におけるケ
ーススタディ－ 鹿俣美穂、永幡幸司
日本サウンドスケープ協会研究発表会講
演論文集 ２００４．１０

現代の俳句に詠み込まれたサウンドスケ
ープの特徴 中泉直之、永幡幸司、白
石浩介、岩宮眞一郎 日本サウンドス
ケープ協会研究発表会講演論文集

２００４．１０

Why are Inappropriate Barrier - free
Acoustic Designs for Visually Impaired
Persons Provided? 単 著 Journal of
Physiological Anthropology and Applied
Human Science 24(1) ２００５．１

Quality of life from the viewpoint of pa-
tients with dementia in Japan : nurturing
through an acceptance of dementia by
patients, their families and care profes-
sionals Tetsuhito Fukushima , Koji
Nagahata, Noriko Ishibashi, Yukio Taka-
hashi, Masaki Moriyama Health and
Social Care in the Community 13(1)

２００５．１

音による案内に視覚障害者が望む音量を
測定するための基礎的検討 山内勝
也、永幡幸司、上田麻理、岩宮眞一郎
日本音響学会2005年春季研究発表会講演
論文集 ２００５．３

【調査報告】 観世音寺の鐘を聴きに来るのは誰？ サ
ウンドスケープ研究会＠福岡の1996年の
記録より 単著 サウンドスケープ 6

２００４．６

【学会発表】 What kinds of sounds are noisy for citi-
zenry? : a basic study on analyzing the
people's concept of "noise" Interna-
tional Congress on Acoustics □於京都

２００４．４

Ineffective "Barrier-free Acoustic Design"
for Visually Impaired Persons inter-
noise 2004 □於Prague ２００４．８

視覚障害者には役立たない視覚障害者の
ための音によるバリアフリーデザイン
日本騒音制御工学会 □於甲府 ２００４．９

Why are Inappropriate Barrier - free
Acoustic Designs for Visually Impaired
Persons Provided? Design of Artificial
Environments on the Basis of Human
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Sensibility □於福岡 ２００４．１２

難波 謙二

【論 文】 Analysis of facultative lithotroph distri-
bution and diversity on volcanic depos-
its using the large sub-unit of ribulose
1,5-bisphosphate carboxylase/oxygenase.
Nanba K., King G. M. and Dunfield K.
Applied and Environmental Microbiology
70(4) ２００４．４

Natural groundwater of a gas field util-
izable for a bioremediation of trichlo-
roethylene -contamination . Takeuchi
M., Nanba K., Furuya K., Nirei H. and
Yoshida M. Environmental Geology
45 ２００４．５

Functional roles of the transverse and
longitudianal flagella in the swimming
motility of Prorocentrum minimum (Dino-
phyceae). Miyasaka I., Nanba K.,
Furuya K., Nimura Y. and Azuma A.
The Journal of Experimental Biology
207(17 Aug) ２００４．８

【調査報告】 自動記録水位計のデータ処理方法に関す
る一つの考え方（その２） 飯島、高
信、石田、本田、浅野、高嶋、難波、和
田 第14回環境地質学シンポジウム論文
集 ２００４．１２

「環境」における Placebo 反応類似現象
難波 第14回環境地質学シンポジウム論
文集 ２００４．１２

大地の呼吸について 楡井、金城、板
津、難波、吉田、檜山、大脇、楠田、庄
山、篠原、干場、田村、高橋 第14回
環境地質学シンポジウム論文集 ２００４．１２
微生物・地質化学相互作用モデルの構築
と検証 宮坂、難波、加藤、栃木、福
永、菅野 第14回環境地質学シンポジ
ウム論文集 ２００４．１２

潮来市内完新統の微生物・地質・化学の
相互影響 難波、宮坂、加藤、楡井、
福永、菅野 第14回環境地質学シンポ
ジウム論文集 ２００４．１２

【学会発表】 自動記録水位計のデータ処理方法に関す
る一つの考え方（その２） 第14回環
境地質学シンポジウム □於東京 ２００４．１２

「環境」における Placebo 反応類似現象
第14回環境地質学シンポジウム □於東京

２００４．１２

大地の呼吸について 第14回環境地質
学シンポジウム □於東京 ２００４．１２

微生物・地質化学相互作用モデルの構築
と検証 第14回環境地質学シンポジウ

ム □於東京 ２００４．１２

潮来市内完新統の微生物・地質・化学の
相互影響 第14回環境地質学シンポジ
ウム □於東京 ２００４．１２

微生物・地質化学の相互作用の数値シ
ミュレーションを用いた定量評価 日
本地質学会第111会学術大会 □於千葉

２００４．９

潮来市内完新統の微生物・地質・化学の
相互影響, 日本地質学会第111会学術
大会 □於千葉 ２００４．９

Response of marine and terrestrial bac-
teria to arsenic . 9 th International
Symposium on Microbial Ecology
□於Mexico ２００４．８

Chloroflexus-like bacteria are abundant
in anoxic shallow terrestrial subsurface
Holocene sediments from the catchment
of Lake Kitaura. 日本微生物生態学会
□於仙台 ２００４．１０

虫明 功臣

【著 書】 変革と水の２１世紀 共著 山海堂
２００４．１２

自然と共生した流域圏・都市の再生
共著 山海堂 ２００５．２

分散型サニテーションと資源循環 監
修 技報堂出版 ２００５．３

流域圏プランニングの時代 共著 技
報堂出版 ２００５．３

【論 文】 Analysis of water resources variability in
the Yellow River of China during the last
half century using historical data
Dawen Yang, Katumi Musiake, et. al
Water Resources Research Vol . 40

２００４．６

Challenges to Hydrology and Water Re-
sources in Monsoon Asia Katumi
Musiake Proceedings of International
Conference on "Advances in Integrated
Mekong River Management" ２００４．１０

渡邊 明

【論 文】 On the formation of longitudinal cloud
mode in the winter monsoon over Japan
単 14th International Conference on
Clouds and Precipitation ２００４．７

CReSS による冬季降雪雲の Simulation
単 第6回非静力学モデルに関するワー
クショップ ２００４．１１

福島県におけるLongitudinal-Mode Cloud
による降雪システム 単 東北の雪と

２００５年１２月 福島大学研究年報 創刊号 ８９



生活 No.19 ２００４．１１

A change of mean physical quantity in
the monsoon and pre-monsoon. Mu-
siake.K et. al The 6th International
Study Conference on GEWEX in Asia
and GAME ２００４．１２

福島県北東部の強風出現いついて 単
東北地域災害科学研究 No.41 ２００５．３

【学会発表】 福島県におけるLongitudinal-Mode Cloud
による降雪システム 日本雪氷学会東
北支部 □於山形 ２００４．５

2004年1月14日の Longitudinal-mode 降雪
雲の形成について 日本気象学会
□於東京 ２００４．５

On the formation of longitudinal cloud
mode in the winter monsoon over Japan
単 14 th International conference on
clouds and Precipitation □於ボローニャ
（イタリア） ２００４．７

冬季モンスーンにおける東北地方の降雪
雲モードについて 日本気象学会
□於福岡 ２００４．１０

CReSS による冬季降雪雲の Simulation
第6回非静力学モデルに関するワーク
ショップ □於仙台 ２００４．１１

A change of mean physical quantity in
the monsoon and pre-monsoon. The
6th International Study Conference on
GEWEX in Asia and GAME □於京都

２００４．１２

福島県北東部の強風出現について 日
本自然災害学会東北支部 □於鶴岡

２００５．３
渡辺 厚

【論 文】 学生相談は自殺や犯罪の予防に効果があ
るのか？ CAMPUS HEALTH 41(1)

２００４

新入生の自覚症状の変遷 －平成７年か
ら１３年までのUPI集計の概要－ 福島
大学保健管理センター紀要 19 ２００４

渡辺 英綱

【論 文】 Elevated plasma renin activity and al-
dosterone concentration are independent
risk factors for progression of renal in-
jury in hypertension Hidetsuna Wa-
tanabe and Pedro A. Jose Circulation-
Vol110, No.17, Ⅲ-199 ２００４．１０

2年間の感冒様症状にて受診時の生活状
況に関する研究 渡辺英綱、渡辺
厚、酒井コウ、川上敦子 CAMPUS
HEALTH 41(1), p150 ２００４．１

4年間の大学生における飲酒経験変化
渡辺英綱 福島大学保健管理センター
紀要 第１９号 ２００４．１２

各種生活習慣危険因子と頸動脈硬化病変
に関する検討 渡辺英綱、渡辺 厚、
酒 井 コ ウ 、 川 上 敦 子 CAMPUS
HEALTH 41(1), p86 ２００４．１

【学会発表】 頸動脈硬化病変とインスリン抵抗性およ
び生活習慣危険因子との関連 渡辺英
綱、福島県立医科大学第三内科 橋本重
厚、渡辺毅 第101回日本内科学会総
会・講演会 □於東京国際フォーラム

２００４．４

大学生の定期健康診断における随時尿検
査と早朝尿検査の比較 渡辺英綱、福
島県立医科大学第三内科 加藤哲夫、渡
辺毅 第４7回日本腎臓学会学術総会
□於栃木県総合文化センター、宇都宮市

２００４．５

大学生の睡眠習慣と血圧 渡辺英綱、
早稲田大学大学院人間科学研究科 浅岡
章一、福島大学教育心理学 福田一彦
第42全国保健管理研究集会 □於大阪国際
交流センター ２００４．１０

労働者の疲労蓄積度自己診断チェックリ
ストと脳心血管危険因子との関連性
渡辺英綱、渡辺厚、酒井コウ、川上敦子
第42全国保健管理研究集会 □於大阪国際
交流センター ２００４．１０

Elevated plasma renin activity and al-
dosterone concentration are independent
risk factors for progression of renal in-
jury in hypertension Hidetsuna Wa-
tanabe and Pedro A. Jose Scientific
Session 2004. American Heart Associa-
tion □於New Orleans Louisiana２００４．１１

血中高感度CRP濃度(hs-CRP)とインスリ
ン抵抗性おおび生活習慣要因との関連性
渡辺英綱、双葉厚生病院内科 林晃、重
富秀一 第47回日本糖尿病学会年次集
会 □於東京 ２００４．５

喫煙者の感冒症状の特徴－非喫煙者の感
冒との比較－ 渡辺英綱、渡辺厚、酒
井コウ、川上敦子 弟42回全国大学保
健管理研究集会東北地方研究集会 □於福
島グリーンパレス、福島市 ２００４．７

学 長

臼井 嘉一

【論 文】 ラッグカリキュラム理論と「社会問題学
習」（上） 安藤勝夫 福島大学教
育実践研究紀要 47号 ２００４．１２
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福島大学研究年報編集・投稿規定

�、性格規定
１．本研究年報は、大学が重点的に配分する研究経費に基づく研究成果を公表することを目的とする。

２．大学が重点的に配分する研究経費は、以下のとおりである。

�奨励的研究経費

�学術振興基金・学術研究支援助成

�プロジェクト研究推進経費

３．本研究年報は、論文、研究成果報告書、及び前年度研究業績一覧をもって構成する。論文、研究成果報告

書、及び前年度研究業績一覧の詳細については、以下に記載する。

�、募集・刊行
１．本研究年報に関する原稿の募集期限は９月末日とし、同年１２月３１日付けで刊行する。

２．論文については投稿締め切り日をもって受理日とし、論文末尾にこれを記載する。

�、担当委員会及び事務部
１．本研究年報の編集及び出版にかかる作業は研究推進委員会内に設置される研究年報編集委員会が行い、投稿

論文の掲載の可否、研究成果報告書、及び前年度研究成果一覧の体裁や形式にかかる調整を担当する。

２．本研究年報の刊行にかかる事務は研究連携課が行い、発送業務は附属図書館及び関係部署において行う（送

付先が大学の場合は附属図書館宛に送付）。

�、論 文

１．論文は、前年度の重点的予算に基づく研究成果を論文形態で公表するものであり、その内容により「論文」

と「調査報告」に分けられる。「論文」には査読（レフェリー）制度を適用する。

２．「論文」「調査報告」は刷り上がり１０頁（４００字詰め原稿用紙換算で５０枚）を上限とし、下限は定めない。

３．「論文」「調査報告」が制限頁数を越えた場合は、当該論文の投稿者（単位）が越えた分の必要経費を負担す

る。負担額は別に定める。

４．本年報に掲載された「論文」「調査報告」の著作権は福島大学に帰属する。ただし、著作者（単位）自身は、

自分の論文、調査報告の全部または一部を複製、翻訳、翻案などの形で利用することができる。なお、研究年

報の全容は原則として電子化するものとし、附属図書館ホームページを通じてコンピュータ・ネットワーク上

に公開する。

５．「論文」「調査報告」は９月末日までに研究連携課に提出する。

�、禁止事項
１．本研究年報に掲載される論文は、未公刊のものに限る。研究者の倫理に基づき、論文の盗用、ならびに二重

投稿を禁止する。

２．論文の盗用、二重投稿と認められる行為があった場合は、その内容に基づき一定期間本研究年報への投稿を

認めない。

３．論文の盗用、二重投稿と認められる行為があった場合は、大学の説明責任に基づき、その事実関係、大学の

処置について本研究年報誌上に公表するものとする。

�、査 読

１．本研究年報に掲載する論文に査読を義務づける。

２．編集委員会は査読者２名を選任し、論文の査読を依頼する。査読期間はおおむね２週間以内とする。

３．査読者は、必要があれば助言を付して、当該論文の本年報への掲載の可否について編集委員会に意見を述べ

る。投稿者は助言を参照のうえ、必要があれば論文の加筆、訂正等を行うものとする。
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�、研究成果報告書
１．大学が重点的に配分した研究経費による研究成果の報告を、本研究年報に掲載する。

２．大学から重点的研究経費の配分を受けた者（単位）は、別に定める様式により４月末日までに研究成果報告

書を研究連携課に提出する。

�、前年度研究成果一覧
１．本研究年報に、全教員の前年度（４月１日から翌年３月３１日まで）１年間の「研究業績リスト」を掲載す

る。新規着任教員についても、前年度の全業績を掲載する。

２．「研究業績リスト」の掲載項目は、以下のとおりである。

�著 書……書名、単著、共著、共編著等の別、出版社名

�論 文……論文題目、共同執筆者がある場合はその氏名、掲載誌名、巻号、刊行年月

�調査報告（判例批評等を含む）……題目、共同執筆者がある場合はその氏名、掲載誌名、巻号、刊行年月

�訳 書……単著、共著、共編著等の別、出版社名

�学会発表……発表題目、学会名、場所、発表年月日

�実技に関する業績……開催者名（競技会、展覧会、演奏会等の名称）、

題目（競技名、作品名等）、成績、開催年月日

�書 評……題目、掲載誌名、巻号、刊行年月

�特 許……特許名、発明者名、出願番号

３．教員は別に定める様式により、９月末日までに「研究業績リスト」を編集委員会に届ける。

�、配 布

本研究年報の配布先は、以下のとおりとする。

�国立国会図書館

�本学と機関誌交換による研究交流のある全国公私立大学、短期大学、国立工業高等専門学校

�海外の交流協定締結大学

�福島県立図書館、ならびに県内公立図書館

�本学教員

�上記以外に、本年報の配布を必要とする機関

�、編集細則、執筆要領
本研究年報の編集にかかる細則、ならびに執筆要領は別に定める。

本規定は平成１７年１１月２日から施行する。
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２００５年１２月 〈道〉〈俗〉対立の構造 ９３
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君
臣
関
係
か
ら
の
離
脱
で
は
な
く
君
主
へ
の
奉
仕
へ
と
読
み
替
え
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、

〈
道
〉〈
俗
〉
の
最
も
先
鋭
化
し
た
対
立
構
造
が
見
て
取
れ
る
。
ま
た
、
小
野
岑
守
が
空
海
に
贈
っ

た
詩
で
は
、
僧
侶
の
超
越
性
を
賛
美
し
た
後
で
、
市
中
に
隠
逸
す
る
自
己
こ
そ
が
「
大
隠
」
で

あ
る
と
し
て
僧
侶
を
挑
発
す
る
。
こ
こ
に
は
、〈
道
〉〈
俗
〉
の
対
立
構
造
を
認
め
つ
つ
も
、〈
道
〉

の
超
越
性
に
対
す
る
あ
る
種
の
疑
念
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
逸
人
・
山
人
」
と
呼
ば

れ
た
惟
良
春
道
は
〝
山
林
修
行
に
励
む
官
吏
〞
、〈
道
〉〈
俗
〉
を
兼
備
す
る
特
異
な
人
格
と
し

て
描
か
れ
る
。〈
道
〉
の
境
界
を
易
々
と
乗
り
越
え
る
「
逸
人
」
の
存
在
は
、〈
道
〉〈
俗
〉
の
対

立
構
造
が
必
ず
し
も
堅
固
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

詩
的
表
現
に
お
け
る
〈
道
〉〈
俗
〉
の
対
立
構
造
は
、
人
（＝

僧
侶
）
お
よ
び
場
（＝

寺
院
）

の
超
越
性
を
示
す
形
式
が
、『
文
華
秀
麗
集
』「
梵
門
」
の
成
立
と
あ
い
ま
っ
て
確
立
す
る
。
し

か
し
、
そ
の
超
越
性
は
『
経
国
集
』「
梵
門
」
に
お
い
て
は
、
早
く
も
相
対
化
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
。
具
体
的
に
は
、
人
の
超
越
性
は
、
山
林
修
行
の
穏
和
化
な
ど
に
よ
る
宮
廷
趣
味
へ
の
同
化
、

俗
人
の
脱
俗
に
よ
る
僧
侶
の
超
越
性
へ
の
接
近
、
修
行
僧
の
非
主
題
化
と
し
て
相
対
化
さ
れ
る
。

ま
た
、
場
の
超
越
性
は
、
寺
院
を
宮
廷
趣
味
的
に
脱
俗
化
し
た
り
、
神
仙
郷
と
見
な
す
な
ど
の

か
た
ち
で
相
対
化
さ
れ
る
。

鎮
護
国
家
の
理
念
は
、
一
方
で
は
仏
教
界
の
超
越
性
を
認
め
て
そ
れ
に
頼
り
つ
つ
、
他
方
で

は
超
越
的
な
仏
教
界
を
体
制
内
に
制
御
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
矛
盾
を
本
質
的
に
抱
え

込
ん
で
い
た
。
平
安
朝
初
期
の
宮
廷
社
会
は
、
鎮
護
国
家
理
念
へ
の
回
帰
と
あ
い
ま
っ
て
、
自

ら
仏
教
界
に
超
越
性
を
求
め
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
も
と
も
と
仏
教
界
の
自
立
性
に
対
す
る
認

識
が
薄
か
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
鎮
護
国
家
の
理
念
を
媒
介
と
し
て
生
ま
れ
た
〈
道
〉〈
俗
〉

の
対
立
構
造
は
、
発
生
当
初
か
ら
そ
の
解
体
要
因
を
内
包
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。『
文
華
秀
麗

集
』「
梵
門
」
が
超
越
的
な
仏
教
界
を
創
出
す
る
一
方
で
、『
経
国
集
』「
梵
門
」
が
仏
教
の
超
越

性
を
相
対
化
す
る
と
い
う
相
反
す
る
現
象
が
生
じ
た
の
は
、
仏
教
界
に
対
す
る
宮
廷
社
会
の
認

識
が
そ
の
よ
う
に
矛
盾
に
充
ち
た
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

注

（
１
）

拙
稿
「
鎮
護
国
家
と
梵
門
詩
―
『
文
華
秀
麗
集
』「
梵
門
」
を
中
心
に
―
」（「
福
島
大
学

教
育
学
部
論
集
（
人
文
科
学
部
門
）」
七
七
、
二
〇
〇
四
・
十
二
）

（
２
）
小
島
憲
之
も
「
何
れ
に
し
て
も
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
題
材
相
互
間
に
は
精
密
な
統
一
性

が
な
い
」
と
述
べ
る
。（『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
中
（
下
）
�
』
二
一
一
〇
頁
、
一
九
八

五
・
五
）

（
３
）
空
海
は
、
嵯
峨
天
皇
の
退
位
直
前
に
宮
都
内
に
東
寺
を
給
わ
り
、
以
後
約
十
年
間
は
東
寺

を
中
心
に
活
動
す
る
。
し
た
が
っ
て
、「
道
俗
相
分
ち
て
数
年
を
経
た
り
」
と
い
う
状
況
は
、

嵯
峨
退
位
後
よ
り
本
集
所
載
範
囲
の
下
限
で
あ
る
天
長
四
年
ま
で
の
間
に
は
あ
り
え
な
か
っ

た
。「
嵯
峨
上
皇
」
と
い
う
作
者
名
に
反
し
て
、
本
詩
は
嵯
峨
在
位
時
の
作
で
あ
る
と
推
測

さ
れ
る
。
な
お
、
小
島
憲
之
「
経
国
集
詩
注
」（『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
』、
以
下
小
島
注

と
略
記
す
る
）
も
「
弘
仁
五
年
、
も
し
く
は
以
後
の
か
な
り
接
近
し
た
年
時
の
作
」
で
あ

る
と
推
測
し
て
い
る
。

（
４
）
船
ヶ
崎
正
孝
『
国
家
仏
教
変
容
過
程
の
研
究
』
第
三
編
第
一
、
二
章
（
初
出
一
九
六
五
・

一
、
一
九
八
二
・
五
）

（
５
）

速
水
侑
『
日
本
仏
教
史
古
代
』（
一
九
八
六
・
十
）
四
ー
１

（
６
）
小
島
注
は
「
南
山
の
智
上
人
」
を
南
岳
天
台
山
の
智
�
（
天
台
宗
の
開
祖
）
で
あ
る
と
す

る
が
、
作
者
三
船
に
と
っ
て
す
で
に
歴
史
上
の
人
物
で
あ
っ
た
智
�
を
「
知
己
」（
自
分
の

こ
と
を
よ
く
理
解
し
て
く
れ
る
人
）
と
い
う
こ
と
は
あ
る
ま
い
。

（
７
）

奈
良
朝
に
あ
っ
て
も
、
釈
氏
の
詩
で
は
僧
侶
と
俗
人
と
の
違
い
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。

『
懐
風
藻
』
所
載
の
釈
道
慈
及
び
釈
道
融
の
詩
を
参
照
の
こ
と
。

（
８
）
後
藤
昭
雄
「
史
書
へ
の
配
慮
―
「
経
国
集（
巻
十
）詩
注
」
に
関
し
て
―
」（「
日
本
歴
史
」
五

二
六
、
一
九
九
二
・
三
）
に
従
い
、「
軍
曹
貞
忠
」
は
中
臣
鹿
嶋
連
貞
忠
を
指
す
と
考
え
る
。

（
９
）

官
吏
が
出
家
す
る
さ
い
の
個
人
的
動
機
と
し
て
は
、「
風
塵
上
下
の
情
を
見
る
こ
と
を
厭

ひ
、
雲
栖
に
去
り
て
無
生
を
学
ば
む
と
欲
す
」（
経
・
四
五
、
惟
良
春
道
「
送
二

伴
秀
才
入

道
一

」）
に
見
え
る
よ
う
な
、
宮
廷
社
会
の
上
下
関
係
に
対
す
る
嫌
悪
感
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
。

（
１０
）

小
島
注
に
よ
る
。

（
１１
）

注
（
１
）
前
掲
論
文

（
１２
）
後
藤
昭
雄
「
空
海
の
周
辺
―
勅
撰
詩
集
作
者
と
の
交
渉
―
」（『
仏
教
文
学
と
そ
の
周
辺
』、

一
九
九
八
・
五
）
に
従
い
、「
清
大
夫
」
は
浄
野
朝
臣
夏
嗣
を
指
す
と
考
え
る
。

（
１３
）
こ
れ
ら
君
臣
唱
和
詩
群
は
、
全
体
と
し
て
李
白
「
望
廬
山
瀑
布
水
二
首
」
と
の
語
句
的
類

似
性
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
詩
題
の
共
通
性
も
考
慮
す
れ
ば
、
李
白
詩
的
世
界
を
模
倣

・
再
現
す
る
こ
と
で
、
土
着
の
風
土
を
中
国
仏
教
の
聖
地
で
あ
る
「
廬
山
」
に
見
立
て
た

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
李
白
詩
は
以
下
の
と
お
り
。
第
一
首
「
西
登
二

香
爐�

峰
一

南
見
二

瀑�

布�

水
一

挂�
レ

流�

三
百
丈

噴�
レ

壑�

数�

十�

里�

�
如
二

飛
電�

来
一

隠
若
二

白�

虹�

起
一

初
驚
河
漢

落

半
灑�
二

雲
天
裏
一

仰
観
勢
転
雄

壮
哉
造
化
功

海
風
吹
不
レ

断

江
月
照
還
空

空

中
乱�
二

�
射
一

左
右
洗�
二

青
壁
一

飛�

珠�

散
二

軽
霞
一

流
沫
沸
二

穹
石
一

而
我
楽
二

名
山
一

対
レ

（
三
四
）
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冬
日
過
二

山
門
一

笠
仲
守

香
刹
青
雲
外

虚
廊
絶
岸
傾

水
清
塵
躅
断

風
静
梵
音
明

古
石
苔
為
レ

席

新
房
菴
作
レ

名

森
然
蘿
樹
下

独
聴
暮
鐘
声
（
経
・
七
三
）

奥
深
い
山
寺
の
清
浄
閑
寂
な
る
冬
景
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
世
俗
と
の
隔
絶
感
を
詠
ん
だ
初

二
句
を
受
け
て
、
宗
教
的
環
境
を
演
出
す
る
梵
音
・
梵
鐘
が
描
か
れ
る
。
し
か
し
、
道
場
に
つ

き
も
の
の
修
行
僧
の
姿
は
な
く
、
梵
音
・
梵
鐘
の
音
色
も
、
修
行
の
一
場
面
と
い
う
よ
り
は
、

む
し
ろ
冬
景
の
清
浄
閑
寂
さ
を
醸
し
出
す
一
要
素
と
し
て
風
景
の
中
に
と
け
込
ん
で
し
ま
っ
て

い
る
。
寺
院
の
脱
俗
性
ば
か
り
が
目
立
つ
こ
の
作
品
に
、
宮
廷
趣
味
的
な
脱
俗
的
情
景
と
の
差

異
を
明
示
す
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

宮
廷
人
に
と
っ
て
の
理
想
の
世
界
は
神
仙
郷
で
あ
る
が
、
寺
院
を
神
仙
郷
と
見
ま
ご
う
ば
か

り
に
描
く
作
品
も
登
場
す
る
。

秋
日
登
二

叡
山
一

謁
二

澄
上
人
一

藤
原
常
嗣

城
東
一
岑
聳

独
負
二

叡
山
名
一

貝
葉
上
方
界

焚
香
鷲
嶺
城

�
�
藜
�
熟

臼
�
練

沙
成

軽
梵
窓
中
曙

疎
鐘
枕
上
清

桐
蕉
秋
露
色

鶏
犬
冷
雲
声

高
陽
丹
丘
地

方

知
二

南
獄
晴
一

（
経
・
七
二
）

比
叡
山
寺
を
訪
ね
て
最
澄
に
謁
見
し
た
と
き
の
詩
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
澄
へ

の
言
及
は
な
さ
れ
ず
、
超
越
性
を
体
現
す
る
僧
侶
へ
の
関
心
は
ま
っ
た
く
示
さ
れ
な
い
。
そ
の

一
方
で
、
山
寺
と
い
う
場
所
の
脱
俗
性
に
は
大
い
な
る
関
心
を
寄
せ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
は
世

俗
を
超
越
し
た
修
行
道
場
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
は
な
い
。
む
し
ろ
、「
鶏
犬
」
相
い
聞
え
る
桃

源
郷
の
よ
う
な
、
仙
人
の
住
む
「
丹
丘
」
の
よ
う
な
、
宮
廷
人
に
は
な
じ
み
深
い
神
仙
郷
に
見

立
て
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
暮
ら
す
僧
侶
た
ち
は
、
隠
者
の
如
く
「
藜
�
」（
粗
食
）
を
食

ら
い
「
練
沙
」（
仙
薬
）
作
り
に
励
む
。
さ
す
が
に
早
朝
の
勤
行
に
触
れ
て
「
軽
梵
窓
中
に
曙
け
、

疎
鐘
枕
上
に
清
し
」
と
は
い
う
も
の
の
、
あ
た
か
も
寝
起
き
の
背
景
音
楽
の
よ
う
に
、
枕
に
横

た
わ
り
な
が
ら
軽
く
聞
き
流
す
と
い
う
有
様
で
あ
る
。
常
嗣
に
と
っ
て
、
比
叡
山
寺
は
脱
俗
的

気
分
が
堪
能
で
き
る
憧
れ
の
神
仙
郷
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
般
に
、
世
俗
か
ら
の
隔
絶
と
い
う
表
現
形
式
は
、〈
俗
〉
の
世
界
内
に
お
け
る
脱
俗
・
隠
逸

志
向
の
表
現
形
式
と
構
造
的
に
一
致
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
に
偏
れ
ば
、
必
然
的
に
仏
教

の
超
越
性
は
相
対
化
さ
れ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
宗
教
的
環
境
に
関
す
る
表
現
形
式

も
、
そ
れ
が
僧
侶
の
修
行
活
動
の
一
環
で
あ
る
こ
と
が
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
い
、
宮
廷
趣
味
的

な
自
然
描
写
に
取
り
込
ま
れ
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
に
備
わ
る
超
越
的
意
味
も
薄
れ
て
し
ま
う
の

で
あ
る
。

五

ま
と
め

以
上
、
勅
�
三
集
時
代
の
梵
門
詩
表
現
の
基
底
に
あ
る
構
造
を
〈
道
〉〈
俗
〉
対
立
と
捉
え
、

そ
の
構
造
が
ど
の
よ
う
に
表
現
化
さ
れ
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
変
容
を
被
っ
て
い
る
か
に
つ
い

て
、『
経
国
集
』「
梵
門
」
の
作
品
を
中
心
に
考
察
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
以
下
の
こ
と
が
確

認
で
き
た
と
思
う
。

「
梵
門
」
前
史
で
あ
る
高
野
天
皇
時
代
の
表
現
は
、
王
と
仏
に
備
わ
る
威
徳
や
聖
性
を
同
一

の
も
の
と
し
て
捉
え
る
場
合
と
、
宮
廷
人
の
脱
俗
指
向
性
と
僧
侶
の
清
浄
性
が
等
価
関
係
に
あ

る
と
み
る
場
合
が
あ
る
。
前
者
は
尼
天
皇
と
し
て
君
臨
し
た
高
野
天
皇
と
い
う
王
権
の
特
殊
性

が
背
景
に
あ
り
、
世
俗
王
権
を
仏
教
の
権
威
で
装
飾
し
よ
う
と
す
る
特
殊
な
政
治
的
意
識
が
働

い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
後
者
は
奈
良
朝
宮
廷
人
が
一
般
的
に
抱
い
て
い
た
僧
侶
観
で
あ
り
、

宮
廷
社
会
に
対
す
る
仏
教
界
の
自
立
性
が
宮
廷
社
会
側
に
は
明
確
に
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。「
梵
門
」
成
立
以
前
の
詩
的
表
現
に
お
い
て
は
、〈
俗
〉
は
〈
道
〉
の
自

立
性
を
認
め
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
両
者
の
対
立
構
造
も
宮
廷
側
に
は
存
在
し
て
い
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
鎮
護
国
家
の
理
念
に
沿
っ
た
仏
教
政
策
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
光
仁
・

桓
武
朝
以
降
は
、
僧
侶
の
清
浄
性
を
高
め
る
た
め
の
山
林
修
行
が
奨
励
さ
れ
、
彼
ら
の
護
国
能

力
が
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
鎮
護
国
家
を
目
的
と
す
る
仏
教
の

政
治
的
側
面
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
、「
梵
門
」
と
い
う
日
本
独
自
の
部
門
が
立
て
ら
れ
る
に
至
っ

た
。
山
林
修
行
僧
は
、
厳
し
い
修
行
に
よ
っ
て
超
越
的
な
法
力
を
得
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
王
権

お
よ
び
国
家
の
安
泰
を
図
る
鎮
護
国
家
の
実
践
者
で
あ
る
。
宮
廷
社
会
は
そ
の
よ
う
な
修
行
僧

の
法
力
に
期
待
を
寄
せ
、
彼
ら
の
超
越
性
を
認
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。〈
俗
〉
の
側
こ
そ
が
、
超

越
的
な
〈
道
〉
の
存
在
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、〈
道
〉〈
俗
〉
の
対
立
構
造
が

宮
廷
人
の
間
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

多
様
な
梵
門
詩
を
収
め
る
『
経
国
集
』
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
〈
道
〉〈
俗
〉
対
立
が
現
れ

て
い
る
。
あ
る
下
士
官
の
出
家
入
道
を
め
ぐ
っ
て
交
わ
さ
れ
た
君
臣
唱
和
に
お
い
て
は
、
個
人

的
動
機
に
よ
る
出
家
を
承
認
す
る
こ
と
で
皇
恩
を
示
す
君
主
の
作
品
に
対
し
て
、
出
家
者
の
上

官
は
、
あ
く
ま
で
も
部
下
の
出
家
は
鎮
護
国
家
と
い
う
公
的
動
機
に
よ
る
も
の
と
唱
和
す
る
こ

と
で
、
私
的
な
動
機
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
官
吏
の
出
家
の
意
味
を
、
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し
よ
う
と
す
る
こ
う
し
た
傾
向
と
は
逆
に
、
自
身
に
脱
俗
的
性
格
を
与
え
て
僧
侶
の
超
越
性
を

相
対
化
す
る
場
合
も
あ
る
。

問
二

浄
上
人
疾
一

嵯
峨
上
皇

聞
公
�
病
臥
二

山
房
一

空
報
二

鐘
声
一

不
レ

上
レ

堂

道
性
如
思
二

幽
客
問
一

須
レ

療
レ

身
是
真
薬

王
（
経
・
三
八
）

既
出
の
「
浄
」
と
呼
ば
れ
る
山
寺
住
ま
い
の
僧
侶
が
病
を
患
っ
た
さ
い
に
見
舞
っ
た
詩
で
、
源

弘
と
源
常
の
奉
和
（
経
・
三
九
、
四
〇
）
を
伴
う
。
詩
題
の
「
問
」
は
病
気
見
舞
い
の
意
味
で
、

詩
中
で
は
「
幽
客
の
問
」
が
そ
れ
に
当
た
る
。
し
た
が
っ
て
「
幽
客
」
は
病
気
を
見
舞
っ
た
当

人
、
す
な
わ
ち
嵯
峨
上
皇
自
身
を
指
す
。
こ
の
点
は
二
首
の
奉
和
詩
も
同
様
で
、
同
じ
内
容
が

そ
れ
ぞ
れ
「
野�

客�

時
に
来
り
て
幽�

問�

を
通
ず
」（
経
・
三
九
）、「
山�

客�

尋
ね
来
り
て
若
し
相�

問�

は

ば
」（
経
・
四
〇
）
の
よ
う
に
変
奏
さ
れ
る
（
何
れ
も
嵯
峨
詩
と
同
じ
く
転
句
に
「
問
」
を
詠
み

込
む
）。
隠
遁
生
活
を
送
る
幽
客
（
野
客
・
山
客
）
が
、
山
林
修
行
中
の
高
僧
を
見
舞
う
と
い
う

の
で
あ
る
。
嵯
峨
上
皇
が
隠
者
に
身
を
や
つ
す
の
は
、
実
際
に
退
位
し
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う

が
、
自
ら
を
脱
俗
的
人
物
と
見
な
す
こ
と
で
、
世
俗
か
ら
隔
絶
し
た
場
所
に
生
き
る
僧
侶
と
形

式
的
に
は
接
近
し
得
る
。
も
ち
ろ
ん
、
結
句
の
「
真
の
薬
王
」
は
僧
侶
の
法
力
を
示
し
て
お
り
、

そ
の
点
で
僧
侶
の
超
越
性
を
認
め
て
は
い
る
。
し
か
し
、
生
活
空
間
の
脱
俗
性
と
い
う
形
式
的

類
似
性
を
前
面
に
出
す
こ
と
で
、〈
道
〉〈
俗
〉
の
境
界
を
曖
昧
に
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ

り
、〈
道
〉〈
俗
〉
対
立
の
相
対
化
傾
向
を
こ
こ
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
修
行
す
る
僧
侶
の
姿
を
描
い
て
も
、
そ
れ
が
主
題
化
さ
れ
な
い
作
品
も
あ
る
。

和
下

良
将
軍
題
二

瀑
布
下
�
若
一

簡
二

清
大
夫
一

之
作
上

嵯
峨
上
皇

瀑
布
一
辺
一
山
寺

高
車
訪
レ

道
遠
追
尋

空
堂
望
レ

崖
銀
河
発

古
殿
看
レ

渓
白
虹
臨

霧

雨
灑
来
霑
二

爐
気
一

雷
風
噴
怒
乱
二

鐘
音
一

澹
然
僧
臈
流
懸
水

盥
漱
独
行
禅
定
心
（
経
・

五
一
）

�

良
岑
安
世
が
瀑
布
の
下
に
あ
る
寺
院
に
書
き
つ
け
て
浄
野
夏
嗣
に
贈
っ
た
詩
に
、
嵯
峨
上
皇
が

唱
和
し
た
も
の
で
、
さ
ら
に
源
弘
・
惟
良
春
道
の
唱
和
（
経
・
五
二
、
五
三
）
が
続
く
。
一
首

は
、
山
寺
の
上
方
か
ら
落
ち
る
「
瀑
布
」
の
描
写
に
大
半
を
費
や
し
、
最
後
に
そ
の
清
ら
か
な

水
に
手
洗
い
嗽
い
で
禅
定
す
る
僧
侶
の
姿
を
詠
じ
て
結
び
と
す
る
。
僧
侶
が
山
林
修
行
す
る
様

子
は
確
か
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
詩
題
が
端
的
に
示
す
よ
う
に
、
一
首
の
眼

目
が
「
瀑
布
」
に
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
こ
の
「
瀑
布
」
は
、
山
寺
に
と
っ

て
本
来
周
縁
的
な
存
在
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
唱
和
の
応
酬
と
い
う
実
際
の
参
詣

を
伴
わ
な
い
観
念
的
行
為
の
な
か
で
、
周
縁
の
「
瀑
布
」
は
想
像
の
中
心
に
置
か
れ
、
本
来
中

心
に
あ
る
べ
き
は
ず
の
寺
院
や
僧
侶
が
周
縁
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
瀑
布
」
の
水
流
に
塵

埃
を
洗
ぐ
修
行
僧
は
、
あ
く
ま
で
も
「
瀑
布
」
の
神
々
し
さ
を
引
き
立
て
る
要
素
の
一
つ
に
過

ぎ
な
い
（
こ
の
点
は
唱
和
詩
群
す
べ
て
に
共
通
す
る
）。
仏
教
の
超
越
性
は
「
瀑
布
」
の
神
々
し

さ
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
、
道
場
と
し
て
で
は
な
く
「
瀑
布
」
の
名
所
と
し
て
の
山
寺
が
創
出
さ

�

れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
仏
教
の
相
対
化
傾
向
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

次
は
、
場
（＝

寺
院
）
の
超
越
性
に
関
す
る
表
現
形
式
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。

見
二

老
僧
帰
一レ

山

嵯
峨
上
皇

道
性
本
来
塵
事
遐

独
将
二

衣
鉢
一

向
二

煙
霞
一

定
知
行
尽
二

秋
山
路
一

白
雲
深
処
是
僧
家

（
経
・
三
〇
）

山
寺
へ
帰
る
老
僧
を
詠
ん
だ
詩
で
、
藤
原
冬
嗣
の
応
制
詩
（
経
・
三
一
）
を
伴
う
。「
衣
鉢
」

（
修
行
者
の
所
持
品
）
を
持
っ
て
と
あ
る
の
で
、
山
林
修
行
の
継
続
の
た
め
僧
侶
は
帰
山
す
る

の
で
あ
ろ
う
。「
塵
事
遐
か
な
り
」「
煙
霞
に
向
ふ
」「
行
き
尽
く
す
」「
白
雲
深
き
処
」
な
ど
、

全
体
的
に
世
俗
と
の
断
絶
感
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
冬
嗣
応
制
詩
で
は
、「
自
ら
語
る
一
た

び
還
ら
ば
更
に
は
出
で
じ
、
城
を
乞
ふ
は
雲
居
に
臥
す
こ
と
に
若
く
は
無
し
と
」
の
ご
と
く
、

世
俗
と
の
断
絶
に
加
え
て
世
俗
に
対
す
る
山
寺
の
優
位
性
も
歌
わ
れ
る
。
二
首
と
も
に
、
老
僧

が
帰
っ
て
行
く
道
場
を
世
俗
か
ら
隔
絶
さ
れ
た
世
界
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
し
、
そ
の
超
越
性
に
対

す
る
一
定
の
理
解
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
世
俗
と
の
隔
絶
と
い
う
表
現
形
式
は
、
宮
廷
人

が
別
業
な
ど
の
郊
外
を
描
く
さ
い
に
好
ん
で
用
い
る
宮
廷
趣
味
的
な
「
塵
外
」
な
ど
の
脱
俗
的

表
現
と
、
絶
対
的
な
区
別
を
つ
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
場
の
超
越
性
に
関
す

る
表
現
形
式
に
と
っ
て
は
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
も
し
、
そ
の
場
の
描
写
に
よ
っ
て

超
越
性
を
強
調
す
る
の
で
あ
れ
ば
、「
羽
客
講
席
に
親
し
み
、
山
精
茶
杯
を
供
ふ
」（
華
・
七
一
、

嵯
峨
天
皇
「
答
二

澄
公
奉
献
詩
一

」）
や
「
猿
鳥
梵
宇
に
狎
れ
、
鬼
神
法
筵
を
護
る
」（
華
・
七
八
、

巨
勢
識
人
「
和
二

澄
上
人
臥
レ

病
述
レ

懐
之
作
一

」）
の
よ
う
な
あ
る
種
の
異
界
的
状
況
の
描
写
が
不

可
欠
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
異
界
性
を
一
切
欠
い
た
仏
教
界
は
、
宮
廷
趣
味
的
な
「
塵
外
」
の

延
長
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

次
ぎ
に
挙
げ
る
作
品
も
同
様
の
相
対
化
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

（
三
二
）
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僧
侶
）
の
超
越
性
を
示
す
た
め
の
表
現
形
式
で
、
具
体
的
に
は
「
法
宇
経
を
伝
ふ
る
こ
と
久
し

く
、
深
山
食
を
乞
ふ
こ
と
難
し
、
渓
流
に
猿
と
共
に
漱
ぎ
、
野
飯
鬼
と
相
�
ふ
」（
華
・
七
二
、

嵯
峨
天
皇
「
和
下

光
法
師
遊
二

東
山
一

之
作
上

」）
の
よ
う
な
山
林
修
行
の
描
写
や
、「
境
に
対
し
て
は

皆
幻
な
る
こ
と
を
知
り
、
空
を
観
じ
て
は
此
の
身
を
厭
ふ
」（
華
・
七
六
、
嵯
峨
天
皇
「
和
二

澄

公
臥
レ

病
述
レ

懐
之
作
一

」）
の
よ
う
な
法
理
の
覚
悟
が
そ
れ
に
当
た
る
。
第
二
は
場
（＝

寺
院
）
の

超
越
性
を
示
す
た
め
の
表
現
形
式
で
、「
梵
宇
深
峯
の
裡
、
高
僧
住
ま
り
て
還
ら
ず
」（
華
・
八

〇
、
錦
部
彦
公
「
題
二

光
上
人
山
院
一

」）
の
よ
う
な
世
俗
か
ら
の
隔
絶
感
や
、「
梵
語
を
経
閣
に

翻
し
、
鐘
声
を
香
台
に
聴
く
」（
華
・
七
一
、
嵯
峨
天
皇
「
答
二

澄
公
奉
献
詩
一

」）
の
よ
う
な
宗

教
的
環
境
の
描
写
が
あ
げ
ら
れ
る
。
本
節
で
は
、
仏
教
の
超
越
性
に
関
す
る
こ
れ
ら
二
つ
の
表

現
形
式
が
、『
経
国
集
』「
梵
門
」
で
ど
の
よ
う
に
継
承
ま
た
は
変
形
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、

具
体
的
表
現
に
即
し
て
考
察
し
て
い
こ
う
。

ま
ず
は
人
（＝

僧
侶
）
の
超
越
性
に
関
す
る
表
現
形
式
か
ら
見
て
い
く
。『
経
国
集
』「
梵
門
」

に
も
僧
侶
の
超
越
的
能
力
を
称
え
る
表
現
は
見
え
る
。
嵯
峨
上
皇
「
和
三

藤
是
雄
春
日
過
二

安
禅

師
旧
院
一

」（
経
・
三
三
）
が
そ
れ
で
、「
草
堂
虚
し
く
駐
む
松
蘿
の
月
、
石
室
翻
す
こ
と
を
罷
む

了
義
の
経
、
護
法
の
鬼
神
何
れ
の
日
に
か
会
は
む
、
随
縁
の
猿
鳥
竟
に
誰
に
か
聴
か
む
」
で
は
、

禅
師
没
後
の
寂
れ
た
寺
院
の
風
景
を
描
き
つ
つ
、
護
法
の
鬼
神
が
集
い
功
徳
が
鳥
獣
に
ま
で
及

ん
だ
と
い
う
禅
師
生
前
の
尊
い
修
行
生
活
の
様
子
を
想
起
さ
せ
て
、
そ
の
超
越
的
法
力
を
賞
賛

す
る
。
し
か
し
、『
文
華
秀
麗
集
』
に
よ
く
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
こ
う
し
た
僧
侶
の
超
越
性
に
直

接
言
及
す
る
表
現
は
あ
ま
り
見
あ
た
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
次
の
如
く
抑
制
の
利
い
た
表
現
が
主

流
と
な
っ
て
い
る
。

寄
二

浄
公
山
房
一

嵯
峨
上
皇

古
寺
従
来
絶
二

人
蹤
一

吾
師
坐
夏
老
二

雲
峯
一

幽
情
独
臥
秋
山
裏

覚
後
恭
聞
五
夜
鐘
（
経

・
四
一
）

山
寺
に
住
ま
う
「
浄
」
と
呼
ば
れ
る
僧
侶
に
宛
て
た
詩
で
あ
る
。
世
俗
か
ら
隔
絶
し
た
山
寺
に

籠
も
っ
て
修
行
す
る
僧
侶
の
ひ
た
む
き
な
姿
を
詠
む
。
結
句
は
た
ん
に
明
け
方
の
梵
鐘
を
聞
い

た
と
い
う
の
で
は
な
く
、「
恭
し
く
聞
く
」
と
い
う
。
姿
勢
を
正
し
て
起
床
の
鐘
を
聞
き
、
こ
れ

か
ら
一
日
の
勤
行
を
始
め
る
の
で
あ
る
。
ひ
た
す
ら
山
林
修
行
に
打
ち
込
む
老
僧
の
真
摯
な
姿

勢
を
描
く
こ
と
で
、
僧
侶
の
超
越
性
に
対
す
る
了
解
と
敬
意
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

『
文
華
秀
麗
集
』
風
の
派
手
な
修
行
の
様
子
は
影
を
潜
め
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、「
幽
情
独
り

臥
す
」
と
始
ま
る
転
句
に
は
僧
侶
の
孤
独
感
が
暗
示
さ
れ
る
が
、
肉
親
の
情
を
断
ち
切
っ
た
は

ず
の
僧
侶
に
は
不
適
切
な
心
情
で
あ
る
。
僧
侶
の
心
情
を
世
俗
的
に
解
釈
し
て
そ
の
超
越
性
を

矮
小
化
し
た
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
実
は
、『
経
国
集
』
梵
門
詩
の
特
徴
の
一
つ
に
、
こ

う
し
た
僧
侶
の
超
越
性
に
対
す
る
相
対
化
傾
向
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
具
体
的
に
検
証
し
て
い
こ
う
。

春
日
山
寺
探
得
二

春
字
一

藤
原
三
成

法
堂
寂
寞
凡
幾
辰

雲
樹
朦
朧
欲
二

暮
春
一

遥
聴
風
中
誦
レ

経
処

定
知
時
有
二

安
禅
人
一

（
経
・
五
〇
）

春
日
の
山
寺
で
の
一
風
景
を
詠
ん
だ
詩
で
、
誦
経
の
響
き
に
修
禅
中
の
僧
侶
を
思
い
遣
る
。
修

行
の
様
子
を
詠
む
の
は
僧
侶
へ
の
敬
意
の
表
れ
で
あ
ろ
う
が
、
風
の
中
の
誦
経
と
い
う
と
ら
え

方
は
極
め
て
間
接
的
で
あ
り
、
山
林
修
行
に
伴
う
は
ず
の
超
人
間
的
要
素
は
緩
和
さ
れ
、
穏
や

か
な
も
の
と
し
て
日
常
化
さ
れ
る
。
そ
し
て
、「
寂
寞
」「
朦
朧
」
た
る
「
暮
春
」
の
風
景
と
い

う
、
い
か
に
も
宮
廷
人
が
好
み
そ
う
な
趣
味
的
風
景
の
中
に
と
け
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
。

次
ぎ
の
作
品
も
ま
た
、
山
寺
の
僧
侶
が
宮
廷
趣
味
に
絡
め
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
例
で
あ
る
。

和
二

光
禅
師
山
房
暁
風
一

滋
野
貞
主

孤
峯
仰
与
二

白
雲
一

同

到
レ

暁
深
寒
満
院
風

雁
影
吹
来
古
塔
上

泉
声
纔
定
近
渓
中

侵
レ

窓
老
樹
雖
レ

鳴
レ

葉

閉
レ

戸
紗
燈
猶
護
レ

虫

百
籟
相
和
山
更
静

禅
心
弥
観
世
間
空
（
経
・

七
四
）

最
澄
の
弟
子
光
定
の
「
山
房
暁
風
」
に
唱
和
し
た
詩
で
、
比
叡
山
寺
に
明
け
方
吹
く
風
を
詠
ず

る
。
初
句
か
ら
第
六
句
ま
で
は
寺
院
を
吹
き
抜
け
る
明
け
方
の
風
を
細
か
く
描
き
、
そ
れ
を
第

七
句
「
百
籟
相
和
す
」
と
承
け
て
、
暁
風
を
め
ぐ
る
風
景
の
中
に
「
空
」
の
法
理
を
悟
っ
た
と

結
ぶ
。
法
理
を
覚
悟
す
る
姿
を
詠
む
と
こ
ろ
に
僧
侶
へ
の
敬
意
が
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
描
写
さ
れ
た
山
寺
の
風
景
に
、
非
固
定
性
・
非
実
体
性
を
意
味
す
る
「
空
」
の
法
理
を
象

徴
す
る
よ
う
な
要
素
は
な
く
、
ま
た
、
山
林
修
行
の
様
子
も
わ
ず
か
「
禅
心
」
の
二
文
字
で
す

ま
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
宗
教
的
真
理
を
体
得
し
た
と
言
っ
て
も
説
得
力
は
な
く
、

法
理
で
あ
る
は
ず
の
「
空
」
に
真
実
味
は
感
じ
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
詩
の
眼
目
は
、
暁
風

を
通
し
て
描
く
山
房
の
脱
俗
的
雰
囲
気
に
あ
り
、「
空
」
を
観
じ
た
と
い
っ
て
も
、
要
す
る
に
宮

廷
人
好
み
の
隠
逸
的
気
分
を
誇
張
的
に
表
現
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

自
ら
が
慣
れ
親
し
ん
だ
宮
廷
趣
味
に
仏
教
界
を
引
き
込
む
こ
と
で
、
そ
の
超
越
性
を
相
対
化

９８ 福島大学研究年報 創刊号 ２００５年１２月
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帰
休
楽
二

閑
寂
一

在
レ

�
忘
二

囂
滓
一

披
レ

帙
遊
二

玄
妙
一

弾
レ

琴
翫
二

山
水
一

寄
レ

言
陵
薮
客

大
隠
隠
二

朝
市
一

偏
将
二

瓊
�
報
一

投
レ

之
以
二

桃
李
一

（
経
・
五
八
）

こ
こ
で
は
、
自
ら
の
帰
休
後
の
脱
俗
的
生
活
を
「
大
隠
」
と
し
て
自
賛
す
る
一
方
で
、
山
林
修

行
す
る
空
海
を
「
陵
薮
の
客
」
す
な
わ
ち
小
隠
と
見
な
し
て
、
僧
侶
を
挑
発
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
た
だ
し
、
空
海
の
超
越
的
な
生
き
様
を
賞
賛
し
て
自
ら
の
俗
物
性
を
恥
じ
る
第
一
・
二
節

に
照
ら
し
て
み
れ
ば
、
最
後
に
と
っ
て
つ
け
た
よ
う
に
歌
わ
れ
る
自
画
自
賛
の
大
隠
的
人
生
は

ど
う
み
て
も
戯
言
と
し
か
思
え
な
い
。
お
そ
ら
く
空
海
と
の
深
い
友
情
あ
っ
て
こ
そ
の
戯
言
で

あ
ろ
う
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
俗
人
の
本
音
が
出
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
山
林
に
あ
っ
て
法
理
を
悟

り
護
国
を
実
践
す
る
修
行
僧
の
超
越
性
は
了
解
す
る
も
の
の
、
そ
の
超
越
性
と
官
吏
の
脱
俗
性

と
の
間
に
絶
対
的
な
隔
た
り
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か

そ
の
よ
う
な
疑
念
が
、
脱
俗
を
志
向
す

る
官
吏
の
な
か
に
は
燻
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
出
家
を
隠
逸
と
同
等
に
見
な
し
て
い
た
奈
良

朝
以
前
で
あ
れ
ば
、
こ
う
し
た
疑
念
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
僧
侶
の
超
越
性
を
認

め
た
上
で
、
そ
れ
を
挑
発
し
た
作
品
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
や
は
り
、
世
俗
に
生
き
る
官
吏
は
超
越
性
を
有
す
る
僧
侶
と
の
差
異
を
認
識
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
差
異
を
乗
り
越
え
る
官
吏
も
い
た
よ
う
で
あ
る
。「
逸
人
・

山
人
」
と
呼
ば
れ
た
惟
良
春
道
が
そ
れ
で
あ
る
。

和
下

惟
逸
人
春
道
秋
日
臥
二

疾
華
厳
山
寺
精
舎
一

之
作
上

嵯
峨
上
皇

絶
頂
華
厳
寺

雲
深
渓
路
遥

道
心
登
二

静
境
一

真
性
隔
二

塵
囂
一

閲
レ

臈
禅
庭
栢

観
レ

空

法
界
蕉

天
花
流
二

邃
澗
一

香
気
度
二

煙
霄
一

風
竹
時
開
合

声
鐘
暁
動
揺

転
経
山
月
下

羸
病
転
寥
寥
（
経
・
三
五
）

逸�

人�

惟
良
春
道
が
華
厳
山
寺
に
病
臥
し
て
詠
ん
だ
作
に
嵯
峨
上
皇
が
唱
和
し
た
詩
で
、
滋
野
善

永
の
奉
和
詩
（
経
・
三
六
）
が
あ
る
。
善
永
詩
に
「
病
中
秋
暮
れ
む
と
欲
す
、
杖
を
策
き
て
雲

居
に
到
る
」
と
あ
る
の
で
、
春
道
は
病
気
を
患
っ
て
そ
の
治
癒
祈
願
の
た
め
に
山
寺
を
訪
れ
た

と
推
測
さ
れ
る
。「
道
心
静
境
に
登
り
、
真
性
塵
囂
を
隔
つ
、
臈
を
閲
す
禅
庭
の
栢
、
空
を
観
ず

法
界
の
蕉
」
の
「
道
心
」
は
「
悟
り
を
求
め
る
心
」、「
真
性
」
は
「
真
実
を
求
め
る
本
性
」
で

�

い
ず
れ
も
仏
教
語
。「
臈
」
は
一
夏
九
旬
の
修
行
（
夏
安
居
）
で
、「
臈
を
閲
す
」
は
そ
れ
を
重

ね
る
こ
と
。
つ
ま
り
こ
こ
で
は
、「
道
心
」「
真
性
」
を
も
っ
て
修
行
に
励
む
春
道
の
姿
が
描
か

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
春
道
に
関
す
る
記
事
は
『
経
国
集
』
目
録
の
「
近
江
少
掾
従
八
位
上
」

が
初
出
で
、
そ
れ
以
前
の
経
歴
は
不
明
で
あ
る
が
、
下
級
官
吏
と
し
て
出
仕
し
て
い
た
こ
と
は

間
違
い
あ
る
ま
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
の
修
行
は
、
た
ん
な
る
治
癒
祈
願
の
た
め
の
一
時

的
な
勤
行
と
い
う
の
が
実
態
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
小
島
注
の
指
摘
に
あ
る
よ
う

に
、
本
句
は
嵯
峨
天
皇
が
最
澄
の
修
行
す
る
様
子
を
描
い
た
「
対
境
知
皆
幻
、
観�

空�

厭
此
身
、

栢�

暗
禅�

庭�

寂
、
花
明
梵
宇
春
（
境
に
対
し
て
は
皆
幻
な
る
こ
と
を
知
り
、
空
を
観
じ
て
は
此
の

身
を
厭
ふ
、
栢
暗
く
禅
庭
寂
し
く
、
花
明
け
く
梵
宇
春
な
り
）」（
華
・
七
六
、「
和
二

澄
公
臥
レ

病

述
レ

懐
之
作
一

」）
と
の
類
似
性
が
極
め
て
高
く
、
表
現
的
に
は
僧
侶
の
修
行
の
描
写
と
同
等
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。「
逸
人
」
と
は
、
ま
さ
に
〝
山
林
修
行
に
励
む
官
吏
〞
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

次
ぎ
に
挙
げ
る
作
品
も
、
お
そ
ら
く
春
道
が
華
厳
山
寺
に
病
臥
し
て
い
た
と
き
の
こ
と
を
詠

ん
だ
と
思
わ
れ
る
。

和
三

惟
山
人
春
道
晩
聴
二

山
磬
一

嵯
峨
上
皇

黄
昏
磬
発
烟
霄
中

点
点
悠
揚
帯
二

山
風
一

林
下
暗
堂
臥
聴
レ

磬

禅
心
観
念
法
皆
空
（
経

・
五
四
）

山
寺
の
磬
の
音
を
詠
じ
た
春
道
に
唱
和
し
た
嵯
峨
上
皇
の
作
で
あ
る
。
山
寺
で
病
臥
し
な
が
ら

磬
の
音
を
聴
き
、
心
を
集
中
し
て
禅
定
修
行
し
た
結
果
、「
空
」
な
る
法
理
を
体
得
し
た
と
歌
う
。

官
吏
の
身
分
の
ま
ま
で
僧
侶
と
同
様
の
悟
り
を
得
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
官
吏
と
僧

侶
の
両
方
を
兼
ね
備
え
た
特
異
な
人
格
を
指
し
て
、「
逸
人
」「
山
人
」
と
言
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、〈
道
〉〈
俗
〉
を
兼
備
し
た
「
逸
人
」「
山
人
」
の
存
在
は
、〈
道
〉〈
俗
〉
の
対
立
構
造

が
、
必
ず
し
も
堅
固
な
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
奈
良
朝
宮
廷
社
会
に
あ
っ

て
は
、〈
道
〉〈
俗
〉
の
間
に
断
絶
意
識
は
な
く
、〈
道
〉
の
超
越
性
は
必
ず
し
も
了
解
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
そ
れ
が
平
安
朝
に
入
る
と
、
鎮
護
国
家
へ
の
理
念
的
回
帰
に
よ
っ
て
、〈
道
〉
の
超

越
性
が
〈
俗
〉
の
側
か
ら
要
請
さ
れ
、〈
道
〉〈
俗
〉
対
立
の
構
造
が
作
り
上
げ
ら
れ
た
。
し
か

し
、
そ
の
対
立
構
造
は
、
ど
う
や
ら
確
固
た
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
今
度
は
、

具
体
的
な
表
現
の
あ
り
方
か
ら
そ
の
点
を
探
っ
て
み
よ
う
。

四

仏
教
の
超
越
性
と
そ
の
相
対
化

鎮
護
国
家
の
理
念
は
、
宮
廷
社
会
に
護
国
能
力
を
擁
す
る
仏
教
界
の
超
越
性
を
認
め
さ
せ
る

こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
詩
的
言
語
の
領
域
に
お
い
て
も
一
定
の
表
現
形
式
を
獲
得
す
る
。

鎮
護
国
家
理
念
に
基
づ
く
仏
教
政
策
を
背
景
に
新
た
に
「
梵
門
」
と
い
う
部
立
を
設
け
た
『
文

�

華
秀
麗
集
』所
載
の
梵
門
詩
に
は
、
そ
の
具
体
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
第
一
は
人
（＝

（
三
〇
）

２００５年１２月 〈道〉〈俗〉対立の構造 ９９



三

〈
道
〉〈
俗
〉
対
立
の
諸
相

宮
廷
社
会
が
、
僧
侶
の
超
越
性
を
認
め
、
仏
教
界
を
自
己
と
対
立
す
る
世
界
と
し
て
了
解
す

る
よ
う
に
な
る
の
は
、
鎮
護
国
家
の
理
念
に
基
づ
く
政
策
的
転
換
を
行
っ
た
光
仁
・
桓
武
朝
以

降
の
仏
教
政
策
が
背
景
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
以
前
に
あ
っ
て
は
、〈
道
〉〈
俗
〉
の
対

立
が
宮
廷
側
で
顕
在
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
本
節
で
は
、『
経
国
集
』「
梵
門
」
に
見
え
る

〈
道
〉〈
俗
〉
の
対
立
構
造
の
諸
相
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。

宮
廷
人
が
〈
道
〉〈
俗
〉
の
対
立
を
意
識
す
る
の
は
、〈
俗
〉
に
生
き
る
官
吏
が
〈
道
〉
と
の

境
界
を
越
え
る
と
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
最
た
る
も
の
が
出
家
入
道
の
場
面
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。聞

二

右
軍
曹
貞
忠
入
道
一

因
簡
二

大
将
軍
良
公
一

淳
和
天
皇

久
厭
三

輪
廻
多
二

苦
事
一

遥
思
二

聴
法
一

鷲
峯
中

昨
朝
剣
戟
陪
二

丹
閣
一

今
夕
僧
衣
向
二

花
宮
一

苔
蘚
密
間
乏
二

塵
垢
一

松
杉
攅
処
有
二

清
風
一

芭
蕉
疎
衲
新
慣
レ

著

貝
葉
真
経
誦
未
レ

工

山
霧
始
開
無
明
気

渓
泉
欲
レ

洗
夢
心
聾

夜
来
坐
念
因
縁
理

了
得
皆
空
空
亦
空（
経

・
四
二
）

右
は
、
右
近
衛
将
曹
中
臣
貞
忠
の
出
家
入
道
を
聞
い
た
淳
和
天
皇
が
、
そ
の
直
属
の
上
司
で
あ

�

る
右
近
衛
大
将
良
岑
安
世
に
書
き
送
っ
た
詩
で
、
嵯
峨
上
皇
及
び
安
世
に
よ
る
唱
和
が
あ
る
。

「
昨
朝
剣
戟
丹
閣
に
陪
り
、
今
夕
僧
衣
花
宮
に
向
ふ
」
と
あ
る
の
で
、
武
官
か
ら
僧
侶
へ
の
変

身
は
突
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、「
芭
蕉
の
疎
衲
新
し
く
著
る
に
慣
れ
、
貝
葉
の

真
経
誦
ず
る
こ
と
未
だ
工
な
ら
ず
」
の
ご
と
く
僧
侶
と
し
て
初
々
し
い
姿
が
描
か
れ
て
い
る
の

は
、
出
家
後
ま
だ
間
も
な
い
こ
ろ
の
作
で
あ
る
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
淳
和
天
皇
は

「
久
し
く
輪
廻
の
苦
事
多
き
こ
と
を
厭
ひ
、
遥
か
に
聴
法
を
思
ふ
鷲
峯
の
中
」
と
歌
い
始
め
て
、

�

武
官
貞
忠
の
出
家
入
道
（＝

官
か
ら
の
離
脱
）
が
個
人
的
動
機
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、

最
初
か
ら
認
め
て
い
る
。
ま
た
、
嵯
峨
上
皇
も
、「
帰
真
厭
俗
し
て
兵
戈
を
罷
め
、
仰
ぎ
て
�
�

を
拝
し
皇
天
を
謝
る
」（
経
・
四
三
）
の
よ
う
に
個
人
的
動
機
に
よ
る
出
家
と
認
め
、
さ
ら
に
は

「
聖
代
の
雨
露
多
き
こ
と
に
逢
ふ
と
雖
も
、
別
に
是
れ
素
懐
金
仙
に
奉
ら
む
」（
同
上
）
と
述
べ

て
、
皇
恩
を
受
け
て
も
な
お
出
家
し
よ
う
と
す
る
強
い
志
を
賞
賛
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
皇
恩
を

無
に
し
て
の
出
家
は
官
吏
と
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
君
主
の

立
場
と
し
て
は
、
そ
れ
を
許
す
こ
と
が
ま
た
恩
情
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
個
人

的
動
機
に
よ
る
臣
下
の
出
家
を
快
く
了
承
し
励
ま
す
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で
明
君
に
ふ
さ
わ
し

い
言
動
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
部
下
に
出
家
者
を
出
し
た
上
司
の
立
場
と
し
て
は
、

そ
の
ま
ま
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

奉
下

和
聖
製
聞
二

右
軍
曹
貞
忠
入
道
一

見
上
レ

賜

良
岑
安
世

効
レ

忠
非
二

独
兵
欄
士
一

護
国
之
誠
法
門
人

丹
闕
上
書
已
罷
レ

職

緇
壇
落
髪
不
レ

関
レ

塵

九
重
城
裡
回
レ

頭
望

一
乗
車
前
専
レ

意
臻

服
色
就
レ

真
道
体
改

冠
痕
未
レ

滅
半
額
分

秋

嵐
晩
偈
対
二

黄
葉
一

暁
月
疎
鐘
在
二

白
雲
一

行
レ

道
偏
雖
二

深
蘿
処
一

懸
レ

心
猶
是
為
二

明
君
一

（
経
・
四
四
）

初
二
句
に
お
い
て
、
貞
忠
の
出
家
は
「
兵
欄
の
士
」
と
同
じ
く
「
忠
」
の
表
れ
で
あ
り
、「
護
国

の
誠
」
を
示
す
た
め
で
あ
る
と
述
べ
る
よ
う
に
、
上
司
で
あ
る
安
世
は
、
部
下
の
出
家
の
動
機

を
私
的
な
も
の
で
は
な
く
天
皇
へ
の
忠
誠
心
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
そ
し
て
、
部
下
は
「
落
髪
」

し
て
も
「
九
重
の
城
裡
」
を
「
頭
を
回
ら
し
て
望
」
み
、「
明
君
が
為
」
に
「
道
を
行
」
う
と
続

け
る
。
泰
平
の
御
代
に
皇
恩
を
賜
っ
た
臣
下
が
私
的
動
機
で
宮
廷
社
会
か
ら
離
脱
す
る
の
は
、

ま
さ
に
君
臣
和
楽
の
危
機
で
あ
り
倫
理
的
に
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
上

司
と
し
て
は
、
そ
の
危
機
を
回
避
す
べ
く
、
部
下
の
出
家
の
動
機
を
私
的
な
も
の
か
ら
公
的
な

も
の
へ
と
置
き
換
え
て
、
な
ん
と
し
て
も
鎮
護
国
家
の
理
念
に
沿
っ
た
も
の
に
回
収
す
る
必
要

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、〈
道
〉〈
俗
〉
関
係
に
お
け
る
最
も
先
鋭
的
な
対
立
構
造
が

顕
在
化
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
先
鋭
的
な
対
立
を
緩
和
し
宮
廷
社
会
の
倫
理

的
危
機
を
避
け
る
た
め
に
、
天
皇
・
上
皇
と
上
官
の
間
で
、
貞
忠
の
出
家
動
機
を
め
ぐ
る
絶
妙

な
唱
和
が
交
わ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

次
は
、
超
越
的
存
在
を
自
認
す
る
僧
侶
を
挑
発
し
た
小
野
岑
守
「
帰
休
独
臥
寄
二

高
雄
寺
空
上

人
一

」（
経
・
五
八
）
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
五
言
四
十
四
句
か
ら
な
る
こ
の
大
作
は
、
内
容

上
大
き
く
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
節
は
初
句
か
ら
第
二
十
句
ま
で
で
、
諸
行
無
常
・
有
為

転
変
の
俗
世
間
を
離
れ
、
山
林
修
行
に
よ
っ
て
法
理
を
悟
り
慈
悲
を
施
し
、
清
ら
か
な
生
活
を

営
む
空
海
の
超
越
的
な
生
き
方
を
賞
賛
的
に
描
く
。
第
二
節
は
第
二
十
一
句
か
ら
第
二
十
四
句

ま
で
と
短
く
、
俗
物
で
あ
る
自
分
が
空
海
の
寛
大
な
精
神
の
お
か
げ
で
高
僧
と
交
流
で
き
た
喜

び
を
歌
う
。
第
三
節
は
第
二
十
七
句
か
ら
第
四
十
四
句
ま
で
で
、
官
吏
と
し
て
出
仕
し
な
が
ら

隠
逸
生
活
も
楽
し
む
自
身
の
生
き
方
を
空
海
の
そ
れ
と
対
比
す
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、

〈
道
〉
に
生
き
る
空
海
と
〈
俗
〉
に
生
き
る
自
身
と
を
対
比
す
る
第
三
節
後
半
で
あ
る
。

１００ 福島大学研究年報 創刊号 ２００５年１２月

（
二
九
）



修
道
主
義
に
よ
る
僧
尼
の
資
質
向
上
に
あ
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
伝
統
的
な
寺
院
寂
居
主
義

�

を
改
め
て
山
林
修
行
を
解
禁
し
奨
励
し
た
の
で
あ
る
。
山
林
修
行
と
は
、
そ
も
そ
も
信
仰
の
対

象
で
あ
っ
た
山
中
に
分
け
入
り
、
畏
怖
す
べ
き
山
の
神
性
を
克
服
す
る
こ
と
で
、
自
ら
神
人
的

�

験
者
と
な
る
た
め
の
宗
教
行
為
で
あ
っ
た
。
低
下
し
た
護
国
機
能
を
回
復
す
る
た
め
に
は
、
僧

侶
の
仏
教
験
力
の
向
上
を
も
た
ら
す
山
林
修
行
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
同
時
に
、

山
林
修
行
者
が
日
常
世
俗
の
世
界
を
超
え
た
超
越
的
存
在
と
な
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ

え
、〈
道
〉〈
俗
〉
対
立
の
構
造
は
、
初
期
平
安
朝
の
宮
廷
社
会
が
、
鎮
護
国
家
へ
の
理
念
的
回

帰
に
よ
っ
て
僧
侶
の
超
越
的
能
力
を
世
俗
王
権
の
危
機
管
理
に
奉
仕
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
と

深
く
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
〈
道
〉〈
俗
〉
の
対
立
構
造
と
い
う
視
点
を

軸
と
し
て
、『
経
国
集
』「
梵
門
」
の
表
現
を
具
体
的
に
考
察
し
て
い
く
。

二

「
梵
門
」
前
史

高
野
天
皇
時
代

『
経
国
集
』「
梵
門
」
に
は
高
野
天
皇
時
代
（
孝
謙
・
称
徳
朝
）
の
作
品
が
多
数
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、「
梵
門
」
と
い
う
部
立
は
平
安
朝
初
期
の
仏
教
政
策
と
深
く
関
わ
り
な
が
ら
成

立
し
た
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
を
嵯
峨
・
淳
和
朝
に
詠
ま
れ
た
作
品
と
同
等
に
扱
う

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
高
野
天
皇
時
代
の
作
品
は
「
梵
門
」
前
史
と
し
て
見
て
い
く
べ
き
で
あ

ろ
う
。

讃
レ

仏

高
野
天
皇

慧
日
照
二

千
界
一

慈
雲
覆
二

万
生
一

億
縁
成
二

化
徳
一

感
心
演
二

法
声
一

（
経
・
二
九
）

『
経
国
集
』「
梵
門
」
の
冒
頭
を
飾
る
作
品
で
あ
る
。
詩
題
通
り
仏
を
讃
え
た
詩
で
あ
る
が
、

「
慧
日
千
界
を
照
ら
し
、
慈
雲
万
生
を
覆
ふ
」
と
い
う
初
二
句
の
讃
え
方
は
、
皇
徳
を
称
揚
す

る
さ
い
の
類
型
表
現

た
と
え
ば
、
大
友
皇
子
が
天
智
天
皇
を
讃
え
た
「
皇
明
日
月
と
光
り
、

帝
徳
天
地
と
載
す
」（
懐
・
一
、「
侍
宴
」）
な
ど

の
転
用
で
あ
り
、
仏
徳
の
称
揚
を
皇
徳
称

揚
の
表
現
形
式
に
当
て
は
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
来
は
自
分
に
向
け
ら
れ
る
べ
き
称
揚
表
現
を

仏
に
向
け
て
発
す
る
こ
と
で
、
自
ら
の
威
徳
を
仏
に
捧
げ
、
仏
の
威
徳
と
天
子
の
威
徳
と
の
一

致
・
融
合
を
図
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
〈
道
〉〈
俗
〉
一
致
の
表
現
構
造
は
、
宮
中
に

設
置
さ
れ
た
内
道
場
（
仏
教
の
修
行
所
）
を
「
無
漏
界
」
に
見
立
て
る
淡
海
三
船
「
於
二

内
道
場
一

観
二

虚
空
蔵
菩
薩
会
一

」（
経
・
六
七
）
や
、
天
台
宗
の
始
祖
慧
思
の
転
生
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
聖

徳
太
子
と
高
野
天
皇
と
を
同
じ
「
聖
」
と
し
て
称
賛
す
る
同
「
扈
二

従
聖
徳
宮
寺
一

」（
経
・
六
八
）

に
も
貫
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
王
権
に
関
わ
る
表
現
レ
ベ
ル
で
の
こ
と

で
あ
り
、
出
家
し
た
尼
天
皇
と
し
て
自
ら
が
〈
道
〉〈
俗
〉
一
致
を
体
現
し
て
い
た
高
野
天
皇
に

特
有
の
例
外
的
な
表
現
構
造
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
、
仏
教
の
役
割
を
鎮
護
国
家
の
実

践
に
限
定
し
、
世
俗
王
権
に
奉
仕
さ
せ
た
平
安
朝
初
期
の
仏
教
政
策
に
あ
っ
て
は
、
絶
対
に
あ

り
得
な
い
表
現
構
造
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
次
の
作
品
は
、
奈
良
朝
以
前
の
〈
道
〉〈
俗
〉
関
係
の
一
般
的
な
あ
り
方
を
示
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

贈
二

南
山
智
上
人
一

淡
海
三
船

独
居
窮
巷
側

知
己
在
二

幽
山
一

得
レ

意
千
年
桂

同
レ

香
四
海
�
野
人
披
二

薜
衲
一

朝
隠
忘
二

衣
冠
一

副
思
何
処
所

遠
在
二

白
雲
端
一

（
経
・
七
一
）

�

平
城
京
の
南
、
お
そ
ら
く
吉
野
あ
た
り
の
山
寺
で
修
行
生
活
を
営
む
智
上
人
へ
贈
っ
た
詩
で
あ

る
。「
窮
巷
」
に
住
む
自
分
を
「
朝
隠
」
と
し
、「
幽
山
」
に
い
る
僧
侶
を
「
野
人
」
と
呼
び
、

「
桂
・
�
」
の
如
き
互
い
の
香
し
い
友
情
を
歌
う
本
詩
に
は
、〈
道
〉〈
俗
〉
の
対
立
よ
り
以
前

に
、
脱
俗
性
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
る
両
者
の
一
体
感
が
前
面
に
出
て
い
る
。『
懐
風
藻
』
を
紐

解
け
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
脱
俗
志
向
は
奈
良
朝
に
あ
っ
て
す
で
に
一
般
化
し
て
い
た
。
僧
侶
を

同
じ
脱
俗
を
志
向
す
る
友
と
見
な
す
こ
と
は
、
僧
侶
を
朝
隠
（＝

自
己
）
と
同
じ
隠
者
の
変
型

と
し
て
認
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
僧
侶
は
と
も
に
隠
逸
を
志
向
す
る
同
志
で
あ
り
、
ま
っ

た
く
同
等
の
存
在
な
の
で
あ
る
。
僧
侶
と
宮
廷
人
の
交
友
関
係
を
「
竹
林
の
友
」
と
歌
う
釈
智

蔵
「
秋
日
述
レ

志
」（
懐
・
九
）
も
同
様
の
表
現
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
〈
道
〉〈
俗
〉
同
一
の
表

現
構
造
は
、
淡
海
三
船
「
和
二

藤
六
郎
出
家
之
作
一

」（
経
・
七
〇
）
に
も
貫
か
れ
て
い
る
。
こ
の

作
品
は
宮
廷
人
の
出
家
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、「
道
を
楽
み
て
心
逾
逸
な
り
、
空
を
安
ん
じ

て
理
転
真
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
出
家
は
脱
俗
と
同
じ
よ
う
な
精
神
的
安
楽
を
も
た
ら
し
て

く
れ
る
も
の
で
あ
り
、「
高
風
如
し
望
む
べ
く
は
、
子
に
従
ひ
て
囂
塵
を
避
け
む
」
の
如
く
〈
俗
〉

か
ら
〈
道
〉
へ
転
身
す
る
こ
と
も
望
め
ば
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
こ
こ
で
の
出

家
へ
の
思
い
は
、
隠
逸
的
生
活
へ
の
憧
れ
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
な
く
、
出
家
は
脱
俗
の
変
型
と

見
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
僧
侶
の
超
越
性
を
了
解
し
、
世
俗
に
対
立
す
る
存
在
と
し
て
接
す

�

る
意
識
は
、
少
な
く
と
も
世
俗
の
側
に
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
二
八
）
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《
論
文
》〈

道
〉〈
俗
〉
対
立
の
構
造

―
『
経
国
集
』「
梵
門
」
を
中
心
に
―

井
実

充
史

要
旨鎮

護
国
家
の
理
念
に
沿
う
仏
教
政
策
を
と
っ
た
光
仁
・
桓
武
朝
以
降
、
鎮
護
国
家
の
実
践
者
で
あ
る
僧
侶
に
は
、
そ
の
清
浄
性
を
高
め
る
た
め
の
山
林
修
行

が
奨
励
さ
れ
た
。
山
林
修
行
僧
は
、
厳
し
い
修
行
に
よ
っ
て
超
越
的
な
法
力
を
得
、
そ
れ
に
よ
っ
て
王
権
お
よ
び
国
家
の
安
泰
を
図
る
役
割
を
果
た
し
た
。
宮

廷
社
会
は
そ
の
よ
う
な
山
林
修
行
僧
の
法
力
に
期
待
を
寄
せ
、
彼
ら
の
超
越
性
を
認
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て〈
道
〉〈
俗
〉の
対
立
意
識
が
生
じ
、
そ
れ

は
勅
�
三
集
時
代
の
梵
門
詩
表
現
の
基
底
的
構
造
と
な
っ
た
。
本
稿
で
は
、『
経
国
集
』「
梵
門
」
の
表
現
に
、〈
道
〉〈
俗
〉の
対
立
構
造
の
具
体
的
様
相
を
探
る
。

﹇
キ
ー
ワ
ー
ド
﹈

勅
�
三
集

仏
教
詩

嵯
峨
天
皇

鎮
護
国
家

山
林
修
行

一

〈
道
〉〈
俗
〉
の
対
立

『
経
国
集
』
は
、
そ
れ
に
先
立
つ
『
文
華
秀
麗
集
』
を
継
承
し
て
、「
梵
門
」
と
い
う
部
を
立

て
て
い
る
。
だ
が
、『
文
華
秀
麗
集
』「
梵
門
」
が
、
鎮
護
国
家
を
目
的
と
す
る
仏
教
の
政
治
的

�

側
面
に
焦
点
を
当
て
て
編
纂
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、『
経
国
集
』「
梵
門
」
は
寄

せ
集
め
の
印
象
が
強
く
、
統
一
し
た
編
纂
意
図
と
い
う
も
の
を
想
定
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難

�

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
宮
廷
人
の
仏
教
界
へ
の
詩
的
な
関
わ
り
方
が
多
様
で
あ
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
あ
る
い
は
、
鎮
護
国
家
の
理
念
を
強
く
意
識
し
た
『
文
華
秀

麗
集
』「
梵
門
」
の
表
現
自
体
が
特
殊
で
あ
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
一

見
異
な
っ
て
見
え
る
二
つ
の
「
梵
門
」
も
、
嵯
峨
天
皇
を
中
心
と
す
る
宮
廷
詩
壇
が
生
み
出
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
多
様
な
表
現
の
基
底
に
何
ら
か
の
共
通
項
が
存
在
す
る
は

ず
で
あ
る
。

そ
の
共
通
項
を
探
る
た
め
の
端
緒
と
し
て
、
次
の
作
品
を
見
て
み
よ
う
。

与
二

海
公
一

飲
レ

茶
送
レ

帰
レ

山

嵯
峨
上
皇

道
俗
相
分
経
二

数
年
一

今
秋
晤
語
亦
良
縁

香
茶
酌
罷
日
云
暮

稽
首
傷
レ

離
望
二

雲
烟
一

（
経
・
三
四
）

帰
山
す
る
空
海
を
見
送
っ
た
詩
で
あ
る
。
修
行
中
の
山
寺
か
ら
宮
都
に
下
り
て
い
た
空
海
が
、

�

帰
山
の
挨
拶
に
嵯
峨
天
皇
を
訪
ね
た
と
き
の
作
の
で
あ
ろ
う
。
宮
廷
人
と
僧
侶
と
の
交
流
の
ひ

と
こ
ま
を
歌
っ
た
小
品
で
あ
る
が
、
冒
頭
「
道
俗
相
分
ち
て
数
年
を
経
た
り
」
に
は
、
当
時
の

宮
廷
人
と
僧
侶
と
が
交
流
す
る
さ
い
の
基
本
的
な
関
係
が
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
僧
侶

と
宮
廷
人
は
〈
道
〉
と
〈
俗
〉
と
い
う
異
な
る
世
界
に
分
か
れ
て
生
き
る
者
と
し
て
対
立
関
係

に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
〈
道
〉〈
俗
〉
対
立
の
背
景
に
は
、
平
安
朝
初
期
の
仏
教
政

策
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
道
鏡
の
登
用
に
よ
る
称
徳
朝
の
政
治
的
混
乱
を
収
拾
し
た
光
仁
・
桓

武
朝
は
、
皇
室
と
癒
着
し
た
道
鏡
政
権
下
の
恣
意
的
な
仏
教
行
政
に
よ
る
護
国
機
能
の
低
下
を

回
復
す
べ
く
、
鎮
護
国
家
理
念
に
そ
っ
て
仏
教
界
を
規
制
し
た
。
そ
の
さ
い
の
中
心
的
課
題
は
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（
３２
）
中
村
氏
の
前
掲
書
、
第
三
章
「
マ
コ
モ
と
黒
穂
菌
」、
及
び
同
氏
論
考
「
第
３
の
菌
食

マ
コ
モ
タ

ケ
と
マ
コ
モ
ズ
ミ
」（『
き
の
こ
研
だ
よ
り
』
第
二
十
二
号

二
〇
〇
三
）
の
「
栽
培
型
マ
コ
モ
の
特

性
」
参
照
。
後
者
論
考
に
、「
今
日
、
日
本
で
も
マ
コ
モ
タ
ケ
﹇
菰
首
の
こ
と
。
筆
者
注
﹈
を
採
る
目

的
で
、
マ
コ
モ
の
栽
培
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
栽
培
に
使
う
株
は
、
私
た
ち
が
野
外
で
見
る
こ
と
が

で
き
る
マ
コ
モ
と
性
質
が
か
な
り
違
い
ま
す
。
こ
れ
を
栽
培
型
マ
コ
モ
と
い
い
、
野
生
型
に
く
ら
べ

て
ク
ロ
ホ
胞
子
が
で
き
に
く
く
、
マ
コ
モ
タ
ケ
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
栽
培
型
マ
コ
モ
の
親
株
は
中

国
か
ら
直
接
あ
る
い
は
台
湾
を
経
て
わ
が
国
に
入
っ
て
き
た
も
の
で
す
。
栽
培
型
マ
コ
モ
は
、
も
と

も
と
中
国
で
１
２
０
０
年
以
上
も
前
に
、
野
生
型
マ
コ
モ
の
ク
ロ
ホ
感
染
株
か
ら
育
成
さ
れ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
﹇
胡
道
静
氏
の
前
掲
論
考
に
基
づ
く
。
筆
者
注
﹈。
し
か
し
、
そ
の
起
源
を
探
る
こ
と
は

資
源
植
物
学
の
立
場
か
ら
極
め
て
興
味
深
い
の
で
す
が
、
そ
れ
を
証
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
。

…
お
そ
ら
く
、
こ
れ
ら
の
形
質
は
野
生
集
団
の
中
に
一
度
に
生
ま
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
栽

培
型
に
関
係
し
た
小
さ
な
変
異
が
ヒ
ト
と
自
然
の
淘
汰
を
経
て
蓄
積
さ
れ
る
過
程
が
あ
っ
た
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
」
と
あ
っ
て
、
左
表
「
栽
培
型
と
野
生
型
の
比
較
」
を
附
す
。

（
し
ぶ
さ
わ

ひ
さ
し

福
島
大
学
文
学
・
芸
術
学
系
）

平
成
十
七
年
九
月
三
十
日
受
理

野生型

伏せ形

狭い

紅

小

６～９月

多

茎部

伸びている

多

小

栽培型

立ち形

広い

白

大

６～８月

少

地際

つまっている

少

大

項 目

葉形

葉の幅

葉基の色

気孔の大きさ

分けつ期

分けつ数

菌えい 形成部位

菌えい 節間

菌えい 数

菌えい 大きさ
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二
章
「
日
本
人
と
マ
コ
モ
」
中
で
、「
こ
の
時
期
﹇
六
月
の
秋
田
県
。
筆
者
注
﹈
の
マ
コ
モ
は
背
丈
を

超
え
る
ほ
ど
に
伸
び
て
い
る
。
も
と
の
方
の
、
葉
鞘
に
包
ま
れ
た
五
〜
六
節
の
若
い
茎
は
半
ば
泥
の

な
か
に
あ
っ
て
伸
び
始
め
て
い
る
。
葉
の
も
と
の
葉
鞘
を
剥
い
て
い
く
と
、
中
心
に
五
セ
ン
チ
ほ
ど

に
伸
び
た
薄
黄
色
の
若
い
葉
が
何
層
に
も
重
な
っ
て
い
る
の
が
み
ら
れ
る
。
茎
の
先
端
部
で
あ
る
。

私
た
ち
は
こ
れ
を
マ
コ
モ
ノ
メ
と
呼
ん
で
い
る
。
古
く
は
、
菰
筍
、
菰
菜
と
呼
ん
で
い
た
。
口
に
入

れ
て
�
ん
で
み
る
と
、
柔
ら
か
く
、
ほ
の
か
な
甘
味
と
香
り
が
あ
っ
て
、
生
で
も
食
べ
ら
れ
る
」
と

記
す
。

（
１７
）
謝
宗
万
「『
本
草
綱
目
』
図
版
的
考
察
」（
中
国
薬
学
会
薬
学
史
会
編
『
李
時
珍
研
究
論
文
集
』
所
収

湖
北
科
学
技
術
出
版
社

一
九
八
五
）。
な
お
、
初
版
の
原
形
を
留
め
な
い
味
古
斎
本
『
本
草
綱
目
』

の
挿
絵
﹇
左
上
図
﹈
は
、
そ
の
大
半
を
清
の
呉
其
濬
『
植
物
名
実
図
考
』﹇
左
下
図
﹈
に
拠
っ
て
お
り
、

菰
草
の
図
も
『
図
考
』
を
そ
の
ま
ま
模
写
し
て
い
る
が
、
右
下
に
「
菰
首
」
ら
し
き
も
の
を
描
き
加

え
て
い
る
。

（
１８
）
篠
田
氏
の
前
掲
論
考
「
忘
れ
ら
れ
た
穀
物
」、
第
一
章
「
�
」。

（
１９
）
明
の
謝
肇
�
『
五
雑
組
』
物
部
二
に
も
、「
菌
蕈
之
属
、
多
生
深
山
窮
谷
中
。
蛇
�
之
気
薫
蒸
、
易

中
其
毒
。
西
湖
志
載
、
宋
呉
山
寺
産
菰
。
大
如
盤
、
五
色
光
潤
」
と
あ
る
。
岩
城
秀
夫
訳
注
『
五
雑

組
』
第
五
冊
（
平
凡
社
・
東
洋
文
庫

一
九
九
八
）
が
「
菰
」
を
「
ま
こ
も
」
と
す
る
の
は
誤
解
で

あ
る
。
な
お
、
�
�
『
爾
雅
疏
』
に
影
響
さ
れ
た
の
か
、
宋
本
『
爾
雅
音
図
』
の
「
�
蔬
」
図
﹇
上

欄
左
上
図
﹈
は
、
ま
っ
た
く
地
蕈
と
混
同
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
、
地
蕈
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な

『
爾
雅
』
の
「
中
馗
」
図
﹇
上
欄
左
下
図
﹈
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
。

（
２０
）
前
掲
拙
論
「
爾
雅
釈
草
�
蔬
考
」、
第
六
章
「
�
蔬
・
�
�
同
源
」、
ま
た
、
拙
論
「
列
子
華
胥
考
―

古
漢
語
に
お
け
る
異
類
同
名
に
つ
い
て
―
」（『
学
林
』
第
四
十
一
号

二
〇
〇
五
）
参
照
。

（
２１
）
『
春
秋
左
氏
伝
』
襄
公
二
十
三
年
の
条
に
「
狼
�
疏
」
な
る
人
名
が
み
え
る
。
黄
侃
『
爾
雅
音
訓
』

は
、「
此
の
草
（
�
蔬
）
を
以
て
名
を
為
す
な
り
」
と
し
て
お
り
、
こ
れ
は
、「
�
蔬
」
が
古
名
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
２２
）
胡
道
静
氏
の
前
掲
論
考
。

（
２３
）
我
が
邦
で
は
、
マ
コ
モ
ズ
ミ
が
鎌
倉
彫
に
お
け
る
古
色
付
け
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ

れ
は
幕
末
明
治
の
仏
師
、
後
藤
斉
宮
考
案
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
中
村
氏
の
前
掲
書
、
第
三
章
「
マ

コ
モ
と
黒
穂
菌
」
参
照
。

（
２４
）
伊
欽
恒
「
略
述
我
国
古
代
的
幾
種
栽
培
蔬
菜
的
特
殊
技
術
」（『
中
国
古
代
農
業
科
技
』
所
収

農
業

出
版
社

一
九
八
〇
）

（
２５
）
こ
の
「
	
筍
」
が
必
ず
「
菰
首
」
を
指
し
て
い
る
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
一
文
は

「
三
月
」
の
条
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
秋
の
「
菰
首
」
収
穫
を
目
指
し
た
も
の
と
解

し
た
い
。

（
２６
）
顧
元
龍
氏
の
前
掲
書
、
第
五
章
「
栽
培
技
術
」
参
照
。

（
２７
）
袁
枚
『
随
園
食
単
』
雑
素
菜
単
に
、「
	
白
炒
肉
、
炒
鶏
倶
可
。
切
整
段
、


醋
炙
之
、
尤
佳
。
�

肉
亦
佳
。
須
切
片
以
寸
為
度
。
初
出
太
細
者
無
味
」
と
あ
る
。

（
２８
）
西
山
武
一
・
熊
代
幸
雄
『
校
訂
訳
註
斉
民
要
術
』（
ア
ジ
ア
経
済
出
版
会

一
九
六
九
）
は
、
巻
末

「
生
産
物
利
用
例
索
引
」
の
「
Ｂ
４２
追
註
」
に
お
い
て
菰
の
学
名
比
定
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
こ
こ

で
は
『
爾
雅
』
の
「
彫
蓬
」「
黍
蓬
」
を
挙
げ
、
鄭
樵
・
李
時
珍
・
小
野
蘭
山
の
、
菰
に
結
実
不
結
実

の
二
種
あ
り
と
の
説
に
従
っ
て
、「
マ
コ
モ＝

黍
蓬Z

izania
latifolia

Turz.

」
と
は
別
に
、
し
ば
ら
く

仮
に
と
断
り
つ
つ
、「
ハ
ナ
ガ
ツ
ミ＝

彫
蓬Z

izania
aquatica,var.?

」
と
し
、「
古
来
の
区
別
を
強
調

す
る
」
と
し
て
い
る
。

（
２９
）
顧
元
龍
氏
の
前
掲
書
、
第
三
章
「
生
長
発
育
特
性
」
参
照
。

（
３０
）
伊
欽
恒
氏
の
前
掲
論
考
に
、「
這
種
菌
類
対
人
類
健
康
完
全
無
害
、
它
喜
歓
温
暖
気
候
、
雨
量
宜
多
、

気
温
高
時
発
展
較
快
」
と
あ
る
。

（
３１
）H

ennings,P.;N
eue

und
interessante

pilze
aus

dem
K
onigl.B

otan.M
useum

in
B

erlin �
,H

ed-

（
二
四
）

２００５年１２月 「菰」の本草学 １０５



注

（
１
）
陸
游
詩
の
引
用
は
、
銭
仲
聯
『
剣
南
詩
稿
校
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社

一
九
八
五
）
に
拠
り
、
以

下
の
論
中
で
『
詩
稿
』
と
略
記
す
る
こ
と
が
あ
る
。

（
２
）
胡
道
静
「
�
白
園
芸
改
革
的
時
代
和
地
点
」（「
新
建
設
」
一
九
五
四
年
十
二
月
号
、
の
ち
『
農
書
農

史
論
集
』
所
収

農
業
出
版
社

一
九
八
五
、
渡
部
武
訳
『
中
国
古
代
農
業
博
物
誌
考
』
中
に
邦
訳

あ
り
。

農
山
漁
村
文
化
協
会

一
九
九
〇
）

（
３
）
古
典
詩
文
に
み
え
る
植
物
を
本
草
学
的
に
、
あ
る
い
は
植
物
学
的
に
考
察
す
る
意
義
に
つ
い
て
は
、

拙
論
「『
離
騒
』
に
詠
ま
れ
る
芳
草
香
木
の
本
草
学
的
考
察
―
巫
医
作
離
騒
考
序
説
―
」（『
筧
文
生
・

松
本
幸
男
両
教
授
退
職
記
念
中
国
文
学
論
集
』

二
〇
〇
〇
）、
及
び
拙
論
「
爾
雅
釈
草
�
蔬
考
」（『
学

林
』
第
二
十
七
号

一
九
九
七
）
参
照
。
な
お
後
者
に
お
い
て
は
、
既
に
菰
草
に
つ
い
て
簡
単
に
ま

と
め
た
の
ち
、『
爾
雅
』
中
の
「
�
蔬
」、
す
な
わ
ち
当
論
で
詳
述
す
る
「
菰
首
」
の
語
源
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
。

（
４
）
『
詩
経
』
は
五
経
の
一
つ
と
し
て
別
格
で
あ
っ
た
た
め
か
、
詩
中
詠
ま
れ
る
多
く
の
植
物
に
つ
い
て
、

古
来
専
著
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
一
時
『
爾
雅
』
も
『
詩
経
』
読
解
の
辞
典
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

以
後
、
三
国
の
陸
�
『
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
』
に
始
ま
り
、
清
の
徐
雪
樵
『
毛
詩
名
物
図
説
』、
我

が
邦
の
江
村
如
圭
『
詩
経
名
物
弁
解
』、
岡
元
鳳
『
毛
詩
品
物
図
攷
』、
近
年
で
は
、
陸
文
郁
『
詩
草

木
今
釈
』（
天
津
人
民
出
版
社

一
九
五
七
）、
耿
�
『
詩
経
中
的
経
済
植
物
』（
台
湾
商
務
印
書
館

一
九
七
四
）、
呉
厚
炎
『
詩
経
草
木
彙
考
』（
貴
州
人
民
出
版
社

一
九
九
二
）
な
ど
が
知
ら
れ
、
ほ

ぼ
古
漢
名
と
学
名
と
の
同
定
が
済
ん
で
い
る
。

（
５
）
陸
游
の
詩
集
『
剣
南
詩
稿
』
八
十
五
巻
を
閲
し
て
菰
米
に
関
す
る
語
を
拾
っ
て
み
る
と
、「
菰
米
」

十
三
例
、「
菰
飯
」
二
例
、「
炊
菰
」
五
例
、「
新
菰
」
三
例
、「
香
菰
」
一
例
、「
雕
胡
」
六
例
な
ど
が

見
出
せ
る
。
こ
れ
は
多
作
で
知
ら
れ
る
陸
游
に
あ
っ
て
も
尋
常
の
数
で
は
な
か
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
次
論
「
陸
游
と
菰
」
に
お
い
て
詳
し
く
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
６
）
ま
と
ま
っ
て
現
存
す
る
最
古
の
『
爾
雅
』
注
は
晋
、
郭
璞
の
も
の
で
あ
る
。『
経
典
釈
文
』
序
録
に

よ
れ
ば
、
古
く
は
前
漢
の
�
為
文
学
注
三
巻
、
劉
�
注
三
巻
、
後
漢
の
樊
光
注
六
巻
、
李
巡
注
三
巻
、

魏
の
孫
炎
注
三
巻
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
今
で
は
亡
び
、
諸
書
に
佚
文
が
残
る
の
み
と
な
っ

て
い
る
。

（
７
）
中
村
重
正
『
菌
食
の
民
俗
誌
』（
八
坂
書
房

二
〇
〇
〇
）、
第
二
章
「
日
本
人
と
マ
コ
モ
」
に
指
摘

が
あ
る
。
な
お
、
当
書
は
マ
コ
モ
文
化
を
簡
明
に
ま
と
め
た
好
著
で
あ
り
、
文
献
検
索
の
糸
口
を
与

え
ら
れ
る
な
ど
小
論
に
裨
益
す
る
こ
と
多
大
で
あ
っ
た
。

（
８
）
神
道
に
お
け
る
菰
利
用
に
つ
い
て
は
、
矢
野
憲
一
『
伊
勢
神
宮
の
衣
食
住
』（
東
京
書
籍

一
九
九

二
）
に
詳
し
く
、
ま
た
中
村
氏
の
前
掲
書
、
第
四
章
「
非
日
常
の
マ
コ
モ
文
化
」
に
ま
と
ま
っ
て
い

る
。

（
９
）
湯
浅
浩
史
「
マ
コ
モ
の
名
の
由
来
」（『
ジ
ザ
ニ
ア
ぶ
み
』
第
五
号

一
九
八
七
）、『
日
本
植
物
方
言

集

草
本
類
篇
』（
八
坂
書
房

一
九
七
二
）
参
照
。

（
１０
）
赤
松
宗
旦
『
利
根
川
図
志
』（
巻
五
）
の
「
根
山
神
社
」
条
に
記
す
七
言
絶
句
は
次
の
通
り
。
詩
と

し
て
出
来
は
よ
く
な
い
が
、
と
も
か
く
菰
米
を
食
し
た
感
動
は
伝
わ
っ
て
こ
よ
う
。

淡
於
蕎
麦
香
於
稷

蕎
麦
よ
り
も
淡
く
稷
よ
り
も
香
り

真
味
初
知
在
水
郷

真
味
初
め
て
水
郷
に
在
る
を
知
る

非
向
君
家
留
竹
枝

君
が
家
に
向
ひ
て
竹
枝
を
留
む
る
に
非
ざ
れ
ば

一
生
不
信
有
菰
粱

一
生
菰
粱
有
る
を
信
ぜ
ざ
る
な
り

（
１１
）
『
晋
書
』
文
苑
伝
で
は
「
呉
中
菰
菜
・
蓴
羹
・
鱸
魚
膾
」
に
作
る
。

（
１２
）
『
本
草
綱
目
』
巻
十
九
草
部
に
引
く
『
本
草
図
経
』
は
「
春
末
生
白
茅
如
笋
」
に
作
る
。「
春
末
」
と

な
れ
ば
、「
菰
首
」
の
早
生
が
当
時
か
ら
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
、
こ
こ
で
い
う
「
菰
菜
」「
�

白
」
が
「
菰
首
」
を
指
す
こ
と
も
あ
り
得
る
が
、
本
論
中
に
て
後
述
す
る
理
由
に
よ
り
、
や
は
り
否

定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
１３
）
顧
元
龍
『
蔬
菜
生
産
小
叢
書

�
白
』（
上
海
科
学
技
術
出
版
社

一
九
八
七
）、
第
四
章
「
類
型
和

品
種
」
参
照
。

（
１４
）
顧
元
龍
氏
の
前
掲
書
第
四
章
に
「
両
熟
�
」
の
品
種
と
し
て
、「
小
�
台
」（
蘇
州
）、「
両
頭
台
」

（
蘇
州
）、「
中
�
台
」（
蘇
州
）、「
稗
草
�
」（
無
錫
）、「
紅
花
売
�
」（
無
錫
）、「
中
介
�
」（
無
錫
）

な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
１５
）
「
菰
菜
」
十
例
中
、
秋
以
外
制
作
の
詩
は
、「
自
�
復
還
漢
中
次
益
昌
」（
乾
道
八
年
十
月

『
詩
稿
』

巻
三
）
の
「
呉
中
菰
菜
正
堪
烹
」
が
初
冬
、「
食
酪
」（
嘉
定
二
年
春

『
詩
稿
』
巻
八
十
一
）
が
春

の
詩
だ
が
、
後
者
は
「
未
必
鱸
魚
�
菰
菜
、
便
勝
羊
酪
薦
桜
桃
」
で
あ
る
か
ら
秋
で
な
く
と
も
よ
い

こ
と
に
な
る
。「
菰
首
」
五
例
中
、
秋
以
外
制
作
の
詩
は
、「
衰
疾
」（
嘉
泰
四
年
夏

『
詩
稿
』
巻
五

十
七
）
の
「
蓴
糸
菰
首
亦
加
餐
」
が
夏
で
あ
る
。「
秋
菰
」
六
例
中
、
秋
以
外
制
作
の
詩
は
、「
新
作

火
閣
」（
慶
元
四
年
冬

『
詩
稿
』
巻
三
十
八
）
の
「
似
玉
秋
菰
殊
未
老
」
が
冬
、「
夜
聞
姑
悪
」（
慶

元
五
年
夏

『
詩
稿
』
巻
三
十
九
）
が
夏
の
詩
だ
が
、
後
者
は
「
秋
菰
有
米
亦
可
飽
」
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
「
秋
菰
」
は
菰
米
を
詠
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
１６
）
菰
に
つ
い
て
の
専
論
、
胡
道
静
氏
の
前
掲
論
考
と
篠
田
統
氏
の
「
忘
れ
ら
れ
た
穀
物
」（『
生
活
文
化

研
究
』
第
五
号

一
九
五
六
、
の
ち
『
中
国
食
物
史
の
研
究
』
所
収

八
坂
書
房

一
九
七
八
）
と

が
こ
の
問
題
に
一
言
も
触
れ
て
い
な
い
こ
と
は
不
可
解
で
あ
る
。
さ
す
が
に
中
村
氏
は
前
掲
書
、
第
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の
で
あ
ろ
う
。

美
食
家
と
し
て
鳴
ら
し
た
杭
州
人
、
袁
枚
の
舌
に
適
っ
て
、
そ
の
製
法
集
『
随
園
食
単
』（
一

七
九
二
年
）
に
の
ぼ
っ
た
「
菰
首
」
の
佳
品
に
は
、
お
よ
そ
五
百
年
の
栽
培
史
が
あ
っ
た
こ
と

に
な
る
。

結

語

蝶
冷
停
菰
葉

蝶
は
冷
や
か
に
菰
葉
に
停
ま
り

よ
り
そ

�
馴
傍
�
枝

�
は
馴
れ
て
�
枝
に
傍
ふ

（
陸
游
「
公
安
」

『
剣
南
詩
稿
』
巻
二
）

い
に
し
え
よ
り
蒲
葦
と
と
も
に
水
郷
の
景
色
に
翠
蔭
を
差
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
菰
は
、
ご
く

あ
り
ふ
れ
た
野
草
な
が
ら
大
い
な
る
価
値
が
あ
っ
た
。
古
代
に
あ
っ
て
は
「
滋
味
の
麗
し
き
も

の
」
と
讃
え
ら
れ
る
美
饌
「
菰
米
」、
後
代
に
あ
っ
て
は
「
甘
き
こ
と
蜜
の
ご
と
し
」
と
詠
ま
れ

る
美
菜
「
菰
首
」、
そ
の
い
ず
れ
も
が
身
近
な
食
材
と
し
て
供
さ
れ
て
き
た
。

か
つ
て
は
王
の
宴
席
に
欠
か
せ
な
い
穀
物
に
数
え
あ
げ
ら
れ
、
ま
た
辞
賦
に
は
南
国
の
響
き

を
与
え
る
べ
く
頻
り
に
引
か
れ
て
い
た
菰
米
は
、
し
か
し
唐
代
を
さ
か
い
に
価
値
を
下
げ
、
北

宋
に
は
本
草
書
中
の
救
荒
植
物
と
し
て
す
っ
か
り
過
去
の
産
物
に
な
り
果
て
、
細
々
と
食
さ
れ

る
に
と
ど
ま
る
よ
う
に
な
る
。

一
方
、
秋
風
と
と
も
に
軟
白
質
を
太
ら
せ
た
菰
菜
「
菰
首
」
は
、
秦
漢
の
頃
よ
り
徐
々
に
賞

味
せ
ら
れ
、
六
朝
以
後
は
も
っ
ぱ
ら
川
魚
と
羹
に
つ
く
ら
れ
て
食
膳
の
ご
馳
走
に
あ
が
っ
た
が
、

そ
の
甜
美
さ
は
相
当
な
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
長
江
流
域
の
産
地
を
中
心
に
ま
す
ま
す
も
て

は
や
さ
れ
、
宋
末
元
初
の
頃
に
は
「
烏
鬱
」
に
な
り
に
く
い
優
良
品
種
の
栽
培
が
展
開
し
始
め

る
。し

か
し
な
が
ら
、
も
と
も
と
菰
米
と
「
菰
首
」
と
の
収
穫
は
両
立
し
な
い
の
で
あ
っ
た
。「
菰

首
」
は
黒
穂
病
菌
の
菌
�
で
あ
る
が
、
こ
の
菌
は
花
穂
を
つ
く
ら
せ
な
い
か
ら
菰
米
は
稔
ら
な

い
。
換
言
す
れ
ば
、
菰
米
が
稔
る
菰
草
に
は
当
然
「
菰
首
」
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
菰
に
二

種
あ
り
と
誤
解
さ
れ
る
ほ
ど
不
結
実
の
菰
草
は
存
在
し
、
そ
の
多
年
生
ゆ
え
に
、
ひ
と
た
び
感

染
す
れ
ば
ま
ず
出
穂
開
花
す
る
こ
と
は
な
く
な
る
。
菰
米
衰
頽
の
背
景
に
は
、
よ
く
い
わ
れ
る

宋
元
代
の
稲
米
栽
培
の
普
及
確
立
と
と
も
に
、
し
だ
い
に
菰
米
を
収
穫
し
よ
う
に
も
で
き
な
い

状
況
が
拡
が
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
芳
し
き
菰
」
と
呼
ば
れ
、「
肴
饌
の
妙
な
る
も
の
」
に
す
ら
入
れ
ら
れ
た
菰
米
の
味
そ
の
も

の
が
飽
き
ら
れ
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
だ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
古
人
は
、
穎
果
の
散
落
激
し
く
、

そ
の
収
量
に
期
待
が
も
て
な
い
菰
米
の
収
穫
と
、
代
替
の
利
か
な
い
馥
郁
た
る
珍
味
「
菰
首
」

の
獲
得
と
を
天
秤
に
掛
け
た
結
果
、
菰
米
に
は
見
切
り
を
つ
け
、
黒
穂
病
菌
の
蔓
延
を
む
し
ろ

天
恵
と
み
な
し
て
、「
菰
首
」
を
享
受
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
菰
草
は
、
人
間
と
い
う
消
費
者
の
勝
手
な
指
向
に
よ
っ
て
、
こ
の
数
千

年
来
、
黒
穂
病
罹
患
種
の
撲
滅
（
菰
米
目
的
）
と
、
そ
の
ま
っ
た
く
反
対
、
罹
患
種
の
保
存
改

良
（
菰
首
目
的
）
と
の
狭
間
に
翻
弄
さ
れ
続
け
た
植
物
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
植
物
界
に
お
け

る
穀
物
の
運
命
、
蔬
菜
の
運
命
と
は
往
々
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
そ
の
両
方

を
味
わ
う
こ
と
を
強
制
さ
れ
た
菰
草
に
あ
っ
て
は
、
ま
こ
と
に
奇
禍
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。

小
論
を
な
す
に
あ
た
っ
て
、
歴
代
の
本
草
書
や
農
書
は
も
と
よ
り
、
陸
游
の
詩
に
教
え
ら
れ

る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
己
が
作
品
を
本
草
学
の
考
証
に
利
用
さ
れ
る
な
ど
、
詩
人
に
あ
っ
て
は

慮
外
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、

少
年
読
爾
雅
、
亦
喜
騒
人
語

少
年
に
爾
雅
を
読
み
、
亦
た
騒
人
の
語
を
喜
ぶ

若
い
時
分
、『
爾
雅
』
の
草
木
、
ま
た
楚
辞
の
香
草
を
喜
ん
で
読
ん
だ
。

（「
薬
圃
」

『
詩
稿
』
巻
二
十
五
）

け
み

薬
名
尋
本
草
、
蘭
族
験
離
騒

薬
名
に
は
本
草
を
尋
ね
、
蘭
族
に
は
離
騒
を
験
す

薬
草
に
は
本
草
書
を
あ
た
り
、
香
草
に
は
「
離
騒
」
を
調
べ
た
。

（「
初
夏
幽
居
雑
賦
・
六
」

『
詩
稿
』
巻
六
十
一
）

と
い
う
彼
で
あ
る
か
ら
、
あ
る
い
は
許
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。

附
記

こ
の
小
論
の
半
ば
は
、
も
と
も
と
南
宋
、
陸
游
の
詩
に
「
菰
」
字
が
頻
見
さ
れ
る
理
由

を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
拙
稿
中
に
組
み
込
ん
で
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
煩
瑣
な
本

草
学
的
考
証
を
縷
述
し
た
結
果
、
別
に
一
篇
と
し
て
ま
と
め
る
に
い
た
っ
た
。
菰
草
の
、
特
に

菰
米
と
し
て
の
利
用
が
極
端
に
衰
頽
し
た
な
か
に
あ
っ
て
、
そ
れ
を
常
食
し
、
詩
に
詠
み
続
け

た
陸
游
の
思
い
は
那
辺
に
あ
っ
た
の
か
。
次
稿
は
「
陸
游
と
菰
」
と
題
し
、
当
小
論
で
は
ほ
と

ん
ど
触
れ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
唐
詩
（
特
に
杜
甫
・
王
維
）
中
に
み
え
る
菰
、
及
び
本
草

家
と
し
て
の
陸
游
像
に
つ
い
て
の
考
察
と
と
も
に
近
く
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
二
二
）
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種
、
概
于
春
季
行
分
株
繁
殖
。
原
産
于
我
国
。
長
江
以
南
水
沢
地
区
及
江
三
角
洲
水
網
地

帯
種
植
最
多
。

菰
草
は
、
温
暖
湿
潤
を
好
み
、
粘
土
質
の
土
壌
で
よ
く
育
つ
。
夏
秋
二
期
作
種
と
秋
単
期
作
と
の

二
品
種
が
あ
る
。
だ
い
た
い
春
に
株
分
け
し
て
繁
殖
さ
せ
る
。
原
産
は
我
が
国
で
、
長
江
以
南
の
河

川
、
及
び
長
江
三
角
州
水
郷
地
帯
に
多
く
植
え
ら
れ
て
い
る
。

と
あ
る
。
実
際
に
は
、
菰
草
は
日
本
各
地
お
よ
び
台
湾
、
中
国
、
イ
ン
ド
シ
ナ
、
東
シ
ベ
リ
ア

の
温
帯
か
ら
亜
熱
帯
の
水
辺
に
広
く
分
布
す
る
。
し
か
し
菰
草
は
、
萌
芽
期
の
適
温
が
一
〇
か

ら
一
五
度
、
分
蘖
期
の
適
温
が
二
〇
か
ら
三
〇
度
、「
菰
首
」
肥
大
期
の
適
温
が
一
五
か
ら
二
五

�

度
（
黒
穂
病
菌
生
育
の
適
温
）
で
あ
る
か
ら
、
比
較
的
温
暖
な
地
域
を
好
む
こ
と
は
い
え
、
現

在
の
栽
培
地
も
温
暖
湿
潤
で
河
川
湖
沼
が
多
い
地
方
と
重
な
っ
て
い
る
。

牧
野
が
コ
モ
ヅ
ノ
の
食
用
の
こ
と
、
ま
た
伊
氏
も
そ
れ
を
収
穫
す
る
品
種
の
こ
と
を
い
う
よ

う
に
、
菰
の
栽
培
目
的
が
今
で
は
副
産
物
「
菰
首
」
の
み
に
あ
る
こ
と
、
前
章
に
て
述
べ
た
と

お
り
で
あ
る
。
続
い
て
「
菰
首
」
に
つ
い
て
簡
単
に
ま
と
め
て
お
こ
う
。

菰
草
が
黒
穂
病
菌
に
感
染
し
て
、
菌
が
地
下
茎
か
ら
花
茎
部
に
侵
入
し
活
動
を
開
始
す
る
と
、

そ
の
細
胞
を
刺
戟
す
る
た
め
に
茎
部
が
肥
大
化
し
畸
形
と
な
る
。
そ
の
菌
�
部
分
の
漢
名
が
「
菰

首
」
で
あ
る
。『
爾
雅
』
に
屈
短
の
貌
を
表
す
聯
緜
の
擬
態
語
「
�
蔬
」
と
古
名
で
記
さ
れ
る
の

は
、
ま
さ
し
く
そ
の
形
状
に
由
来
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

既
に
『
爾
雅
』
の
郭
璞
注
か
ら
「
甜
滑
」
と
示
さ
れ
る
よ
う
に
、「
菰
首
」
の
良
品
は
す
こ
ぶ

る
美
味
で
あ
り
、『
世
説
新
語
』
に
逸
話
を
の
こ
し
た
晋
の
張
翰
な
ら
ず
と
も
捨
て
お
け
な
い
食

材
と
し
て
現
在
に
い
た
る
ま
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
伊
氏
に
よ
る
と
病
�
で
は
あ
る
が
人
体
に

�

は
ま
っ
た
く
影
響
な
い
も
の
と
い
う
。

黒
穂
病
菌
に
つ
い
て
『
中
国
真
菌
志
』
第
十
二
巻
（
科
学
出
版
社

二
〇
〇
〇
）
の
「
黒
粉

菌
科
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

菰
黒
粉
菌

U
stilago

esculenta
P.H

ennings,H
edw

igia
34

:10,1895.

胞
子
堆
引
起
茎
部
明
顕
腫
脹
、
長
卵
円
形
或
紡
錘
形
、
長８

〜１５
�

、
寛１

・２

〜４�

。
胞
子

団
形
成
于
茎
内
的
腔
中
、
褐
色
或
暗
褐
色
、
初
期
黏
結
、
不
久
変
成
粉
状
。
黒
粉
胞
子
球

形
、
近
球
形
、
楕
円
形
、
紡
錘
形
或
不
規
則
形
、６

〜１２

×５

・５

〜８�

、
橄
欖
褐
色
、
有
瘤
、

掃
描
電
鏡
下
可
見
瘤
常
彙
合
。

胞
子
堆
は
茎
部
の
は
っ
き
り
と
し
た
腫
れ
を
引
き
起
こ
す
。
そ
れ
は
長
卵
形
あ
る
い
は
紡
錘
形
で
、

長
さ
八
〜
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
・
二
〜
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
胞
子
塊
が
茎
部
内
の
隙
間
に

形
成
さ
れ
、
そ
れ
は
褐
色
あ
る
い
は
暗
褐
色
を
呈
し
、
初
め
は
粘
着
し
て
い
る
が
、
や
が
て
粉
状
に

変
化
す
る
。
黒
粉
胞
子
は
、
球
形
、
近
球
形
、
楕
円
形
、
紡
錘
形
、
あ
る
い
は
不
規
則
な
形
で
、
六

〜
十
二
×
五
・
五
〜
八
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
、
オ
リ
ー
ブ
色
で
突
起
が
あ
り
、
走
査
型
電
子
顕
微
鏡
で

は
突
起
の
集
合
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
学
名U
stilago

esculenta

は
一
八
九
五
年
、
ド
イ
ツ
の
菌
類
学
者PaulC

hristoph
H
en-

�

nings

（1841-1908

）
に
よ
る
命
名
で
、「
食
用
し
得
る
黒
穂
菌
」
の
意
で
あ
る
。

感
染
株
の
地
下
茎
か
ら
花
穂
に
侵
入
し
た
内
生
菌
、
黒
穂
病
菌
は
、
そ
の
維
管
束
内
の
隙
間

に
菌
糸
を
充
満
さ
せ
な
が
ら
イ
ン
ド
ー
ル
酢
酸
を
分
泌
す
る
。
そ
の
刺
戟
は
細
胞
分
裂
を
異
常

に
促
進
さ
せ
、
花
穂
は
発
達
さ
せ
ず
、
か
わ
り
に
花
茎
の
下
部
三
節
ほ
ど
に
菌
�
（fungalgall

）

を
形
成
さ
せ
る
。

こ
の
菌
�
、
す
な
わ
ち
コ
モ
ヅ
ノ
「
菰
首
」
は
、
当
初
は
真
っ
白
く
香
気
が
あ
っ
て
美
味
な

る
も
の
で
あ
る
が
、
や
が
て
菌
糸
窩
に
黒
穂
胞
子
が
充
満
し
始
め
、
そ
の
メ
ラ
ニ
ン
色
素
に
よ
っ

て
飴
色
か
ら
黒
褐
色
の
縞
模
様
を
呈
す
る
よ
う
に
な
る
。
完
全
に
成
熟
す
る
と
黒
粉
状
の
胞
子

が
満
ち
た
真
っ
黒
い
胞
子
塊
が
で
き
る
。
こ
れ
が
マ
コ
モ
ズ
ミ
（
真
菰
墨
）、
漢
名
「
烏
鬱
」
で

あ
る
。
漢
名
の
由
来
は
、
も
ち
ろ
ん
烏
の
ご
と
き
黒
き
も
の
が
鬱
然
鬱
積
す
る
意
で
あ
ろ
う
。

こ
う
な
る
と
食
用
に
は
適
さ
な
い
が
、
薬
用
や
着
色
に
は
利
用
さ
れ
る
。

前
章
に
お
い
て
、
中
国
に
お
け
る
「
菰
首
」
採
取
目
的
の
菰
草
栽
培
の
起
源
に
つ
い
て
検
証

し
た
。
す
な
わ
ち
、
南
宋
末
か
ら
元
代
に
か
け
て
一
定
の
生
産
を
伴
う
菰
草
栽
培
が
開
始
さ
れ

た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
そ
の
こ
と
は
、
野
生
種
の
菰
草
か
ら
、
よ

り
高
品
質
の
「
菰
首
」
を
採
取
し
得
る
栽
培
型
（incipientdom

esticate

）
が
選
抜
さ
れ
て
い
っ

た
こ
と
を
も
意
味
し
よ
う
。

栽
培
型
の
菰
草
が
、
野
生
種
と
そ
の
性
質
に
お
い
て
か
な
り
の
相
違
が
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ

�る
。
特
に
野
生
種
の
コ
モ
ヅ
ノ
は
胞
子
形
成
が
早
い
。
つ
ま
り
、「
烏
鬱
」
に
な
り
や
す
い
の
で

あ
る
。
こ
れ
で
は
商
品
と
し
て
流
通
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
の
で
、『
種
芸
必
用
』
に
い
う

「
不
黒
」
の
菰
草
を
優
良
種
と
し
て
残
し
、「
雄
�
」「
灰
�
」
の
株
を
淘
汰
し
て
い
っ
た
に
違

い
な
い
。
コ
モ
ヅ
ノ
の
大
き
さ
も
、
よ
り
大
き
な
菌
�
の
も
の
が
選
択
さ
れ
て
い
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
現
在
に
引
き
継
が
れ
る
「
菰
首
」
の
栽
培
型
が
生
ま
れ
て
い
っ
た

菰首の栽培種「寒頭�」
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『
種
芸
必
用
』
に
先
立
つ
こ
と
約
一
世
紀
、
陸
游
の
詩
に
「
園
丁
、
菰
白
を
売
る
」（「
春
老
」）

と
の
一
句
が
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
と
お
り
で
、
春
の
コ
モ
ノ
コ
が
売
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
察

せ
ら
れ
る
が
、
こ
の
例
な
ど
は
「
園
丁
」
の
一
語
か
ら
も
、「
菰
首
」
を
含
む
菰
菜
が
計
画
的
に

量
産
さ
れ
て
い
た
事
実
を
示
す
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
別
の
「
秋
雨
初
晴
有
感
」
な
る
詩
、

�
羹
菰
菜
珍
無
価
、
上
釣
魴
魚
健
欲
飛

（
紹
熙
三
年
秋

『
詩
稿
』
巻
二
十
五
）

に
「
�
羹
菰
菜
は
珍
な
れ
ど
も
価
無
し
」
と
あ
る
か
ら
に
は
、
菰
菜
は
売
り
物
で
な
か
っ
た
わ

け
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
自
宅
の
眼
前
に
広
が
る
鏡
湖
（
鑑
湖
と
も
い
う
。
紹
興
西
郊
の
三
山
）

に
お
い
て
採
集
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

陸
詩
に
菰
菜
へ
の
言
及
が
数
多
あ
る
こ
と
は
再
三
に
わ
た
っ
て
述
べ
た
。
そ
の
名
も
詩
題
「
隣

人
に
菰
菜
を
送
る
」（
嘉
定
元
年
秋

『
詩
稿
』
巻
七
十
八
）
ま
で
存
在
す
る
。
し
か
し
、
劈
頭

に
挙
げ
た
詩
に
も
、
街
中
で
酒
を
贖
い
「
湖
上
に
菰
を
采
る
」
と
あ
る
か
ら
に
は
、
や
は
り
陸

游
は
い
ま
だ
野
生
の
菰
菜
の
味
を
楽
し
ん
で
い
た
よ
う
だ
。

三

植
物
学
上
の
菰

最
後
に
、
菰
草
お
よ
び
菰
首
を
植
物
学
的
に
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

菰
草
は
、
禾
本
科
（
イ
ネ
科G

ram
ineae

）
・
禾
本
亜
科
（
イ
ネ
亜
科O

ryzoideae

）
・
禾
本

族
（
イ
ネ
族O

ryzeae

）
・
菰
亜
族
（
マ
コ
モ
亜
族Zizaninae

）
・
菰
属
（
マ
コ
モ
属Zizania

）

に
分
類
さ
れ
る
植
物
の
総
称
で
あ
る
。

『
中
国
植
物
志
』（
科
学
出
版
社

二
〇
〇
二
）
第
九
巻
第
二
分
冊
「
禾
本
科
・
菰
属
」
に
は
、

次
の
三
種
を
載
せ
る
。

菰

Z
izania

latifolia
(G

riseb.)
Stapf

in
K
ew

B
ull.1909.

水
生
菰

Z
izania

aquatica
L.

Sp.Pl.2
:991.1953.

沼
生
菰

Z
izania

palustris
L.

M
ant.295.1771.

し
か
し
、
ア
ジ
ア
分
布
の
原
産
種
は
多
年
生
の
、
和
名
マ
コ
モ
、
英
名M

anchurian
w
ildrice

、

�

学
名Z

izania
latifolia

（G
riseb.

）Turcz.

の
一
種
類
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
他
は
、Z

iza-

nia
texana

A
.S.H

itche.

を
含
め
て
北
米
原
産
と
さ
れ
る
、
主
に
一
年
生
の
い
わ
ゆ
るw

ild
rice

で
あ
る
。

中
国
で
は
ご
く
最
近
ま
で
黒
穂
病
菌
が
寄
生
し
て
「
菰
首
」
を
生
み
出
す
菰
草
を
別
種
と
み

な
し
、『
中
国
高
等
植
物
図
鑑
』
な
ど
も
学
名Z

izania
caduciflora

（Turcz.ex
Trin.

）H
and.-

M
azz.

を
与
え
て
い
た
が
、『
中
国
植
物
志
』
はZ

izania
latifolia

と
同
種
と
し
て
処
理
し
、
今
で

は
こ
れ
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
。
以
下
、
菰
草
はZ

izania
latifolia

Turcz.

を
指
す
も
の
と

す
る
。

菰
草
に
つ
い
て
は
、
も
ち
ろ
ん
『
中
国
高
等
植
物
図
鑑
』
に
も
第
五
冊
（
科
学
出
版
社

一

九
七
六
）
に
「
�
笋
」
と
し
て
載
せ
る
が
、
説
明
が
簡
略
に
過
ぎ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
牧

野
富
太
郎
の
優
れ
た
解
説
か
ら
引
用
す
る
。
周
知
の
よ
う
に
牧
野
の
植
物
図
鑑
は
生
前
、
及
び

没
後
何
度
も
改
訂
平
易
化
を
重
ね
て
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
が
、
あ
え
て
自
身
が
詳
述
し
た
文

語
の
元
版
『
牧
野
日
本
植
物
図
鑑
』（
北
隆
館

一
九
四
〇
）
に
よ
り
た
い
。

ま
こ
も
（
菰
）

一
名

こ
も
・
か
つ
み
・
は
な
が
つ
み

Z
izania

latifolia
Turcz.

（=
H

ydropyrum
latifolium

G
riseb.;Z

.aquatica
H
ack.;Z

.palustris
Sieb.

）

溝
�
湖
辺
或
ハ
沼
沢
ニ
生
ズ
ル
大
形
ノ
多
年
生
草
本
。
根
茎
ハ
短
ケ
レ
ド
太
キ
多
肉
ノ

匐
枝
ヲ
盛
ニ
泥
中
ニ
横
走
セ
シ
メ
、
群
落
ヲ
成
セ
ル
葉
叢
ハ
水
中
ヨ
リ
叢
生
シ
、
稈
ハ
葉

中
ニ
直
立
シ
高
サ２ｍ

内
外
ア
リ
、
真
直
粗
大
ニ
シ
テ
円
柱
形
ヲ
成
シ
平
滑
ナ
リ
。

葉
ハ
長
大
、
緑
色
剛
質
ニ
シ
テ
直
立
シ
長
サ４０

－１００
㎝

ニ
及
ビ
幅２

－３
㎝

ヲ
算
シ
狭
長

披
針
形
ニ
シ
テ
漸
尖
シ
辺
縁
ハ
�
渋
シ
下
部
ハ
次
第
ニ
狭
窄
シ
、
葉
鞘
ハ
円
ク
シ
テ
多
胞

質
ヲ
成
シ
厚
キ
コ
ト
が
ま
ニ
似
タ
リ
。

夏
秋
ノ
候
、
稈
頂
ニ
長
サ３０

－５０
㎝

許
ノ
大
ナ
ル
尖
塔
状
円
錐
花
叢
ヲ
直
立
シ
多
ク
分
枝

シ
テ
多
数
ノ
小
穂
ヲ
着
ケ
、
…
穎
果
ハ
菰
米
ト
謂
ヒ
狭
長
ニ
シ
テ
熟
ス
レ
バ
緑
色
ノ
�
ヲ

伴
フ
テ
容
易
ニ
散
落
ス
。

往
々
菌
類
其
嫩
稈
ヲ
冒
シ
笋
形
ヲ
呈
ス
ル
ヲ
�
白
（
こ
も
づ
の
）
ト
称
シ
支
那
及
ビ
台

湾
ニ
テ
食
用
ニ
供
シ
、
又
其
胞
子
熟
シ
テ
黒
熟
シ
粉
状
ヲ
呈
ス
レ
バ
之
レ
ヲ
ま
こ
も
ず
み

（
烏
鬱
）
ト
呼
ブ
。

伊
欽
恒
『
群
芳
譜
詮
釈
』（
農
業
出
版
社

一
九
八
五
）「
菰
」
条
の
解
説
に
は
、

�
草
（
菰
草
）、
性
喜
温
暖
潮
潤
、
適
于
粘
壌
土
生
長
、
有
夏
秋
双
季
�
和
秋
産
単
季
�
両

長江中下游水域洲灘野生経済植物

中国高等植物図鑑
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小
野
蘭
山
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
巻
十
五
草
之
八
に
は
、

老
テ
中
ニ
灰
ノ
如
キ
者
ミ
ツ
。
色
黒
シ
。
即
烏
鬱
ナ
リ
。
一
名
�
鬱
（
三
才
図
会
）。
コ
レ

ヲ
、
マ
コ
モ
ト
云
。
一
名
、
ハ
タ
チ
カ
ツ
ラ
・
コ
モ
ク
ラ
（
筑
後
）
・
マ
コ
モ
ズ
ミ
（
備

前
）。
婦
人
首
ノ
禿
ス
ル
ニ
ヌ
リ
、
或
ハ
油
�
ニ
雑
ヘ
テ
黒
ク
ス
。

�

と
あ
り
、
邦
俗
で
は
着
色
に
用
い
た
よ
う
だ
。
古
い
和
名
は
、『
本
草
和
名
』
に
み
え
る
「
�
鬱

和
名
古
毛
布
都
良
（
コ
モ
フ
ツ
ロ
）」
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
『
種
芸
必
用
』『
便
民
図
纂
』『
長
物
志
』
の
「
不
黒
」
表
現
に
対
し
甲
乙
丙

三
つ
の
考
え
方
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

甲

黒
く
な
ら
な
い→

当
然
菰
首
そ
の
も
の
が
で
き
な
い→

菰
米
が
収
穫
で
き
る

﹇
菰
米
収
穫
が
目
的
﹈

乙

黒
く
な
ら
な
い→

烏
鬱
に
な
り
に
く
い→

よ
い
菰
首
が
採
取
で
き
る

﹇
良
質
の
菰
首
収
穫
が
目
的
﹈

丙

黒
く
な
ら
な
い→

菰
首
が
で
き
な
い→

�
白
（
春
の
若
芽
）
は
採
取
で
き
る

﹇
春
の
若
芽
収
穫
が
目
的
﹈

甲
説
は
、
黒
穂
病
菌
に
侵
さ
れ
た
菰
草
は
結
実
し
な
い
（
菰
米
が
収
穫
で
き
な
い
）
点
を
踏
ま

え
、「
不
黒
」
と
は
病
菌
の
産
物
「
菰
首
」
を
い
か
に
生
じ
な
い
株
に
育
て
る
か
を
表
現
し
た
、

と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
乙
説
は
、「
菰
首
」
に
よ
っ
て
は
早
々
に
「
烏
鬱
」
が
発
生
す
る
点
（
こ

れ
を
「
灰
�
」
と
い
う
）
を
踏
ま
え
、「
不
黒
」
と
は
い
か
に
白
さ
が
持
続
す
る
良
質
の
「
菰
首
」

を
作
る
か
を
表
現
し
た
、
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
灰
�
」
株
出
現
の
防
止
で
あ
る
。

丙
説
は
、『
便
民
図
纂
』『
長
物
志
』
に
「
�
白
」
と
あ
る
の
を
狭
義
に
と
っ
て
、
そ
れ
を
春
の

若
芽
（
コ
モ
ノ
コ
）
と
解
し
、「
菰
首
」
が
で
き
な
く
と
も
構
わ
な
い
こ
と
を
表
現
し
た
、
と
い

う
解
釈
で
あ
る
。

丙
説
は
、
若
芽
「
�
白
」
の
採
取
は
「
菰
首
」
の
で
き
る
株
か
否
か
と
は
無
関
係
で
あ
る
の

で
と
れ
な
い
。
ま
た
、「
�
白
」
は
既
に
「
菰
首
」
の
意
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
お

り
、
そ
れ
が
菰
草
そ
の
も
の
を
指
す
名
称
に
も
な
っ
て
い
た
こ
と
が
、
明
、
徐
光
啓
の
名
著
『
農

政
全
書
』
巻
五
十
三
「
荒
政
」
に
、『
救
荒
本
草
』
草
部
に
依
拠
し
て

本
草
有
菰
根
、
又
名
菰
�
草
。
江
南
人
呼
為
�
草
、
俗
又
呼
為
�
白
。

『
本
草
』
に
菰
根
有
り
、
又
菰
�
草
と
名
づ
く
。
江
南
の
人
呼
び
て
�
草
と
為
し
、
俗
に
又
呼
び

て
�
白
と
為
す
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
窺
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、「
�
白
」
と
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
春
芽
の
採
取
を
目

的
と
す
る
可
能
性
は
低
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
「
�
白
」
は
既
に
「
菰
首
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て

い
る
と
み
た
い
。

甲
説
は
、
伊
欽
恒
氏
に
「
可
見
、
当
時
還
実
行
逐
年
移
植
、
防
止
�
鬱
蔓
延
、
希
望
継
続
収

穫
彫
胡
米
、
換
句
話
説
、
宋
元
之
際
、
還
没
有
大
量
生
産
�
白
充
作
蔬
菜
（
当
時
﹇『
種
芸
必
用
』

が
書
か
れ
た
頃
。
筆
者
注
﹈
菰
の
逐
年
移
植
を
行
っ
て
い
た
の
は
、
�
鬱
の
蔓
延
を
防
止
し
、

継
続
的
に
菰
米
を
収
穫
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
の
で
あ
り
、
い
い
か
え
れ
ば
宋
元
の
頃
は
、

�

ま
だ
菰
首
を
大
量
生
産
し
て
蔬
菜
利
用
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
）」
と
の
同
一
見
解

が
あ
る
。
こ
れ
は
、
乙
説
と
対
蹠
的
な
解
釈
と
な
り
、
仮
に
甲
説
で
あ
れ
ば
、「
菰
首
」
栽
培
の

記
録
は
、
平
凡
な
記
述
な
が
ら
元
の
魯
明
善
『
農
桑
衣
食
撮
要
』
三
月
の
条
に
、

種
�
筍
不
用
蘆
席
、
止
於
水
辺
深
栽
之
。

�
筍
を
種
う
る
に
は
蘆
席
を
用
い
ず
、
止
だ
水
辺
に
深
く
之
を
栽
う
。

�

と
あ
る
の
が
明
記
さ
れ
た
早
い
例
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

ふ
さ

し
か
し
、『
便
民
図
纂
』
に
「
多
く
河
泥
を
用
ひ
て
根
を
壅
げ
ば
、
則
ち
色
白
し
」
と
あ
る
の

は
、
良
質
の
「
菰
首
」
栽
培
の
法
を
述
べ
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
し
、『
長
物
志
』
の

た
す

「
池
塘
中
に
も
亦
た
多
く
植
う
る
に
宜
し
く
、
以
て
灌
園
の
欠
く
所
を
佐
く
」、
す
な
わ
ち
畑
仕

事
で
不
足
の
分
を
補
っ
て
く
れ
る
、
と
い
う
表
現
も
蔬
菜
価
値
の
高
い
「
菰
首
」
を
指
す
と
推

察
で
き
る
。
さ
ら
に
、『
種
芸
必
用
』
は
、「
�
首
」、
す
な
わ
ち
「
菰
首
」
と
明
言
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
実
際
、「
菰
首
」
栽
培
に
お
け
る
連
作
は
品
質
低
下
を
も
た
ら
す
こ
と
が
知
ら
れ
て
お

�

り
、
こ
の
「
逐
年
移
動
」
と
の
一
句
は
、
ま
さ
に
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

生
育
旺
盛
な
株
は
、
往
々
「
雄
�
」（
菰
に
コ
モ
ヅ
ノ
が
で
き
な
く
な
る
変
異
現
象
。
放
任
し

た
菰
田
に
出
現
し
や
す
い
と
い
う
）
や
「
灰
�
」（
黒
穂
病
菌
が
早
々
に
充
満
し
、
食
用
に
適
し

た
コ
モ
ヅ
ノ
に
な
ら
な
い
現
象
）
を
引
き
起
こ
す
菰
草
に
な
り
や
す
い
の
で
、
優
秀
な
母
株
を

選
択
し
繁
殖
さ
せ
る
た
め
に
も
逐
年
の
移
植
は
有
効
な
手
段
な
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、『
種
芸
必

用
』
に
代
表
さ
れ
る
「
不
黒
」
表
現
の
示
す
と
こ
ろ
は
乙
説
を
と
る
べ
く
、
そ
れ
は
、
南
宋
末

期
に
「
菰
首
」
収
穫
目
的
の
栽
培
が
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
文
献
上
確
認
で
き
る
こ
と
を
意
味

し
よ
う
。

も
っ
と
も
、
何
の
程
度
を
も
っ
て
栽
培
と
み
な
す
か
は
異
論
が
あ
ろ
う
。
清
の
程
瑤
田
『
九

穀
考
』
に
い
た
っ
て
は
、
郷
里
歙
県
（
安
徽
省
）
の
「
業
�
塘
者
」、
す
な
わ
ち
菰
栽
培
業
者
へ

の
言
及
が
あ
る
の
で
、
こ
の
記
事
は
、
菰
米
が
見
捨
て
ら
れ
た
時
代
に
あ
っ
て
、
当
然
「
菰
首
」

が
相
応
の
規
模
を
も
っ
て
栽
培
量
産
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
も
の
が
た
っ
て
い
る
。
か
の
袁
枚
『
随

�

園
食
単
』
雑
素
菜
単
に
は
、
菰
菜
と
鶏
肉
の
炒
め
物
の
料
理
法
を
載
せ
て
お
り
、
こ
の
頃
に
は

確
実
に
市
場
に
流
通
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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そ
ろ

か

さ

菰
菌
魚
羹
。
魚
は
方
寸
に
准
へ
、
菌
は
湯
沙
に
中
け
、
出
し
て
劈
く
。
先
に
菌
を
煮
て
沸
さ
し
め

あ

て
魚
を
下
す
。
又
云
ふ
、
先
に
下
し
て
魚
・
菌
・
�
・
�
・
葱
・
�
と
与
へ
る
。
又
云
ふ
、
洗
ふ

ゆ
り

も
沙
せ
ず
、
肥
肉
も
亦
た
用
ふ
べ
し
。
之
を
半
奠
す
。

と
、
そ
の
調
理
法
を
詳
載
す
る
が
、
栽
培
に
は
一
言
も
触
れ
な
い
。

蔬
菜
目
的
の
菰
草
栽
培
記
録
を
農
書
に
求
め
る
と
す
れ
ば
、
南
宋
末
、
呉
懌
『
種
芸
必
用
』

（『
永
楽
大
典
』
巻
一
万
三
千
百
九
十
四
引
）
に
、

�
首
、
根
逐
年
移
動
、
生
着
不
黒
。

�
首
、
根
、
逐
年
移
し
動
か
せ
ば
、
生
着
し
て
黒
か
ら
ず
。

と
あ
る
の
が
最
古
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
類
す
る
記
事
が
明
の
�
�
『
便
民
図
纂
』（
巻
六
）
と
、

農
書
で
は
な
い
が
明
の
江
南
文
人
、
文
震
亨
の
趣
味
書
『
長
物
志
』（
巻
十
一
）
と
に
見
出
せ
る
。

〈
便
民
図
纂
〉
�
白
、
宜
水
辺
深
栽
、
逐
年
移
動
、
則
心
不
黒
。
多
用
河
泥
壅
根
、
則
色

白
。

〈
長
物
志
〉
�
白
、
古
称
雕
胡
。
性
尤
宜
水
。
逐
年
移
之
、
則
心
不
黒
。
池
塘
中
亦
宜
多

植
、
以
佐
灌
園
所
欠
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
三
書
に
共
通
し
て
み
え
る
「
不
黒
」
な
る
一
句
で
あ
ろ
う
。
こ
の

解
釈
に
よ
っ
て
三
書
の
も
つ
意
味
が
ま
っ
た
く
変
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ

ら
の
記
事
が
「
菰
首
」
目
的
の
菰
草
栽
培
と
み
な
し
て
よ
い
か
否
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
不
黒
」
と
は
何
を
意
味
す
る
表
現
で
あ
ろ
う
か
。

既
述
の
ご
と
く
、「
菰
首
」
と
は
、
菰
草
の
花
茎
が
菌
に
侵
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
菌

は
黒
穂
病
菌
（
次
章
に
て
詳
述
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、
最
終
的
に
は
肥
大
茎
の
組
織
を

墨
の
ご
と
く
真
っ
黒
く
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

〈
本
草
拾
遺
〉
菰
首
、
…
更
有
一
種
小
者
。
擘
肉
如
黒
、
名
烏
鬱
、
人
亦
食
之
。

〈
蜀
本
草
〉
三
年
已
上
、
心
中
生
台
如
藕
、
白
軟
中
有
黒
脈
。
堪
啖
、
名
菰
首
也
。

〈
本
草
図
経
〉
菰
首
、
…
其
台
中
有
黒
者
、
謂
之
�
鬱
。

さ

す
み

こ
れ
ら
本
草
書
の
「
肉
を
擘
け
ば
黒
の
ご
と
し
」「
白
軟
中
に
黒
脈
有
り
」「
台
中
に
黒
有
る
者
」

と
の
表
現
が
そ
れ
で
あ
り
、
つ
と
に
そ
の
現
象
は
知
ら
れ
て
い
た
。
清
の
程
瑤
田
『
九
穀
考
』

（「
皇
清
経
解
」
巻
五
百
四
十
八
）
に
、

実
老
、
則
心
虚
有
直
理
。
淤
泥
漬
入
、
乃
生
黒
脈
。
謂
之
烏
鬱
、
亦
曰
�
鬱
。

う
つ

実
老
ゆ
れ
ば
、
則
ち
心
虚
ろ
に
し
て
直
理
有
り
。
淤
泥
漬
入
し
、
乃
ち
黒
脈
を
生
ず
。
之
を
烏
鬱

と
謂
ひ
、
亦
た
�
鬱
と
曰
ふ
。

と
あ
る
よ
う
に
、「
菰
首
」
の
菌
�
は
初
め
は
真
っ
白
い
も
の
で
あ
る
が
、
数
日
し
て
熟
す
る
と

黒
い
縞
模
様
が
出
現
し
、
や
が
て
黒
灰
状
の
胞
子
が
充
満
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
を
「
烏
鬱
」
や

「
�
鬱
」（
和
名
マ
コ
モ
ズ
ミ
）
と
呼
び
、
こ
う
な
る
と
食
用
に
は
ま
っ
た
く
適
さ
な
い
の
で
あ

る
﹇
左
図
参
照
﹈。
も
っ
と
も
、
そ
の
原
因
に
は
誤
解
が
あ
っ
て
、
程
瑤
田
も
「
淤
泥
漬
入
」
と

い
い
、「
烏
鬱
」
は
菰
草
に
汚
泥
が
侵
入
し
た
も
の
と
み
な
し
て
い
る
。

お
そ
ら
く
こ
の
誤
解
は
、
羅
願
『
爾
雅
翼
』（
巻
一
）
の
「
�
」
条
に
、

其
或
有
黒
縷
如
墨
点
者
、
名
烏
鬱
。
或
云
別
種
、
非
也
。
但
是
植
之
黒
壌
、
歳
久
不
易

地
、
	
泥
入
其
中
耳
。
以
潘
水
�
則
去
之
。
此
菰
首
之
不
臧
者
也
。

其
の
或
い
は
黒
縷
の
墨
点
の
ご
と
き
者
有
る
を
、
烏
鬱
と
名
づ
く
。
或
い
は
別
種
と
云
ふ
は
、
非

な
り
。
但
だ
是
れ
之
を
黒
壌
に
植
ゑ
、
歳
久
し
く
す
る
も
地
を
易
え
ざ
れ
ば
、
	
泥
其
の
中
に
入

ひ
た

よ

る
の
み
。
潘
水
を
以
て
�
せ
ば
則
ち
之
を
去
る
。
此
れ
菰
首
の
臧
か
ら
ざ
る
者
な
り
。

と
あ
る
の
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。
郭
璞
以
来
、
菰
草
に
生
ず
る
菌
類
と
理
解
さ
れ
て
い
な
が
ら
も
、

「
烏
鬱
」
が
そ
の
成
熟
し
た
胞
子
で
あ
る
と
は
気
付
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ

羅
願
も
「
菰
首
」
の
不
良
品
と
み
な
す
よ
う
に
、「
菰
首
」
に
は
必
ず
「
烏
鬱
」
が
出
現
し
不
可

食
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
前
述
『
爾
雅
疏
』
の
撰
者


�
の
誤
解
が
、
も
し
「
菰
首
」

を
実
見
し
て
い
な
い
こ
と
に
由
来
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
こ
の
よ
う
な
「
菰
首
」
の
保
存
性
の

悪
さ
に
起
因
し
た
も
の
と
も
い
え
よ
う
。

本草図譜（岩崎灌園） ※図の左上が胞子のたけた烏鬱

本草蒙筌 ※はっきりしないが、根元の
黒塊で烏鬱を表現か

（
一
八
）
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と
注
し
、
あ
の
傘
を
も
つ
キ
ノ
コ
と
解
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
前
引
「
�
蔬
」
の
郭
注
に
も

「
土
菌
の
ご
と
し
」
と
あ
り
、
お
そ
ら
く
�
�
は
、
こ
の
郭
注
の
二
文
に
惑
わ
さ
れ
た
の
で
は

な
い
か
。

さ
ら
に
、『
本
草
図
経
』
菰
根
条
に
は
「
南
方
の
人
、
今
に
至
る
ま
で
菌
を
謂
ひ
て
菰
と
為
す
」

と
あ
っ
て
、「
菰
」
字
に
菌
（
キ
ノ
コ
）
の
意
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。『
本
草
綱
目
』

巻
二
十
八
菜
部
に
も
「
土
菌
」
の
異
称
と
し
て
「
菰
子
」
を
挙
げ
て
い
る
。
�
�
誤
解
の
土
壌

�

は
揃
っ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。

実
の
と
こ
ろ
「
�
蔬
」
な
る
古
名
は
、
既
に
古
漢
語
に
お
け
る
異
類
同
名
の
聯
緜
語
を
検
討

し
た
拙
論
に
よ
っ
て
、
病
菌
に
冒
さ
れ
た
「
菰
首
」
の
、
ず
ん
ぐ
り
と
し
た
特
異
な
屈
短
形
状

キ
ョ
ジ
ョ

か
ら
呼
ば
れ
た
魚
韻
畳
韻
の
擬
態
語
で
あ
り
、『
詩
経
』
�
風
「
新
台
」
に
み
え
る
「
�
�
」

（
粗
悪
な
ム
シ
ロ
・
鳩
胸
・
蟾
蜍
な
ど
の
多
義
あ
り
）
と
同
源
、「
菰
首
」
を
指
す
に
相
違
な
い

�

こ
と
が
明
白
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、『
西
京
雑
記
』（
巻
一
）
に
は
、

太
液
池
辺
皆
是
彫
胡
・
紫
�
・
緑
節
之
類
。
菰
之
有
米
者
、
長
安
人
謂
為
彫
胡
、
葭
蘆

之
未
解
葉
者
、
謂
之
紫
�
、
菰
之
有
首
者
、
謂
之
緑
節
。

太
液
池
辺
、
皆
是
れ
彫
胡
・
紫
�
・
緑
節
の
類
あ
り
。
菰
の
米
有
る
者
、
長
安
の
人
謂
ひ
て
彫
胡

と
為
し
、
葭
蘆
の
未
だ
葉
を
解
か
ざ
る
者
、
之
を
紫
�
と
謂
ひ
、
菰
の
首
有
る
者
、
之
を
緑
節
と

謂
ふ
。

と
あ
り
、
こ
こ
に
み
え
る
「
緑
節
」
を
�
懿
行
『
爾
雅
義
疏
』
は
「
�
蔬
」、
す
な
わ
ち
「
菰
首
」

で
あ
る
と
断
定
し
て
い
る
。「
菰
之
有
首
者
」
と
の
表
現
か
ら
、
ま
ず
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、『
呂
氏
春
秋
』
本
味
篇
に
「
菜
の
美
き
者
、
…
越
駱
の
菌
」
と
あ
り
、『
爾
雅
翼
』

（
巻
六
）
は
「
�
蔬
」
条
に
こ
の
一
句
を
引
い
て
、「
則
ち
古
よ
り
之
を
重
ん
ず
る
こ
と
久
し
」

と
述
べ
て
い
る
。『
西
京
雑
記
』
は
撰
者
が
は
っ
き
り
せ
ず
、『
呂
覧
』
の
例
は
い
ま
だ
「
菰
首
」

と
断
定
し
が
た
い
が
、
篠
田
氏
の
い
う
よ
う
に
、
古
代
の
文
献
に
「
菰
首
」
へ
の
言
及
が
ま
っ

た
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
菰
草
が
初
見
す
る
『
爾
雅
』
が
、
わ
ざ
わ
ざ
同
じ
釈
草
篇
中
に
穀

実
部
分
を
表
す
「
彫
蓬
」
と
菌
	
部
分
を
表
す
「
�
蔬
」
と
を
別
記
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、

「
菰
首
」
に
独
自
の
価
値
を
見
出
し
て
い
る
何
よ
り
の
証
拠
と
も
い
え
、
既
に
秦
漢
の
頃
よ
り

菰
米
と
と
も
に
「
菰
首
」
部
分
を
も
食
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
も
の
が
た
っ
て
い
る
の
で
は
な

�
い
か
。

胡
道
静
氏
は
、
先
の
張
翰
の
逸
話
を
引
き
、「
当
時
中
原
地
区
栽
植
的


草
仍
是
為
了
収
穫
穀

実
、
并
不
発
展
菌
	
栽
培
的
（
当
時
﹇
四
世
紀
初
。
筆
者
注
﹈、
中
原
地
方
で
栽
培
さ
れ
て
い
た

菰
草
は
相
変
わ
ら
ず
穀
実
を
収
穫
す
る
た
め
の
も
の
で
、
菌
	
栽
培
は
ま
っ
た
く
発
達
し
て
い

�

な
か
っ
た
）」、
ゆ
え
に
張
翰
の
洛
陽
を
離
れ
る
口
実
と
な
り
得
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
確
か

に
長
江
を
中
心
に
し
て
湖
沼
藪
沢
が
多
く
温
暖
湿
潤
な
呉
越
地
方
に
は
、
水
辺
に
菰
草
が
群
生

し
て
お
り
、
他
地
域
に
比
し
て
そ
の
副
産
物
で
あ
る
菰
菜
を
食
用
と
す
る
習
慣
が
よ
り
発
達
し

て
い
た
の
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
南
朝
梁
の
沈
約
に
そ
の
名
も
「
詠
菰
」
な
る
詩
一
篇
が
伝
わ
る
。

あ
ま
ね

結
根
布
洲
渚
、
垂
葉
満
皐
沢

結
根
は
洲
渚
に
布
く
、
垂
葉
は
皐
沢
に
満
つ

た
ぐ

匹
彼
露
葵
羹
、
可
以
留
上
客

彼
の
露
葵
の
羹
に
匹
ひ
、
以
て
上
客
を
留
む
べ
し

﹇
芸
文
類
聚
・
八
十
二
﹈

じ
ゅ
ん

さ
い

「
あ
の
露
葵
の
汁
物
に
匹
敵
し
、
そ
れ
で
賓
客
を
留
む
べ
し
」
と
は
、「
菰
首
」
の
い
か
に
甘
美

な
る
か
を
讃
え
た
表
現
に
違
い
な
い
。
沈
約
に
は
、
別
に
「
行
園
」
詩
が
あ
り
、

う
ね

つ
つ
み

寒
瓜
方
臥
壟
、
秋
菰
亦
満
陂

寒
瓜
は
方
に
壟
に
臥
せ
、
秋
菰
は
亦
た
陂
に
満
つ

紫
茄
紛
爛
漫
、
緑
芋
鬱
参
差
…

紫
茄
は
紛
と
し
て
爛
漫
た
り
、
緑
芋
は
鬱
と
し
て
参
差
た
り

﹇
謝
宣
城
集
・
四
﹈

と
う
が
ん

な

す

さ
と
い
も

と
詠
う
。
こ
の
「
秋
菰
」
も
、「
寒
瓜
」「
紫
茄
」「
緑
芋
」
ら
と
並
挙
さ
れ
る
か
ら
に
は
秋
の
菰

米
で
は
な
く
、
秋
の
「
菰
首
」
に
違
い
な
い
。

た
だ
し
、
胡
氏
は
前
掲
文
に
続
き
「
別
一
方
面
、
也
就
説
明
了


草
的
園
芸
改
革
、
是
発
生

在
江
南
地
区
的
、
所
以
那
時
的
江
東
呉
中
就
已
産
有
了
可
口
的


笋
（
一
方
で
は
、


草
の
園

芸
的
改
良
栽
培
は
江
南
地
方
で
発
生
し
た
こ
と
を
も
の
が
た
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
当
時
の
江

東
や
呉
中
地
方
で
は
す
で
に
食
用
の


白
筍
の
栽
培
生
産
が
可
能
で
あ
っ
た
）」
と
い
う
。
秦
漢

よ
り
「
菰
首
」
が
食
さ
れ
て
い
た
と
既
述
し
た
の
は
、
野
生
の
菰
草
よ
り
採
取
し
た
と
の
前
提

で
い
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
南
北
朝
以
前
に
菰
草
が
蔬
菜
目
的
に
人
工
栽
培
さ
れ
て
い
た
と
断
定

す
る
こ
と
は
容
易
に
で
き
な
い
。

『
西
京
雑
記
』（
巻
五
）
に
、

会
稽
人
顧
�
、
少
失
父
、
事
母
至
孝
。
母
好
食
雕
胡
飯
、
常
帥
子
女
躬
自
採
�
。
還
家
、

導
水
鑿
川
、
自
種
供
養
、
毎
有

儲
。

会
稽
の
人
、
顧
�
、
少
く
し
て
父
を
失
ひ
、
母
に
事
へ
て
至
孝
な
り
。
母
好
み
て
雕
胡
の
飯
を
食

み

う

ひ
、
常
に
子
女
を
帥
ゐ
て
躬
自
ら
採
�
す
。
家
に
還
り
て
、
水
を
導
き
川
を
鑿
ち
、
自
ら
種
ゑ
供

養
し
、
毎
に

儲
有
り
。

と
あ
り
、
菰
草
を
栽
培
し
た
早
い
記
録
で
あ
ろ
う
が
、
文
中
明
ら
か
な
よ
う
に
こ
れ
は
「
雕
胡
」、

す
な
わ
ち
菰
米
採
取
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。『
斉
民
要
術
』（
巻
八
）
の
「
羹
�
」
項
に

は
、

菰
菌
魚
羹
。
魚
方
寸
准
、
菌
湯
沙
中
、
出
劈
。
先
煮
菌
令
沸
、
下
魚
。
又
云
、
先
下
、

与
魚
菌
�
�
葱
�
。
又
云
、
洗
不
沙
、
肥
肉
亦
可
用
。
半
奠
之
。
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と
あ
る
連
歌
は
、
ま
さ
し
く
春
の
「
菰
菜
」
コ
モ
ノ
コ
を
珍
重
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
例
で
あ

ろ
う
。
菰
米
と
と
も
に
菰
菜
を
詠
う
こ
と
の
多
い
陸
游
詩
に
も
「
園
丁
、
菰
白
を
売
る
」
と
の

一
句
が
あ
る
。

園
丁
売
菰
白
、
蠶
妾
采
桑
黄

（「
春
老
」

『
詩
稿
』
巻
八
十
一
）

こ
れ
は
嘉
定
二
年
（
一
二
〇
九
）
春
の
詩
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
菰
白
」
と
は
菰
草
の
軟
白
な

若
芽
で
あ
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、「
菰
菜
」「
菰
首
」
の
二
者
が
、
本
草
学
上
、
ま
た
植
物
学
上
別
物
で
あ
っ
て
も
、

古
人
に
と
っ
て
は
ど
ち
ら
も
菰
草
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
美
菜
と
し
て
広
義
の
菰
菜
で
あ
っ
た
に

相
違
な
い
。「
万
里
秋
風
菰
菜
老
ゆ
」
と
詠
う
陸
游
詩
の
「
菰
菜
」
は
も
ち
ろ
ん
、
章
の
冒
頭
に

挙
げ
た
張
翰
の
逸
話
中
の
、
彼
に
帰
郷
を
促
し
た
「
菰
菜
」
も
、
洛
都
に
秋
風
が
吹
く
頃
で
あ
っ

た
の
だ
か
ら
当
然
「
菰
首
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
同
様
に
梁
の
宗
懍
『
荊
楚
歳
時
記
』
九
月

の
条
（『
爾
雅
翼
』
巻
六
引
）
に
、

九
月
九
日
事
中
、
称
菰
菜
地
菌
之
流
、
作
羹
甚
美
。
鱸
魚
作
膾
。
白
如
玉
。
一
時
之
珍
。

う
ま

九
月
九
日
の
事
の
中
、
菰
菜
の
地
菌
の
流
を
称
え
、
羹
を
作
る
に
甚
だ
美
し
。
鱸
魚
に
て
膾
を
作

る
。
白
き
こ
と
玉
の
ご
と
し
。
一
時
の
珍
な
り
。

と
あ
る
「
菰
菜
」
も
重
陽
に
珍
食
し
た
「
菰
首
」
で
あ
ろ
う
。

次
章
に
て
詳
述
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
春
の
嫩
芽
と
は
別
の
菰
菜
「
菰
首
」
と
は
、
菰

草
に
黒
穂
病
菌
が
侵
入
し
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
伸
び
る
花
茎
部
が
菌
�
と
な
り
、
白
く
太
い

タ
ケ
ノ
コ
状
を
呈
し
た
も
の
で
、
現
在
ま
で
食
さ
れ
る
美
味
な
蔬
菜
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
歴
代
の
本
草
書
に
は
図
を
伴
う
も
の
が
数
種
あ
り
、
当
然
菰
草
も
描
か
れ
る
。

し
か
る
に
、
菰
の
特
徴
と
も
い
え
る
こ
の
「
菰
首
」
ま
で
図
化
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ

な
い
こ
と
は
ま
こ
と
に
奇
妙
で
あ
る
﹇
前
章
所
掲
諸
菰
図
参
照
﹈。
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
金

陵
本
・
江
西
本
『
本
草
綱
目
』
の
附
図
﹇
左
上
図
﹈
は
、
菰
米
を
稔
ら
せ
た
花
序
と
と
も
に
、

は
っ
き
り
と
肥
大
化
し
た
「
菰
首
」
を
描
い
て
い
て
出
色
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
図
は
『
本
草
綱
目
』
初
版
（
金

陵
本
）
刊
行
の
萬
暦
二
十
四
年
（
一
五
九
六
）
を
溯
る
こ
と
三
十
年
、
嘉
靖
四
十
四
年
（
一
五

六
五
）
の
自
序
を
有
す
る
陳
嘉
謨
『
本
草
蒙
筌
』（
巻
三
）
の
「
菰
根
」
条
に
附
さ
れ
る
図
﹇
上

欄
下
図
﹈
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
写
し
た
も
の
と
み
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。
謝
宗
万
氏
は
『
本
草
綱

目
』
の
挿
絵
に
つ
い
て
、「
図
形
雖
然
比
較
粗
放
簡
単
、
但
能
起
到
写
生
示
意
的
作
用
（
図
の
形

は
比
較
的
粗
放
で
簡
単
で
は
あ
る
が
、
写
生
し
て
そ
の
意
図
を
示
す
役
目
を
よ
く
果
た
し
て
い

�る
）」
と
述
べ
、
李
時
珍
監
修
の
も
と
長
子
建
中
と
次
子
建
元
が
原
図
を
描
い
た
と
さ
れ
る
附
図

を
高
く
評
価
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
『
本
草
綱
目
』
の
原
作
で
な
い
こ
と
が
往
々
あ
る
こ

と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
贅
言
す
れ
ば
、
本
来
菰
米
と
「
菰
首
」
と
が
同
一
株
中
に
両
立

す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
の
で
、
そ
の
意
味
で
も
写
実
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。

さ
て
、
篠
田
統
氏
は
、「
古
代
﹇
漢
代
以
前
。
筆
者
注
﹈
の
文
献
に
お
い
て
、
あ
れ
だ
け
菰
米

を
う
た
っ
て
お
き
な
が
ら
、
ひ
と
こ
と
も
�
白
﹇
菰
首
の
こ
と
。
筆
者
注
﹈
に
お
よ
ん
だ
も
の

�

が
な
い
こ
と
は
、
注
目
し
て
よ
ろ
し
い
」
と
述
べ
、
産
地
た
る
南
方
楚
国
の
屈
原
ら
が
「
菰
首
」

に
触
れ
な
い
こ
と
を
不
審
と
し
、
菰
米
と
違
っ
て
「
菰
首
」
の
保
存
が
利
か
な
い
こ
と
を
理
由

に
、「
と
も
あ
れ
�
白
が
ご
ち
そ
う
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
だ
い
た
い
南
北
朝
の
こ
ろ
か
ら
と

お
も
わ
れ
る
」
と
結
論
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
少
々
早
計
で
は
な
か
ろ
う
か
。

実
は
、
既
に
『
爾
雅
』
釈
草
は
「
菰
首
」
を
載
せ
る
。
た
だ
し
、「
菰
首
」
な
る
名
で
は
な
く

キ
ョ
ソ

「
�
蔬
」
と
し
て
で
あ
る
。

出
隧
、
�
蔬
。（
郭
璞
注
）
�
蔬
、
似
土
菌
、
生
菰
草
中
。
今
、
江
東
啖
之
。
甜
滑
。

出
隧
は
�
蔬
な
り
。（
郭
璞
注
）
�
蔬
は
土
菌
の
ご
と
く
、
菰
草
中
に
生
ず
。
今
、
江
東
に
て
之
を

く
ら啖

ふ
。
甜
滑
な
り
。

こ
の
「
�
蔬
」
と
い
う
珍
妙
な
る
名
称
は
古
来
不
可
解
と
さ
れ
、
郭
璞
が
「
菰
草
に
生
ず
」
と

は
っ
き
り
注
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宋
の
�
�
『
爾
雅
疏
』
の
よ
う
に
『
広
雅
』
の
「
朝

生
は
、
形
、
鬼
蓋
の
ご
と
し
」
を
引
い
て
、「
朝
生
」「
鬼
蓋
」、
す
な
わ
ち
あ
の
傘
を
有
す
る
キ

ノ
コ
で
あ
る
と
す
っ
か
り
誤
解
し
て
し
ま
っ
た
例
も
あ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
江
南
東
晋
の
元
帝
に

遇
さ
れ
て
い
た
博
学
の
郭
璞
は
、
さ
す
が
に
「
菰
首
」
を
実
見
か
つ
食
用
し
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
、「
甜
滑
」
で
あ
る
と
そ
の
美
味
さ
を
褒
め
て
い
る
。
し
か
し
、
済
陰
（
山
東
省
）
の
人
�
�

に
と
っ
て
「
菰
首
」
は
縁
遠
い
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

『
爾
雅
』
釈
草
に
、

中
馗
、
菌
。
小
者
菌
。

中
馗
は
菌
な
り
。
小
な
る
者
は
菌
な
り
。

か
さ

と
あ
り
、
こ
れ
に
郭
璞
は
「
地
蕈
な
り
。
蓋
の
ご
と
し
。
今
、
江
東
名
づ
け
て
土
菌
と
為
す
」

（
一
六
）
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春
秋
両
季
、
中
心
生
白
薹
。
状
如
藕
而
軟
、
曰
菰
菜
、
俗
謂
之
�
白
。

は
す
ね

春
秋
両
季
、
中
心
に
白
薹
を
生
ず
。
状
藕
の
ご
と
く
し
て
軟
ら
か
、
菰
菜
と
曰
ひ
、
俗
に
之
を
�

白
と
謂
ふ
。

と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
知
ら
れ
る
が
、
北
宋
当
時
、
春
の
嫩
芽
と
い
え
ば
、
若
芽
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。

顧
元
龍
氏
に
よ
る
と
、
現
在
各
地
で
優
良
株
を
選
抜
し
て
い
っ
た
品
種
が
栽
培
さ
れ
て
い
る

�

と
い
い
、
そ
れ
は
「
一
熟
�
」
と
「
両
熟
�
」
と
に
大
別
で
き
る
と
い
う
。
前
者
は
、
秋
季
九

月
か
ら
十
月
に
か
け
て
年
一
回
収
穫
す
る
品
種
で
あ
り
、
後
者
は
、
春
季
五
月
か
ら
夏
季
六
月

と
秋
季
九
月
か
ら
十
月
と
に
収
穫
す
る
品
種
で
あ
る
。『
清
稗
類
鈔
』
に
春
と
あ
る
の
は
、
ほ
ぼ

晩
春
初
夏
の
意
な
の
で
あ
ろ
う
。「
両
熟
�
」
種
の
菰
は
、
い
ず
れ
も
江
蘇
・
浙
江
両
省
一
帯
の

�

栽
培
種
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
栽
培
種
が
、
い
つ
ご
ろ
生
み
出
さ
れ
た
か
に
よ
っ
て
、『
本
草
図
経
』
に
い
う

「
菰
菜
」（
狭
義
）
と
「
�
白
」
と
が
も
つ
意
味
に
違
い
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、

『
本
草
図
経
』
が
春
の
甜
美
な
若
芽
と
称
し
た
「
菰
菜
」「
�
白
」
は
、
本
来
「
菰
首
」
と
は
別

物
で
あ
る
と
の
卑
見
は
前
述
し
た
が
、
仮
に
当
時
（
北
宋
代
）
か
ら
「
両
熟
�
」
の
菰
草
が
栽

培
さ
れ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
「
菰
菜
」「
�
白
」
も
早
生
の
「
菰
首
」
を
指
す
可
能
性

が
で
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

当
時
の
本
草
書
や
農
書
が
何
も
教
え
て
く
れ
な
い
中
、
こ
こ
で
南
宋
陸
游
の
詩
に
着
目
し
た

い
。
彼
の
詩
集
『
剣
南
詩
稿
』
全
八
十
五
巻
か
ら
、
た
と
え
ば
菰
菜
に
関
す
る
「
菰
菜
」「
菰
首
」

「
秋
菰
」
の
三
語
を
拾
っ
て
み
る
と
、
何
と
二
十
一
例
も
見
出
せ
る
（
う
ち
一
例
は
詩
題
）。
そ

れ
は
次
の
よ
う
な
詩
で
あ
る
。

万
里
秋
風
菰
菜
老
、
一
川
明
月
稲
花
香

「
秋
日
郊
居
・
二
」（
紹
熙
三
年
秋

『
詩
稿
』
巻
二
十
五
）

芋
魁
加
�
香
出
屋
、
菰
首
�
羹
甘
若
飴「

幽
居
」（
淳
熙
八
年
九
月

『
詩
稿
』
巻
十
三
）

秋
菰
出
水
白
於
玉
、
寒
薺
繞
牆
甘
若
飴

「
秋
晩
・
三
」（
紹
熙
五
年
秋

『
詩
稿
』
巻
三
十
）

�

そ
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
秋
制
作
の
詩
で
あ
る
。
故
に
、
陸
游
が
好
ん
で
食
し
、
か
つ
詠
じ
て

い
た
の
は
、「
菰
菜
」
と
あ
っ
て
も
春
の
嫩
芽
、
コ
モ
ノ
コ
の
「
菰
菜
」
で
は
な
く
、
秋
の
コ
モ

ヅ
ノ
「
菰
首
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
陸
游
は
山
陰
（
浙
江
省
紹
興
）
の
人
で
あ
る
か

ら
、
既
述
の
「
両
熟
�
」
が
仮
に
当
時
か
ら
栽
培
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
菰
を
常
食
し
、
そ
の

事
実
を
か
な
り
具
体
的
に
詠
み
込
む
陸
游
の
詩
に
あ
っ
て
、
春
の
「
菰
首
」
が
当
然
詠
ま
れ
て

い
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
南
宋
の
末
期
か
ら
元
代
に
は
「
菰
首
」
採
集
目
的
の
菰
草
栽
培
が
始
ま
っ

て
い
た
も
の
と
推
察
で
き
る
が
、
半
世
紀
以
上
先
立
つ
陸
游
活
躍
の
頃
は
、
い
ま
だ
発
達
し
て

い
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
開
始
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
「
両
熟
�
」
と
い
っ
た
二
期
作
品
種

は
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
さ
ら
に
溯
る
北
宋
の
嘉
祐
六
年

（
一
〇
六
一
）
に
完
成
し
た
『
本
草
図
経
』
中
の
「
菰
菜
」「
�
白
」
が
、「
春
亦
生
笋
甜
美
」

と
記
さ
れ
る
限
り
、
そ
れ
は
「
菰
首
」
で
は
な
く
春
の
若
芽
を
指
す
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。

『
蜀
本
草
』
の
記
述
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
た
羅
願
『
爾
雅
翼
』
の
、
夏
季
に
菌
が
寄
生
し
て
で
き

る
「
菰
菜
」
と
い
う
の
は
、
正
確
に
は
「
菰
首
」
で
あ
っ
た
の
だ
。
あ
る
い
は
『
蜀
本
草
』
は
、

「
夏
月
生
菌
細
」
の
「
菰
菜
」
と
と
も
に
、「
菰
首
」
を
も
同
文
中
に
明
記
し
て
い
る
の
で
あ
る

か
ら
、
で
き
た
「
菰
首
」
の
大
小
を
「
菰
菜
」「
菰
首
」
の
名
称
で
区
別
し
て
い
る
可
能
性
は
あ

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
用
語
に
混
乱
が
起
こ
り
始
め
て
い
る
こ
と
は
い
え
、
博
雅
羅
願
の
一
言

が
欲
し
か
っ
た
と
こ
ろ
だ
。

後
世
、「
菰
菜
」「
�
白
」「
菰
首
」
は
往
々
混
同
さ
れ
て
ゆ
き
、
そ
れ
は
現
代
の
詩
文
の
注
釈

書
に
ま
で
及
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
の
李
時
珍
で
さ
え
そ
の
『
本
草
綱
目
』
に
て

�

明
言
し
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
気
付
か
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
無
理
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
か
え
っ

て
我
が
邦
本
草
書
の
濫
觴
、
大
医
博
士
深
根
輔
仁
『
本
草
和
名
』（
九
一
八
年
）
に
「
�
弱

和

名
古
毛
乃
古
」（
下
巻
二
十
）、「
菰
首

和
名
古
毛
都
乃
」（
下
巻
十
七
）
と
あ
っ
て
、「
菰
菜
」

を
指
す
「
�
弱
」
に
「
コ
モ
ノ
コ
」（「
菰
の
子
」
の
意
）、「
菰
首
」
に
「
コ
モ
ツ
ノ
」（「
菰
角
」

の
意
）
の
和
名
を
与
え
て
正
確
に
区
別
し
て
い
る
。
小
野
蘭
山
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
も
、「
菰
菜
」

を
「
菰
筍
」
と
し
て
、

春
宿
根
ヨ
リ
苗
ヲ
生
ズ
。
初
メ
出
ル
ト
キ
筍
ノ
形
ヲ
ナ
ス
。
コ
レ
ヲ
菰
筍
ト
云
。
マ
コ
モ

ノ
芽
ナ
リ
。
…
秋
中
根
上
ニ
筍
ノ
如
キ
者
ヲ
生
ズ
。
即
菰
首
ナ
リ
。
コ
レ
ヲ
、
コ
モ
ツ
ノ

（
和
名
鈔
）
・
コ
モ
フ
ツ
ロ
（
同
上
）
ト
云
。
今
ガ
ン
ヅ
ル
ト
呼
。

と
峻
別
し
て
述
べ
て
い
る
。

『
古
今
著
聞
集
』
巻
十
八
「
飲
食
」
の
「
左
京
大
夫
顕
輔
青
侍
と
連
歌
の
事
」
に
、

同
卿
の
も
と
に
盃
酌
あ
り
け
る
に
、
た
ゝ
み
め
﹇
畳
和
布
。
干
海
苔
の
類
。
筆
者
注
﹈
に

こ
も
の
こ
を
さ
か
な
に
し
た
り
け
る
を
み
て
、
あ
る
じ
、

た
ゝ
み
め
に
し
く
さ
か
な
こ
そ
な
か
り
け
れ

前
に
あ
り
け
る
青
侍
の
つ
け
侍
け
る
、

こ
も
の
こ
の
み
や
さ
し
ま
さ
る
ら
む
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も
と

す
な
は

里
に
羈
宦
し
て
以
て
名
爵
を
要
め
ん
や
と
。
遂
に
駕
を
命
じ
て
便
ち
帰
る
。
俄
に
し
て
斉
王
敗
る
。

時
人
皆
謂
ひ
て
機
を
見
る
と
為
せ
り
。

こ
れ
は
晋
の
斉
王
司
馬
冏
に
召
さ
れ
て
い
た
張
翰
が
、
都
洛
陽
に
秋
風
の
た
よ
り
が
届
く
や
呉

中
（
蘇
州
）
の
「
菰
菜
羹
、
鱸
魚
膾
」
を
想
い
出
し
、
い
て
も
た
っ
て
も
お
れ
ず
官
を
辞
し
て

�

帰
郷
し
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
辞
官
帰
郷
の
真
意
は
政
治
情
勢
へ
の
深
謀
で
あ
ろ
う

こ
と
、
こ
の
逸
話
が
識
鑒
篇
に
収
め
ら
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
ろ
う
が
、
機
を
見
る
き
っ
か
け

あ
つ
も
の

な
ま
す

と
な
っ
た
「
菰
菜
」
が
張
翰
の
好
物
で
あ
り
、
そ
の
羹
（
吸
物
）
が
鱸
の
膾
（
刺
身
）
と
並
挙

さ
れ
る
南
方
呉
の
名
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
察
せ
ら
れ
る
。
司
馬
冏
は
太
安
元
年
（
三
〇
三
）
に

長
沙
王
司
馬
乂
に
殺
さ
れ
て
い
る
の
で
、
張
翰
の
南
渡
は
そ
の
直
前
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
こ
に
み
え
る
菰
菜
は
、
菰
米
で
は
な
い
。
菰
は
、
前
章
に
列
挙
し
た
ご
と
く
、
枚

乗
「
七
発
」
を
嚆
矢
に
「
七
」
賦
に
詠
み
込
ま
れ
る
南
方
物
産
の
常
連
で
あ
っ
た
。
南
朝
梁
の

簡
文
帝
に
も
「
七
励
」
な
る
作
が
伝
わ
る
。

芳
菰
之
菜
、
白
霜
之
茄
、
…
此
亦
天
下
之
美
。

﹇
文
苑
英
華
・
三
百
五
十
一
﹈

こ
の
「
芳
菰
の
菜
」
も
菰
米
で
は
な
い
。

南
宋
の
羅
願
『
爾
雅
翼
』（
巻
六
）
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

菰
、
�
草
也
。
江
南
呼
為
�
草
。
根
久
盤
厚
、
則
夏
月
生
菌
。
菌
即
謂
之
菰
菜
、
利
五

臓
、
雑
鯉
為
羹
。

菰
は
�
草
な
り
。
江
南
呼
び
て
�
草
と
為
す
。
根
久
し
く
し
て
盤
厚
す
れ
ば
、
則
ち
夏
月
に
菌
を

生
ず
。
菌
は
即
ち
之
を
菰
菜
と
謂
ひ
、
五
臓
を
利
し
、
鯉
に
雑
へ
て
羹
と
為
す
。

夏
、
歳
を
経
た
菰
草
に
菌
が
寄
生
し
た
も
の
を
菰
菜
と
い
い
、
鯉
と
一
緒
に
羹
に
す
る
と
あ
る
。

さ
す
が
に
羅
願
は
安
徽
歙
県
の
人
だ
か
ら
、
南
方
に
多
生
す
る
菰
に
関
す
る
記
述
は
正
確
な
は

ず
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
よ
り
菰
菜
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
羅
願
も
参
照
し
た
こ
と

が
そ
の
表
現
か
ら
窺
わ
れ
る
宋
以
前
の
本
草
書
に
目
を
通
し
て
み
よ
う
。

濫
觴
『
神
農
本
草
経
』
に
菰
は
み
え
ず
、
初
見
は
陶
弘
景
『
名
医
別
録
』
下
品
の
「
菰
根
」

で
あ
る
が
、
薬
効
を
記
す
の
み
で
あ
る
。
唐
『
新
修
本
草
』
巻
十
一
草
部
下
品
之
下
「
菰
根
」

の
条
も
『
名
医
別
録
』
の
薬
効
を
引
い
て
、「
菰
根
亦
如
蘆
根
、
冷
利
復
甚
也
」
と
附
す
く
ら
い

で
あ
る
。
菰
草
に
つ
い
て
は
次
掲
の
本
草
書
に
み
え
る
。

〈
唐
・
孟

�
・
食
療
本
草
〉
菰
菜
、
利
五
臓
、
邪
気
、
酒
�
、
面
赤
、
白
癩
、
癧
瘍
、
目

赤
等
、
効
。
然
滑
中
、
不
可
多
食
。

�
首
、
寒
。
主
心
胸
中
浮
熱
風
。
食
之
発
冷
気
、
滋
人
歯
、
傷
陽
道
、
令
下
焦
冷
滑
、

不
食
甚
好
。

〈
唐
・
陳
蔵
器
・
本
草
拾
遺
〉
菰
首
、
生
菰
�
草
心
。
至
秋
、
如
小
児
臂
、
故
云
菰
首
、
一

名
�
首
。
主
心
胸
中
浮
熱
、
動
気
、
不
中
食
、
食
之
発
冷
、
滋
牙
歯
、
傷
陽
道
、
令
下

焦
冷
、
不
食
為
妙
。
煮
食
之
、
止
渇
、
甘
冷
、
雑
蜜
食
之
発
痼
疾
、
無
別
功
。

菰
菜
、
味
甘
、
無
毒
、
去
煩
熱
、
止
渇
、
徐
目
黄
、
利
大
小
便
、
止
熱
痢
。
雑
�
魚

為
羹
。
開
胃
口
、
解
酒
毒
。
生
江
東
池
沢
。

〈
後
蜀
・
韓
保
昇
・
蜀
本
草
〉
菰
根
生
水
中
。
葉
似
蔗
荻
。
久
根
盤
厚
。
夏
月
生
菌
細
、
堪

啖
。
名
菰
菜
。
三
年
已
上
、
心
中
生
台
如
藕
、
白
軟
中
有
黒
脈
。
堪
啖
、
名
菰
首
也
。

〈
北
宋
・
蘇
頌
・
本
草
図
経
〉
菰
根
、
旧
不
著
所
出
州
土
、
今
江
湖
陂
沢
中
皆
有
之
。
即
江

南
人
呼
為
�
草
者
。
生
水
中
、
葉
如
蒲
葦
輩
、
刈
以
秣
馬
甚
肥
。
春
亦
生
笋
甜
美
、
堪

啖
、
即
菰
菜
也
。
又
謂
之
�
白
。
其
歳
久
者
、
中
心
生
白
台
如
小
児
臂
、
謂
之
菰
手
。

今
人
作
菰
首
、
非
也
。

こ
れ
ら
諸
書
に
入
り
紊
れ
る
菰
菜
の
異
称
、
す
な
わ
ち
「
菰
首
」「
�
首
」「
菰
菜
」「
�
白
」

「
菰
手
」
と
、
季
節
を
明
示
し
な
い
こ
と
も
あ
る
曖
昧
な
表
現
と
が
後
世
に
混
乱
を
も
た
ら
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
博
学
の
士
、
羅
願
に
あ
っ
て
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

歴
代
本
草
書
の
簡
潔
な
記
述
を
丹
念
に
読
み
解
く
と
、
実
は
菰
菜
に
二
種
あ
っ
た
こ
と
が
浮

か
び
上
が
っ
て
く
る
。
当
然
羅
願
は
一
言
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
ろ
う
。

そ
れ
は
、
ま
ず
『
食
療
本
草
』
が
「
菰
菜
」
と
「
�
首
」
と
に
分
け
て
、
食
用
に
お
け
る
注

意
と
薬
効
と
を
各
々
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
窺
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
記
述
に
や
や
混
乱
が
み
ら

れ
る
も
の
の
『
本
草
拾
遺
』
も
「
菰
首
」
と
は
別
に
「
菰
菜
」
の
特
色
を
記
し
て
い
る
。
太
常

博
士
の
蘇
頌
が
蘊
蓄
を
傾
け
た
と
い
わ
れ
る
『
本
草
図
経
』
は
か
な
り
要
を
得
て
お
り
、
春
季

に
採
れ
る
タ
ケ
ノ
コ
状
の
美
菜
を
「
菰
菜
」「
�
白
」、
歳
を
経
た
株
に
生
ず
る
菜
（『
拾
遺
』
の

記
述
で
補
え
ば
、
秋
季
に
で
き
る
菜
）
を
、
そ
の
形
状
か
ら
「
菰
手
」「
菰
首
」
と
い
う
と
あ
る

（
以
降
、
小
論
で
は
後
世
ま
で
呼
ば
れ
る
「
菰
首
」
を
用
い
る
。
首
は
「
く
び
」
で
は
な
く
「
あ

た
ま
」
の
意
）。
こ
の
「
菰
首
」
こ
そ
が
若
芽
と
は
別
の
、
我
が
邦
で
コ
モ
ヅ
ノ
と
呼
ば
れ
る
黒

穂
病
菌
寄
生
の
美
味
な
る
肥
大
茎
を
指
す
こ
と
は
、「
白
軟
中
に
黒
脈
有
り
」（『
蜀
本
草
』）
と

の
表
現
（
後
述
）
か
ら
も
確
実
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
菰
菜
（
広
義
）
に
は
、
春
の
若
芽
を
示
す
「
菰
菜
」（
狭
義
。
我
が
邦
で
は
コ
モ
ノ

コ
と
呼
ば
れ
る
）
と
、
秋
以
降
の
「
菰
首
」（
コ
モ
ヅ
ノ
）
と
が
あ
る
よ
う
だ
。
も
っ
と
も
、

『
本
草
図
経
』
が
春
の
芽
を
指
す
と
し
た
「
菰
菜
」
の
別
名
「
�
白
」
は
、
後
世
に
わ
た
り
「
菰

首
」
の
同
義
語
と
し
て
定
着
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
菰
首
」
も
真
っ
白
い
肉
質
を

�

有
し
て
お
り
、
ま
さ
に
相
応
し
い
名
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。

後
代
、
菰
の
栽
培
種
が
発
達
す
る
に
つ
れ
、
秋
季
以
前
に
も
「
菰
首
」
を
採
取
し
得
る
品
種

が
生
ま
れ
た
こ
と
が
、
清
の
徐
珂
『
清
稗
類
鈔
』
植
物
類
に
、

（
一
四
）
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を
つ
け
る
研
究
者
も
あ
る
（
後
述
）。

し
か
し
、
既
に
牧
野
富
太
郎
が
『
頭
註
国
訳
本
草
綱
目
』（
春
陽
堂

一
九
三
二
、
の
ち
『
新

註
校
定
国
訳
本
草
綱
目
』

春
陽
堂

一
九
七
五
）
第
七
冊
の
頭
註
に
て
、

菰
米
ハ
ま
こ
も
ノ
穀
デ
、
往
時
ハ
我
邦
デ
モ
僅
カ
ニ
之
レ
ヲ
食
用
ト
シ
タ
事
モ
ア
ル
ガ
今

日
デ
ハ
其
事
実
ガ
ナ
イ
。
ま
こ
も
ニ
ハ
実
ノ
生
ル
モ
ノ
ト
否
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ト
ア
ル
ト
唱
ヘ

ラ
レ
テ
ヰ
タ
ガ
ソ
ン
ナ
事
ハ
決
シ
テ
ナ
ク
、
何
レ
ノ
株
ニ
モ
能
ク
実
ガ
出
来
ル
。

と
明
言
す
る
よ
う
に
、
結
実
し
な
い
場
合
は
あ
っ
て
も
、
結
実
し
な
い
菰
草
自
体
が
あ
る
わ
け

で
は
な
い
ら
し
い
。

�

こ
の
菰
草
不
結
実
説
の
背
景
に
は
、
二
つ
の
要
因
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

甲

菰
草
の
単
性
花
、
及
び
結
実
し
た
穎
果
は
き
わ
め
て
落
下
し
や
す
く
、
容
易
に
収
穫
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

乙

黒
穂
病
菌
に
感
染
し
た
菰
草
は
出
穂
、
及
び
結
実
し
な
い
。

特
に
後
者
の
病
害
は
頻
繁
に
起
こ
り
得
る
現
象
で
あ
り
、
ま
た
蔓
延
し
や
す
い
。
か
え
っ
て
菰

草
の
副
産
物
コ
モ
ヅ
ノ
を
収
穫
す
る
に
好
都
合
で
あ
る
こ
と
は
次
章
に
お
い
て
述
べ
る
が
、
菰

米
収
穫
を
目
的
と
す
る
場
合
に
こ
の
感
染
は
由
々
し
き
事
態
で
あ
ろ
う
。
特
に
多
年
生
の
菰
草

に
あ
っ
て
は
、
一
度
感
染
す
れ
ば
、
そ
の
株
は
毎
年
出
穂
開
花
す
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
こ
の
甲
乙
二
つ
の
要
因
が
あ
い
ま
っ
て
、
菰
に
結
実
・
不
結
実
の
二
種
あ
り
と
い
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ち
な
み
に
清
の
�
懿
行
『
爾
雅
義
疏
』
は
、

鄭
樵
通
志
云
々
﹇
前
引
﹈。
楊
慎
巵
言
云
々
﹇
前
引
﹈。
此
二
説
並
無
依
拠
。
蓬
乃
蒿
類

与
�
�
別
。
李
時
珍
本
草
菰
米
下
引
、
孫
炎
云
彫
蓬
即
�
米
、
亦
未
可
信
。

鄭
樵
『
通
志
』
に
云
々
。
楊
慎
『
巵
言
』
に
云
々
。
此
の
二
説
、
並
び
に
依
拠
無
し
。
蓬
は
乃
ち

蒿
の
類
に
て
�
�
と
は
別
な
り
。
李
時
珍
『
本
草
』
菰
米
の
下
に
、
孫
炎
云
ふ
、
彫
蓬
は
即
ち
�

米
を
引
く
も
亦
た
未
だ
信
ず
べ
か
ら
ず
。

と
述
べ
、
鄭
楊
二
説
に
反
駁
し
、『
説
文
』（
一
下
）
の
「
蓬
は
蒿
な
り
」
を
引
き
、
そ
も
そ
も

『
爾
雅
』
の
「
彫
蓬
」「
黍
蓬
」
は
「
蒿
」、
す
な
わ
ち
「
青
蒿
」（
菊
科A

rtem
isia

apiacea

H
ance.

和
名
カ
ワ
ラ
ニ
ン
ジ
ン

『
神
農
本
草
経
』
下
品
に
初
見
）
に
代
表
さ
れ
る
ヨ
モ
ギ
類

で
あ
る
と
す
る
。
な
お
定
め
が
た
い
問
題
で
あ
り
、
小
論
で
は
示
す
に
と
ど
め
て
お
く
。

我
が
邦
に
お
い
て
も
二
種
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
菰
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
古
来
周
知
の
水

辺
植
物
で
あ
り
、
早
く
も
『
万
葉
集
』
に
、

し
め

三
島
江
の
玉
江
の
こ
も
を
標
め
し
よ
り
己
が
と
ぞ
思
ふ
い
ま
だ
刈
ら
ね
ど

﹇
巻
七

一
三
四
八
﹈

ま
こ
も

み
ご
も

真
薦
刈
る
大
野
川
原
の
水
隠
り
に
恋
ひ
来
し
妹
が
紐
解
く
吾
は﹇

巻
十
一

二
七
〇
三
﹈

な
ど
と
詠
わ
れ
る
。
ま
た
、
神
事
に
お
け
る
薦
藉
類
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
『
延
喜
式
』
に
み

�

ち
ま
き

え
、
そ
の
し
き
た
り
は
現
在
に
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
端
午
の
節
句
に
粽
を
菰
葉
で
巻
き
、

七
夕
に
マ
コ
モ
馬
（
干
し
た
菰
葉
の
馬
）
を
作
る
な
ど
伝
統
行
事
に
も
使
用
さ
れ
る
き
わ
め
て

卑
近
な
植
物
で
あ
り
、
一
般
に
和
名
マ
コ
モ
で
呼
ば
れ
る
菰
に
は
、
数
十
に
も
及
ぶ
方
言
が
各

�

地
に
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
我
が
邦
で
菰
米
を
常
食
す
る
こ
と
は
つ
い
に
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
宮
崎
安
貞
『
農
業
全
書
』
は
菰
草
に
触
れ
ず
、
赤
松
宗
旦
『
利
根
川
図
志
』（
巻
五
）

は
、

根
山
神
社

北
須
賀
村
門
河
と
い
ふ
所
に
あ
り
。
…
此
辺
沼
に
真
菰
多
し
。
…
マ
コ
モ
の

実
は
麦
の
如
き
物
に
し
て
、
人
も
是
を
食
す
。
…
﹇
以
下
、
原
文
は
漢
文
。
筆
者
注
﹈
菰

米
の
書
に
著
さ
る
る
や
、
屈
原
よ
り
以
下
、
唐
宋
の
詩
人
に
及
ぶ
ま
で
、
其
の
美
さ
を
言

ふ
者
多
し
。
我
が
邦
未
だ
之
を
賞
す
る
者
有
る
を
聞
か
ず
。
予
之
を
食
ら
ふ
は
、
今
日
を

以
て
初
め
と
為
す
。

�

と
記
し
て
、
そ
の
思
い
を
七
絶
に
詠
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
前
述
し
た
と
お
り
、
菰
米
は
古
代
の
よ
う
に
ご
馳
走
と
し
て
常
食
す
る
よ
う
な
こ
と

は
な
く
な
っ
た
。
陸
游
は
菰
に
執
着
し
た
、
あ
る
い
は
執
着
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
ら
し
い
が
、

そ
れ
は
例
外
な
の
で
あ
ろ
う
。
菰
は
明
初
に
い
た
っ
て
周
定
王
朱
�
の
、
そ
の
名
も
『
救
荒
本

草
』
草
部
に
収
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
﹇
前
頁
諸
菰
図
⑤
参
照
﹈。
反
面
、
菰
草
か
ら
得
ら
れ
る
も

う
一
つ
の
副
産
物
「
菰
菜
」
の
需
要
は
衰
頽
す
る
こ
と
な
く
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
次
章
で
は
、

こ
の
「
菰
菜
」
に
つ
い
て
、
多
く
の
問
題
点
と
と
も
に
検
討
し
て
み
た
い
。

二

菰
菜
の
本
草
学

『
世
説
新
語
』
識
鑒
篇
に
次
の
よ
う
な
逸
話
が
あ
る
。

張
季
鷹
辟
斉
王
東
曹
掾
在
洛
。
見
秋
風
起
、
因
思
呉
中
菰
菜
羹
・
鱸
魚
膾
。
曰
、
人
生

貴
得
適
意
爾
。
何
能
羈
宦
数
千
里
以
要
名
爵
。
遂
命
駕
便
帰
。
俄
而
斉
王
敗
、
時
人
皆

謂
為
見
機
。

め

張
季
鷹
、
斉
王
の
東
曹
掾
に
辟
さ
れ
て
、
洛
に
在
り
。
秋
風
の
起
こ
る
を
見
、
よ
り
て
呉
中
の
菰

菜
の
羹
・
鱸
魚
の
膾
を
思
ふ
。
曰
く
、
人
生
は
意
に
適
ふ
を
得
る
を
貴
ぶ
の
み
。
何
ぞ
能
く
数
千
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不
可
解
に
も
歴
代
の
本
草
書
に
お
い
て
、
こ
の
問
題
に
触
れ
た
も
の
は
な
か
っ
た
が
、
李
時

�

珍
『
本
草
綱
目
』
は
巻
二
十
三
穀
部
「
菰
米
」
条
に
て
、
ま
ず
孫
炎
の
注
「
雕
蓬
は
即
ち
�
米

な
り
。
古
人
以
て
五
飯
の
一
と
為
す
者
な
り
」
を
引
き
、
続
い
て
前
引
の
鄭
樵
『
通
志
』
と
、

明
の
楊
慎
『
巵
言
』
に
い
う
、

蓬
有
水
陸
二
種
。
彫
蓬
乃
水
蓬
、
彫
�
是
也
。
黍
蓬
乃
旱
蓬
、
青
科
是
也
。
青
科
結
実

如
黍
、
羌
人
食
之
。
今
松
州
有
焉
。

蓬
に
水
陸
二
種
有
り
。
彫
蓬
は
乃
ち
水
蓬
に
て
彫
�
是
れ
な
り
。
黍
蓬
は
乃
ち
旱
蓬
に
て
青
科
是

こ

れ
な
り
。
青
科
は
結
実
す
れ
ば
黍
の
ご
と
く
、
羌
人
之
を
食
ら
ふ
。
今
松
州
に
焉
れ
有
り
。

と
の
二
説
を
支
持
し
て
、

珍
按
、
鄭
楊
二
説
不
同
。
然
皆
有
理
。
蓋
蓬
類
非
一
種
故
也
。

珍
按
ず
る
に
、
鄭
楊
の
二
説
同
じ
か
ら
ず
。
然
れ
ど
も
皆
理
有
り
。
蓋
し
蓬
の
類
は
一
種
に
非
ざ

る
が
故
な
ら
む
。

と
結
論
す
る
。
こ
の
説
は
『
本
草
綱
目
』
を
、
そ
の
権
威
と
と
も
に
輸
入
し
た
我
が
邦
で
も
広

く
お
こ
な
わ
れ
、
貝
原
益
軒
『
大
和
本
草
』
巻
八
草
之
四
に
は
、

本
草
ニ
菰
二
種
ア
リ
。
一
種
ハ
、
秋
ニ
実
ヲ
結
ビ
黍
ノ
如
キ
ハ
菰
米
也
。
飯
餅
ヲ
作
リ
テ

食
フ
可
シ
。
是
沙
菰
米
ナ
ル
ベ
シ
。
沙
菰
米
ハ
典
籍
要
覧
ニ
見
エ
タ
リ
。
穀
類
ナ
リ
。
日

本
ニ
異
邦
ヨ
リ
来
ル
。
日
本
ニ
ハ
米
ノ
如
キ
実
ノ
ナ
ル
菰
ア
ル
事
ヲ
キ
カ
ズ
。
一
種
ハ
鄭

樵
ガ
所
謂
黍
蓬
ハ
実
ノ
ナ
ラ
ザ
ル
コ
モ
ナ
リ
。
日
本
ニ
多
シ
。
水
草
ナ
リ
。
本
草
蘇
頌
所

謂
菰
水
中
ニ
生
ジ
葉
蒲
葦
ノ
如
シ
ト
云
フ
是
ナ
リ
。
是
ハ
米
ノ
如
ク
ナ
ル
実
ナ
ラ
ズ
。
国

俗
マ
コ
モ
ト
称
ス
古
哥
ニ
モ
詠
ゼ
リ
。

と
あ
る
。
小
野
蘭
山
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
巻
十
五
草
之
八
に
も
、

菰
、
池
沢
中
甚
多
シ
。
…
秋
ニ
至
テ
高
サ
三
四
尺
、
上
ニ
長
穂
ヲ
発
ス
。
又
二
尺
許
、
小

花
多
ク
綴
リ
テ
、
淡
竹
葉
花
ノ
如
シ
。
実
ヲ
結
バ
ズ
。

と
あ
り
、
そ
の
巻
十
九
穀
之
二
に
は
「
菰
米
」
を
別
載
し
て
、

菰
米
、
�
ノ
一
種
実
ヲ
生
ズ
ル
者
ナ
リ
。
常
ノ
、
マ
コ
モ
ハ
花
ヲ
生
ジ
実
ヲ
生
ゼ
ズ
。
通

志
略
ニ
謂
ユ
ル
黍
蓬
ナ
リ
。
ハ
ナ
ガ
ツ
ミ
ノ
苗
ハ
、
常
ノ
マ
コ
モ
ヨ
リ
長
大
ニ
シ
テ
花
後

実
ヲ
生
ズ
。
…
コ
レ
通
志
略
ニ
謂
ユ
ル
彫
蓬
ニ
シ
テ
即
菰
米
ナ
リ
。

と
述
べ
る
。

実
際
に
結
実
し
な
い
菰
が
存
在
し
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
、『
採
薬
便
記
』
中
奥
州
（『
古

事
類
苑
』
植
物
部
巻
十
四
引
）
に
「
紀
州
熊
野
本
宮
ニ
モ
菰
米
ア
リ
。
他
所
ノ
菰
ニ
米
穂
ヲ
生

ル
コ
ト
ナ
シ
」
な
ど
と
あ
る
。
現
代
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
の
事
実
を
重
視
し
、
ま
た
し
ば
し
ば

結
実
し
な
い
菰
が
観
察
さ
れ
る
報
告
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
菰
に
二
種
あ
り
と
し
て
別
個
に
学
名

①
・
②
経
史
証
類
大
観
本
草

③
重
修
政
和
経
史
証
類
備
用
本
草

④
本
草
蒙
筌

⑤
救
荒
本
草

⑥
農
政
全
書

⑦
三
才
図
会

①

④⑤

②

⑥⑦

③

（
一
二
）
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に
お
け
る
美
饌
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
多
く
の
北
方
植
物
が

�

詠
ま
れ
る
『
詩
経
』
中
に
「
菰
」
が
一
字
も
見
出
せ
な
い
こ
と
か
ら
も
理
解
さ
れ
よ
う
。
後
代

盛
唐
、
王
維
の
詩
に
あ
っ
て
も
「
�
国
稲
苗
秀
で
、
楚
人
菰
米
肥
ゆ
」（「
友
人
の
南
帰
す
る
を

送
る
」）
と
詠
ま
れ
る
ご
と
く
、
菰
の
語
に
は
南
国
情
緒
を
醸
す
響
き
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

魏
の
曹
植
は
、
枚
乗
以
来
の
「
七
」
体
の
常
套
に
な
ら
っ
て
菰
を
「
芳
菰
」（
芳
し
き
菰
米
）

と
表
現
し
、「
肴
饌
の
妙
」
と
称
讃
し
て
い
る
。
以
降
の
「
七
」
は
、
す
べ
て
類
書
に
引
か
れ
る

佚
文
の
た
め
「
天
下
之
至
美
」「
滋
味
之
麗
」
様
の
文
句
は
み
え
な
い
が
、
お
そ
ら
く
類
似
の
褒

め
言
葉
が
後
続
し
て
い
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
魏
晋
の
頃
ま
で
は
、
菰
は
周
知
の
糧
食
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

当
然
保
存
の
利
く
穀
物
で
あ
る
か
ら
、
北
方
に
お
い
て
も
食
さ
れ
て
は
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
そ
の
詳
し
い
調
理
法
に
あ
っ
て
は
、
か
え
っ
て
賈
思
�
『
斉
民
要
術
』（
五
四
〇
年
頃
）

の
「
�
飯
」（
巻
九
）
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

菰
米
飯
法
。
菰
穀
盛
韋
�
中
、
擣
瓷
器
為
屑
。
勿
令
作
末
。
内
韋
�
中
令
満
。
板
上
揉

之
、
取
末
。
一
作
可
用
升
半
。
炊
如
稲
米
。

こ
な

菰
米
の
飯
法
。
菰
穀
は
韋
�
の
中
に
盛
り
、
瓷
器
を
擣
き
て
屑
と
為
す
。
末
に
作
さ
し
む
る
こ
と

い

勿
か
れ
。
韋
�
の
中
に
内
れ
満
た
し
む
。
板
上
に
て
之
を
揉
み
、
末
を
取
る
。
一
作
ご
と
に
升
半

を
用
ふ
る
べ
し
。
炊
く
こ
と
稲
米
の
ご
と
く
す
。

北
朝
の
、
そ
れ
も
後
魏
の
文
献
に
な
っ
て
初
め
て
調
製
法
が
詳
述
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
こ
の
頃
か
ら
漸
次
菰
米
を
常
食
と
す
る
習
慣
が
、
特
に
北
方
か
ら
廃
れ
つ
つ
あ
り
、
一
般

的
で
は
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

下
っ
て
梁
の
陶
弘
景
『
集
注
本
草
』（
五
〇
〇
年
頃
）
を
増
訂
し
た
最
古
の
勅
撰
本
草
書
、
唐

『
新
修
本
草
』（
六
五
七
年
）
に
は
、
巻
十
九
米
部
の
「
稷
米
」
条
に
、

菰
米
、
一
名
彫
胡
、
可
作
餅
。

菰
米
、
一
名
は
彫
胡
、
餅
を
作
る
べ
し
。

と
記
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
『
集
注
本
草
』
を
踏
襲
す
る
の
み
で
あ
る
。

続
く
陳
蔵
器
『
本
草
拾
遺
』（
七
三
九
年
）
は
、

雕
胡
、
是
菰
�
草
米
、
古
人
所
貴
。

（『
本
草
綱
目
』
巻
二
十
三
穀
部
引
）

雕
胡
、
是
れ
菰
�
草
の
米
に
て
、
古
人
の
貴
ぶ
所
な
り
。

と
過
去
の
珍
味
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
始
め
る
。
も
っ
と
も
『
証
類
本
草
』
巻
二
十
六
米
穀
下

品
の
「
稷
米
」
条
に
引
く
『
本
草
拾
遺
』
で
は
、「
古
今
所
貴
」
に
作
る
の
で
、
そ
れ
な
ら
ば
ま

だ
菰
米
の
価
値
が
一
定
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
は
な
ろ
う
が
、
や
は
り
菰
米
の
説
明
は
独
立

せ
ず
、「
稷
米
」
条
に
附
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
か
わ
り
な
い
。

北
宋
の
蘇
頌
『
本
草
図
経
』（
一
〇
六
一
年
）
に
な
る
と
、
菰
を
穀
部
に
す
ら
連
ね
ず
草
部
下

品
「
菰
根
」
条
に
附
記
し
、

至
秋
結
実
。
乃
雕
胡
米
也
。
古
人
以
為
美
饌
、
今
飢
歳
、
人
猶
采
以
当
糧
。
…
彫
胡
諸

米
、
今
皆
不
貴
。

秋
に
至
れ
ば
実
を
結
ぶ
。
乃
ち
雕
胡
米
な
り
。
古
人
は
以
て
美
饌
と
為
す
も
、
今
、
飢
う
る
歳
、

人
猶
ほ
采
り
て
以
て
糧
に
当
つ
。
…
彫
胡
の
諸
米
、
今
皆
貴
ば
ず
。

と
救
荒
植
物
に
下
落
し
た
こ
と
を
明
言
、
続
く
寇
宗
�
『
本
草
衍
義
』（
一
一
一
九
年
）
に
い
た
っ

て
は
「
蒲
類
」
と
み
な
し
た
の
ち
、

河
朔
辺
人
、
止
以
此
苗
飼
馬
。
曰
菰
�
、
及
作
薦
。
…
彼
人
収
之
、
合
粟
為
粥
、
食
之

済
饑
。

た

む
し
ろ

河
朔
の
辺
人
、
止
だ
此
の
苗
を
以
て
馬
を
飼
ふ
の
み
。
菰
�
と
曰
ひ
、
及
び
薦
を
作
る
。
…
彼
の

う

人
之
を
収
め
、
粟
に
合
わ
せ
て
粥
を
為
り
、
之
を
食
ら
は
ば
饑
ゑ
を
済
ふ
。

と
、「
河
朔
の
辺
人
」、
す
な
わ
ち
菰
草
を
馬
の
飼
い
葉
に
使
う
黄
河
以
北
の
辺
境
人
だ
け
が
、

飢
え
を
し
の
ぐ
に
食
べ
る
か
の
よ
う
な
表
現
を
と
る
ま
で
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
ど
う
や

ら
各
地
に
お
い
て
菰
米
を
貴
ん
で
食
す
る
習
慣
は
、
唐
代
頃
を
さ
か
い
に
し
て
急
速
に
衰
頽
し

て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
し
て
や
菰
米
が
王
の
宴
席
に
出
さ
れ
た
よ
う
な
、
礼
書
に
語

ら
れ
る
古
代
の
状
況
は
な
く
な
っ
て
い
た
。

こ
の
『
本
草
衍
義
』
は
宣
和
元
年
に
刊
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
六
年
後
、
宣
和
七
年
（
一

一
二
五
）
に
生
ま
れ
た
の
が
冒
頭
に
そ
の
詩
を
掲
げ
た
陸
游
で
あ
る
。
陸
游
に
は
菰
米
菰
飯
の

�

美
味
さ
を
詠
っ
た
詩
が
多
い
が
、
菰
米
は
も
は
や
、
少
な
く
と
も
本
草
書
の
上
で
は
常
食
す
る

に
足
る
ご
馳
走
な
ど
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
﹇
次
頁
諸
菰
図
参
照
﹈。

と
こ
ろ
で
、
問
題
と
な
る
の
は
、
菰
に
二
種
あ
り
と
す
る
説
が
古
来
と
な
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
前
掲
『
爾
雅
』
の
「
齧
彫
蓬
、
薦
黍
蓬
」
に
つ
い
て
鄭
樵
『
通
志
』
昆
虫
草
木
略

は
、

菰
曰
蓬
、
今
人
謂
之
�
。
爾
雅
曰
、
齧
彫
蓬
、
薦
黍
蓬
。
彫
蓬
者
米
�
也
。
其
米
謂
之

彫
胡
、
可
作
飯
。
故
曰
齧
。
黍
蓬
者
、
野
�
也
。
不
能
結
実
、
惟
堪
薦
藉
。
故
曰
薦
。

菰
を
蓬
と
曰
ひ
、
今
人
之
を
�
と
謂
ふ
。『
爾
雅
』
に
曰
く
、
彫
蓬
を
齧
み
、
黍
蓬
を
薦
く
と
。
彫

蓬
は
米
�
な
り
。
其
の
米
之
を
彫
胡
と
謂
ひ
、
飯
を
作
る
べ
し
。
故
に
齧
と
曰
ふ
。
黍
蓬
は
、
野

�
な
り
。
実
を
結
ぶ
こ
と
能
は
ず
、
惟
だ
薦
藉
に
堪
ふ
る
の
み
。
故
に
薦
と
曰
ふ
。

と
述
べ
、
菰
に
は
菰
米
が
採
取
で
き
る
種
、
す
な
わ
ち
「
�
米
」（『
爾
雅
』
の
彫
蓬
）
と
、
結

実
せ
ず
た
だ
薦
藉
（
ム
シ
ロ
）
に
用
い
る
種
、
す
な
わ
ち
「
野
�
」（『
爾
雅
』
の
黍
蓬
）
と
が

あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
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こ
の
小
論
で
は
、
従
来
諸
説
紛
糾
し
て
定
ま
ら
な
い
菰
米
、
及
び
菰
菜
に
つ
い
て
本
草
学
的

�

な
整
理
検
討
を
仔
細
に
加
え
、
も
っ
て
経
書
詩
文
を
解
す
る
一
助
に
し
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

一

菰
米
の
本
草
学

菰
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
古
辞
書
の
類
を
あ
た
っ
て
み
よ
う
。『
説
文
解
字
』（
一
下
）
で
は
「
�
」

に
作
り
、�

、
雕
胡
、
一
名
�
。

�
は
雕
胡
、
一
名
は
�
な
り
。

と
あ
り
、
続
い
て
「
�
」
を
引
く
と
、

�
、
�
也
。

�
は
�
な
り
。

と
互
訓
す
る
。『
広
雅
』
釈
草
に
は
、

菰
、
�
也
。
其
米
謂
之
彫
胡
。

菰
は
�
な
り
。
其
の
米
、
之
を
彫
胡
と
謂
ふ
。

と
あ
る
。
意
外
に
も
最
古
の
『
爾
雅
』
に
は
菰
（
�
）
や
�
と
し
て
は
み
え
な
い
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
後
述
す
る
。

二
書
の
簡
潔
な
説
明
に
よ
る
と
、
菰
（
�
）
は
、
�
と
同
義
で
あ
り
、
そ
の
米
、
す
な
わ
ち

顆
粒
状
の
実
を
「
雕
胡
（
彫
胡
）」
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
菰
実
が
穀
物
の
一
種
と
み
な
さ
れ

て
い
た
こ
と
は
、
原
文
で
次
掲
す
る
礼
書
の
記
載
や
漢
儒
の
注
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。

〈
周
礼
・
食
医
〉
凡
会
膳
食
之
宜
、
牛
宜
�
、
羊
宜
黍
、
豕
宜
稷
、
犬
宜
粱
、
雁
宜
麦
、
魚

宜
菰
。
凡
君
子
之
食
、
恒
放
焉
。（
鄭
衆
注
）
�
、
彫
胡
也
。

〈
周
礼
・
太
宰
〉
以
九
職
任
万
民
。
一
曰
三
農
、
生
九
穀
。（
鄭
衆
注
）
九
穀
、
黍
・
稷
・
�

・
稲
・
麻
・
大
小
豆
・
大
小
麦
。（
鄭
玄
注
）
九
穀
無
�
・
大
麦
、
而
有
粱
・
�
。

〈
周
礼
・
膳
夫
〉
凡
王
之
饋
、
食
用
六
穀
、
膳
用
六
牲
、
飲
用
六
清
。（
鄭
衆
注
）
六
穀
、
�

・
黍
・
稷
・
粱
・
麦
・
�
。
�
、
彫
胡
也
。

〈
礼
記
・
内
則
〉
食
、
蝸
醢
而
�
食
・
雉
羹
。（
鄭
玄
注
）
�
、
彫
胡
也
。

ど
う
や
ら
雕
胡
（
彫
胡
）
と
呼
ば
れ
た
菰
実
は
、
黍
（
モ
チ
キ
ビ
）
や
稷
（
ウ
ル
チ
ア
ワ
）
な

ど
と
と
も
に
九
穀
・
六
穀
の
ひ
と
つ
と
し
て
も
数
え
上
げ
ら
れ
、
君
主
の
宴
席
に
も
出
さ
れ
る

古
代
常
用
の
糧
食
で
あ
っ
た
ら
し
い
。『
淮
南
子
』
詮
言
訓
に
は
、

心
有
憂
者
、
筐
床
衽
席
弗
能
安
也
、
菰
飯
�
牛
弗
能
甘
也
、
琴
瑟
鳴
�
弗
能
楽
也
。

う
ま

心
に
憂
ひ
有
る
者
は
、
筐
床
衽
席
も
安
ん
ず
る
こ
と
能
は
ず
、
菰
飯
�
牛
も
甘
き
こ
と
能
は
ず
、

琴
瑟
鳴
�
も
楽
し
む
こ
と
能
は
ず
。

と
あ
り
、「
菰
飯
」
と
い
う
か
ら
に
は
炊
い
で
食
さ
れ
た
ら
し
く
、『
爾
雅
』
釈
草
に
、

か

し

齧
彫
蓬
、
薦
黍
蓬
。

彫
蓬
を
齧
み
、
黍
蓬
を
薦
く
。

と
あ
る
の
を
、
宋
の
鄭
樵
は
そ
の
『
通
志
』
昆
虫
草
木
略
に
て
「
彫
蓬
」
を
�
（
菰
と
同
義
）

と
み
な
し
て
、

彫
蓬
者
米
�
也
。
其
米
謂
之
彫
胡
、
可
作
飯
。

彫
蓬
は
米
�
な
り
。
其
の
米
、
之
を
彫
胡
と
謂
ひ
、
飯
を
作
る
べ
し
。

と
解
し
て
い
る
。

さ
て
、
詩
文
の
類
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
魏
晋
時
代
ま
で
の
用
例
を
列
挙
し
て

み
る
。

〈
楚
辞
・
大
招
〉
五
穀
六
仞
、
設
菰
粱
只
。（
王
逸
注
）
菰
粱
、
�
実
、
謂
雕
胡
也
。
言
楚
国

土
地
肥
美
、
堪
用
種
植
五
穀
。
其
穂
長
六
仞
。
又
有
菰
粱
之
飯
、
芬
香
且
柔
滑
也
。

〈
宋
玉
・
諷
賦
〉
為
臣
炊
彫
胡
之
飯
、
烹
露
葵
之
羹
、
来
勧
臣
食
。

﹇
古
文
苑
・
三
﹈

〈
司
馬
相
如
・
上
林
賦
〉
鮮
支
黄
礫
、
�
苧
青
�
。（
張
揖
注
）
�
、
菰
也
。
﹇
文
選
・
八
﹈

〈
司
馬
相
如
・
子
虚
賦
〉
其
	
湿
則
生
蔵
莨
蒹
葭
、
東


彫
胡
。（
張
揖
注
）
彫
胡
、
菰

也
。

﹇
文
選
・
七
﹈

〈
枚
乗
・
七
発
〉
楚
苗
之
食
、
安
胡
之
�
、
…
此
亦
天
下
之
至
美
也
。（
李
善
注
）
安
胡
、

彫
胡
也
。

﹇
文
選
・
三
十
四
﹈

〈
張
衡
・
七
弁
〉
会
稽
之
菰
、
冀
野
之
粱
、
珍
羞
雑
�
、
灼
爍
芳
香
、
此
滋
味
之
麗
也
。

﹇
芸
文
類
聚
・
五
十
七
﹈

〈
桓
麟
・
七
説
〉
香

為
飯
、
雑
以
�
菰
。

﹇
芸
文
類
聚
・
五
十
七
﹈

〈
桓
彬
・
七
設
〉
菰
粱
雪
累
、
班
臠
錦
文
。

﹇
北
堂
書
鈔
・
百
四
十
五
﹈

〈
劉
梁
・
七
挙
〉
菰
粱
之
飯
、
入
口
叢
流
。

﹇
北
堂
書
鈔
・
百
四
十
四
﹈

〈
曹
植
・
七
啓
〉
芳
菰
精
�
、
霜
蓄
露
葵
、
…
此
肴
饌
之
妙
也
。

﹇
文
選
・
三
十
四
﹈

〈
徐
幹
・
七
喩
〉
南
土
之
�
、
東
湖
之
菰
。

﹇
初
学
記
・
二
十
六
﹈

〈
傅
巽
・
七
誨
〉
孟
冬
香
�
、
上
秋
膏
粱
、
彫
胡
�
子
。

﹇
初
学
記
・
二
十
六
﹈

〈
杜
預
・
七
規
〉
農
夫
進
菰
粱
之
精
稗
。

﹇
北
堂
書
鈔
・
百
四
十
二
﹈

〈
傅
玄
・
七
謨
〉
彫
胡
之
飯
、
糅
以
游
粱
。

﹇
北
堂
書
鈔
・
百
四
十
四
﹈

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
前
掲
『
淮
南
子
』
も
含
め
て
、
南
方
に
関
係
す
る
文
章
に
多
く
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
楚
辞
」
は
い
う
ま
で
も
な
く
、「
子
虚
賦
」
は
楚
の
物
産

を
詠
い
あ
げ
た
も
の
。
呉
王
�
に
仕
え
た
枚
乗
の
「
七
発
」
は
、
呉
客
が
楚
王
の
病
を
治
療
せ

ん
と
謀
っ
て
「
楚
苗
の
食
」
な
る
菰
飯
を
も
ち
だ
し
、
張
衡
「
七
弁
」
は
「
会
稽
（
浙
江
省
）

の
菰
」
と
わ
ざ
わ
ざ
明
示
し
て
い
る
。

菰
米
の
飯
は
、『
淮
南
子
』
に
「
�
牛
」（
肥
え
た
飼
い
牛
）
と
並
挙
さ
れ
、
さ
ら
に
「
天
下

の
至
美
」（「
七
発
」）、「
滋
味
の
麗
」（「
七
弁
」）
な
ど
と
讃
え
ら
れ
る
か
ら
に
は
、
特
に
南
方

（
一
〇
）
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《
論
文
》

「
菰
」
の
本
草
学

―
陸
游
詩
所
詠
菰
草
考
序
説
―

澁

澤

尚

﹇
要

旨
﹈

古
典
詩
文
に
頻
見
さ
れ
る
菰
は
古
来
食
用
と
さ
れ
、
そ
の
実
「
菰
米
」
の
飯
は
南
方
の
美
饌
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
秦
漢
の
頃
か
ら
そ
の
芽
「
菰

菜
」
の
利
用
が
始
ま
り
、
や
が
て
唐
代
を
さ
か
い
に
菰
米
の
方
は
救
荒
植
物
に
成
り
下
が
っ
て
ゆ
く
。
と
こ
ろ
で
菰
菜
に
は
二
種
あ
る
が
、
珍
重
さ
れ
た
の
は

春
の
嫩
芽
よ
り
も
、
病
菌
に
冒
さ
れ
た
秋
の
肥
大
茎「
菰
首
」で
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の
特
殊
性
ゆ
え
か
歴
代
の
本
草
書
と
碩
学
と
を
紛
乱
さ
せ
、
誤
解
聚
訟
を
き

わ
め
て
い
る
。
当
論
で
は
菰
米
・
菰
菜
に
関
す
る
諸
問
題
、
異
称
や
利
用
の
盛
衰
史
な
ど
に
本
草
学
的
考
証
を
加
え
、
も
っ
て
菰
草
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。

﹇
キ
ー
ワ
ー
ド
﹈

本
草

菰

マ
コ
モ

菰
米

菰
菜

菰
首

陸
游

緒

言

と

湖
上
采
菰
甘
似
蜜

湖
上
に
菰
を
采
る

甘
き
こ
と
蜜
の
ご
と
し

街
頭
買
酒
滑
如
油

街
頭
に
酒
を
買
ふ

滑
ら
か
な
る
こ
と
油
の
ご
と
し

�

（「
戯
題
酒
家
壁
」

『
剣
南
詩
稿
』
巻
四
十
四
）

南
宋
、
陸
游
の
詩
に
こ
う
詠
わ
れ
た
「
菰
」（
和
名
マ
コ
モ
）
は
、
湖
沼
藪
沢
に
群
生
す
る
周

知
の
植
物
で
あ
り
、
な
に
も
珍
奇
な
る
草
本
で
は
ま
っ
た
く
な
い
。
古
く
は
経
書
や
古
辞
書
、

下
っ
て
は
本
草
書
や
農
書
か
ら
料
理
書
に
ま
で
そ
の
名
が
み
え
、
歴
代
の
詩
文
に
も
た
び
た
び

登
場
し
て
き
た
。
陸
詩
を
信
ず
れ
ば
、
菰
は
相
当
な
美
饌
に
な
る
こ
と
相
違
な
か
ろ
う
が
、
そ

れ
は
諸
書
に
お
い
て
菰
一
字
で
用
い
ら
れ
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
「
菰
米
」「
雕
胡
」「
�
米
」「
菰

菜
」「
�
白
」「
菰
首
」「
�
笋
」「
�
蔬
」「
烏
鬱
」「
�
鬱
」
な
ど
と
、
そ
の
利
用
部
位
に
よ
り

さ
ま
ざ
ま
に
呼
び
分
け
ら
れ
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
胡
道
静
氏
が
「
因
為
有
這
�
的
一
種
変
革
存
在
、
而
這
箇
事
実
又
被
忽
視
了
、

故
対
于
古
今
�
米
・
�
笋
、
往
往
不
易
�
清
它
們
是
怎
麼
（
菰
の
利
用
に
は
変
革
が
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
事
実
は
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
た
め
、
古
今
に
わ
た
っ
て
�
米
と
�
笋
が

�

往
々
に
し
て
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
明
確
に
把
握
で
き
な
か
っ
た
）」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、

あ
る
時
期
か
ら
菰
の
利
用
部
位
の
好
み
に
は
変
化
が
起
こ
っ
た
た
め
、
そ
の
実
態
が
不
鮮
明
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
。

確
か
に
菰
や
そ
の
異
称
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
本
草
書
や
農
書
、
経
書
、
詩
文
の
諸
注
に
お

い
て
歴
代
混
乱
が
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
だ
。
こ
れ
は
、
菰
に
少
し
く
特
殊
な
利
用
法
が
あ
っ
た

た
め
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
菰
に
は
大
き
く
、「
実
の
利
用
」（
す
な
わ
ち
菰
米
）
と
「
芽
の

利
用
」（
す
な
わ
ち
菰
菜
）
と
が
あ
り
、
特
に
芽
茎
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
に
寄
生
す
る
菌
類
を
と

も
な
っ
て
食
用
に
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
と
は
そ
う
単
純
で
は
な
い
。
あ
る
ひ
と
「
菰
草
に
二
種
あ
り
」
と
い
い
、
あ
る

ひ
と
「
菰
菜
に
二
種
あ
り
」
と
い
う
。
ま
た
菰
草
の
寄
生
菌
と
は
何
物
で
あ
る
の
か
、「
�
蔬
」

「
烏
鬱
」
な
る
不
可
解
な
名
称
は
何
に
由
来
し
、
何
を
意
味
す
る
の
か
。
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プ
ラ
ン
で
あ
る
。

玄
関
を
入
る
と
、
建
物
内
は
中
央
廊
下
で
仕
切
ら
れ
、
南
側
に
主
要
室
を
、
北
側
に
付
属
小

室
を
配
す
。
一
階
は
、
玄
関
よ
り
食
堂
、
客
間
、
撞
球
室
を
南
側
に
、
二
階
は
、
西
客
室
、
居

間
、
書
斎
、
寝
室
を
南
側
に
配
し
て
い
る
。

外
装
は
、
一
、
二
階
の
境
に
胴
蛇
腹
を
つ
け
、
一
、
二
階
の
窓
は
、
桟
を
井
桁
割
り
に
し
た

上
下
開
閉
窓
で
あ
る
。
軒
下
に
は
、
コ
ン
ソ
ー
ル
（console

・
渦
巻
形
持
送
り
）
を
配
し
て
、

軒
蛇
腹
を
廻
ら
す
。

新
海
竹
太
郎
は
、
北
白
川
宮
能
久
親
王
銅
像
を
完
成
し
た
こ
ろ
か
ら
、
自
ら
を
彫
刻
家
と
自

覚
し
た
。
ベ
ル
リ
ン
か
ら
帰
国
す
る
と
、
太
平
洋
画
会
で
作
品
を
発
表
し
、
か
つ
同
画
会
研
究

所
が
、
谷
中
に
設
立
さ
れ
る
と
、
美
術
講
話
に
も
精
進
し
た
。
講
話
ば
か
り
か
、
研
究
所
に
彫

刻
部
が
新
設
さ
れ
る
と
、
彫
刻
教
育
に
熱
心
で
あ
っ
た
。
北
村
四
海
と
と
も
に
教
育
に
あ
た
り
、

堀
進
二
、
戸
張
孤
雁
、
中
原
悌

二
郎
ら
を
育
て
た
。
明
治
四
〇

年
秋
の
第
一
回
文
展
第
三
部
（
彫

塑
）
に
お
い
て
、
審
査
委
員
は

木
彫
家
、
塑
像
家
、
学
識
経
験

者
な
ど
、
広
く
均
衡
を
と
っ
て

選
出
さ
れ
、
竹
太
郎
も
委
員
の

ひ
と
り
と
な
っ
た
。
大
正
六
年

（
一
九
一
七
）
に
は
、
帝
室
技

芸
員
と
な
り
、
大
正
期
の
彫
刻

界
を
担
う
人
物
と
な
っ
た
。

大
正
時
代
の
竹
太
郎
は
、
大

正
五
年
に
福
島
安
正
大
将
騎
馬

像
、
大
正
七
年
に
大
山
巌
元
帥

騎
馬
像
を
制
作
し
た
。
こ
う
し

た
軍
人
騎
馬
像
は
、
竹
太
郎
の

得
意
と
し
た
従
来
の
主
題
延
長

上
に
あ
っ
た
作
品
だ
が
、
竹
太

郎
は
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
新
た
な

造
形
作
品
を
手
掛
け
た
。
そ
れ

は
、
現
代
社
会
に
生
活
す
る
人
々
の
造
形
表
現
で
あ
り
、
自
ら
の
彫
刻
対
象
の
幅
を
広
げ
た
と

い
え
よ
う
。
竹
太
郎
は
、
こ
の
新
試
作
を
明
治
四
十
五
年
の
『
書
画
骨
董
雑
誌
』
で
、「
浮
世
彫

刻
」
と
言
っ
た
。「
浮
世
彫
刻
」
は
、
義
太
夫
を
聴
か
せ
る
男
、
散
歩
す
る
子
連
れ
夫
婦
、
荷
車

を
ひ
く
夫
婦
、
相
合
い
傘
の
男
女
な
ど
を
造
形
表
現
し
て
い
る
。

有
栖
川
宮
威
仁
親
王
銅
像
は
、
竹
太
郎
が
「
浮
世
彫
刻
」
に
目
覚
め
た
以
降
の
作
品
で
あ
る
。

し
か
し
威
仁
親
王
銅
像
は
、「
浮
世
彫
刻
」
と
か
な
り
異
な
る
。「
浮
世
彫
刻
」
は
、
日
常
の
瞬

間
的
場
面
を
す
ば
や
く
と
ら
え
て
制
作
し
た
印
象
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
。
そ
れ
に
比
べ
、
威
仁
親

王
銅
像
は
、
用
意
周
到
、
計
算
つ
く
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
竹
太
郎
の
真
骨
頂
と
も
い
え
る
騎

馬
像
の
流
れ
を
く
む
記
念
碑
的
彫
刻
で
あ
っ
た
。
大
正
十
年
、
落
成
さ
れ
た
有
栖
川
宮
威
仁
親

王
銅
像
は
、
現
在
、
台
座
が
新
造
さ
れ
て
天
鏡
閣
北
側
に
立
つ
。
そ
の
ブ
ロ
ン
ズ
雛
型
は
、
天

鏡
閣
二
階
の
書
斎
に
陳
列
さ
れ
る
。

註

１

「
湯
の
香
」
は
、
明
治
三
十
八
年
十
一
月
発
行
の
『
女
鑑
』
に
発
表
さ
れ
た
。

２

新
海
竹
蔵
�
『
新
海
竹
太
郎
伝
』（
昭
和
五
十
六
年
・
非
売
品
）

六
二
ペ
ー
ジ
。

３

『
二
六
新
報
』（
明
治
二
十
七
年
三
月
十
八
日
）。

４

註
２
前
掲
書

三
九
ペ
ー
ジ
。

５

大
正
十
一
年
八
月
『
新
小
説
』
九
月
臨
時
増
刊
に
「
美
術
批
評
家
と
し
の
森
さ
ん
」
記
載
、『
新
海
竹

太
郎
伝
』
に
も
採
録
（
二
一
一
ペ
ー
ジ
）
さ
れ
る
。

６

註
２
前
掲
書

三
九
ペ
ー
ジ
。

７

『
新
海
竹
太
郎
伝
』（
四
六
ペ
ー
ジ
）
に
よ
れ
ば
、
右
前
脚
を
隆
起
し
た
地
盤
に
つ
か
せ
た
の
は
、
地

震
大
風
等
の
災
禍
を
考
慮
し
た
た
め
と
あ
る
。

８

註
２
前
掲
書

四
七
ペ
ー
ジ
。

９

磯
崎
康
彦
「
ベ
ル
リ
ン
の
新
海
竹
太
郎
」、『
山
形
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
九
六
年
十
一
月
十
八
日
と
十
九

日
。

１０

註
２
前
掲
書

二
〇
二
ペ
ー
ジ
。

１１

明
治
三
十
八
年
四
月
『
日
本
美
術
』
第
七
十
五
号
に
記
載
、『
新
海
竹
太
郎
伝
』
に
も
採
録
（
一
五
六

ペ
ー
ジ
）
さ
れ
る
。

１２

註
２
前
掲
書

一
六
〇
ペ
ー
ジ
。（

い
そ
ざ
き

や
す
ひ
こ

福
島
大
学
文
学
・
芸
術
学
系
）

平
成
十
七
年
九
月
三
十
日
受
理

４．新海竹太郎 有栖川宮威仁親王（背面）ブロンズ ３．新海竹太郎 有栖川宮威仁親王（正面）ブロンズ
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で
き
る
。

竹
太
郎
の
ベ
ル
リ
ン
で
の
生
活
は
、
質
素
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
活
苦
に
あ
え

い
だ
。
竹
太
郎
が
、
帰
国
を
突
然
決
定
す
る
の
も
、
金
銭
上
の
問
題
で
あ
っ
た
。『
新
海
竹
太
郎

伝
』
に
よ
れ
ば
、
明
治
三
十
四
年
十
一
月
七
日
「
都
合
上
急
に
帰
朝
に
決
す
、
同
日
河
村
少
佐

に
は
か
る
」
と
あ
る
。

河
村
少
佐
は
、
か
つ
て
竹
太
郎
の
上
官
で
あ
っ
た
。
河
村
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
竹
太
郎
は
帰

国
に
さ
い
し
、
汽
船
賃
の
ほ
か
に
一
文
も
な
い
。
そ
こ
で
最
小
限
度
の
小
遣
を
与
え
た
と
い
う
。

し
か
し
竹
太
郎
は
そ
の
金
銭
で
彫
刻
用
小
道
具
を
購
入
し
て
し
ま
っ
た
。

竹
太
郎
は
、
帰
国
の
途
次
、
イ
タ
リ
ア
を
巡
視
し
た
か
っ
た
が
、
金
銭
上
断
念
し
、
明
治
三

十
四
年
（
一
九
〇
一
）
十
一
月
十
四
日
に
ベ
ル
リ
ン
を
出
発
し
た
。
十
七
日
に
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル

ペ
ン
を
立
ち
、
二
十
二
日
に
ロ
ン
ド
ン
を
出
航
し
、
翌
年
（
一
九
〇
二
）
の
一
月
十
五
日
横
浜

へ
着
い
た
。

竹
太
郎
は
、
山
形
の
新
海
義
蔵
へ
一
九
〇
一
年
十
二
月
三
十
日
に
ロ
ン
ド
ン
よ
り
手
紙
を
書

い
た
。
手
紙
に
「
十
二
月
十
八
日
当
港
着
、
明
廿
二
日
出
航
」
と
あ
り
、
ロ
ン
ド
ン
に
五
日
間

滞
在
し
た
と
わ
か
る
。
霧
に
は
閉
口
し
た
よ
う
だ
が
、
美
術
館
を
見
学
し
、
ネ
ル
ソ
ン
提
督
記

念
柱
を
見
た
。
こ
の
ネ
ル
ソ
ン
像
と
対
比
す
べ
く
制
作
さ
れ
た
の
が
、
有
栖
川
宮
威
仁
親
王
銅

像
で
あ
っ
た
。有

栖
川
宮
威
仁
親
王
銅
像

た
か
ひ
と

威
仁
親
王
は
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
一
月
、
有
栖
川
宮
幟
仁
親
王
の
第
四
王
子
と
し
て

生
ま
れ
た
。
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
海
軍
兵
学
校
予
科
卒
業
後
、
一
年
あ
ま
り
英
艦
に
乗

り
、
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
グ
リ
ニ
ッ
チ
海
軍
大
学
へ
留
学
、
二
年
あ
ま
り
し
て
帰
国
、

の
ち
日
本
海
軍
の
基
礎
確
立
に
力
を
注
い
だ
。
明
治
三
十
七
年
六
月
海
軍
大
将
、
大
正
二
年
（
一

九
一
三
）
七
月
、
五
十
二
歳
で
死
去
し
、
元
帥
府
に
列
せ
ら
れ
た
。

威
仁
親
王
没
後
、
銅
像
建
設
の
気
運
が
お
こ
り
、
東
郷
平
八
郎
を
代
表
と
し
て
、
建
設
計
画

が
進
め
ら
れ
た
。
依
頼
さ
れ
た
の
は
、
北
白
川
宮
能
久
親
王
銅
像
を
す
で
に
制
作
し
、
軍
関
係

者
に
好
評
の
新
海
竹
太
郎
で
あ
っ
た
。

竹
太
郎
は
、
帰
国
の
さ
い
に
見
た
ネ
ル
ソ
ン
提
督
像
を
考
慮
し
つ
つ
、
ま
ず
威
仁
親
王
雛
型

を
制
作
し
た
。
親
王
は
、
海
軍
盛
装
姿
で
、
右
手
を
腰
に
あ
て
、
左
手
で
長
剣
を
握
っ
て
杖
と

す
る
。
身
体
を
若
干
左
側
に
傾
け
、
左
足
を
支
柱
と
す
る
。
雛
型
は
、
高
さ
六
八
・
〇
セ
ン
チ
、

塑
像
で
作
成
さ
れ
、
石
膏
ど
り
さ
れ
、
の
ち
ブ
ロ
ン
ズ
像
（
図
３
、
４
）
と
さ
れ
た
。
雛
型
は
、

大
正
九
年
春
頃
に
は
、
完
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
現
在
、
天
鏡
閣
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

�

こ
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
は
、
竹
太
郎
が
明
治
三
十
八
年
に
書
い
た
「
彫
刻
の
大
作
法
に
つ
い
て
」に
照

ら
し
て
み
る
と
、
第
二
「
補
助
型
フ
ウ
ェ
ル
フ
ス
モ
デ
ル
」
に
、
ま
た
本
雛
型
に
該
当
す
る
の

で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
竹
太
郎
は
、
本
雛
型
よ
り
四
メ
ー
ト
ル
弱
の
威
仁
親
王
原
型
を
つ
く
っ
た
。
制
作
方

法
は
、
雛
型
と
原
型
と
の
間
に
あ
る
一
定
の
距
離
を
と
り
、
両
者
（
雛
型
と
原
型
）
の
中
心
を

同
一
の
水
平
線
上
に
お
き
、
一
方
の
雛
型
か
ら
シ
ュ
ル
ヒ
シ
ュ
ナ
ー
ベ
ル
（Storchschnabel

）

を
利
用
し
て
、
原
型
骨
組
を
と
ら
え
た
、
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
方
法
は
、
お
そ
ら
く
ヘ
ル
テ
ル

の
も
と
で
学
び
、
そ
の
写
図
器
も
ド
イ
ツ
遊
学
中
に
購
入
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
原
型
は
、
粘
土

か
石
膏
の
ど
ち
ら
か
で
あ
っ
た
、
と
想
像
で
き
る
。
竹
太
郎
は
、「
彫
刻
の
大
作
法
に
つ
い
て
」

で
、

原
型
を
作
る
方
法
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
大
き
な
も
の
を
粘
土
で
作
っ
て
、
石
膏
の
壊

し
型
に
取
る
と
い
う
こ
と
は
余
程
困
難
で
も
あ
り
、
又
軟
き
土
で
大
き
な
も
の
を
組
立
て

る
と
い
う
こ
と
も
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
す
か
ら
そ
れ
は
直
接
に
石
膏

�

で
作
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

と
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
威
仁
親
王
原
型
は
、
石
膏
像
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

し
ょ
う

竹
太
郎
制
作
の
原
型
は
、
海
軍
造
兵
�
で
鋳
造
さ
れ
、
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
十
二
月
二

十
四
日
落
成
し
た
。
有
栖
川
宮
威
仁
親
王
銅
像
は
、
巨
石
か
ら
つ
く
ら
れ
た
十
五
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
の
円
柱
に
の
せ
ら
れ
、
東
京
築
地
の
海
軍
参
考
館
前
に
置
か
れ
た
。
基
壇
は
装
飾
さ
れ
、
基

壇
な
ら
び
に
全
体
の
設
計
は
、
伊
東
忠
太
に
よ
っ
た
。

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）、
関
東
大
震
災
の
と
き
、
海
軍
参
考
館
は
倒
壊
し
た
も
の
の
、
威

仁
親
王
銅
像
は
倒
れ
ず
に
残
り
、
戦
後
に
至
っ
た
。
こ
の
銅
像
が
、
猪
苗
代
町
の
天
鏡
閣
に
移

設
再
建
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
五
十
九
年
七
月
で
あ
る
。
有
栖
川
宮
の
祭
祀
を
継
承
し
た
高
松
宮

宣
仁
親
王
の
発
案
に
よ
る
。

天
鏡
閣
は
、
威
仁
親
王
の
別
邸
で
あ
る
。
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
夏
に
竣
工
し
、
翌

年
、
東
宮
（
大
正
天
皇
）
東
北
巡
遊
の
さ
い
、
李
白
の
句
「
明
湖
落
天
鏡
」
を
参
照
し
て
、
天

鏡
閣
と
命
名
さ
れ
た
。

天
鏡
閣
は
、
木
造
二
階
建
て
（
一
部
三
階
）、
建
築
面
積
四
九
一
・
九
平
方
米
、
典
雅
な
ル
ネ

サ
ン
ス
式
洋
風
建
築
で
あ
る
。
南
面
の
中
央
に
八
稜
形
状
に
突
出
し
た
入
口
を
、
二
階
に
バ
ル

コ
ニ
ー
を
設
け
、
上
部
ペ
デ
ィ
メ
ン
ト
中
央
に
、
有
栖
川
宮
家
紋
章
を
唐
草
で
飾
る
。
そ
の
西

寄
り
に
翼
部
を
も
つ
。
西
面
に
玄
関
ポ
ー
チ
、
東
に
マ
ン
サ
ー
ド
屋
根
（
上
部
が
ゆ
る
や
か
な

勾
配
で
、
下
部
が
急
勾
配
の
屋
根
）、
北
側
に
越
屋
根
付
の
厨
房
を
お
く
。
平
面
は
、
コ
の
字
形

（
六
）
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ベ
ル
リ
ン
遊
学

明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）、
パ
リ
万
国
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
明
治
政
府
は
、

わ
が
国
の
伝
統
的
古
美
術
の
み
な
ら
ず
、
現
代
の
美
術
作
品
も
出
品
し
た
。
多
く
の
美
術
家
は
、

こ
の
博
覧
会
を
機
会
に
渡
仏
し
た
。
竹
太
郎
も
こ
れ
に
乗
じ
、
彫
工
会
の
代
表
者
と
し
て
、
北

村
四
海
、
海
野
美
盛
ら
と
パ
リ
へ
向
っ
た
。
浅
井
忠
は
、
文
部
省
か
ら
フ
ラ
ン
ス
留
学
を
命
ぜ

ら
れ
、
洋
画
研
究
の
目
的
で
明
治
三
十
三
年
二
月
、
神
戸
を
立
っ
た
。
竹
太
郎
は
、
パ
リ
で
、

浅
井
の
下
宿
を
訪
ね
て
い
る
。

パ
リ
万
国
博
で
は
、
ロ
ダ
ン
の
特
別
展
覧
会
が
催
さ
れ
、
竹
太
郎
も
興
味
を
も
っ
て
見
学
し

た
。
興
味
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
ロ
ダ
ン
の
彫
刻
を
見
た
竹
太
郎
は
、「
変
な
彫
刻
」
だ
と
思
い
、

「
然
し
そ
の
う
ち
で
感
じ
た
の
は
、
カ
レ
ー
の
市
民
の
う
ち
で
鍵
を
持
っ
て
い
る
人
物
で
あ
っ

�た
」と
述
べ
て
い
る
。「
変
な
彫
刻
」
だ
と
思
っ
た
の
は
、
こ
の
頃
の
竹
太
郎
が
、
西
洋
彫
刻
を

ギ
リ
シ
ア
彫
刻
を
中
心
と
し
た
懐
古
主
義
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
竹
太
郎
は
、
そ
の
後
、

ベ
ル
リ
ン
で
も
ロ
ダ
ン
の
彫
刻
に
接
し
、
や
が
て
ロ
ダ
ン
の
作
風
を
理
解
し
た
よ
う
で
あ
る
。

と
い
う
の
は
、「
初
め
変
だ
と
思
っ
た
よ
う
な
と
こ
ろ
に
ロ
ダ
ン
の
価
値
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
」

れ
る
、
と
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

大
正
十
年
（
一
九
二
一
）、『
中
央
美
術
』
に
記
載
さ
れ
た
「
士
官
候
補
試
験
に
失
策
っ
て
」

に
よ
る
と
、
パ
リ
の
竹
太
郎
は
、
食
事
、
酒
、
芝
居
な
ど
に
出
費
が
か
さ
み
、
ド
イ
ツ
へ
留
学

し
て
い
た
友
人
か
ら
、
ド
イ
ツ
で
は
「
余
程
安
く
生
活
が
出
来
る
よ
う
で
も
あ
り
、
又
研
究
の

便
宜
も
あ
る
様
」
だ
、
と
知
ら
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
明
治
三
十
三
年
六
月
末
に
パ
リ
を
立
ち
、

ベ
ル
リ
ン
へ
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
陸
軍
の
軍
人
が
、
ベ
ル
リ
ン
に
か
な
り
お
り
、
か
つ

て
軍
籍
を
お
い
た
竹
太
郎
に
と
っ
て
、
ベ
ル
リ
ン
は
パ
リ
よ
り
暮
ら
し
や
す
い
都
市
で
あ
っ
た
、

と
思
わ
れ
る
。

竹
太
郎
は
、
ベ
ル
リ
ン
駐
在
武
官
松
川
敏
胤
の
紹
介
で
、
明
治
三
十
三
年
八
月
末
、
エ
ル
ン

ス
ト
・
ヘ
ル
テ
ル
（ErnstH

erter,1846-1917

）
を
訪
ね
、
彫
刻
を
学
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。
当
時
、

ヘ
ル
テ
ル
は
、
ベ
ル
リ
ン
美
術
学
校
の
彫
刻
部
主
任
教
授
で
あ
っ
た
。

ヘ
ル
テ
ル
は
、
一
八
四
六
年
ベ
ル
リ
ン
で
生
ま
れ
、
同
地
の
王
立
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
に
入
学

し
、
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
あ
と
、
彫
刻
研
究
の
た
め
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
、
ま
た
イ
タ
リ
ア
へ
遊

学
し
た
。
帰
国
後
、
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
と
な
り
、
一
八
九
五
年
、
美
術
学
校
の
彫
刻
部
長
と
な
っ

た
。ヘ

ル
テ
ル
は
、
十
九
世
紀
後
半
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
か
け
て
登
場
し
た
ネ
オ
・
バ
ロ
ッ
ク

様
式
追
究
の
官
学
派
彫
刻
家
で
あ
っ
た
。
ネ
オ
・
バ
ロ
ッ
ク
は
、
冷
た
く
平
滑
な
形
態
か
ら
な

る
新
古
典
主
義
美
術
の
反
動
と
し
て
起
こ
っ
た
様
式
で
あ
る
。
し
か
し
、
ヘ
ル
テ
ル
の
よ
う
に
、

古
典
様
式
に
準
拠
し
つ
つ
、
新
し
い
バ
ロ
ッ
ク
的
様
式
を
加
味
し
よ
う
と
す
る
作
家
も
か
な
り

い
た
。

ベ
ル
リ
ン
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
公
園
の
池
に
「
珍
し
き
漁
獲
」（der

seltene
Fang

）
と
い
う
ヘ

ル
テ
ル
の
彫
刻
が
あ
る
。
漁
師
が
、
人
魚
を
捕
獲
し
た
姿
を
と
ら
え
る
。
漁
師
や
人
魚
の
身
体

の
比
例
は
、
古
典
的
規
範
に
よ
り
つ
く
ら
れ
る
が
、
両
方
の
姿
態
は
き
わ
め
て
複
雑
で
あ
る
。

人
魚
は
自
ら
の
身
体
を
ね
じ
り
、
か
つ
漁
師
と
複
雑
に
か
ら
み
あ
う
。
ネ
オ
・
バ
ロ
ッ
ク
作
品

と
い
う
に
相
応
し
い
。

筆
者
は
ベ
ル
リ
ン
滞
留
中
、
ベ
ル
リ
ン
美
術
学
校
の
資
料
が
、
ブ
ン
デ
ス
ア
レ
ー
の
美
術
古

文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
わ
か
っ
た
。
す
ぐ
同
文
書
館
を
訪
れ
、
一
九
〇
〇
年
前
後
の
学

生
名
簿
を
調
査
し
た
。
し
か
し
、
竹
太
郎
の
名
前
を
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
竹
太

郎
は
、
美
術
学
校
の
正
規
の
学
生
で
な
く
、
外
国
人
研
究
生
か
、
ヘ
ル
テ
ル
の
個
人
的
弟
子
の

�

ど
ち
ら
か
で
あ
っ
た
、
と
わ
か
る
。
後
者
の
可
能
性
が
高
い
。

竹
太
郎
自
身
は
、
ヘ
ル
テ
ル
の
工
房
で
仕
事
を
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

研
究
生
と
い
う
の
は
僕
の
外
に
、
美
術
学
校
の
研
究
科
の
学
生
が
二
人
ず
つ
、
二
週
間
か

�

三
週
間
毎
に
交
代
し
て
、
別
々
の
学
生
が
大
作
の
実
地
研
究
に
来
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

竹
太
郎
が
、
自
ら
を
「
研
究
生
」
と
い
う
の
は
、
美
術
学
校
研
究
科
の
学
生
と
い
う
意
味
で

な
く
、
ヘ
ル
テ
ル
の
個
人
的
研
究
生
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
竹
太
郎
の
学
習
は
、
主
に
ヘ
ル

テ
ル
の
ア
ト
リ
エ
で
お
こ
な
わ
れ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
ヘ
ル
テ
ル
の
ア
ト
リ
エ
は
、
当
時
、

ベ
ル
リ
ン
新
市
街
の
ウ
ー
ラ
ン
ト
通
り
に
あ
っ
た
。
竹
太
郎
は
、
ベ
ル
リ
ン
到
着
後
、
ハ
レ
シ
ェ

通
り
に
住
む
が
、
す
ぐ
に
シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
ン
ブ
ル
ク
の
ゲ
ー
テ
通
り
へ
移
っ
た
。
こ
れ
は
、
ヘ

ル
テ
ル
の
ア
ト
リ
エ
が
近
く
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

竹
太
郎
は
、
ヘ
ル
テ
ル
に
月
謝
を
払
わ
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
か
わ
り
、
日
本
か
ら
『
暁

斎
画
談
』
や
花
鳥
画
譜
を
取
り
よ
せ
、
師
に
贈
っ
て
嬉
ば
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
竹
太
郎
は
、

ヘ
ル
テ
ル
の
誕
生
日
や
夜
会
に
招
か
れ
た
か
ら
、
両
人
は
か
な
り
親
し
い
師
弟
関
係
に
あ
っ
た

と
い
え
る
。

竹
太
郎
は
、
ヘ
ル
テ
ル
か
ら
レ
リ
ー
フ
の
概
念
や
技
法
を
学
ん
だ
。
ま
た
等
身
大
以
上
の
彫

刻
、
つ
ま
り
大
作
の
制
作
技
法
や
構
成
、
さ
ら
に
彫
刻
と
環
境
の
関
係
を
習
得
し
た
こ
と
は
、

ヘ
ル
テ
ル
学
習
下
の
大
成
果
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
レ
リ
ー
フ
に
関
し
て
は
、
帰
国
後
の
太
平

洋
画
会
第
一
回
展
覧
会
に
出
品
し
た
「
少
女
」
ら
数
点
の
作
品
に
、
そ
の
成
果
が
み
ら
れ
る
。

大
作
の
制
作
技
法
に
関
し
て
は
、
帰
国
後
の
数
々
の
騎
馬
像
に
、
成
果
の
あ
と
を
偲
ぶ
こ
と
が
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や
が
て
大
隊
長
渋
谷
在
明
の
耳
へ
も
入
っ
た
。
た
だ
こ
の
木
彫
は
、
入
隊
中
で
な
く
、
除
隊
後

に
完
成
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
渋
谷
は
同
郷
人
で
あ
り
、
竹
太
郎
に
後
藤
貞
行
を
紹
介
し

た
。
和
歌
山
県
出
身
で
、
し
か
も
軍
人
か
ら
彫
刻
家
と
な
っ
た
後
藤
貞
行
は
、
明
治
十
八
年
（
一

八
八
五
）
末
か
ら
、
農
務
局
畜
産
課
の
駒
場
農
学
校
に
勤
務
し
て
お
り
、
明
治
二
十
三
年
四
月

に
、
高
村
光
雲
の
推
薦
に
よ
り
東
京
美
術
学
校
雇
教
官
と
な
っ
た
。（
嘱
託
を
解
か
れ
た
の
は
、

明
治
三
十
一
年
四
月
で
あ
る
。）

明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）、
満
期
除
隊
と
な
っ
た
竹
太
郎
は
、
後
藤
貞
行
の
援
助
を
得
、

寝
食
を
共
に
し
た
。
後
藤
は
こ
の
頃
、
高
村
光
雲
を
主
任
と
し
て
山
田
鬼
斎
、
石
川
光
明
ら
の

彫
刻
家
と
と
も
に
「
楠
木
正
成
銅
像
」
の
原
型
を
制
作
し
て
い
た
。
後
藤
の
担
当
し
た
の
は
、

楠
公
の
馬
で
あ
っ
た
。
竹
太
郎
は
、『
新
海
竹
太
郎
伝
』
に
よ
れ
ば
、
甲
冑
や
太
刀
を
つ
け
、
岡

倉
天
心
の
愛
馬
わ
か
く
さ
に
乗
り
、
楠
公
の
ポ
ー
ズ
を
と
る
な
ど
、
後
藤
の
助
手
と
し
て
協
力

し
た
と
あ
る
。

「
楠
木
正
成
銅
像
」
の
原
型
は
木
彫
で
、
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
に
完
成
し
、
ほ
ぼ

三
年
を
か
け
て
岡
崎
雪
声
に
よ
っ
て
鋳
造
さ
れ
、
同
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
七
月
、
建
築
家

と
う
く
ま

片
山
東
熊
設
計
の
台
座
に
置
か
れ
完
成
し
た
。
竹
太
郎
は
後
藤
に
協
力
す
る
か
た
わ
ら
、
か
つ

て
ブ
ロ
ン
ズ
製
馬
の
置
物
を
模
刻
し
た
木
彫
と
同
じ
も
の
を
制
作
す
る
よ
う
、
近
衛
師
団
長
か

ら
命
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
を
機
縁
に
、
竹
太
郎
は
、
近
衛
師
団
長
小
松
宮
彰
仁
親
王
夫
妻
騎
馬
像

を
制
作
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
騎
馬
像
は
木
彫
で
、
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
秋
に
完
成

し
、
現
在
、
彰
仁
親
王
像
の
み
靖
国
神
社
遊
就
館
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

彰
仁
親
王
騎
馬
像
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
像
高
お
よ
そ
四
メ
ー
ト
ル
の
楠
公
像
を
日
々
観
察

し
、
か
つ
後
藤
に
協
力
し
た
体
験
は
、
竹
太
郎
が
、
大
型
騎
馬
像
を
自
ら
制
作
す
る
さ
い
に
生

か
さ
れ
た
。
こ
れ
こ
そ
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
の
北
白
川
宮
能
久
親
王
銅
像
―
―
原
型
は

木
彫
―
―
で
あ
る
。
こ
れ
は
竹
太
郎
に
と
っ
て
記
念
す
べ
き
代
表
作
で
あ
る
ば
か
り
か
、
彫
刻
家

と
し
て
自
律
を
促
し
た
作
品
で
も
あ
っ
た
。
竹
太
郎
自
身
、

こ
の
銅
像
は
自
分
に
と
っ
て
は
大
い
に
記
念
す
可
き
も
の
で
、
貧
弱
な
が
ら
彫
刻
家
と
し

て
今
日
あ
る
は
全
く
こ
の
銅
像
の
お
蔭
で
あ
る
。
其
れ
以
前
に
作
っ
た
も
の
は
素
人
細
工

�

に
過
ぎ
な
い
。

と
発
言
し
て
い
る
。

能
久
親
王
は
、
伏
見
宮
邦
家
親
王
の
第
九
王
子
と
し
て
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
二
月
に

生
ま
れ
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
仁
孝
天
皇
の
養
子
と
な
り
、
青
蓮
院
門
室
を
相
続
し
た
。

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
十
一
月
江
戸
へ
出
、
輪
王
寺
に
入
っ
た
。
戊
辰
戦
争
に
あ
っ
て
は
、

彰
義
隊
や
奥
羽
越
列
藩
同
盟
を
擁
護
し
て
官
軍
と
対
峙
し
た
た
め
、
降
伏
後
、
京
都
へ
護
送
さ

れ
て
謹
慎
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
宥
免
さ
れ
た
あ
と
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
ド
イ
ツ
へ
留

る
い
し
ん

学
し
、
七
年
間
プ
ロ
シ
ア
陸
軍
大
学
校
で
学
ん
だ
。
帰
国
後
、
陸
軍
に
籍
を
お
い
て
累
進
し
、

各
師
団
長
を
つ
と
め
、
日
清
戦
争
に
あ
っ
て
は
、
近
衛
師
団
長
と
し
て
出
征
し
た
。
明
治
二
十

八
年
（
一
八
九
五
）、
日
清
戦
争
は
終
結
し
た
も
の
の
、
台
湾
は
依
然
と
し
て
不
安
定
で
、
能
久

親
王
は
同
地
鎮
定
の
た
め
赴
い
た
が
、
台
南
で
マ
ラ
リ
ア
に
よ
り
病
死
し
た
。

竹
太
郎
は
、
日
清
戦
争
の
さ
い
、
予
備
役
と
し
て
明
治
二
十
七
年
十
二
月
に
応
召
し
、
近
衛

騎
兵
大
隊
へ
入
っ
た
。
中
国
大
陸
か
ら
台
湾
へ
渡
っ
た
竹
太
郎
は
、
師
団
長
能
久
親
王
の
配
下

で
あ
っ
た
。

竹
太
郎
は
、「
美
術
批
評
家
と
し
て
の
森
（
�
外
）
さ
ん
」
の
な
か
で
、
兵
士
の
水
筒
と
し
て

使
う
椰
子
の
殻
に
、
能
久
親
王
自
筆
の
「
伴
戦
扶
労
」
と
い
う
文
字
を
彫
る
よ
う
依
頼
さ
れ
た
、

�

と
い
う
。

竹
太
郎
が
、「
北
白
川
宮
能
久
親
王
銅
像
」
を
依
頼
さ
れ
た
の
も
、
台
湾
征
討
で
の
経
験
が
あ
っ

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。『
新
海
竹
太
郎
伝
』
に
よ
れ
ば
、

在
隊
中
か
ら
知
遇
を
受
け
て
い
た
渋
谷
在
明
、
河
村
秀
一
ら
の
諸
将
校
の
推
挙
も
力
が
あ
っ

�

た
で
あ
ろ
う
。

と
し
て
い
る
。
河
村
秀
一
は
、
台
湾
征
討
に
大
尉
参
謀
と
し
て
行
き
、
か
つ
竹
太
郎
と
同
じ
頃
、

ド
イ
ツ
へ
留
学
し
、
竹
太
郎
へ
金
銭
的
援
助
を
し
た
軍
人
で
あ
っ
た
。

竹
太
郎
は
、
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
五
月
に
能
久
親
王
銅
像
を
委
託
さ
れ
、
翌
三
十

年
そ
の
木
彫
雛
形
を
完
成
し
、
同
年
（
一
八
九
七
）
九
月
の
東
京
彫
工
会
第
十
二
回
彫
刻
競
技

会
に
出
品
し
、
銀
賞
を
獲
得
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
時
の
『
美
術
評
論
』
で
は
、
厳
し

く
批
判
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
批
判
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
馬
と
馬
上
人
物
と
の
比
例
が
悪
く
、

か
つ
馬
と
の
一
体
感
が
な
い
ば
か
り
か
、
品
位
に
欠
け
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
竹
太
郎
は
、
再
度
明
治
三
十
年
七
月
に
着
手
し
た
木
造
原
形
に
手
を
加
え
、
明
治
三

十
二
年
（
一
八
九
九
）
七
月
に
完
成
さ
せ
、
日
本
体
育
会
庭
内
に
て
公
開
し
た
。
そ
の
後
鋳
造

さ
れ
、
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
に
ブ
ロ
ン
ズ
と
な
り
、
さ
ら
に
片
山
東
熊
と
足
立
鳩
吉

に
よ
る
台
座
も
加
わ
り
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
二
）
一
月
、
近
衛
連
隊
営
門
前
に
設
置
さ

れ
て
、
除
幕
式
を
む
か
え
た
。
能
久
親
王
銅
像
は
、
竹
太
郎
の
出
世
作
と
な
り
、
現
在
、
東
京

国
立
近
代
美
術
工
芸
館
に
見
ら
れ
る
。

�

能
久
親
王
銅
像
は
、
馬
の
右
前
脚
を
折
り
曲
げ
、
幾
分
盛
ら
れ
た
地
面
に
接
す
。左
前
脚
は
、

深
く
折
り
曲
げ
て
地
上
か
ら
離
す
。
馬
の
重
心
は
、
後
脚
に
て
支
え
る
。
馬
上
の
能
久
親
王
は
、

右
手
に
双
眼
鏡
を
持
っ
て
う
し
ろ
に
た
ら
し
、
左
手
で
手
綱
を
に
ぎ
っ
て
馬
を
制
御
し
、
身
体

を
若
干
う
し
ろ
に
反
ら
す
。
馬
の
躍
動
す
る
一
瞬
を
と
ら
え
た
銅
像
で
あ
る
。

（
四
）
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東
京
大
学
医
学
部
教
官
玉
越
与
平
が
、
週
二
回
、
芸
用
解
剖
学
を
講
義
し
た
の
も
、
写
実
を

重
視
す
る
ラ
グ
ー
ザ
の
考
え
に
よ
っ
た
。
彫
刻
学
科
の
志
望
者
は
、
画
学
科
と
比
べ
て
少
数
で

あ
っ
た
た
め
、
官
費
で
就
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ラ
グ
ー
ザ
の
指
導
を
受
け
た
人
物
に
大
熊
氏
広
、
藤
田
文
蔵
、
佐
野
昭
ら
が
い
る
。
大
熊
氏

広
は
、
工
部
美
術
学
校
創
立
と
と
も
に
入
学
し
、
学
術
優
秀
な
る
故
に
、
同
校
彫
刻
学
科
の
助

手
と
な
り
、
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
に
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
へ
遊
学
し
た
。
帰
国
後
、

彫
工
会
や
文
展
で
活
躍
す
る
が
、
代
表
作
に
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
の
「
大
村
益
次
郎

銅
像
」、
明
治
三
十
六
年
の
「
有
栖
川
宮
銅
像
」
な
ど
が
あ
る
。
大
熊
や
、
ま
た
明
治
二
十
年

（
一
八
八
七
）
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
美
術
学
校
で
彫
刻
を
学
ん
で
帰
国
し
た
長
沼
守
敬
は
、
わ
が
国

の
彫
塑
史
の
先
駆
者
で
あ
っ
た
。
工
部
美
術
学
校
は
、
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
に
廃
止
さ

れ
た
が
、
ラ
グ
ー
ザ
の
門
弟
、
ま
た
長
沼
ら
は
、
明
治
二
十
二
年
に
結
成
さ
れ
た
明
治
美
術
会

の
彫
塑
部
へ
活
躍
の
場
を
移
し
た
の
で
あ
る
。

明
治
二
十
二
年
に
開
校
し
た
東
京
美
術
学
校
は
、
彫
刻
科
を
設
け
た
が
、
彫
塑
は
な
く
、
木

彫
の
み
で
あ
っ
た
。
指
導
し
た
の
は
竹
内
久
一
、
高
村
光
雲
、
石
川
光
明
ら
で
あ
る
。
そ
の
後
、

高
村
光
雲
に
師
事
し
た
米
原
雲
海
や
平
櫛
田
中
ら
は
、
彫
塑
で
な
く
、
木
彫
制
作
に
従
事
し
た
。

米
原
は
、
日
本
固
有
の
木
彫
振
興
を
掲
げ
て
彫
刻
会
を
設
立
し
、
わ
が
国
の
伝
統
的
木
彫
技
術

を
標
榜
し
た
。
ま
た
平
櫛
も
、
伝
統
的
木
彫
を
顧
み
つ
つ
、
新
し
い
木
彫
の
方
向
を
探
っ
た
。

木
彫
の
み
の
東
京
美
術
学
校
彫
刻
科
に
、
塑
造
科
が
設
け
ら
れ
た
の
は
、
明
治
三
十
二
年
（
一

八
九
九
）
で
あ
っ
た
。
長
沼
守
敬
と
、
後
任
の
藤
田
文
蔵
が
指
導
に
あ
た
り
、
ラ
グ
ー
ザ
の
流

れ
を
受
け
継
い
だ
。
彫
刻
科
を
卒
業
し
た
武
石
弘
三
郎
、
高
村
光
太
郎
、
水
谷
鉄
也
ら
は
塑
像

制
作
に
進
み
、
西
欧
に
留
学
し
て
彫
刻
術
に
磨
を
か
け
た
。
と
り
わ
け
ロ
ダ
ン
に
師
事
し
た
荻

原
守
衛
が
、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
に
帰
国
し
、
ま
た
ロ
ダ
ン
に
傾
倒
し
た
高
村
光
太

郎
が
、
翌
四
十
二
年
に
帰
国
す
る
と
、
わ
が
国
の
彫
塑
界
は
活
気
づ
い
た
。
荻
原
守
衛
の
影
響

の
も
と
、
中
原
悌
二
郎
と
戸
張
弧
雁
は
彫
塑
へ
転
じ
、
か
つ
朝
倉
文
夫
や
北
村
西
望
と
い
っ
た

彫
刻
家
が
、
や
が
て
表
舞
台
に
登
場
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

竹
太
郎
は
、
工
部
美
術
学
校
の
流
れ
を
く
む
作
家
ら
の
世
代
と
、
ロ
ダ
ン
の
影
響
の
も
と
、

華
々
し
く
台
頭
し
た
作
家
ら
と
の
中
間
に
位
置
し
た
。
竹
太
郎
は
、
木
彫
と
塑
像
の
一
方
の
み

に
縛
ら
れ
ず
、
木
彫
も
塑
像
も
制
作
し
た
。
し
か
し
木
彫
を
し
た
か
ら
と
い
え
、
わ
が
国
の
伝

統
主
義
を
固
守
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
塑
像
を
制
作
し
た
か
ら
と
い
え
、
ロ
ダ
ン
の
作

風
に
迎
合
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
竹
太
郎
が
遊
学
し
て
学
ん
だ
も
の
は
、
幾
分
時
代
遅
れ
の

官
画
系
ア
カ
デ
ミ
ス
ム
の
表
現
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
点
に
、
竹
太
郎
の
彫
刻
家
と
し
て
の
存

在
が
、
近
代
日
本
彫
刻
史
に
お
い
て
希
薄
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

彫
刻
家
と
し
て
の
自
律
を
う
な
が
し
た

「
北
白
川
宮
能
久
親
王
銅
像
」

新
海
竹
太
郎
は
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
二
月
五
日
、
山
形
市
十
日
町
に
生
ま
れ
た
。
同

町
小
学
校
で
修
学
し
、
十
六
歳
の
と
き
、
地
元
の
細
谷
塾
へ
入
っ
た
。
細
谷
風
翁
と
そ
の
子
細

谷
米
山
が
、
医
業
の
か
た
わ
ら
、
町
内
の
子
供
ら
に
漢
学
を
教
え
る
塾
で
あ
っ
た
。
竹
太
郎
は
、

息
子
の
米
山
か
ら
漢
学
、
漢
画
、
詩
文
な
ど
を
学
ん
だ
。
父
の
風
翁
か
ら
直
接
教
え
ら
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
が
、
深
く
感
化
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）、
細
谷
米
山

が
他
界
し
た
た
め
に
、
細
谷
塾
は
閉
鎖
し
て
し
ま
っ
た
。

明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）、
竹
太
郎
は
既
述
の
よ
う
に
、
陸
軍
士
官
を
志
し
て
上
京
し
た
。

竹
太
郎
が
軍
人
を
志
し
た
の
は
、
細
谷
風
翁
の
影
響
に
よ
る
も
の
ら
し
い
。
風
翁
は
、「
男
子
は

須
ら
く
軍
人
た
る
可
し
」
と
常
に
言
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
ば
か
り
か
生
活
苦
の
竹
太
郎
自
身
、

士
官
に
な
れ
ば
生
計
が
安
定
し
、
か
つ
そ
の
月
給
で
親
を
養
い
え
る
、
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

上
京
し
た
竹
太
郎
は
、
小
学
校
の
補
助
教
員
を
し
た
り
、
筆
耕
な
ど
を
し
て
収
入
を
得
た
。

明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）、
士
官
候
補
生
試
験
に
失
敗
し
、
同
年
十
二
月
に
徴
兵
適
齢
期
に

あ
た
り
、
近
衛
騎
兵
大
隊
へ
入
営
し
た
。

竹
太
郎
は
、
近
衛
騎
兵
時
代
に
彫
刻
を
開
眼
し
た
。
最
初
に
七
セ
ン
チ
ほ
ど
の
小
さ
な
馬
を

彫
刻
し
、
獣
医
官
を
嘆
賞
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
乗

馬
学
校
の
上
官
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
持
ち
帰
っ
た
ブ
ロ

ン
ズ
製
の
馬
の
置
物
を
木
で
模
刻
す
る
羽
目
と
な
っ

た
。
で
き
上
が
っ
た
模
刻
の
馬
（
図
２
）
は
、
原
物

よ
り
優
れ
て
い
る
と
の
評
価
を
仲
間
内
で
得
た
の
で

あ
る
。

そ
れ
ば
か
り
か
下
士
集
会
所
の
看
守
の
任
に
あ
っ

た
竹
太
郎
は
、
同
所
に
あ
っ
た
ド
イ
ツ
語
本
馬
体
解

剖
書
を
偶
然
見
つ
け
た
。
馬
の
写
真
や
解
剖
、
と
り

わ
け
馬
の
写
実
的
な
表
現
に
驚
い
た
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
そ
こ
で
竹
太
郎
は
、
写
真
や
絵
画
で
こ

れ
ほ
ど
真
に
迫
る
表
現
が
で
き
る
な
ら
、
彫
刻
と
い

う
立
体
表
現
を
と
っ
た
な
ら
ば
、
よ
り
活
気
的
で
迫

真
的
に
な
ろ
う
、
と
考
え
た
よ
う
で
あ
る
。

竹
太
郎
の
木
彫
の
馬
は
、
隊
内
で
評
判
と
な
り
、

２．新海竹太郎 馬 木彫 １８９１年
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校
系
列
か
ら
大
熊
氏
広
で
あ
っ
た
。
彫
刻
部
の
出
品
は
十
九
点
で
、
こ
の
と
き
竹
太
郎
は
、「
ゆ

あ
み
」
と
「
露
営
」
を
出
品
し
た
。

「
ゆ
あ
み
」
は
、〈
ゆ
あ
み
〉
と
刻
ま
れ
た
高
さ
九
〇
セ
ン
チ
の
台
座
に
立
ち
、
石
膏
で
つ
く

ら
れ
た
一
九
〇
セ
ン
チ
あ
ま
り
の
女
性
像
で
あ
っ
た
。
今
日
よ
く
目
に
す
る
の
は
、
こ
の
原
像

で
な
く
、
こ
れ
か
ら
鋳
造
さ
れ
た
ブ
ロ
ン
ズ
像
で
あ
る
。
ブ
ロ
ン
ズ
像
で
は
、
台
座
が
省
略
さ

れ
て
い
る
。

「
ゆ
あ
み
」
は
、
ほ
ぼ
垂
直
の
立
像
で
あ
る
が
、
左
足
の
膝
を
わ
ず
か
な
が
ら
右
足
に
よ
せ

て
い
る
。
右
手
を
肩
か
ら
か
け
た
薄
手
の
布
に
運
び
、
左
手
を
右
手
に
か
る
く
の
せ
る
。
肩
か

た

ら
胸
・
腹
・
腰
・
股
へ
と
流
れ
る
よ
う
に
垂
れ
る
布
は
、
透
け
て
裸
体
が
み
え
る
ほ
ど
薄
手
で

あ
る
。
若
干
官
能
的
で
あ
る
が
、
気
品
の
あ
る
彫
刻
で
あ
る
。

く
す

お

こ

�

「
ゆ
あ
み
」
は
、
大
塚
楠
緒
子
の
短
編
小
説
『
湯
の
香
』
と
の
関
係
が
と
り
ざ
た
さ
れ
た
。

大
塚
楠
緒
子
は
、
詩
人
・
歌
人
・
小
説
家
で
、
夫
大
塚
保
治
が
漱
石
の
友
人
で
あ
っ
た
と
こ
ろ

か
ら
、
晩
年
、
漱
石
の
影
響
を
受
け
た
。
竹
太
郎
は
、
ド
イ
ツ
帰
国
後
、
東
京
帝
国
大
学
文
科

の
美
学
者
大
塚
保
治
の
助
手
と
な
り
、
親
交
し
た
。
竹
太
郎
は
、
大
塚
保
治
を
介
し
て
楠
緒
子

を
知
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）、
竹
太
郎
は
、
楠
緒
子
の
短
編
小
説
集
『
晴
小
袖
』
の
表
紙
を

装
幀
し
た
。『
湯
の
香
』
は
、
こ
の
な
か
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
話
の
筋
は
、

夏
の
間
、
伊
香
保
温
泉
に
滞
在
す
る
主
人
公
姫
は
、
美
人
で
名
家
の
令
嬢
で
あ
る
。
姫
は
、

侍
女
の
京
を
つ
れ
て
湯
元
へ
出
か
け
た
と
き
、
青
年
画
家
と
会
う
。
姫
は
、
京
に
羽
織
を
と
り

に
行
か
せ
、
そ
の
間
青
年
と
話
す
。
青
年
は
、
温
泉
と
い
う
題
で
作
品
を
描
い
た
が
、
モ
デ
ル

に
困
っ
て
い
る
と
言
う
。
姫
は
、
青
年
の
要
望
通
り
モ
デ
ル
と
な
っ
た
。
そ
し
て
京
が
、
羽
織

を
持
っ
て
急
い
で
戻
っ
た
と
き
、
す
で
に
青
年
の
姿
は
な
か
っ
た
。

文
中
の
「
綺
麗
な
形
の
少
女
が
裸
体
で
岩
蔭
で
湯
気
の
あ
が
る
温
泉
を
浴
ん
で
ゐ
る
」
と
か
、

ま
と

「
白
き
湯
気
に
身
を
纏
は
せ
な
が
ら
格
好
よ
く
岩
蔭
に
立
っ
た
」
と
か
あ
る
。
こ
う
し
た
文
章

は
、
竹
太
郎
の
「
ゆ
あ
み
」
を
想
像
さ
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
『
湯
の
香
』
か
ら
の
連
想
以
外
に
も
、「
ゆ
あ
み
」
と
い
う
標
題
は
、
西
洋
美
術
の
伝

統
的
な
一
主
題
で
あ
っ
た
。
ゆ
あ
み
の
場
面
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
以
来
、
西
洋
の
彫
刻
や
絵
画
に

し
ば
し
ば
描
か
れ
た
。「
ゆ
あ
み
」
の
制
作
は
、
竹
太
郎
の
遊
学
に
よ
る
西
洋
美
術
研
究
の
成
果

の
ひ
と
つ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

『
新
海
竹
太
郎
伝
』
に
は
、

希
臘
擬
古
の
手
法
に
日
本
式
の
清
楚
な
観
音
の
よ
う
な
表
情
を
附
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

�

形
は
美
し
く
整
え
ら
れ
、
注
意
す
べ
き
作
と
思
わ
れ
る
。

と
あ
る
。「
ゆ
あ
み
」
は
、
明
治
政
府
に
買
上
げ
ら
れ
、
竹
太
郎
の
代
表
的
作
品
と
な
っ
た
。
竹

太
郎
は
、
数
々
の
軍
人
騎
馬
像
を
制
作
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
近
代
彫
刻
史
で
は
「
ゆ

あ
み
」
を
代
表
作
と
し
て
、
こ
れ
し
か
載
ら
な
い
場
合
が
多
い
。

「
ゆ
あ
み
」
を
除
い
て
、
他
の
作
品
が
あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
い
理
由
は
、
竹
太
郎
の
彫
刻
家

と
し
て
の
履
歴
に
よ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
近
代
日
本
彫
刻
史
を
色
ど
る
作
家
た
ち
は
、
工
部

美
術
学
校
彫
刻
科
の
出
身
者
で
あ
り
、
ま
た
東
京
美
術
学
校
木
彫
・
塑
造
の
教
官
や
そ
の
卒
業

生
ら
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
、
竹
太
郎
の
経
歴
は
、
著
し
く
異
な
っ
た
。

竹
太
郎
は
、
元
来
陸
軍
士
官
を
志
し
て
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
山
形
か
ら
上
京
し
、

士
官
候
補
生
試
験
に
失
敗
し
、
近
衛
騎
兵
大
隊
へ
入
営
し
た
の
で
あ
っ
た
。
明
治
二
十
七
年
（
一

八
九
四
）
三
月
の
『
二
六
新
報
』
・『
異
材
顕
秘
録

彫
馬
一
刀
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

今
は
如
何
見
て
も
一
箇
の
好
兵
士
と
な
り
し
若
者
、
志
望
も
境
遇
も
、
全
く
美
術
的
感
念

と
隔
り
在
る
こ
と
、
千
里
も
啻
な
ら
ず
、
彫
刻
の
趣
味
風
韻
な
と
に
は
、
夢
に
も
交
ら
ざ

て
ん
し
ゅ
ん

り
し
者
が
、
し
ほ
ら
し
や
、
一
た
び
画
馬
の
霊
に
触
れ
て
、
転
瞬
の
間
に
心
情
の
宇
宙
を

い
つ
き
ょ
う

転
覆
し
、
何
処
よ
り
か
噴
湧
す
る
美
術
の
逸
興
に
酔
う
て
我
、
我
を
忘
る
る
時
其
時
に
、

ひ

そ
う

か
ん

神
聖
な
る
美
の
天
女
は
、
忽
ち
彼
蒼
よ
り
来
降
し
玉
ひ
、
其
香
ば
し
き
温
か
き
活
き
た
る

ぼ
く
と
つ

息
を
、
此
男
（
竹
太
郎
の
こ
と
）
の
身
に
吹
き
込
み
玉
ひ
ぬ
、
こ
の
一
刹
那
に
、
朴
訥
な

�

る
一
兵
卒
は
死
し
て
、
一
箇
の
美
術
家
と
生
れ
代
れ
り

こ
の
「
異
材
顕
秘
録
」
で
は
、
竹
太
郎
の
彫
刻
家
と
し
て
の
開
眼
を
仏
具
師
の
家
に
生
ま
れ

た
こ
と
と
結
び
つ
け
て
い
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
彫
刻
家
へ
の
転
身
を
夢
の
よ
う
な
驚
き
だ
、

と
述
べ
て
い
る
。

竹
太
郎
は
少
年
の
頃
、
地
元
の
仏
師
か
ら
仏
像
彫
刻
を
学
ぶ
が
、
仏
師
を
目
指
し
た
わ
け
で

な
い
。
む
し
ろ
生
計
の
た
め
に
商
務
に
勤
し
み
、
や
が
て
陸
軍
士
官
を
志
し
た
。
つ
ま
り
竹
太

郎
の
本
業
と
す
べ
き
志
気
が
、
い
わ
ゆ
る
彫
刻
家
の
履
歴
と
か
け
離
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
近

代
日
本
彫
刻
史
に
お
け
る
竹
太
郎
の
表
舞
台
に
登
場
し
に
く
い
理
由
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
登
場
し
に
く
い
理
由
と
し
て
、
竹
太
郎
の
お
か
れ
た
年
代
層
の
問
題
が
あ
る
。

明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
夏
、
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
（A

.Fontanesi,1818-82

）、
ラ
グ
ー
ザ

（V
.Ragusa,1841-1928

）、
カ
ペ
レ
ッ
テ
ィ
（G

.C
appelletti

）
ら
は
来
日
し
、
工
部
美
術
学
校

の
教
師
と
な
っ
た
。
彫
刻
学
科
を
担
当
し
た
ラ
グ
ー
ザ
は
、「
草
花
ノ
彫
刻
、
造
家
学
ニ
用
ユ
ル

動
物
彫
刻
、
肖
像
彫
刻
」
な
ど
を
教
え
た
。
ラ
グ
ー
ザ
に
よ
り
、
わ
が
国
へ
は
じ
め
て
彫
塑
が

移
植
さ
れ
た
。
油
土
に
よ
あ
る
実
物
写
生
や
モ
デ
リ
ン
グ
、
そ
し
て
石
膏
へ
の
移
し
は
彫
物
師
、

根
付
師
、
大
工
ら
の
木
彫
や
牙
彫
と
異
な
り
、
彫
刻
を
学
ぶ
も
の
に
と
っ
て
画
期
的
な
技
術
と

み
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
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《
論
文
》彫

刻
家
新
海
竹
太
郎
の
有
栖
川
宮
威
仁
親
王
銅
像
と
天
鏡
閣

磯

崎

康

彦

〔
要
旨
〕

新
海
竹
太
郎
（
一
八
六
八
―
一
九
二
七
）
は
、
山
形
市
出
身
の
彫
刻
家
で
あ
る
。
近
衛
騎
兵
大
隊
入
営
中
、
好
評
と
な
っ
た
馬
の
木
彫
を
か
わ
き
り
に
、
彫

刻
家
の
道
を
歩
み
は
じ
め
た
。
後
藤
貞
行
か
ら
彫
刻
の
教
え
を
受
け
、
か
つ
ベ
ル
リ
ン
の
ヘ
ル
テ
ル
の
も
と
で
西
洋
彫
刻
を
学
び
と
り
帰
国
し
た
。
帰
国
後
、

発
表
し
た
「
ゆ
あ
み
」
は
、
竹
太
郎
の
代
表
作
と
さ
れ
る
。
こ
の
作
品
以
外
に
、
一
連
の
軍
人
騎
馬
像
は
、
竹
太
郎
の
真
骨
頂
と
し
た
彫
刻
群
で
あ
っ
た
。
本

県
猪
苗
代
町
に
あ
る
有
栖
川
宮
威
仁
親
王
像
は
、
海
軍
正
装
姿
で
、
天
鏡
閣
庭
園
の
柱
上
に
立
つ
。
か
つ
て
海
軍
参
考
館
前
に
立
ち
、
天
鏡
閣
へ
移
設
再
建
さ

れ
た
竹
太
郎
の
彫
刻
で
あ
っ
た
。

﹇
キ
ー
ワ
ー
ド
﹈

新
海
竹
太
郎

天
鏡
閣

騎
馬
像

近
代
彫
刻
史

有
栖
川
宮
威
仁
親
王

新
海
竹
太
郎
の
彫
刻
家
と
し
て
の
位
置

新
海
竹
太
郎
は
、
明
治
・
大
正
期
に
活
躍
し
た
彫
刻
家
で
あ
る
。
活
躍
し
た
わ
り
に
は
、
高

村
光
太
郎
や
荻
原
守
衛
ら
と
比
べ
る
と
、
知
名
度
が
低
い
。
美
術
よ
り
近
代
文
学
の
研
究
者
に

知
ら
れ
た
彫
刻
家
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
近
代
文
学
の
両
雄
、
夏
目
漱
石
と
森
�
外
の

デ
ス
マ
ス
ク
は
、
竹
太
郎
に
よ
っ
て
と
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

漱
石
は
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
十
二
月
九
日
に
死
亡
し
た
。
臨
終
に
立
ち
あ
っ
た
森
田
草

平
か
ら
依
頼
さ
れ
た
竹
太
郎
は
、
十
二
月
九
日
の
深
夜
、
漱
石
の
石
膏
雌
型
を
と
り
終
え
た
。

一
方
、
�
外
は
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
七
月
九
日
に
他
界
し
た
。
夫
人
か
ら
の
願
望
に
よ

り
、
竹
太
郎
は
、
七
月
九
日
昼
頃
に
石
膏
雌
型
を
と
っ
た
。

デ
ス
マ
ス
ク
は
、
石
膏
・
�
・
寒
天
な
ど
の
材
質
を
顔
面
に
あ
て
て
型
ど
り
す
る
。
材
質
が

固
ま
る
と
、
顔
か
ら
は
ず
し
て
雌
型
と
す
る
。
雌
型
に
石
膏
な
ど
の
材
質
を
流
し
入
れ
て
型
を

ぬ
き
、
で
き
上
が
っ
た
像
が
デ
ス
マ
ス
ク
で
あ
る
。
デ
ス
マ
ス
ク
の
制
作
に
は
、
頭
部
の
左
右

両
側
に
一
人
ず
つ
い
た
方
が
よ
い
か
ら
、
二
名
の
制
作
者
を
必
要
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
漱
石

の
場
合
は
、
竹
太
郎
と
石
膏
師
の
宮
島
一
の
二
名
で
あ
り
、
�
外
の
場
合
は
、
竹
太
郎
と
息
子

の
新
海
竹
蔵
で
あ
っ
た
。

一
方
、
近
代
美
術
の
研
究
者
に
知
ら
れ
た
竹
太
郎
の
彫
刻
は
、「
ゆ
あ
み
」（
図
１
）
で
あ
ろ

う
。「
ゆ
あ
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」
は
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治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）、
第
一
回
文
展
に
出
品
さ
れ
た
。
第
一
回
文
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は
、
第
一
部
日
本
画
、
第
二

部
西
洋
画
、
第
三
部
彫
刻
か

ら
な
っ
た
。
彫
刻
の
審
査
委

員
は
、
東
京
美
術
学
校
木
彫

科
か
ら
高
村
光
雲
・
石
川
光

明
・
竹
内
久
一
、
同
校
塑
造

科
か
ら
長
沼
守
敬
・
白
井
雨

山
、
太
平
洋
画
会
か
ら
新
海

竹
太
郎
、
日
本
美
術
院
か
ら

新
納
忠
之
介
、
工
部
美
術
学
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